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第一話　織お田だ信のぶ奈なの学園









「ここはどこだ!?　俺は信奈を本能寺の変から救うために、世界線を跳んでいたはず!?　うっ、頭痛が……世界移動した際に、衝撃で記憶が欠落したのか？」

　ミンミンゼミの鳴き声を聞きながら目を覚ますと、見知らぬ寝室の白い天井が視界に飛び込んできた。

　相良さがら良よし晴はるは洋式ベッドから身体からだを起こすと、慌てて室内を確認した。

　戦国時代の和室ではない。現代世界のマンションの一室だった。

　カーテンを開いて室内を照らした。窓の外に映る光景は、緑豊かな夏の庭だった。どうやらここはマンションではなく、一軒家のようだ。

　室内のレイアウトは、かつて現代の横浜で良晴が暮らしていた個室にどことなく似ている。デスクの上には巨大なパソコンモニターが鎮座していて、さらには使い込まれたゲーミングマウスとゲーミングキーボードまで。キーボードのキーに刻まれた印字が一部消えていて、かなり使い込まれてきたことがわかる。

　だが、パソコンモニターを含む家具の種類や配置、それに部屋の形状が微妙に違っている。書棚に並べられているコミックやライトノベル、歴史関連の単行本も、かつて良晴が現代で収集していたものとは少しずつ異なっている。知らないタイトルのコミックも多い。

　なによりも決定的だったのは、良晴が連載開始当初から愛読してきた歴史コミック「キソグダム」の単行本の巻数が大幅に増えている！　とんでもない巻数になっている！

　良晴は了解した。つまり、ここは現代世界の「知らない部屋」だ。

　しかも、かつて良晴が生きていた世界よりも何年か未来の世界。

　枕元に無造作に置かれていたスマホを手に取って、カレンダーを確認しようとすると、顔認証センサーが起動した。かつて良晴が愛用していた父親譲りの無骨なスマホには、こんな高度な機能は搭載されていなかった。充電ケーブルに繫つないでもいなかったのに、１００パーセント充電されている。どうやら無線充電されていたらしい。スマホの筐きょう体たいがやたら大きくそして薄くなっていることにも、ディスプレイの解像度が段違いに高くなっていることにも驚いたが、見知らぬアイコンの中に交じっていたカレンダーアプリは、デザインこそ違えど昔ながらのもの。確認したところ、現代の横浜から戦国時代に召喚された日から、およそ十年が経過していた。なになに。今日の予定は「天てん下か布ふ部ぶ」の部室に十五時集合か。って、天下布部ってなんだ!?

「……俺は横浜で義よし陽ひ姉さんと入れ替わり、父さんと母さんに別れの言葉を告げて世界線移動の旅を続け、あとは本能寺の変の当日に戻るだけだったはず……そこまではぼんやりと覚えている。だが、ない。世界線を移動するための『石』がない。いったいどこに!?」

　テーブルの引き出しや百科事典のカバーの中など、「隠し場所」を片っ端から捜してみたが、どこにも見つからない。ならば身につけているのかと懐ふところに手を入れようとしたが、着ている衣服は和服ではなかった。

　立ち鏡の前に立って、自分の外見を確認してみる。現代着のパジャマ姿だった。

　外見年齢はおよそ十七歳で、戦国時代に召喚される直前とほぼ同じ容姿だ。

　幼い頃から引っ越しや転校を繰り返してきたせいか、もともと適当な性格だったのか、良晴はやたらに環境への適応力が高い。戦国時代に召喚されてもさほど狼狽うろたえなかった。それでも、これは想定外の事態だった。なにしろ、本能寺で焼かれる運命の信奈を救うまであと一歩、あと一跳びだったのだ。

　まさか、戦国時代での人生はすべて一夜の夢？　いや違う。ここは俺が住んでいた横浜のマンションの一室じゃないし、時代すら十年ズレている！

（どうすればいいんだろう。そもそもここは誰の家なんだ）と頭を抱えていると。

　突然ドアが開いて、見覚えのある顔ぶれの面々が──そう。懐なつかしい人たちが、現代の制服を着込んだ姿で部屋に入ってきた。

「早く起きろ、良晴。まったく仕方ないなお前は。義陽お姉ちゃんが起こしてやらないと朝食を食べにも来ない。ほら、まず洗面所で顔を洗え。歯を磨け。鼻うがいも忘れるな。眠くて面倒なら、お姉ちゃんが手伝ってやろう」

　良晴は瞬間、言葉を失った。もう二度と会えないかもしれないと思っていた義姉が、目の前にいたのだから。

「よ、義陽姉さんっ？　間違いない、本物の義陽姉さんだ!?」

「なんだ良晴？　お姉ちゃんと百年ぶりに出会ったような顔をして」

「よっしはるくーん！　徳とく千ち代よお姉ちゃんも参上だよー！　今朝はねー、昨夜のカレーの残りをみんなで処理するんだってー。一晩寝かせた朝カレーこそ至高なのよ〜とか言ってさ。お父さんが海外出張中だからって、お母さんの手抜きぶりも堂に入いってきたよねー？」

「兄さま！　おはようございまする、ねねでござる！　兄さまと一緒に観みている時代劇にハマりすぎて、この口調が直らないですぞ！」

　横浜で別離したはずの義陽の後ろには、さらに徳千代。そしてねね。

　義陽と徳千代は、見覚えのないお揃そろいの制服を着ている。義陽は清せい楚そ系で徳千代はギャル系だが、完全に女子高生だ。ねねは、ショートパンツにＴシャツという現代幼女ルック。

　これはどういうことだ!?

　良晴が戸惑いながら、義陽に手を引かれて廊下から洗面所に移動し、ダイニングルームに入ると。

「おはよう良晴。さすがに朝からカツカレーだと重いと思って、今朝の二日目カレーは爽やか夏野菜カレーにしておいたから。ところが、ねねがアスパラガスを食べないの〜。お兄ちゃんらしく叱ってあげてちょうだいね？」

「……か、母さん!?　横浜で別れたはずじゃあ……ここは……俺の……家……？」

「どうしたの良晴？　横浜ってなに？　ここは神こう戸べよ？　なぜ涙ぐんでいるの？　はっ？　まさか、この夏の開放感に浮かれてお向かいの小こ早ばや川かわさんを孕はらませてしまったの!?　それともお相手は噂うわさの天下布部のお嬢さん!?　修羅場だわ〜これは修羅場だわ〜」

「母さん、良晴はそんな不ふ埒らちな男ではない。この私がしっかり監視している。怪談動画の観過ぎで怖い夢でも見たのだろう。良晴は父さんに似て妄想力が逞たくましいから」

「まさか……義陽姉さんが……母さんの……娘……なのか？」

「なにを言っているの良晴、当然でしょう？　義陽は相良家の長女よ？　夜はきちんと寝ないとダメよ、今日も学校なんだから。さあさあ、母さんの十八番おはこ『二日目のカレー』をとくと味わいなさいね〜」

「良晴。私がお前の実の姉だとなにか問題があるのか？　ま、まさか、シスコンが悪化して美しすぎる姉に恋をしてしまったとか？　いけない、お前は私の実の弟だぞ？」

「まあまあ。お堅い子なのに、良晴が相手だと際きわどいジョークを。相変わらず義陽は良晴大好きお姉ちゃんねえ、くすっ」

「わ、私はちょっとばかり様子がおかしい良晴を和ませようとしているだけだ母さん！　ほら、しゃっきりしろ良晴！　お前には私がついている！」

　あ、ああ、うん、と良晴は戸惑いながら頷うなずき、そして、もう生涯食べられないと思っていた母親の手作りカレーを食した。飛び抜けて美味おいしいわけではないが、レストランでは決して味わうことができない、懐かしい味だった。しかも平和な朝の相良家の食卓に、家族として義陽、徳千代、ねねが揃っている。俺は今、二度と会えないと思っていた義陽姉さんと母さんと一緒に朝食を……思わず涙が溢あふれそうになったが、いよいよ義陽に怪しまれるのでぎりぎりでこらえた。

「良晴？　お前、涙ぐんでいるのか？　そんなに母さんのカレーが好きなのか……弟のせいで朝からカレーを食べさせられているＪＫ二人に申し訳ないと思わないのか、はあ……」

「良晴くんはほんと、母さんのカレーが好きだよねー！　おかげで一度煮込むと三食カレーになっちゃうよー！　あたしも大好物だから、いいけどねっ！　三食目はタンパク質特盛りの熊肉カレーがいいなあ、はぐはぐはぐ」

「アスパラガスは苦いですぞ、幼児の子供舌には厳しいですぞ！　コーンと交換してほしいですぞ、兄さま！」

　なんだ、この一家団だん欒らんは。現代の相良家に母さんがいて、義陽姉さんと徳千代が俺の姉で、ねねが俺の妹で……すべては俺が見ている夢なんだろうか？　いや、夢にしてはリアリティがありすぎる。このカレーの複雑な味わいと香りといい、義陽姉さんたちの活いき活きとした表情といい、現実の世界だとしか考えられない。

「あと十分で家を出て登校だぞ、良晴。部屋に戻って制服に着替えてこい。まさか私に着替えさせてほしいとか思ってないだろうな？　まったく手のかかる……はっ、すべてはお姉ちゃんに甘えたいがための寝ぼけ演技？　どこまでシスコンなのだこの弟は!?」

「あはは。義陽姉さんってば弟を意識しすぎー！　筋金入りのブラコンだねー！　あたしは手伝ってあげてもいーよー！　最近良晴くんと一緒にお風ふ呂ろに入ってないしー、いろいろチェックしたーい！」

「兄さまの介護なら、ねねの出番ですな！　相良幼稚園のドンにお任せですぞ！」

「あ、いえ、いいです。一人で着替えられるもん、です。じゅ、十分でしゃっきり目を覚ましてくるよ」




　相良幼稚園のドンってなんだ？　と首を傾かしげながら、良晴は一人で自室にＵターン。

　さしもの良晴も、なにがどうなっているのか事態を把握できず、思わず机の前にしゃがみ合掌しながら天を仰いだ。正確に言えば、十年の時を経て三〇インチを超えた巨大モニターを。俺の個室にこんな巨大モニターが鎮座しているだなんて、ここは確実に未来だ。

（義陽姉さんや母さんたちと再会できたのは嬉うれしいけれど、いったいどうなっているんだ？　誰か助けてくれ。ヘルプ。なんでもいいから俺に情報を与えてくれ。平和な家族生活を満喫している義陽姉さんたちには根掘り葉掘りきけないし）

　そんな良晴の前に、見覚えがありすぎる忍び装束姿の少女が一人。

「うにゅう。ついに戦国世界での記憶を回復してしまったでござるか、相良氏」

　天井裏から直接部屋に入るのは現代の住宅では構造上難しいのか、その少女はベッドの下から突然這はいずり出てきて、舌足らずな声をあげていた。完全に変質者かホラー映画に登場するモンスターのムーブだが、良晴はもう慣れている。

「五ご右衛え門もんっ!?　実家に帰ってきたような安心感！　やっぱりこういう時に頼りになるのは五右衛門だなあ〜！　助けてくれ五右衛門〜！　目が覚めたら十年後の未来に跳ばされていて、しかも家族が増えているんだ。ここは横浜じゃなくて神戸らしいし、訳がわからないんだよ〜！」

「抱きちゅくな、抱きちゅくな！　個室内で少女に襲いかかるとか事案でござるよ！」

「教えてくれ。ここはどこだ？　俺が生まれ育った現代世界とも違うし、俺が戻ろうとしていた戦国時代でもない！」

「左様、別の世界でござる。拙者石いし川かわ五右衛門も相良家の人々も、この世界で生まれ育ったにんげんでごじゃるよ」

「あれ、五右衛門の名字が違う？　ここは宇宙に無数に存在する『世界の泡』のひとつ、つまり並行世界ということか？」

「御意。相良氏は十年前に異世界から単身で飛び込んできたそうでござる」

「じゃあ俺は世界線移動に失敗して、意図しない世界に迷い込んでしまったのか？　そして元の世界の記憶を喪失した？　ダメだ、こんどはこの世界での記憶を思いだせない!?」

「それは、古い記憶を回復したために生じた一時的な混乱でござろう」

「一時的？　ほ、ほんとうに？」

「人と会話をすれば脳が刺激されて、その相手にまつわる記憶が戻りまちょう。誰とでもちぇっきょくてきにこーりゅーすれば、きおくはかんぺきにかいふくするでござる」

「わかった！　だが、俺は本能寺の変から信奈を救うために時空を跳び回っていたんだ。本能寺の信奈はどうなったんだ？　本能寺に戻らないと！」

「……拙者も子細は存じませぬが、その件はいっさい心配ご無用と、拙者の雇い主が」

「五右衛門の雇い主？　いったい誰だ？」

「うにゅう。遅刻の危機故、子細はいずれ」

「……長ゼリフを喋しゃべって嚙かみたくないんだな」

　他にも聞きたいことはたくさんあった。十年前に良晴が召喚されたのなら、彼は相良家の養子のはずだ。しかし義陽は良晴を実の弟と呼んでいた。それに異世界から良晴が来たのなら、この世界の誰かが一人減っていなければならないはずだ。十年前にこの世界の良晴と異世界から来た良晴が入れ替わったのだろうか？　でも、良晴の外見年齢は十七歳のままだ。なにもかも辻つじ褄つまが合わない。

　ともかく、今はこの世界で生きてきた相良良晴の記憶の回復を最優先すべきだろう。いずれ記憶のピースが揃えば、今わからないことも思いだすはずだ。

　五右衛門は、風のように音もなく姿を消す──というわけにはいかず、「よいしょ」と手で窓を開いてそのまま庭へと出て行った。気密性が高い今時の家屋に忍術は通じないらしい。

（そもそも現代世界なのに、どうして忍者装束？　普段はなにしてる子？　忍者ＪＳ？）

　と良晴は内心で突っ込んだが、そこで時間切れとなった。十分経過。

「着替え終わったか、良晴？　って、まだパジャマ姿のままなのかっ？　ああもう、お姉ちゃんに任せておけ！　どこまで甘えん坊なのだ、お前は!?」

「よっしはるくーん！　あたしと義陽姉さんは、良晴くんと高校が別々で残念だよー！　女学校を選択するんじゃなかったー。弟が通う稲葉山学園に転入したいよー！」

「しまった、着替えを忘れていた？　って、義陽姉さん？　徳千代？　パンツにまで手を掛けないでくれー！　噓うそだろ？　やめてとめて、やめてとめてっ!?」

「「稲葉山学園では遅刻は絶対に許されないんだから仕方ない！」」

　ああそうだった、だんだん思いだしてきた。俺はこの相良家で姉妹に囲まれてずっとこんな調子で十年を過ごしてきたんだった、俺と父さんの相良家におけるヒエラルキーは最下層なんだ、と良晴はぼやいた。

　だが、十年前のとある日にこの世界に「来た」時以前の記憶は、なにも思いだせなかった。




　　　　※




　義陽と徳千代に「急いで急いで」と玄関から歩道へと押し出された良晴は、背後を振り返って元の世界の相良家との立地の違いを再確認した。やはりこの世界の相良家はマンションではなく、立派な一軒家だった。それだけではない。滑り台や砂場を併設した中規模施設に隣接していた。その施設の入り口に掲げられた看板は。

「さ、『相良幼稚園』だと〜っ!?」

　良晴お兄ちゃんだー！　と、砂場で遊んでいた相良幼稚園の園児たちが手を振ってくる。石いし礫つぶてを用いて良晴を攻撃してくる過激な園児がいるのはなぜだ。

「これっ、兄さまに石礫はなりませぬぞ！　兵庫県民は体操の隊形に、開け〜！」

「「「ヤー！」」」

　ねねが園児たちを仕切っている？　この相良幼稚園ってうちの母さんが経営してるのか、もしかして？　良晴が首を捻ひねりながら飛んでくる石礫をひらりと避よけていると、ぽむっ、と通学中の女子中学生とおぼしき一団に激突してしまった。

「ごめん！　痴漢でも新型痴漢でもストーカーでもないからご容赦！」

「わっ。良晴の兄貴、虎の胸に突っ込んでくるなよ！　兄貴でなければアスファルトの上に首から叩たたき落としているところだよ？」

「えっ？　虎とら之の助すけ？　なんで学ランを着ているんだ？」

「おはようございます、夏真っ盛りね兄上。佐さ吉きちたちも来春には高等部へ進級よ！　その暁には兄上の生徒会長当選を支援するファンクラブ『相良妹軍団』がいよいよ本格活動を開始するの！　会長は根回し上手なこの石いし田だ佐吉！　虎之助は政敵を倒す鉄砲玉よ！」

「さ、佐吉!?　なんだ、そのひらひらのセーラー服は？」

「うるうる。紀き之の介すけは人が大勢いる教室が苦手だけど、行ってきます、兄くん」

「お兄ちゃん、おっはよー！　迷わず行けよ。元気があればなんでもできる！　にょほほ〜」

「紀之介に市いち松まつまで？　どうして俺が、お前たちのお兄ちゃんなんだ？」

「「「「水臭いなあ〜。私たち全員、相良幼稚園の卒園生でしょ？」」」」

「……そう言われてみれば、この世界ではそうだったな。まあいいや、俺を稲葉山学園に連れて行ってくれないか？」

「「「「ざんねーん！　中等部は高等部とは逆方向だから、また放課後に〜」」」」

「ええっ!?　ああ、みんな行ってしまった……稲葉山学園高等部はどこにあるんだ!?」

　弱り果てた良晴が路上で立ち往生していると、幼稚園の運動場で園児たちを統率していたねねが、

「兄さま、学園でのお勤めご苦労様なのですぞ！　さあさあお向かいの神社へ！　委員長たちがお待ちかねなのですぞ！」

　と、金網越しに良晴に道を指し示してくれた。

　相良幼稚園の真向かいに、赤い鳥居が目立つ小ぶりな「厳いつく島しま神じん社じゃ」があった。

「厳島神社があるだなんて。なんてことだ。ここは広島だったのか」

「なにを言っているんだ良晴。きみはいつもヘンだが、今朝はとりわけヘンだぞ。ここは神こう戸べに決まっている。平安時代末期、瀬戸内の海を支配し厳島神社を崇拝した平たいらの清きよ盛もりが、湊みなとを造ったこの神戸に分社を建てたのだぞ。私はこの神社の宮司である毛もう利り家の娘だ」

　赤い鳥居のすぐ下で、良晴を待っていた子がいた。見間違えようがない。

　制服に身を包んだ、華きゃ奢しゃで小柄な色白の女の子──小早川隆たか景かげだった。

「ええっ？　こ、小早川さん!?　制服姿の小早川さんって、か、かわいい……！」

「あ、朝からなにを言いだすのだ？　毎朝一緒に登校している幼なじみに向かって、いったいどうした良晴？　い、いきなり告白されても、こ、困る。こ、心の準備が、まだ」

「俺たち、幼なじみだったのか？　そう言われてみれば、少しずつ思いだしてきた……」

「……むう。寝ぼけているみたいだな。きみと私は十年前からの幼なじみだぞ」

　なんだって？　俺がこの世界に来たのも十年前のはず、と良晴は小早川隆景の発言に引っかかった。十年前にいったい何があったのだろうか。

「きみはほんとうに頼りないな。仮にもクラスの委員長である私は、きみにばかり構っていられない立場なのだが、仕方がない。ああ、ほら。髪の毛に寝癖が残っている」

　小早川隆景が照れながらつま先立ちになって、良晴の頭に手を回してきた。こうしてかいがいしく幼なじみの良晴の世話を焼くのが、彼女の日課らしい。さらさらの髪から、ふわりと甘いリンスの香りが漂ってくる。

　なんて優しい子なんだ……と良晴は感動して泣きたくなった。短い期間だったが彼女と恋人として結ばれていた日々を思いだした良晴が、無意識のうちに琉りゅう球きゅう遭難の頃のように小早川さんの細い腰に手を回しかけたところで、「こらこら。朝っぱらから健けな気げな妹を襲ったらしごうしたるけえね」とぴしりとその手を何者かにはたかれた。

　小早川隆景の双子の姉・吉きっ川かわ元もと春はるだった。

　頭の鉢巻を除けば妹と瓜うり二ふたつの清せい楚そな美少女なのだが、目の下にクマができている。

「ひぃ、ごめんよう吉川さん！　って、凄すごいクマだな。徹夜でもしたのか？」

「うむ。姉者はこの三日ほど徹夜しているのだ」

「吉川さんが徹夜？　どうして？　カープの応援に入れ込みすぎたのか？」

「……お、乙女の恥ずかしい秘密じゃけえ。その話は流してつかぁさい良晴」

「良晴、姉者。そろそろ学園へ行こう。遅刻したら宇う喜き多た先生に叱られるぞ」

（俺は、なにかだいじなことを忘れているような）と胸の奥が痛んだが、良晴は小早川隆景にそっと手を引かれて、高等部へと連なる上り坂を歩きはじめていた。




　　　　※




　稲葉山学園高等部は、神戸特有の急な坂道を北へ上った小高い山の中腹にあった。そうだ。神戸は海に面した港町だけれど、町のすぐ北には六甲の山々が聳そびえていたんだな、と良晴は気づいた。港と丘陵に挟まれていた横浜とも、少し違う。青い山と碧あおい海の狭はざ間ま、猫の額のように狭く長細い平地に大勢の人間が都市を築いて暮らしているのだ。

　坂道を振り返って見下ろす神戸の景観は、絶景だった。

「坂がきついぜ」と息を切らしながら良晴が稲葉山学園高等部の校門前に到着すると、白塗りの麻呂が「ほっほっほ。爽やかな朝じゃのう」とほくそ笑みながら待ち受けていた。

「あれっ近この衛え前さき久ひさ？　なんでこんなところに？　しかも背広姿？　に、似合わない……」

「これっ相良！　先生を呼び捨てにするとは下克上でおじゃる！　由ゆい緒しょ正しき藤ふじ原わら摂家・近衛家の末まつ裔えいである元華族の麻呂が今朝も直々に、うぬら一般クラスの生徒どもの持ち物検査と服装チェックをしてやるでおじゃる！　校則を破る無粋な生徒は常に一般クラスの庶民でおじゃるからのう〜」

「一般クラスだの庶民って、引っかかる言い方だな。近衛のおっさんは俺を猶子にする予定だったろ？　お互い、藤原氏の末裔同士じゃないかよ」

「だまりゃ！　なぜ麻呂が相良を猶子に迎えねばならぬでおじゃるか!?　大昔に都落ちした肥後の相良家と、応おう仁にんの乱を経験した京の摂家直系の麻呂を同列にするでないわー！」

　初対面の頃の厄介な麻呂にキャラが戻っている、と良晴は頭を抱えた。

「ほほう吉川。鞄かばんの中のこのライトノベルはなんでおじゃるか？　『弟さえいればいい』とはずいぶんと意味不明なタイトルでおじゃるのう。『源氏物語』をはじめとする平安王朝の古典文学以外、小説本は持ち込み禁止でおじゃるーっ！」

「しもうた？　おおお乙女の鞄を勝手に開けるなっ、おどれしごうしたるけえ！」

「あ、姉者。先生に暴力を振るってはいけないぞ。申し訳ありません近衛先生。姉者はこのところ徹夜続きなので、ちょっとした手違いを」

「ほっほっ、そうかそうか。一般クラス所属とはいえ、立派に委員長を務めている妹の小早川に免じて吉川は特別に見逃してやるでおじゃる。しかし札付きの劣等生相良よ、うぬは別でおじゃるーっ！　必ずやうぬが犯している校則違反を発見して、厳罰を加えてやるでおじゃるっ！　そもそも麻呂は一般クラス設立自体に反対だったでおじゃる！　次世代のエリートを育成する稲葉山学園は、上級クラスのみで充分でおじゃる！」

「……まあまあ近衛先生。うちの学園長の教育方針は『生き馬の、目を抜け野望だ、下克上』ですぜ。確かに相良良晴は問題児だし劣等生だが、押し出しの強さだけは天下一品だ。こういう男を青春の多感な時期に敢あえて野放しにしておけば、案外世に出てから頭角を現すというもの。なーっ、相良！」

「う、宇喜多直なお家いえ？　あんたが、なんでまた教師に!?」

　麻呂とは別の意味で、背広姿がまったく似合っていない。腹黒そうな笑顔も無ぶ精しょう髭ひげも、実に胡う散さん臭くさい。だいたいなんで俺に媚こびを売ってくる？

「おいおい相良。自分の担任の先生の顔を見て驚いてどうする？　相変わらず天然だなてめえは……そうそう。相良幼稚園で秀ひで家いえをだいじに育てていただいたご恩は決して忘れません、将来もしも旦那さまになにかあった際にはぜひこの宇喜多直家との再婚をお考えください、とご母堂によろしく頼むぜ。ほれ。岡山名物の桃だ」

　男やもめの宇喜多先生は人妻マニアで良晴のお母さまにアタックし続けているのだ、そして玉砕し続けている、と小早川隆景が困ったように眉を下げた。

「愚かな一般クラスは担任からして下品でおじゃるのう。ほっほっほ」

「いやあ。近衛先生が率いる上級クラスの生徒が社会に出てからも一方的に勝ち続けられるとは限りませんぜ？」

「だまりゃ！　たかが高等部進学のテストごときで後れを取る連中が、実社会の競争で勝てるはずがないでおじゃるーっ！」

「さて。一部の富裕層の受験生には、寄付金の額に応じてずいぶんと下げ駄たを履かせているという噂うわさですがねえ」

　吉川元春が「自分はもともと一般クラス合格が精一杯じゃったが、妹は成績優秀じゃったのに、好き好んで良晴と同じ一般クラスに進級したんじゃ。その結果、上級クラスと一般クラスの調整役という余計な苦労を背負ったけぇ。はあ」とため息をついていると。

　ブロロロロ！　と爆音をあげながら、真紅のバイク集団が坂道を暴走してきた──！

　ヒャッハー！　と舌を伸ばして叫んでいるヒラ構成員の約半分はモヒカン野郎どもだが、複数の女子高生構成員による「諏訪すわ太鼓隊」がドンドコドンドコと車上で太鼓を叩くことで、一糸乱れぬ統制を誇っている。

「愛いとしの海っ！　海っ！　この磯いその香りを含んだ浜風、最高！　あたしが求めるものは海と港だ！　今日こそ稲葉山学園を征服し、神戸の海へと出る！　諸君、今わが軍団の傘さん下かに入り『道の駅』になれば、もれなく有あり馬ま温おん泉せんの旅館の株主優待券を配ってやるぞ！」

　リーダーとおぼしき赤髪の少女が跨またがったハーレーダビッドソンは、巨大な「風林火山」の旗印を掲げていた。

「は、半グレ半レディース!?　しかもリーダーは──武たけ田だ信しん玄げん!?」

「しっ。裏神戸の秘境・北神地区を制覇した『風林火山学園』の連中だ、良晴」

「有馬温泉街を根城にしている暴走集団じゃ。海欲しさに、山から海への通り道にあたるうちの学園を根城にしようとしつこく襲って来るけえ」

「むきー！　朝っぱらから風流なる学園で不良の抗争など、迷惑でおじゃる！　神戸とは名ばかりの海なし区の住人は、三田とか福知山に攻め込んでおればいいでおじゃる！」

　ハーレーの上で動かざること山の如ごとし。武田信玄が「誰が海なし区だ！　有馬よりさらに山奥に進出してどうする！　ちょっとばかり港町育ちのリア充だからって、うらやま……げふんげふん。稲葉山学園どもよ！　あたしの軍門に降るか否いなか！　全面降伏イエスかノーか、さっさと返答しろ！」と最終通告。勝かつ千ち代よちゃんって、現代世界でも山奥生まれだったんだな……これがカルマか……まさに運命の強制力、と良晴は不ふ憫びんに思った。

「まずいですよ。奸かん悪あく無限の策謀でなんとかしてくださいよぉー宇喜多先生！」

　良晴に懇願された宇喜多直家が「あいてて。俺さまの黄金の腰が急に痛んで……それじゃあ先生はこれで」とすたこら逃げだした、その時。

「稲葉山学園の危機だわ！　有事に備えて腕を磨きし武芸百般の治安維持クラブ『天てん下か布ふ部ぶ』、いざ出陣よ！　人畜無害の人材、集合ッ！　それっ、風林火山学園を追い払えっ！」

「合点承知です、姫さまっ！　武田信玄、いざ尋常にあたしと勝負だっ！」

「姫。落とし穴も掘らずに正面攻撃とは、十点です」

「……ゴゴイチの豚まん、美味おいしい。もぐもぐ」

「のぶなちゃんは朝から元気じゃのう。一かず益ますちゃんはまだおねむの時間なのじゃ……」

「新入りですが頑張るですう！　バイクは射撃に弱いですう。やっつけるですぅ！」

　竹刀を片手に、大勢の部員たち（大多数が制服姿の女子高生）を従えて、校舎から勢いよく飛び出してきた茶髪の女の子。部員の女の子たちからは「姫」と呼ばれて親しまれているらしい。その少女のカン高い声とそして日本人離れした端整な美貌に、良晴は見覚えがあった──。

「……信奈!?」

　そうだ！　俺はこの世界で目覚めてから、ずっとなにかが足りないと思っていた。

　信奈だ！

　よかった！　まさかのまさかだ。この世界にも……信奈は、いたんだ！

　少々グレているみたいだけど、そもそも戦国時代でもかぶき者だったしな！

（本能寺の件は心配無用と、五右衛門の雇い主は言っていた。信奈は戦国と現代、どちらの世界でも元気に生きているということか？）

　予期せぬ信奈との再会を果たした良晴が思わず涙ぐんでいると。

「デアルカ！　って、良晴？　あんた、なに小早川と校門前でいちゃいちゃしてんのよ？　あんたは『天下布部』の壁役を担当するパシリ部員でしょっ!?　信玄より先に、あんたから処罰よ！　者ども、やっちゃいなさい！」

　一斉に方向を変えた柴しば田た勝かつ家いえが「サルめっ性懲りもなく小早川と浮うわ気きかっ」と金属バットを振りあげて襲ってきた。丹に羽わ長なが秀ひでは「相良どののおかげでまたしても作戦に重大な支障が。三点です」と薙刀なぎなたを振り回し、犬いぬ千ち代よが「……豚まん……」と呟つぶやきながら長なが槍やりで突いてくる。明らかに高等部の生徒には見えない小柄な滝たき川がわ一益までもが「くすくす」と宝刀を掲げて踊っている。そしておでこがトレードマークの明あけ智ち光みつ秀ひでは、遠方から「かわいい後輩十じゅう兵べ衛えではなく、小早川といちゃつくとは……ふ、ふ、ふ。死にやがれです先輩。明智流空気銃術奥おう義ぎ発動──『殺し間』」と容赦なく空気銃を撃ってくる。

　良晴は「学園内で飛び道具はやめろー！　戦国時代より過激じゃねーか！」と怒ど濤とうの攻撃をひらりひらりと躱かわしながら、校門を突破してグラウンド内を逃げ回った。

「そうだ、俺も天下布部とかいう不良軍団の部員だった！　ちょ、ちょっと待て信奈！」

「待〜た〜な〜いっ！　だいいち天下布部は不良軍団じゃなくて、武芸百般の武術部よ！　神こう戸べってなにかと物騒でしょ！　すぐに信玄が攻めて来るし、上級クラスの連中はなにもしないし！　だからわたしが学園と町の治安を守るために天下布部を結成したのよ！」

「お、織田信奈。草野球にいそしむ天下布部は一応『野球部』として公式認可したが、私は委員長として、まだ良晴の天下布部入部を認めていないぞ」

「小早川！　ま〜た、あんたは！　誰かが身を挺ていして戦わないと、この学園はあっという間に北神の連中に吞み込まれちゃうのよ！」

「そ、その話と良晴入部の話はまた別だ。良晴にちょっかいを出すな、公私混同だぞ」

「してないっ！　どんな攻撃も器用に回避できる『球たま避よけのヨシ』はわたしたちにとって貴重なエサ……もとい囮おとり……もとい壁役……もとい戦力なの！」

　天下布部の面々がサルの如き速度で逃げる良晴をけんめいに追い回し、良晴と天下布部の活動を巡って長らく恋の鞘さや当あてと対立を続けているらしい信奈と小早川隆景が「ふーっ、ふーっ」「ううう」と睨にらみ合っている中──。

「……やめたやめた。織田信奈め、あたしとのタイマン勝負よりも相良良晴のほうがよっぽど重要らしい……ちぇっ。天下布部と言っても、実態は相良ハーレム部じゃないか。みんな、山越え作戦の決行はまた来週にするぞ。今日はもう有馬に戻って温泉だ、温泉」

　興を削そがれたらしい武田信玄は、諏訪太鼓をドンドコドコドコと鳴らして、一斉に風林火山学園軍団を撤退させ、自らも山道を引き返して有馬へと帰っていったのだった。

「いやあ、天晴あっぱれだぜ織田。族同士の抗争よりも相良の取り合いを優先させることで、見事に武田信玄のやる気を削いで追い返してみせるとは。この担任の宇喜多先生が、ご褒ほう美びに花丸をやろう」

「今頃、なにをしれっと戻ってきてんのよ！　天下布部は族じゃないってば！」

　そうだった。信奈も小早川さんも吉川さんもそして俺も、宇喜多先生が担任する一般クラスの生徒だった。欠損していた記憶を次々と回復した良晴が頷うなずいていると──。

「おーほほほ。信奈さん。そして一般クラスの庶民の皆さん。相も変わらず野蛮で愚かですわね！　今朝こそは呆あきれましたわ。有馬の山猿・武田信玄さんと校門前で抗争だなんて……決めましたわ、自由と無法とをはき違えている皆さんから自治権を取り上げますわ！　わらわが率いる上級クラスの宗主権を認めて、一般クラス丸ごと下僕におなりなさい！　拒否するというのならば、学園の風紀を乱す天下布部を廃部にしなさいまし！」

　妙ちくりんな御み輿こしに担かつがれて登校してきた、上級クラスの委員長──この世界でも超お嬢さまらしい今いま川がわ義よし元もとが、御輿の上から高笑い。

「はあ、はあ。ひい、ひい。お金持ち揃ぞろいの上級クラスでは義元さまのパシリ役が常に不足しているのです〜。私だけでは間に合いません〜。皆さんもぜひパシリに〜」

「私・浅あさ井い長なが政まさはクラス間の確執などに興味はないが、これ以上天下布部と武田信玄の過激な抗争を野放しにはできない。今回は義元に乗ろう」

「フ。平和と芸術をこよなく愛するこの朝あさ倉くら義よし景かげも、天下布部などという愚連隊を擁する一般クラスは目め障ざわりだな。余も、今川の提案に同意しよう」

「……はあ、高校生同士のケンカなんてどうでもいいわ……小お田だ原わらに帰りたい……ガラの悪い人がゴロゴロしている神戸留学なんておお、いやだいやだ。朝から信玄襲撃とかありえないわ。あ、私は小田原の令嬢・北ほう条じょう氏うじ康やすよ」

「我、天才日本画家・狩野かのう永えい徳とくは芸術に青春を捧ささげた女。天下布部などはどうでもいいが、二十四時間裸体モデルを務められるパシリは欲しいな！　さっさと我にひれ伏せ衆愚ども、フハハハハ！」

　約一名、哀れにも義元のパシリにされている緑たぬきがいるが、戦国世界以上に尊大な連中ばかりだな上級クラスの面々は！　と良晴は憤いきどおった。現代ってこんな露骨な格差社会だっけ？　十年のタイムラグが格差を拡大したのだろうか？　ともあれ、稲葉山学園は上級クラスと一般クラスというスクールカースト制度によって分断され激しく対立していた。

「困ったな……天下布部にはいろいろ問題があるが、そんな不当な理由で廃部させるわけにはいかない。こ、こら待て織田信奈、同じ学園の生徒に竹刀で襲いかかってはいけないぞ」

「んもう。邪魔しないでよ小早川、いつだって騒動のたびに一般クラスが壁役をやらされるのよっ！　わたしは、上級クラスに入ったら若いうちから苦労も知らないままに貴族趣味にかぶれて脳が腐ると思って一般クラスに入ったけれど、正解だったみたいね！」

「そうじゃ隆景、これは今川から売られたケンカじゃけえ。しごうしたる！」

「「「そうだそうだ、今日こそは決着をつける！」」」

　生まれながらに高飛車な今川義元率いる傲慢な上級クラスと、冷静な小早川隆景が統制を取ろうとするが信奈に勝家に吉川元春と乱暴者が多い一般クラス。長らく学園内格差対立を続けてきた互いの生徒たちがグラウンドで激しく睨み合う中──。

「待てーい！　生徒諸君、ここは学園長であるこの斎さい藤とう道どう三さんが仕切ろうではないか！　『野望』こそが諸君を切せっ磋さ琢たく磨まさせ成長させるのじゃ！　下克上を目指すもよし、敵対クラスの支配を狙うもよし！　が、暴力はいかん。稲葉山学園名物の『ビーナスブリッジ肝試し対決』で堂々と勝負せよ！」

　ふらりとグラウンドに現れた、稲葉山学園の学長──筋肉マッチョハゲ親おや父じの斎藤道三が、割れ鐘のような大声で生徒たちを一喝していた。

「今こ宵よい二十時に一斉に学園の裏山を登り、心霊スポットの山頂展望台ビーナスブリッジに点ともる蠟ろう燭そくをゲットした生徒を勝者とする！　行軍ルートは自由じゃが、移動手段は徒歩のみに限定する！　目指す蠟燭はただ一本！　夜討ち、待ち伏せ、奇襲、騙だまし討ち、なんでもありのデスマッチである！　この斎藤道三が、勝利した生徒の願いをなんでも聞いてやろうッ！」

　道三のおっさん!?　この世界では生きていたんだと良晴は思わず涙ぐみそうになったが、ぐっとこらえた。

「はあ？　き、肝試しぃ〜？　わ、わたしは、お、お化けとか幽霊とか、ぜ、ぜ、ぜーぜん怖くないんだから！　の、の、望むところだわ！」

「あらあら信奈さん。足が震えていますわよ？　幽霊が襲ってくれば躊ちゅう躇ちょなく元もと康やすさんを人ひと身み御ご供くうに用いるのみ！　わらわの勝利は確定ですわね、おーほほほ！」

　諸君、夜の山登りでは蝮まむしに注意するのじゃぞと道三が笑い、こういう時には頼りになる戦力として計算できる織田信奈がちゃんと動いてくれればいいのだが、と頭の中でさっそく軍略を練りはじめた小早川隆景が心配そうに眉を下げた。

　そして信奈は、良晴の耳元に可か憐れんな唇を寄せて、そっと囁ささやいていた。

「……よ、予定より早く、放課後十四時に部室に集合。肝試し大会に備えて軍議よ、良晴」

　なんだかまるで信奈からデートに誘われているような。良晴の胸は激しく高鳴っていた。




　　　　※




　放課後。天下布部の部室へと向かう良晴の稲葉山学園に関する記憶はかなりのレベルまで回復していた。

「徹底した競争原理下で、若者の下克上への野心を養成する」をモットーとする道三が学園長を務めるこの学園では、生徒は上級クラスと一般クラスとに露骨に二分されている。道三は意図的に学園を「社会の縮図」として築いているようだ。

　上級クラスのリーダー今川義元は、旧華族にして、芦あし屋やの特等地に大豪邸を構える名家中の名家。趣味は茶会と蹴け鞠まり。おともの元康は代々今川家にお仕えする松まつ平だいら家の娘さんだ。

　上級クラスの副将格・浅井長政はこの学園でも男装しているが、理由はよくわからない。親同士がビジネスパートーナーで幼なじみだという気障きざな親友の朝倉義景、そして信奈の弟の信のぶ澄すみとともに「稲葉山学園高等部三大美男子」として学園中の女子に大人気だ。この世界でも女の子のはずなのだが。

　朝倉義景は外見は浅井長政と双璧をなす爽やかイケメンだが、二次元にしか興味がない変人。生まれながらにして美貌・財産・才能のすべてを与えられてしまったが故の宿しゅく痾あか。信奈を襲ったりする心配はなさそうだ。

　宇喜多先生が担当する一般クラスの教室には、良晴、信奈、小早川、吉川が揃そろっている。信奈は、父親が一代で築きあげたＩＴベンチャー企業のお嬢さま（？）で、上級クラス入りの資格を持っていたが、敢あえて一般クラスを選択。「六甲山に謎の発光現象が多発している！　神戸の危機なのよ！」というよくわからない使命感から野球部兼自警団の「天てん下か布ふ部ぶ」を結成して、上級クラスの面々や委員長の小早川隆景を困らせている。

　天下布部に所属する勝家や長秀たちは、織田家が経営するＩＴ企業の社員の娘さんたちで、みんな幼い頃から信奈の姉妹分。ただし明智光秀は一学年下で、最近転入してきたばかりの謎の新入り部員だ。




　良晴は、回復した記憶を頭の中でまとめながら天下布部の部室に到着した。この諏す訪わ山やまの麓に建っている部室は、もとは星空を観測するために建てられた天文学部の部室だったが、口八丁で信奈が占領してしまったのだ。

「おーそーいー！　十四時に待ってるって言ったでしょー、良晴!?　もう十四時三分よ！　部長のわたしを三分も待たせたペナルティとして、腕立て伏せ三百回ね！」

「おいおい厳しすぎるだろ。それより信奈……火の元には用心してるか？　家が火事で燃えそうなリスクはないか？」

　本能寺の変の記憶がどうしてもちらつく良晴は、部長椅子に座ってふんぞり返っている信奈の華きゃ奢しゃな肩を叩たたきながらついそう口走ってしまった。こっちの世界でも信奈は「運命」に囚とらわれて火事に遭うんじゃないかと不安になる。「本能寺の件は心配無用」という五右衛門の雇い主の言葉も、まだ信頼しきれない。まずもって、誰なのかわからない。なぜ良晴を見張らせていたのかも。

「な、なに？　その猫なで声？　いつもの良晴と違うー！　き、気持ち悪いわねー。うちはＩＴ企業よ、自宅だってなにもかも最新式。オール電化で火は使わないし、二十四時間セキュリティは完璧だし、鉄筋コンクリ造りで内壁には絶対に燃えないトラトラボードを使用してるから！　火事なんて起こるわけないでしょ？」

「そ、そうか。まだ信奈の家にお呼ばれしたことないんだよな、俺……もう出会ってから何年も経たつ腐れ縁なのに、意外だな」

「あ、そ、そう。そういうこと。わたしの家に押しかけて家族公認の彼氏面づらしたいってわけね？　どうしようかしらー。うちの父さんは男を見る目が厳しいしぃ、あんたの正妻面している小早川が目を光らせているので、おおっぴらに呼びづらいのよね〜。女の子のほうから部屋に呼ぶなんて、はしたないしねー。どうしようかしら〜（ちらっ、ちらっ）」

　い、いや、そういうわけじゃないけれど……良晴は（本能寺での信奈の安否を確認できていないのに不謹慎だな）と惑いながらも、どうしても本能寺で信奈と一夜を過ごした光景を思いだしてしまい、心臓の鼓動が激しく高鳴ってしまう。

　学園世界では、良晴はまだ信奈と正式に交際していない。稲葉山学園中等部の入学式で「なんだ、このヘンな髪型の女の子は？」と茶ちゃ筅せん髷まげ姿で突っ立っていた信奈と目が合って「なによあんた、ガンつけてんの？」と話しかけられて以来の腐れ縁だが、幼なじみでお堅い小早川隆景の存在が両者の間にバランサーとして介入。どちらかを選べばどちらかと離れねばならなくなる良晴は「みんな仲良く」と二人との友人関係を維持。以後、微妙な三角関係がずっと続いている。傍はた目めから見れば良晴は信奈と小早川の二人とＷ交際しているようにしか見えず、これが「天下布部は相良ハーレム部」と揶や揄ゆされるゆえんだ。学園の誰もが、良晴が信奈と小早川のどちらと結ばれるかを固唾を吞のんで見守っている。

「と、ところでさ。六甲山の発光現象ってなんだよ信奈。天下布部は野球部なのかそれともオカルト部なのかって今日もクラスメイトに尋ねられたんだけど……」

「野球は趣味。海にコンプレックスを抱く信しん玄げんとの抗争は、ただの災難！　天下布部は来たるべき大厄災に備えるボランティア自警団よ！　十年前の大厄災の夜にも山が光ったそうでしょ？　都市伝説でも、大地震が来る前に山が光る現象ってよくあるでしょ。だから天文学部の部室を占拠して毎晩山を観測してるんじゃない！　良晴、今日は半分寝ぼけてるみたいだわ。しっかりしなさいよね」

　十年前の大厄災？　妙なことにその十年前の記憶がほとんど蘇よみがえらないんだよな、こりゃボロを出さないように気をつけないと、と良晴は頭を搔かいた。

「……と、とにかく、どうしてもわたしの部屋に来たいというのなら、こ、こっそり来てもいいわよ……？　こ、小早川に気け取どられないようにね？」

「あ、いや、俺は、そのっ……」

　そうだ。俺たち三人ももう高校生。微妙な関係にもそろそろ「答え」を出さないといけない時期なんだと良晴は照れてまたまた頭を搔いた。「んもう。困ったら頭を搔くんだから。ほーんと、サルの仕草だわ」と信奈が不満げに唇を尖とがらせる。

「姫さまっ、天下布部の副部長柴田勝家、居残り授業中の教室から強行脱出して見参ですっ！　天晴あっぱれ一番乗り……って、サルに先を越されているっ？　お前、姫さまに嫌らしい真ま似ねをしていないだろうなっ？」

「あらあらうふふ。隅に置けませんね相良どの。私は保健室の松永先生がまたお休みしたので、今日も保健室でアルバイトをしてきました。最近、本物の女医だと誤解されることが多くて……ふう。私、その、女子高生に見えないのでしょうか？　三点です」

「かしこい一益ちゃんは飛び級特待生なので、居残り授業とかありえないのじゃ。退屈じゃの。姉の姫ひ巫み女こちゃんが親同士の付き合いの都合で上級クラスに入ってしもうたので、姫も一般クラス入りして付き合っておるが、はよう大学に進学したいの」

「……お腹なか空すいた……ゴゴイチがある時……うおおおおお！　ない時……しょぼーん」

「謎の転入生明智光秀、渾あだ名なは十兵衛、ここに参上ですう！　相良先輩！　信奈さまっ！　今夜の肝試し大会に必ず勝つ策を練って参りましたですよ！　上級クラスが進軍するルート上に落とし穴を仕掛けて土を被かぶせて埋めてしまうですう！　すべて山の幽霊の仕業ということにすれば、完全犯罪成立ですう！　ビーナスブリッジはガチの心霊スポットですので！　天下をお取りなさいませ、信奈さま！」

　勝家、長秀、一益、犬千代はこの世界でも戦国時代とノリが変わらない。明智光秀だけは最近天下布部に加わった「謎の転入生」で私生活や今までの経歴はいっさい不明だが、噓うそが苦手そうなお調子者性格は不変だった。

「十兵衛は肝試しをバトルロイヤルかなにかと勘違いしているとして、義元のもとには浅井や朝倉といった一癖も二癖もある知恵者が揃ってるのに、天下布部の人材は、はあ……ビーナスブリッジ一番乗りを果たす必勝策はないのかしら？　わたしはひたすら猪ちょ突とつ猛進するのみの女だしね」

　諏訪山の高台にあるビーナスブリッジ及びビーナステラスは、愛を誓い合う恋人たちが鍵を取り付けることで有名な「愛の鍵」で知られるデートスポットにして同時に神こう戸べ屈指の心霊スポットだが、夜の諏訪山を徒歩で登るルートは二つある。比較的舗装された道を登って諏訪山公園を経由する王道ルートと、異様に険しい山中の坂道を駆け上って森を抜け、山奥の諏訪神社を突破して駆け込む奇道ルートだ。王道ルートのほうが距離は長いが、山道を進む奇道ルートは危険すぎる。具体的には……夜中に奇道ルートを突き進めばすぐにわかる。

「よ、良晴、肝試し大会前に食べる夜のお弁当を準備してきたから、部室まで持ってきた……織田信奈。ついでだから、私が今回の作戦軍師を務めよう。上級クラスに敗北すれば、われらは卒業するまで彼女たちのパシリにされてしまう。今夜は協力し合うべきだ」

「小早川さん!?　俺に夜のお弁当を？　昼のお弁当に続いて？　まさか校内で調理してくれたのか？　あ、ありがとう！　感動だ！」

「い、いつものことだから。べ、別に感動しなくても。こ、今回はタコさんウィンナーの焼け具合が完璧かもしれない。タコさんの足のめくれ具合がちょうどよくて」

　良晴は感涙にむせんでいた。平和な世界の小早川さんは、ほんとうにかわいい……しかも俺の幼なじみだなんて。その上、合戦がなく平和な日常が続く学園世界。これじゃ信奈と小早川さんのどちらも選べないわけだ、学園世界の俺。いいか、お前は優柔不断なんかじゃない。むしろこの均衡を保ち続けたお前はよく頑張った。

「あーざーとーい！　うぐぐ。誰も呼んでいないわよ小早川！　良晴には、わたしがみそカレー丼とみそ煮込みうどんと辛みそ手羽先とみそとんかつとみそえびふりゃーをごちそうしてあげるんだから！　わたしは料理が苦手だから、全部デリバリーだけどお！」

　いや、みそはもういい、と良晴は強く主張したかった。したかったが、みそをこよなく愛して止やまない信奈の剣幕を見ると言いだせなかった。

「この種のサバゲー的な競技なら、私に任せてほしい。姉者が熱烈なサバゲーマニアで、幼い頃から付き合わされてきた。実戦は苦手だが、作戦立案だけは詳しくなった」

　吉川さんは信奈以上に細かい作戦とか立てられなさそうだもんなあ、と良晴は思った。

　信奈も「うちは突破力破壊力は抜群だけど知力勝負となると人畜無害の人材ばかりだし、唯一の利口者の十兵衛は過激すぎて相手を皆殺しにしかねないし、しょうがないわね。もしも負けたら良晴は高校卒業までわたしの下僕ね」と無茶を言いながらも、小早川の申し出を受けた。こくりと頷うなずいた小早川隆景は諏訪山周辺の地図を開いて、各部員に細かく作戦を指示していく。

「みんな！　これで横暴な上級クラスに勝てるわ！　今こ宵よいこそ下克上よ！」

「「「おー、ですう！」」」

　怪気炎をあげる天下布部。景気づけに一発、と得意の「敦あつ盛もり」を舞う信奈。しかし問題は、敦盛を舞う信奈の身体からだが「がくがくぶるぶる」と小刻みに震え続けていたことだった。（お化けがほんとうに怖いんだなあ）と良晴は少々心配になった。




　　　　※




　日が沈み、夜の肝試し大会開始の刻限が訪れた。

「はじめませいッ！」

　グラウンド中央の本陣でなぜか甲かっ冑ちゅうを着込んだ学園長斎藤道三が叫び、ドドンと盛大に太鼓が鳴らされると同時に、稲葉山学園名物、『ビーナスブリッジ肝試し対決』がいよいよ開始された。

「今宵はこの俺、服部はっとり半はん蔵ぞうが監視役を務める。上級クラスも一般クラスもえこひいきなしに平等に裁定する。遭難した生徒は速やかに救助するので、安心するがいい。もぐもぐ」

　と、テイクアウトした牛丼を立ち食いしながら体育教師の服部半蔵先生が宣言。

「ビーナスブリッジへのルートは自由。自動車・自転車・武器の使用は不可だが、目突き金的以外なんでもありのノールールで、遭遇次第相手を排除してよい。背中のジェット風船を割られたらその時点でリタイアだ。背後を取られるなよ。日頃の山中行軍授業の成果を発揮してみせろ」

　なお、一般クラスの生徒は猛虎魂溢あふれるど派手な黄色いジェット風船を、上級クラスの生徒はお上品な山の手阪急マルーン色のジェット風船を背中に装着している。各おの々おのの生活圏に即した、わかりやすい色合い選択であった。夜の山中でも、これなら絶対に同士討ちは起こらないだろう。

　神戸市民は、二種類存在する。浜の手に暮らす一般市民・阪神沿線住人と、山の手に暮らす上級市民・阪急沿線住人である。稲葉山学園のクラス分けも、神戸のそんな現実を可視制度化したものである。

「ひれ伏せ衆愚どもめ！」「下克上じゃけぇ！」と殺気だってグラウンドに集結していた両クラスの生徒たちが、一斉にスタートした！

　ほとんどの生徒が、王道ルートを選択して中継地点の諏訪山公園を目指す中。

「はじまってしまった。織田信奈がきちんと作戦通りに動くかが気がかりだが……良晴は作戦通りに陽動役をお願い」

　一般クラスの指揮を執る小早川隆景に耳元で囁ささやかれた良晴は「任せろ！」と明後日あさっての方向に走り出していた。

「小早川さんの知略を信じるぜ。俺の任務は陽動！　奇道ルートを進んで山中に建つ諏訪神社の境内を抜け、最短距離でビーナスブリッジを目指す！」

　放課後の作戦会議で、学園周辺の地図は頭に叩たたき込んだ。

　小早川隆景曰いわく、上級クラスには、目立ちたがりのお嬢さまである今川義元自身が必ず蠟ろう燭そくをゲットせねばならないという封建的な「お約束」がある。故にその今川義元に山中の諏訪神社を経由する奇道ルートを通らせて遅参させる。王道ルート上で主力部隊同士の正面激突を膠こう着ちゃくに持ち込みつつ、義元が遅延している隙を突いて、山中をましらのような速度で駆けられる織田信奈に単身でビーナスブリッジへ突入させ、蠟燭をゲットさせる。

（でも、どうして俺が奇道ルートを進むと、義元ちゃんを誘導できるんだ？　それに、肝心の信奈はどこへ消えたんだろう……あいつは遅刻癖があるし、心配だな）

　良晴が首を捻ひねりながら山中を突き進み諏訪神社の境内に到達すると、今川義元が「相良良晴、お待ちなさい、おーほほほ！」と追いかけてきた。パシリ役の松平元康もいる。

「義元ちゃん!?　小早川さんの戦略通りだが、どうしてここに!?」

「おーほほほ！　どうせ今宵の対決は上級クラスの勝利ですわ。邪魔な小早川も織田信奈もいない今こそ、お前を上級クラスに直接スカウトしに来ましたのよ！」

「お、俺を!?　どうして!?　俺ってたぶん、成績は中の下くらいだぜ？」

　まさかの寝返り工作か？　隙あらば笑顔で風船を割ろうと棒で背中を突いてくる元康のすっとろい攻撃を避よけながら、良晴は義元と併走する。

「えへへ良晴さん。それは、義元さまが良晴さんを天下一男子の器ありと認めているからです〜。阪神エリア随一の名家である今川家に婿入りすれば栄えい耀よう栄えい華が思いのままですよ〜。ああ、羨ましいです〜」

「余計なことを言ってはなりませんわよ元康さんっ！　まずは執事見習いからですわ！」

　よ、義元ちゃんの俺への好意も計算のうちだったのか、さすがは智ち将しょう小早川さんだ、うっかり義元ちゃんの勧誘に靡なびいたら小早川さんに「……裏切り者め」と静かに激怒されそうだと良晴は冷や汗を流した。




　その頃、王道ルートに殺到した両クラスの主力生徒たちが激突して派手な風船の潰し合いを続けていた諏す訪わ山やま公園では、それぞれのクラスを代表する武闘派、柔道五段の吉川元春とタイ式キックボクシングの達人・狩野永徳が一対一で対たい峙じしていた。性格はいずれも好戦的で猛獣レベル。激突は必至と思われたが──。

「……こんな乱戦で怪け我がされたら困るぞ、フレンジャイ先生。さっさと原稿を入れぬか。読者の九割は我の華麗なイラスト目当てで単行本を買っているとはいえ、貴様の本文があがらないと我も筆が進まぬのだ（ひそひそ）」

「……自分はもう三日も徹夜で執筆しておるけえのう。ちくわだワン先生こそ、絵師のくせに拳を使うな。骨折したら落とし前をどうするんじゃ。ええからはよう表紙のラフをあげんかい（こそこそ）」

　まさか、一般クラスと最高に不仲で、かつ日本画界を震しん撼かんさせている天才少女芸術家の狩野永徳が、実は吉川元春が家族にも内緒でこっそり執筆しているＢＬ小説のイラストを担当しているお耽たん美び絵師ちくわだワン先生だとは、学園内では小早川隆景以外誰も知らないのだった。

　ちなみに小早川隆景は実は繊細な姉に気を配っており、姉の怪しい副業活動についていっさい知らぬふりをしている。まさに気配りの智将だった。

「吉川、ここは相打ちということにしようではないか。うわあ、風船を割られた！」

「しょうがないけえね。さっ、さすがは狩野永徳、相打ちじゃ〜っ！」

　かくして両クラスの最強格がいきなり共倒れになったために、浅井長政、朝倉義景、柴田勝家、明智光秀らが続々と一騎打ち勝負に。お互いに決め手を欠くことになった主戦場の諏訪山公園は、完全に膠着した──。




「おっ。小早川さんから俺のスマホにＳＮＳで連絡が！　作戦は成功、両クラスの主力部隊は一歩も進めないらしい！」

「あらあら、急がば回れとはこのこと。むしろこれでわらわが一番乗り確定ですわ。今宵もわらわの大勝利ですわね、おーほほほ！」

　かくして、蠟燭ゲットの大本命となっていた良晴と義元そしてパシリの元康が、諏訪神社の境内を抜けてビーナスブリッジへ至る急な階段坂を駆けていると──。

「「「「ぶもおおおおお〜！」」」」

「ギャー！　心臓破りの階段坂のてっぺんから、野生の猪いのししの群れが暴走してきたああああああ!?　これがビーナスブリッジに出没する幽霊の正体か！　さすが神戸、とても現代日本の大都市とは思えねえ！　自然豊かすぎる！」

「球たま避よけのヨシ」の異名を取る良晴が思わず反射的に木の枝に飛びついて猪軍団の突進を回避した時にはもう、

「ひいいっ？　ウリボーの群れが、群れが、わらわめがけて……あ〜れ〜!?」

「私も巻き込まれましたあ〜。まさかここで脱落ですかあ〜？　はう〜」

　義元と元康の姿は、暴走する猪軍団の中に巻き込まれて、忽こつ然ぜんと消えていたのだった。

「し、しまった。義元ちゃん、元康？　ま、まあ、服部先生がなんとかしてくれるか……俺の背中の風船は幸い無事だ。信奈もまだ姿を見せないし、蠟燭を目指して急ぐか！」




　階段坂を駆け上り、ついにビーナスブリッジに到達した良晴の前では。

　白い行ぎょう人にん包づつみに顔を包んだ、小柄な女子高生が──

　遅参ながらも猪の群れをすり抜けて最速でビーナスブリッジ一番乗りを果たしていた織お田だ信奈と対峙していた。

「私は、神こう戸べの治安を守る正義の味方、『毘び沙しゃ門もん天てん』上うえ杉すぎ謙けん信しん。織田信奈、そなたには数々の怪しい疑いこれあり。そなたに義があるのか、あるいは悪なのか、それを見切るために呼び出した。よくぞ私が操る猪たちの突進を躱かわした。次は直接対決だ」

「ちょ、ちょっと良晴!?　今、ちょっとばかり忙しいのっ！　このてるてる坊ぼう主ず女、とんでもなく強いのよ！　信玄よりも手て強ごわいわ！　危ないから来ちゃダメ！」

「謙信ちゃん!?　信奈!?　やめてくれ。平和な学園世界で二人が戦う意味なんてないだろう!?」

「よよよ良晴？　どさくさ紛れに抱きつかないでっ！　危ないってば！　ばかー！」

「むう。織田信奈、闘気が瞬時に消え失うせたぞ。そうか。その男が、噂うわさの相良良晴か……ごく平凡な男子高校生に見えるが……は、はうううっ？　目が合っただけで、し、心の臓が締め付けられるっ!?　こっ、この不思議な感情はいったい……？」

　至近距離に迫ってきた謙信と目が合った。忘れることのできない、兎うさぎのような赤い瞳。間違いなく謙信ちゃんだ、と良晴は感激した。戦国世界で姫武将として戦わされていたみんなが、この平和な学園世界では平穏に暮らしているんだなと思うと、涙を禁じ得ない。

「って、謙信ちゃん？　胸が痛むのか？　だいじょうぶかっ？　生まれつき身体が弱いんだろう？　無茶をしちゃダメだ！」

「もももも問題ない。どきどきどき。私は、その、ど、同年代の殿方とはあまり縁がなくて……こ、この勝負は水入りだ織田信奈。ま、また会おう！　そなたが神戸に秩序をもたらす正義かそれとも破壊を呼び込む悪か、いずれ毘沙門天が見定める……」

　ひらり。

　月光を背にした上杉謙信の華きゃ奢しゃな身体は、ビーナスブリッジの手すりを越えた向こう側──漆黒の闇の中へと不意に消えていた。

「わっ、身投げしたっ？　謙信ちゃーんっ!?」

「凄すごい運動神経の持ち主だから心配ないわよ。でもなに、あの女？　わたしの挙動のどこが怪しいの？　あの女のほうがずっと怪しいわよ。正義の味方毘沙門天ってなに？　中二病？　なんで行人包被かぶってんの？　良晴の顔を見ただけで真っ赤にゆだって逃げるし？」

「だ、男子高校生に不慣れなんだよ。お堅い謙信ちゃんらしいな」

「って、どうして顔見知り面づらしてるのよう？　あ、そうだ。わたしの背中の風船は無事よ。これで蠟燭は一般クラスがゲットね！」

「てっきり、お化けが怖くてサボってたのかと思ってたぜ、ごめん」

「……実は、謙信にビーナスブリッジまで呼び出されたから、来ざるを得なくなったのよ。謙信から呼び出しメールが来なかったら、怖くて部室の布ふ団とんに籠もっていたかも……夜のビーナスブリッジってガチで怖いんだもの。幽霊が出るって噂だし。わ、わたしはそんなもの信じてないけれど。こ、これは内緒よ。特にあの小早川には」

　信奈が戦利品の蠟燭を手にして、はにかむように微ほほ笑えんでいた。もう、謙信と対峙していた時の殺気は消えている。かわいい、と不意打ちを喰くらった良晴は言葉を失いながら信奈の隣にそっと立っていた。

　ビーナスブリッジの終着点、標高百六十メートルのビーナステラスから眺める港町神戸の目ま映ばゆい夜景は美しかった。

　いくつものタワーマンション。メリケンパークに赤く輝くポートタワー。ハーバーランドに輝く観覧車。そして──あの安あ土づち城じょう開きの祭り「盂う蘭ら盆ぼん会え」を彷ほう彿ふつとさせる、無数の光でライトアップされた街の輝き──。

「綺き麗れいね。今日から『神戸ルミナリエ』がはじまっていたんだわ。覚えている？　十年前にこの神戸で『大厄災』が起きたでしょう？　幸いにも死者はいなかったけれど、町の大部分が灰かい燼じんに帰した、謎めいた複合災害が。そんな町の復興の象徴として、ヨーロッパの『光の彫刻』ルミナリエを採り入れたんだって。良晴のお父さんも、技術者として参加しているのよね？」

「そっか。相変わらずいい仕事してんな、親父は……でも、信奈はどうしてこの平和な町で敢あえて『天てん下か布ふ部ぶ』を結成したんだ？　不良だと誤解されるリスクもあるのに」

「神戸はこんなにも美しい町だけど、物騒だもの。及ばずながら、ご町内と学園の治安を陰から守りたいから……かしら？　いつかまた大厄災が来る、こんどは以前よりもずっと大きな規模で。そんな予感がずっと消えないの。教会でフロイスから聞いたわ。良晴はあの夜、家族からはぐれて炎の中を彷徨さまよっていたところを義よし陽ひ姉さんに助けられたんでしょう？　ほんとうに、いいお姉さんよねー」

　十年前の大厄災。義陽姉さんに助けられた俺。ダメだ、思いだせない。十年前の記憶を思いだそうとすると、突然頭にもやがかかる。なぜだろう？

「ほんとは、なぜか無性に戦わなきゃって気が焦あせってむずむずするから天下布部を結成したのかも。わたしってもしかして、前世では戦国武将だったのかもね。でも、わたしの茶髪は生まれつきなのに、すぐにヤンキー扱いされて困っちゃう」

「ああ。ここはほんとうに平和な世界だからな。いつかみんなにも、信奈のその想おもいが伝わる時が来るよ」

「ふふ。わたしのこと、なんでもわかってるような顔しちゃって。はい、蠟燭をあげる。良晴が願いごとを叶かなえていいわよ？」

「俺が？」

「ええ。手強い上に話が通じない謙信との戦いを止めてくれたから、良晴が勲功一等よ」

　そうとも小僧、願いごとを言うがよい、ワシが叶えて進ぜよう、と二人の背後からにゅっと現れた斎藤道三が突然声をかけてきた。

「わっびっくりしたあ!?　お、俺は……俺の願いは」

　なぜだろう。五右衛門の雇い主の言葉は信じられる、と良晴は不意にそう思った。本能寺の運命からすでに信奈は脱出できていると。

　そして、俺は戦国世界から来た俺であると同時に、並行世界とおぼしきこの学園世界で十年を生きてきた俺でもあるのだと。この世界に俺は実在する。この世界ではじめて信奈と出会った時に湧き上がってきた「不思議だ、俺はいつかどこかでこの子に出会った気がする」という強烈な想いが蘇よみがえってくる。

　良晴が次々に取り戻している記憶はすべて本物の記憶であり、良晴自身が生きた本物の人生なのだ。

「──俺の願いは、この世界でも信奈とともに生きることだ」

　良晴は信奈の輝く瞳を見つめながら宣言していた。

「ななな、なにそれ？　『この世界でも』って？　もしかして時空を越えた告白のつもりぃ？　まさか『愛の鍵』に一緒に鍵を取り付けろと言うの？　ははは恥ずかしいから、学園長がいない時にしてよね〜！　小早川が聞いたらどんな修羅場が訪れるかしら〜、楽しみね〜♪」
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　信奈は、良晴の肩をそっと抱きながら吹きだしている。

「い、いや、信奈……俺はただ、みんなで平和に暮らせるこの世界を大切にしたいと」

「ええ？　ちょっとー!?　一瞬わたしを期待させておいて、そこでまた微妙に日和るの？　良晴の、八方美人！　ハーレム主義者！」

「うむうむ。小僧、わかった！　その願い、聞き遂げようッ！　が、その願いはかなりデカいぞ！　ワシ一人の力では及ばぬかもしれぬ！　お主自身も奮闘努力せよ！　よいか、決して迷うな小僧。目の前の青春を全力で生ききるのじゃ！」

　斎藤道三が、良晴の背中を「ばああん」と巨大な掌てのひらでぶっ叩たたいて活を入れてきた。ぐはっ、背骨が……と良晴は呻うめきながら倒れ込む。きゃー良晴!?　なにすんのよくそ蝮まむしー！　と切れた信奈が道三の腹に鋭い蹴りを入れていた。すわ良晴に告白された！　という歓よろこびから落とされた分、怒りゲージＭＡＸの蹴りだった。




　ビーナスブリッジの裏手に聳そびえる一本杉。そのてっぺんに脚でぶら下がっていた五右衛門が、「いよいよ真の大厄災到来の危機が迫ってきたでござる。相良氏の波乱含みの学園生活、こんごもめがはなせまちぇんな」と頷うなずいていた。











第二話　陰おん陽みょう少女☆竹たけ中なか半はん兵べ衛え









　神戸最古のカトリック教会──諏す訪わ山やまの麓に建つ稲葉山学園と、元町商店街にほど近い下山手に建つ相良さがら幼稚園の中間地点に聳える神戸中山手教会。大厄災の際には半壊したが、奇跡的に全壊を免まぬがれて持ちこたえたことで「奇跡の教会」と呼ばれている。

　朝の通学前。良よし晴はるは、どうしても回復しない十年前の大厄災の夜の記憶の手がかりを求めて、教会を運営するシスターフロイスのもとを訪問していた。もともと十年前の大厄災以来、相良幼稚園と中山手教会は親密な連携関係にあり、フロイスと良晴は姉弟同然の関係なのだ。

「おおー！　『獣の数字』を持つ男、相良良晴ではないか！　我が調理する梵ぼん天てん丸まるラーメンが食べたくて教会に立ち寄ったのだにゃ！　このグルメ舌め〜、梵天丸にお任せあれ！　フハハハハ！」

　中二病かぶれのちびっ子・伊達だて梵天丸が、教会の礼拝堂に入った良晴に飛びついてきた。梵天丸もまた、相良幼稚園の卒園生。フロイスに懐なついていて、実家の近所にあるこの教会に入り浸っている。

「ラーメンは放課後な、放課後。実は、フロイスにききたいことがあるんだ」

「にゃんだ。フロイスを口説きに来たのか。相良ハーレムをまだ拡張するのか、うぬは」

「ぼ、梵天丸ちゃん。ヨシハルさんはそんな人では……たぶん……そろそろノブナさんとコバヤカワさんのいずれかを選ぶべきだとは思いますけど」

「うう。俺が抱えている三角関係は、状況的にも時期的にも瀬せ戸と際ぎわというか土ど壇たん場ばだよな。解決するにはハーレムルートしかないかも……いやいや、そういう話じゃなくて！」

　戦国世界ではすでに信奈と一夜を過ごし恋人となった。もう「勝かつ家いえのおっぱいも凄いが、やはりフロイスちゃんの南蛮仕込みのバストは凄すさまじいぜ」などと昔のように鼻の下を伸ばすような良晴ではなかったが、学園世界の平和で緩い空気に慣れてきたのか、ちょっとだけ往年のサルに戻りかけた。いかんいかん。今朝の俺には重要な用事が──。

「十年前の大厄災について調べているんだ。これは家族にも内緒なんだけれど、実は俺、当時の記憶がほとんどなくて。信奈から聞いたんだけれど、大厄災で燃える町を彷徨っていた俺を、義よし陽ひ姉さんが救ってくれたんだって？　当時のことを詳しく聞きたいんだ」

「まあ。当時の記憶がないのですか？　お辛つらい思いをしたでしょうから、記憶を封印してしまったのかもしれませんね。迂う闊かつに思いだすとＰＴＳＤを発症するかもしれませんよ」

「ははは、俺は雑な神経の持ち主で知られる相良良晴だぜ、そんなにヤワじゃないよ。頼む、教えてくれ。十年前になにがあったのか。そもそも大厄災ってなんだ？　通常の大地震とは違う複合災害だったらしいけれど、過去の記録を当たってみてもほとんど具体的な情報が残されていない。これって異常じゃないか？」

「……すみません。当時、私はまだ日本には来ていませんでした。大厄災の当日にこの教会を主宰しておられた前任者のザビエルさまが遺のこされた話でよければ──十年前のあの日の深夜、神こう戸べの市街地一帯が突如として次々と炎に包まれ、激しい地震の揺れで家屋が倒壊して、黙示録の如ごとき有あり様さまになったそうです。そんな中で迷子になった幼い良晴さんを、燃える町の中で義陽さんが見つけだして救いだし、この教会に運び入れたのだそうです」

「ザビエルか。その人は今、どこに？」

「大厄災の際に大怪け我がを負われなて亡なくなられました。私が神戸に来たのはザビエルさま亡き後なんです」

「ちなみに梵天丸が神戸に引っ越して相良幼稚園に入園したのも大厄災の後にゃのだ！　すまぬな相良、当時のうぬを目撃した者はすでに教会にはおらぬというわけだ！　うぬが抱える真相に到達しようとした者は容赦なく消される運命にゃのかもしれぬぞ。なにしろ相良は、黙示録が預言した獣であるからにゃ──」

「おう、梵天丸は今日もかしこかわいいな。もっと肉を食わないと背が伸びないぞ？　撫なで撫で」

「こらっ！　頭を撫でるな！　重要な情報を教えてやってるのに聞き流すにゃ、聞き流すにゃ！　ああっ、預言者は故郷では理解されにゅのだ！　生まれ故郷は仙台だけど！」

　梵天丸が中二病なのは全宇宙共通だとして、こうなると十年前の記憶に関する手がかりはやはり義陽姉さんしかいないのだろうか。十年前の大厄災。俺が異世界から召喚されたのも十年前。存在しないはずの俺が、相良家の実子になったのもおそらくその時。十年前の大厄災の夜に、義陽姉さんが幼い俺を救った──大厄災と俺の召喚には関連がある。

「あの……ヨシハルさん？　無理に思いだそうとせずともよいと思いますよ。お辛い記憶だと思いますし、たとえ真実であろうとも敢えて明らかにすべきではないものもこの世にはあると思います」

「ありがとうフロイス。でも、どうしても気になるんだ。十年前の大厄災は人々の生き様すら変えた大事件だったらしい。なのに、なぜかみんなもう十年前の記憶を忘れかけている。俺までが忘れてちゃいけない気がしてさ」

「……確かに、人々の記憶が風化する速度が異様に速いですよね」

「ヒントは摑つかめた気がする。ありがとう、他のルートを当たってみるよ！」

「クククク。我は止めたぞ。知らぬぞ、どうなっても知らぬぞ相良よ。黙示録の獣よ」

「わかったわかった。俺が獣になったらお前が調ちょう伏ぶくしてくれよ、梵天丸」

　機を見てさりげなく義陽姉さんにきいてみるか、と良晴は決めた。




　　　　※




　丹に羽わ長なが秀ひでは稲葉山学園高等部の三年生だが、校医の松まつ永なが久ひさ秀ひで先生が有給休暇を取ったり私用で学園を抜けたりする際にはアルバイトとして白衣を着て保健室でお留守番をしている。簡単な怪我や風邪の治療などは、笑顔でてきぱきとこなしてしまう。

　人のお世話をする仕事に憧れていた世話焼きの長秀は幼い頃から看護師を目指していたので、松永先生のスカウトの誘いに即座に乗って彼女の代役を務めていたのだが、それにしても最近、松永先生が学園に来ない日が多い。

　妙に白衣が似合うためか、近頃では長秀をほんとうの校医だと勘違いしている生徒も増えてきた。私が二十歳オーバーだと思われているのは不本意です、と長秀はこの日も保健室で困惑中。

「むむむ。私にも授業がありますのに、松永先生には困りました。このままでは出席日数不足で単位が足りなくなりそうです、五点です。テストの点数が酷ひどくて留年危機の勝家どのともども、これでは姫のお供役失格です」

「……あ、あのう。朝からお腹なかが痛くなって、またまた保健室登校してしまった私のせいですよね……すみませんすみません。い、い、いぢめますか？」

　保健室のベッドの上には、中学生でありながら異常な学力を発揮し、飛び級で稲葉山学園高等部に転入してきた天才児、竹中半兵衛がちょこんと膝を寄せて蹲うずくまっていた。

　ＩＱは少なくとも１６０（高知能過ぎて測定不能との噂うわさも）、全国高校テストでは毎回総合一位。頭脳は飛び抜けて優秀だがもともと身体も弱く気も弱い半兵衛は、年長者だらけの高等部に馴な染じめず、毎日のように腹痛を訴えては保健室に籠もっていた。飛び級転入したのも本人の意思ではない。

「あ、いえ。私は松永先生に困っているだけで、保健室は好きなだけ利用してくださって構いませんよ。そのお歳としで高校に編入させられては、半兵衛どのも気苦労が絶えませんよね。ここでゆるりと茶でも飲んで落ち着いてください──松永先生は茶器マニアでして、なかなか貴重な年代ものの茶器を保健室に取りそろえていますから」

「はわわ。人体の骨格標本模型が居並ぶ中、普通に美濃みの焼の天目茶ぢゃ碗わんとかありますよね？　保健室と美術館のキメラです……も、もしも、ちゃ、茶器を落として割っちゃったら私、一生涯松永先生に借金を返済する奴隷にされちゃうんでしょうか。くすんくすん」

「その時は私がフォローして誤魔化しますので無問題です。ほんとうに貴重な茶器はこの保健室には置いていないそうですし。くすっ」

「そ、そうでしたか、ありがとうございます。うう、私は普通に静かな女子中学生暮らしがしたかっただけなのに、なんだかどんどん大変なことになっていまして……すみませんすみません」

「いえいえ。カウンセリングでもしましょうか？　むろん無資格ですが、私は姫──織お田だ信のぶ奈なさまの付き人でして、幼い頃からこういう役目に慣れているんですよ」

「あうあうあう。そそそそれは遠慮します！　わわわ私は人に自分の話をするのが極度に苦手で……ははは恥ずかしくてそのっ！　くすんくすん」

　半兵衛は、いつも連れ歩いているゆるキャラぬいぐるみの「すねこすり」をぎゅーっと抱きしめてふるふると震えた。愛らしいお方ですが稲葉山学園高等部に通わせるのは酷かもしれません、と長秀は思った。なにしろ学園長は「社会も学園も同じよ、残酷な格差社会を生き抜く下克上根性を養成するにはスクールカーストを制度化するよりなし！」というスパルタ式教育者。半兵衛のような気が優しく幼い少女には少々厳しい環境だった。

　ちなみに半兵衛は「上級クラスなんて貧乏な私には絶対に無理ですくすんくすん」と上級クラス入りを固辞したため、学年一位の成績でありながら一般クラスの一年生である。それもまた、半兵衛の居心地の悪さに繫つながっているらしい。

「ちわーっす！　転入生の明あけ智ち光みつ秀ひでですうー！　松永先生、いらっしゃいますかー？」

「あらあら、光秀どの。松永先生は今日もお休みで、私丹羽長秀がバイトでお留守番中なんです。三点ですねすみません。先生に用事でしたら、私がことづけを預かりますが」

「残念、そうでしたか！　って、あれ？　十じゅう兵べ衛えは松永先生になんの用で保健室に来たんでしたっけ……？　わ、忘れてしまったですう？　うう、疲れているのかもですう……」

　唐突に保健室に現れ、それなのに「なにをしようとしていたんでしたっけ」と首を捻ひねりながら廊下へ戻っていく明智光秀。同級生の半兵衛は（とても聡そう明めいな人なのに、妙ですね）と引っかかりを覚えたのだった。




　　　　※




　放課後、諏訪山の中腹にアジトを構える天てん下か布ふ部ぶ。神戸の町並みと海を一望できる雄大な眺望が部室の売りだ。部室に据え付けた豪華な「部長椅子」に座りながら眼下の絶景を眺めていると、信奈はまるで戦国時代の大名になった気分に浸れるのだった。

「みんな、ネットを見たあ？　近頃、市中の美術館で茶器盗難事件が多発しているわ。どーでもよさげな茶器から、かなりの貴重な茶器まで、手当たり放題に盗みまくっているみたい。警備員が幻術のようなものを浴びて幻覚を見せられたとか、いろいろと怪しい情報まで！　これはきっと大事件の予兆よ！　天下布部が事件解決に乗り出すべき時だわ！」

　確かに茶器盗難事件は連発していますがおおっぴらにはあまり報道されておりません、幻術の噂などはあくまでＳＮＳに流れている口コミでして都市伝説の類いです、と冷静な長秀は笑顔で信奈をいなしたが、常になにかしていないと収まらない信奈の気分はもう「名探偵」。武たけ田だ信しん玄げんとの抗争が本業だと思われているのもしゃくなので、いい加減ご町内の役に立つお手柄が欲しいところだし。

「美術館ですかあ。あたし、ああいう静かなお堅い場所にいると、三分で息切れしてわーっと叫びたくなっちゃうんだよなあー。張り込み役には向いていないかも、うう。それより長秀、また数学で赤点取っちゃった！　このままでは留年しちゃって来年は姫と同学年に！　あたしは姫のお供役失格を詫わびて切腹するっ！」

「勝家どのにはいざ犯人を追い込んだ時の捕縛役という大役がありますので冷静に。十点です」

「美術館や博物館によってセキュリティの堅さには差がありますですが、今回の犯人はいずれのセキュリティも容易に突破しているようですぅ。信奈さま、ＩＴ企業のお嬢さまとしては対決すべき相手かもしれませんですう！　とりあえず犯人を発見したら、ただちにこの十兵衛特製の空気銃を撃って失神させるです。この銃、弾丸内部に即効性の麻酔毒が──しかも毒は即座に体内で分解されるので、証拠が残らないですう！　さくっと埋めてしまえば完全犯罪成立ですう！」

「みっちゃんは過激すぎるのじゃ。いいのう、茶器を盗み放題……羨ましいのう、姫もやってみたいのう……ち、違うぞ？　一かず益ますちゃんは犯人ではないぞ？　これっみっちゃん、銃をこっちに向けるでない！」

　幼いながらも茶器マニアで知られる滝たき川がわ一益は、どちらかというと犯人側に加わりたそうな顔をしていた。あまりに羨ましいのか、口元から涎よだれが垂れている。

「良晴？　もうわかっていると思うけれど、天下布部はカチコミ役ばかりで軍師が不在なのよ。知恵者の小こ早ばや川かわも今回は『学園外の刑事事件に生徒が口を挟むのは出過ぎだぞ』と参加してくれないし……誰か、軍師役を務めてくれる新たな人材はいないかしら？　あんたはこの相良ハーレム部とハーレム要員育成機関の相良幼稚園を仕切る、神戸を代表する女衒ぜげんなんだから、心当たりあるでしょ？」

　俺はそんな怪しい男じゃねえ、と信奈の肩をマッサージしながら良晴は憤慨した。

「なんで女の子限定なんだよ。男でもいいだろ。上級クラスの朝あさ倉くら義よし景かげとか浅あさ井い長なが政まさとか。あいつら、成績優秀だし知謀にも長たけているじゃないか。そうだ、幽霊部員の信のぶ澄すみは？」

「えー？　男はむさ苦しいから天下布部に入れたくないのよねー。弟は織田家の人間とは思えないレベルのバカだし、天下布部活動より自分の親衛隊と遊んでいたそうだし。そこっ！　長秀！　殿方でも相良どのだけは特別なのですねって顔をして微ほほ笑えまない！　だいいち上級クラスと共闘するなんて絶対に嫌だし、あいつらは自分の身に危険が降りかかっても動かないでしょ。面倒ごとは一般クラスの生徒が解決すればいいと思ってるもの！」

「それはあるなあ。天下布部が不良軍団だという誤解を解くためにもお手柄をあげたいところだが、うーん、心当たりかあ……五ご右衛え門もんは諜ちょう報ほう要員向きだけど軍師向きじゃないし……三十文字以上喋しゃべると嚙かむし……あいつ、どこの学校に通ってるんだろう？」

「姫。軍師役でしたら、適任者がおります。中学から飛び級転入してきた竹中半兵衛どのです。彼女ならば、この一連の事件の犯人を特定してくれるかもしれません。ただ……大人しくて気が小さい子なので、乱暴な勧誘はなりません。天下布部と聞いただけでひぃと悲鳴をあげて震えあがってしまう繊細な子ですので」

「デアルカ！　でかしたわ長秀！　長秀の推挙なら間違いないわね！　誰が勧誘してくる？　わたしが直々に出て行って『入部しないのならおじゃが池に沈めるわよ！』って脅してこよっか？　トレードマークの竹刀を突きつけてね！」

「信奈、お前……長秀さんの話を聞いていないだろ？　一応高等部在籍とはいえ、相手は女子中学生だぞ？」

「はいはいはい、頼れる後輩の十兵衛にお任せですう！　なんと、十兵衛は半兵衛どのと同じ一年生クラス在籍なのですう！　転入時期もほぼ同期！　一応顔見知りですう！　うまい話があると言葉巧みに勧誘して契約書にサインさせるですよ。しのごの抜かすようならこの十兵衛特製の完全犯罪用空気銃で半兵衛どのを狙撃して……ふっふっふ」

「ダメだってば十兵衛ちゃん！　どうしてこう、天下布部の面々は揃そろって過激なんだ!?　しょうがないなあもう。子供の相手ならば、俺に任せろ！　母、姉、姉、妹、幼なじみの双子姉妹、そして多数の幼稚園児たちに囲まれて育ってきたこの相良良晴に！」

「ほーら、相良ハーレム部を仕切る女衒じゃなーい。でも、そうね。天才児って扱いが難しいし、良晴が適任だわ。そもそもこのわたし自身、独創的な天才児過ぎて中学で浮きまくっていたところを、良晴にいろいろフォローしてもらってなんとか高校に進学できたんだしね。任せたわよ！　二人のアポの段取りは同級生の十兵衛がつけてきて！」

「おう！　竹中半兵衛か……」

　懐なつかしいな。半兵衛がこの学園に通っていたなんて知らなかった。半兵衛との間には、ほんとうにいろいろなことがあったな。かけがえのないパートナーにまた会えるのか。どうやらこの世界では、重い病にはかかっていなさそうだな。よかった。

　良晴は（稲葉山学園に戦国世界の知り合いが集結している気がする。妙だな）とふと不思議に思ったが、半兵衛に再会できるという歓よろこびと期待がその疑問を上回った。

　しかし、良晴は気づいていない。この世界の半兵衛と良晴は面識がないということに。




　　　　※




　休日の午後。光秀から「半兵衛どのとのアポを取り付けたですぅ！　褒めてください先輩！　ご褒ほう美びに、十兵衛との食い倒れデートを所望するですう！」とＳＮＳで連絡を受けた良晴は、自転車を飛ばして神こう戸べ港に面する海のデートスポット・ハーバーランドへと急行していた。一分でも待たせちゃ半兵衛に悪い、と慌ててのことだったが──。




「くすんくすん。あ、あのう、召喚を拒否したら『殺し間』にブチ込むですぅと脅されて、やってきましたが……よ、義よし陽ひさんって、殿方だったのですか？　女性だと聞いていたのですが。私、殿方と二人でデートした経験がなく……はわわ……！」

　ゆるキャラすねこすりのぬいぐるみを抱きながら、海とクルーザーをバックに待ち合わせスポット「愛の郵便ポスト」の前に佇たたずんでいた竹中半兵衛は、どこから見ても今時のＪＣだった。庶民のアパレル・しもむらで買い集めたっぽい衣装のコーディネイトはデザイン色合いともに地味めだが、戦国時代の軍師然とした姿とはまるで別人。

（半兵衛。よかったな、この世界では戦場で咳せき込みながら戦術を練らなくてもいいんだな……戦国時代を生きてきて、平和がどれほどレアで幸運なものかよくわかった。今日は再会を祝して、半兵衛を甘やかすぞ！）

　良晴はすっかり、わが娘と再会を果たした気分。さっそく半兵衛に抱きついて「悪い。相良義陽は俺の姉だ、俺は弟の良晴な！　ははは！　十兵衛ちゃんに騙だまされたな？　天下布部にようこそ！」と頭を撫なで、思いっきり祝福を浴びせた。

「ひ、ひいいっ!?　い、い、いぢめますか？　天下布部とかいう謎の暴力組織に入部しなければ、石を抱かせて神戸港へ沈めるんですね。もしかしてスマホで私の恥ずかしい姿を撮影してそれをネタに言うことを聞かせるつもりでしょうか。くすんくすん」

「あれ、まだ怯おびえてるのか？　おかしいな……？　俺が半兵衛にそんなことするわけないだろう？　水臭いぜ半兵衛。俺とお前の仲じゃないか」

「……しょ、初対面ですけど？　はうう……もしかして良晴さんって……ＪＣに異常な執念を抱くストーカー……？　天下布部って、いけない裏動画を撮影配信する半グレ集団だったんでしょうか？　いぢめないでくださあああい！　も、も、漏れ……」

　はっ、しまった！　良晴はやっと気づいた。この世界の半兵衛と俺は、今日が初対面なんだ！　戦国世界の記憶を持っているのは俺だけだ！　信奈たちとは、この学園世界でともに生きた記憶を共有していたからすぐに馴な染じめたんだ！

　すなわち！　極端に人見知りする今の半兵衛の目には、俺は完全な変態に見えている！

　戦国世界でも、初対面の頃の半兵衛は美濃みの弁で言うところの「おめんこ」で、人見知りが酷ひどかった。とりあえず身体からだを離そう。ノータッチ、ノータッチ。そもそも戦国時代と現代とでは倫理観が違うんだ。現代世界は、露離魂に厳しいのだ。

「ごめん、悪かった半兵衛。誤解だよ誤解。俺ん家ちは幼稚園を経営しているので、昔からの習慣で子供を見るとついフレンドリーに……決して俺は露離魂じゃない。天下布部は、神戸の町の治安を自主的に守る部活なんだ。最近、市内で茶器盗難事件が多発しているので、その捜査に半兵衛の知恵を貸してもらおうと思ってさ」

「幼稚園を利用して幼児に抱きつきまくっているんですか？　やっぱりロリコンなんですね！　それに私は子供じゃありません、もうＪＣです！　所属はＪＫで、見た目はＪＳですけれど！　くすんくすん。私は普通のＪＣ暮らしを満喫したかっただけなのに、どうしてこう次々と災難が……いぢめないでください〜！」

『今だにゅ、半兵衛！　これは正当防衛だにゅ、変身して変態をやっつけるにゅ！』

「ひうっ？　人前で変身なんてイヤですー！　ああもう、恥ずかしくて死にそうです……」

　え？　半兵衛が抱いているぬいぐるみが、喋った？

　まさか……学力の高さ故に高等部に飛び級転入させられた半兵衛は孤独のあまり、イマジナリーフレンドのぬいぐるみと会話する腹話術師に？　うっ、不ふ憫びんな。

「ううう。良晴さん。今、私をかわいそうな子を見る目で見ましたね？　くすんくすん。もう人生に絶望しました。正座させて石を抱かせるなりスマホで動画を撮影するなり油で揚げて天ぷらにするなり好きにすればいいです。人前であんな姿に変身するくらいならば闇落ちしたほうがマシですから」

「変身ってなんのことだ、半兵衛？　訳がわからないんだが？　なにか悩んでいるのか？」

　最初の印象が最悪だったためか、半兵衛とのコミュニケーションがうまくいかない。腹話術師だし。戦国世界の美濃ではどうやって人見知りする半兵衛と親しくなったんだっけ？　なにかもうずっと昔のことのようで、思いだせない……と良晴が呻うなっていると。




「むふー！　やいっ永遠のわがライバル、竹中半兵衛！　男子とデートすると聞き付けて、このクロカンさまが邪魔しにやってきたぞー！　きみに恋に溺れられて自滅されては、クロカンさまが実力で勝ったことにはならない！　デートは中止だ、いざ尋常に学力勝負だー！」




「姫路最高」「黒官一流」の幟のぼりを掲げ、見るからにもっさい黒ジャージを着込んだ小柄な女の子が、半兵衛と良晴めがけて突進してきた。そのこんがりと日焼けした女の子の顔にも声にも、良晴は覚えがあった。いや、あったどころじゃない。戦国世界をともに駆けた親友だ。

「官かん兵べ衛えじゃないか!?　今日の神戸は気温三十四度だぞ、ジャージ姿で暑くないのか？」

「むふー！　暑いに決まってるだろー！　半兵衛に勝とうとガリ勉しているうちに気づいたら夏になっちゃったから、夏服の調達が間に合わなかったんだー！　って、誰だお前!?　まさか変質者か、半兵衛をかどわかしているのかーっ！　泣いてるじゃないか！」

「俺は相良良晴。ただ半兵衛を部活に誘っているだけだよ。お前こそなにしに来たんだ」

「むふー、よく聞いてくれた！　全国学力テストでは常に半兵衛が総合一位、このクロカンはいつも二位！　まさに二流の人！　ぼくは一度も半兵衛に勝てたことがないんだ！　従って、勝つまで勝負する！　やい半兵衛、男と遊ぶ暇があったらクロカンと勝負だ！」

「くすんくすん。遊んでないです」

「今でこそ噓うそのように平和なデートスポットだが、このハーバーランドのあたりは大厄災の際に火災に見舞われた上に津波まで喰くらったと言うぞ。しかも変質者相良良晴つきとは。ここはあらゆる意味で危険だ半兵衛、クロカンに付いてこい。高台の諏す訪わ山やま公園ならば安全だ！」

「……ハーバーランドの『愛の郵便ポスト』を避けても、諏訪山公園の奥のビーナスブリッジに連れ去られたら、またまたデートスポットの『ビーナステラス愛の鍵』が待ち受けているじゃないですか。くすんくすん」

「そっかー。神戸っ子は恋愛脳だからな、あーはははは！　観光スポットを姫路城一本に絞っている硬派な姫路とは大違いだ！　半兵衛、ナンパな神戸に引っ越した時点できみは恋愛脳に堕おちてこのクロカンに敗れる運命だったのだー！　だがそれはこのクロカンが許さん！　実力で勝たせろー！」

「官兵衛さんは天才児ですけれど、うっかり者でケアレスミスが多いので無理だと思いますよ？　くすん」

「うっかりミスするのは仕方ないだろー！　人間だもの！　ＡＩのように何百問解き続けても決してミスらないきみのほうがおかしいっ！」

　この世界でも半兵衛と官兵衛はライバルらしい。全国学力テストの一位と二位か、凄すごいな。とりあえず官兵衛のおかげで場は和んだ。そうだ、十年前の大厄災について、この二人ならばなにか新しい情報を知っているかもと良晴は気づいた。

「茶器盗難事件とは別件なんだけれど、半兵衛、官兵衛。大厄災についてなにか知っていれば教えてくれないか。なぜか、大厄災を経験した人々の記憶が曖昧でさ。俺自身もなんだけれど。十年前のあの災害には、なにか謎が隠されている気がするんだ……あっ。もしも大厄災にまつわる辛つらい経験があるのならば、悪かった、忘れてくれていい」

　良晴は、慌ててそれ以上尋ねることを止めた。なぜなら、「大厄災」という言葉を聞いた官兵衛が半兵衛のほうを振り向いて「はっ」と顔をこわばらせたからだ。

「そういえば。まさか半兵衛。きみのご両親は、その大厄災で？」

「いえ、官兵衛さん。大厄災では奇跡的に死者はいなかったそうです。それに当時、私は神戸住まいではありませんでしたから……両親はあくまでも病で……今は、神戸に暮らす安あん藤どうの叔父さまに生活費を出していただいて稲葉山学園の寮で暮らしています。でも、言われてみれば叔父さまも大厄災についてはなにも語りませんね」

「そ、そうか。半兵衛はご両親を亡なくされていたのか……ごめんな、無神経だった」

「いえ、良晴さん。初対面ですから知らないのは当然です。むしろ調査済みだと言われたらちょっと怖いです、ふふ」

　やっぱりこの世界でも家族運の薄い子なんだな、学園世界であっても人々は戦国世界と似た運命を背負いやすい傾向があるのかもしれない、と良晴は推察した。たとえば、またしても山奥の地に生まれてしまって海にコンプレックスを抱き暴れている信しん玄げんとか。海大好きなのに六甲山の裏手・有あり馬まに生まれたら、そりゃ海を欲ほっするよな。信奈のように戦国世界では早世した父親が健在なケースもあるので、あくまでも「傾向」だが。

「それで、寂しさのあまりぬいぐるみと脳内会話を繰り広げる子に……うっ……官兵衛、これからは半兵衛ともっと親しくしてやってくれ！　頼むぞ！」

「任せろー！　永遠のライバルがメンタルをやられては、実力で勝ったことにはならないからな！　姫路から神戸までは新快速で一本だ！　で、脳内会話とはなんだ？」

「くすんくすん。私、そんなことしてませんっ！　でも良晴さんはどうして、十年前の大厄災について調査しているんですか？」

「……俺は大厄災の夜に焼け出されて危なかったらしい。義陽姉さんが迷子になった俺を救ってくれて、教会に運び込んでくれたんだそうだ。ところが、その記憶が俺にはない。実は、義陽姉さんや徳とく千ち代よの記憶も曖昧で、いろいろ辻つじ褄つまが合わないんだ。俺にとっては自分自身のルーツみたいな一夜だし、気になるんだよな。信奈が捜査している茶器盗難事件とは関係ないと思うが」

　さすがに「俺はたぶん大厄災の夜に異世界から来た」という話を初対面の二人にいきなりは打ち明けられなかったが、良晴は半兵衛と官兵衛の二人の知恵者ならばいずれ十年前の事件の真相を解いてくれるのでは、と期待せずにはいられなかった。それに、この世界でも家族運の薄い半兵衛には気の置けない親友が必要だ──そう、半兵衛と同等の知能を持ち彼女をぐいぐい引っ張ってくれる官兵衛が。

「くすんくすん。良晴さんも、この世界になにか違和感を抱いているのですね？　実は、私もなんです。神こう戸べに来てわかったのですが、確かに十年前の事件の記録が乏しすぎますし、人々の記憶や証言にも微妙に齟そ齬ごがあって、いろいろと辻褄が合わない部分があるような気がして……あのう。微力ですが、良晴さんのお力になれるかもしれません」

「ありがとう半兵衛。これからはイマジナリーフレンドじゃなく、俺や官兵衛と話そうぜ！　天てん下か布ふ部ぶの部室にも椅子を用意するよ」

「友達がいない困ったちゃんのお相手なら、クロカンに任せろー！　なにを隠そう、クロカンにも人間の友達がいないからな、あーははは！　姫路では一人だけＩＱが高すぎて浮きまくっているのだー！　大厄災の謎も茶器盗難事件も、この天下の奇才クロカンが半兵衛とともに解決してやろう！」

「ですから！　イマジナリーフレンドなんて、いませーん！」

　一時はどうなることかと思ったが、官兵衛に救われた。これで天下布部に強力な助すけっ人と参入だ！　と良晴が安あん堵どしていると。

　こんどこそ、真に危険な乱入者が襲撃してきた。

　黒いサングラスで目を覆った巨漢だった。ニット帽を頭に被かぶったレゲエマンのような出いで立ちのその大男は、良晴を見るなりいきなり仕込み杖づえに仕掛けた鎖鎌を恐るべき鉄砲肩で投げつけてきた。半兵衛と官兵衛に届く心配はないと見切った良晴は、慌てて身体を捻ひねってその鎌を躱かわす。相変わらず「避よける」動作に関してだけはチート級だ。「球避けのヨシ」の異名は伊達だてじゃない。




「ほう、さすがだな。『気配』は遮断していたつもりだったが、俺の暗器を躱したか。相良良晴よ、これ以上大厄災や茶器盗難事件の件に首を突っ込むな。拒否するならば、しばらく入院してもらうことになる。俺は男には手加減せんぞ」




「なにをするうう〜」と官兵衛が騒ぎ、半兵衛が「はわわ。も、漏れ」とへたり込む中、その大男は鎖鎌を手て許もとに引き戻しながらずんずんと前進し、良晴に迫ってくる。

「お前は……甲か斐い宗そう運うんっ!?　いったいなにをやっているんだ？　なぜ俺と天下布部の活動を妨害する？　茶器泥棒の一味なのかっ？」

　戦国世界では相良義陽の父親代わりとなって彼女を守ってきた甲斐宗運が、この平和な学園世界で殺し屋のように振る舞っているとは。良晴は理解が追いつかなかった。いや、戦国世界でも甲斐宗運はある意味容赦のない殺し屋だったけれど、でも、しかし。

（しまった。俺は腰に刀を帯びていない。反撃しようにも武器がない！　半兵衛と官兵衛を置いて逃げるわけにもいかない！　どうする？）

　甲斐宗運は暗器使いだ。攻撃を無限に躱しきれるものでもないだろう。それに背後は海。逃げ場がない。

　その時だった。

　半兵衛が抱いているぬいぐるみのすねこすりが、

「半兵衛、恥ずかしがっている場合ではないにゅ！　今すぐ陰おん陽みょう少女に変身してお友達を助けるにゅ！」

　と一声あげると同時に、半兵衛がふるふると震えながら、リュックから五ご芒ぼう星せいの紋章が刻み込まれたスティッキを取り出して天に掲げていた。

「仕方ありませーん！　くすんくすん。安あ倍べの晴せい明めい公にお仕えする陰陽の稚ち児ごがかしこみかしこみ、急きゅう急きゅう如にょ律りつ令りょう！　運命に選ばれし陰陽少女☆竹中半兵衛、ここに見参！　式神前ぜん鬼きさんを緊急召喚っ！　良晴さんと官兵衛さんを守ってくださーい！」

　え？　なに？　陰陽少女？　いったいなに半兵衛なんだ？　この学園世界ってそういうのアリだったの？　と良晴が呆ぼう然ぜんと眺めている前で、半兵衛は「あんまり見ないでくださーい！」と泣きながら純和服姿の「陰陽少女」に変身し終えていた。なんと、かつて戦国世界で陰陽軍師として活躍していた頃の衣装にそっくりではないか。確かに、現代っ子としては露出面積が多い上に、痛い子のコスプレにしか見えない。内気な半兵衛が変身を恥ずかしがるはずだ。

「とうとうバレてしまいました！　私の最近の悩みの大部分は、ご当地妖怪すねこすりさんに目をつけられて無理矢理陰陽少女にされちゃったことだったんですー！　私はいったいなんのためにこんな恥ずかしいアルバイトを？　意味がわかりません、くすんくすん！」

「こーん！　式神、前鬼見参。まだ新米の主の霊力では、後ご鬼きとのＷ召喚は無理か。まあよい。物理攻撃は不得手だが、壁役くらいは俺にも務まろう」

　空中に浮かびあがった五芒星形の雲の中から出現した、この平安王朝の貴族然とした美形の青年は──前鬼だ！　間違いない。あの前鬼が、半兵衛の式神として再び降臨している！　良晴は懐なつかしさのあまり、つい涙を浮かべてしまった。

　そして。

「むふー！　半兵衛も陰陽少女だったのかー！　恥じることはない！　このクロカンは先祖代々、姫路の黒陰陽師の家系！　故に、我もまた世界に揺らぎをもたらす怪異を鎮しずめる『陰陽少女』なのだー！　いくぞ、ねこたま！　式神・朧おぼろ月づき夜よを召喚！　半兵衛と前鬼を全力支援だー！」

「むーん官兵衛どの。背中のリュックに詰め込まれて息苦しかったですぞ、死ぬかと思いましたぞ。もう死んでいますが。朧月夜どの、面倒臭がらずに仕事してくだされですぞ」

　すねこすりはイマジナリーフレンドではなく、実在する妖怪で、半兵衛に憑ついた魔法マスコットみたいなものだったのか！　そして、官兵衛まで陰陽少女とは？　あーもうめちゃくちゃだよこの学園世界、と良晴は嘆いた。一応、表社会には出てこない陰の存在ではあるらしいが。

「……ちっ、面倒臭いわねえ。どうして式神なんてやらされているのかしら……官兵衛みたいな男の子だか女の子だかわかんない糞くそガキに使役されるなんて、朧月夜ともあろう者が屈辱だわ。はーあ、つまんない……って、なにっ？　今回は知らないもう一人の陰陽少女がいるじゃないっ？　かっ……かわいいいいっ!?　ぜひ、お友達になって！　なんならそっちの狐きつね男とトレードであなたの式神としてお仕えさせて頂戴っ！」

　ああ、ここは神戸ハーバーランドの「愛の郵便ポスト」前！　これは運命の出会い！　この感情は、そう、「愛」だわ！　と、官兵衛に召喚された朧月夜は戦闘そっちのけで半兵衛に抱きつき、「こらーっ半兵衛に手を出すなーっ陰陽少女の命令を聞けーっ！」と激おこの官兵衛に向けて「ヤタガラス！」と生体飛び道具を投げつける。

「ギャー！　刺さってる、額にヤタガラスの嘴くちばしが刺さってる！　寝返ったな朧月夜！」

　修羅場だ……と良晴は思った。「日常」という貴重な要素で満たされていた学園世界の世界観が完全に崩壊している。まあ、官兵衛が出てきた時点である程度は予想できたことだが、収拾がつくのかこれ？

「……頭痛がする……やめた。俺は、女子供とは戦わん。相良良晴、この件に深入りするな。忠告はしたぞ？　相良義陽を守りたいのであれば、十年前のことも茶器の件も忘れろ。いいな」

　ハードボイルドな甲斐宗運もすっかり興を削そがれたらしく、良晴たちを残して静かにその場を立ち去っていった。

　突然の甲斐宗運襲撃事件は、こうしてうやむやのうちに終結したのだが──。

　役目を終えた式神の朧月夜と前鬼が「半兵衛ちゃん、必ず式神トレードを実現してねっ！」「ふふ、黒くろ田だ官兵衛と相良良晴か。わが主あるじはよき友に出会えたらしい」と言葉を残して幻の如ごとく姿を消した後。

　元のしもむら謹製の普段着姿に戻った半兵衛は、「あううう〜。恥ずかしかったですが、官兵衛さんも私と同じ陰陽少女スカウト妖怪さんに騙だまされた被害者だと知ってちょっとだけ安心しました」と元気を取り戻して官兵衛の手を握りしめていた。

「く、クロカンは騙されたのではない。陰陽少女は先祖代々続く黒田家の裏家業なのだ」

「そうでしたか。実は私、神戸に引っ越してすぐ、すねこすりさんに目をつけられて陰陽少女に変身させられちゃって。いったいなんのために陰陽少女にされたのか、なにをすればいいのか、さっぱりわからなくて悩んでいたんです。先輩の官兵衛さんなら、きっと私を導いてくれますよね？　よろしくお願いします！」

「むふー、任せろー！　学力では負けているが、陰陽少女道ならばクロカンが先輩だからな、あーはははは！　陰おん陽みょう道どう曰いわくこの世界は、世界を構成する『気』の絶妙な調和によってぎりぎりで成立している不安定な場だという。陰陽少女は、その『気』を乱す怪異や魔を調ちょう伏ぶくし、人知れず世界の均衡を守る存在なのだ！　みんなには内緒だよっ！」

「……はえ〜。陰陽少女って痛いコスプレのアルバイトじゃなくて、そんな重大なお仕事だったんですね。よ、良晴さんも、この件は秘密にしておいてください。お、お願いしますね？」

　ウンワカッタ、と良晴は頷うなずいていた。秘密にしておかないと、好奇心の塊で後先考えない信奈がこんな微妙な分野に首を突っ込んできたらすべてがめちゃくちゃになる予感がした。それに、せっかくの日常生活を満喫していた良晴としては、マジカル陰陽少女空間にはあまり深入りしたくはなかった。前鬼たちと再会できたのは嬉うれしいが、あまり深入りすると平穏な学園生活と等価交換させられる予感がする。

「でもどうして私が選ばれたんですか？　選考基準はなんなのでしょう、すねこすりさん」

「ＩＱの高さと胸の薄さすなわち幼さだにゅ。この世界では、かしこく穢けがれない純真な少女のみが、陰陽少女に変身して式神を召喚できるのだにゅ。巫み女こみたいなものだにゅ」

「薄くないですっ！　ちゃんとブラだってつけてます！　Ａカップですけれど！　くすんくすん……って、良晴さん？　いいいい今のは聞かなかったことに！」

　ウンワカッタ、と良晴は再び頷いた。深入りすると半はん兵べ衛えに大泣きされてしまう。

「とにかく最大の悩みが解決したようでよかったよ、半兵衛。俺はなにごとも雑だから、半兵衛の秘密の仕事についても気にしてないよ。大厄災と茶器盗難事件が裏で繫つながっていることもわかったし、あの甲斐宗運を調べていけば茶器泥棒の正体も判明しそうだ──ただし、あいつは男相手なら容赦がない。危険を避けながらゆるゆると調べていこう」

「はいっ！　でも、どうしてあの方の名前を知っていたんです、良晴さん？」

「あ、ああ。あの男は義陽姉さんの知り合いで、以前何度か見かけたことが。ただ、どこでなにをしている男なのかは知らない──とにかく頼りにしてるよ、よろしく半兵衛」

「やい相良良晴！　半兵衛の頭ばかり撫なでるな、クロカンも頼れっこらーっ！」

「あわわ。わ、わかりました良晴さん。これからは天下布部の一員として協力させてもらいます……あ、あれ……？　ど、どうしたんでしょう？　わ、私の目から、涙が……？　へ、ヘンですね。哀かなしんだりしていないのに。私は、いったい」

「目にゴミが入ったんだな、むふー！　海辺は浜風が強いからなー！」

　たとえ記憶になくとも、そなたは魂の奥底で待ち焦がれてきた相良良晴との再会を喜んでおるのだと、どこからともなく前鬼の声が聞こえてきた。

　良晴だけでなく、半兵衛も官兵衛も、そのどこか喜ばしげな声を確かに聞いた。




　　　　※




「良晴のお母さま、義陽お姉さま、徳千代お姉さま。ねねちゃん。お宅にお呼ばれするのははじめてですね、改めまして天てん下か布ふ部ぶ終身名誉部長の織田信奈ですっ！　サル……いえ、良晴くんとは絶対服従の主従関係……いえ、清らかな交際をさせていただいています！　こちらは新入部員の竹中半兵衛です！　ほらほら、天下布部の部室が良晴とわたしのラブホだという悪あしき噂うわさをご母堂の前できっぱり否定するのよ半兵衛！」

「くすんくすん。軍師として勧誘されたと思いきや、実は良晴さんのお宅に押しかける適当な口実として入部させられたんですね、私……い、い、いぢめますか？　竹刀でお尻をぶちますか？」

「うふ。わたしの身の潔白を証明してくれれば、『かわいがり』はやらないであげるわよ〜？」

「くすん、わかりました。皆さん、部長はギャルぶっていますが中身は自意識過剰な耳みみ年どし増まで男性経験ゼロのチキンな娘さんです。良晴さんのお宅に押しかける道中でずっと、お腹なかが痛いだのヘソがかゆいだのと逡しゅん巡じゅんし続けていましたから。この半兵衛が保証します」

「そそそそこまで言えだなんて言ってないでしょー！」

「半兵衛と信奈が意気投合してくれて、俺も一安心だ。でも……」

　今、自宅の食卓で三日目のカレーライスを食そうとしていた良晴は面食らっていた。

　そっちが来ないのならこっちから行くわよ！　とばかりに鼻息も荒い信奈が、いきなり新入部員の半兵衛を連れて自宅に押しかけてきたからである。

　まさか母さんや姉さんたちに交じって、信奈と半兵衛が俺ん家ちで夕ご飯を食べるだなんて。過去十年の記憶をさかのぼっても発生したことのないイベントだ。いつまでも俺が信奈に告白せずに小早川さん込みの三角関係を維持しているから、ついにしびれを切らしたらしい。夜のビーナスブリッジなんて、告白する絶好のチャンスだったものなあ。

（で、でも俺はまだ学園世界に来たばかりだし、信奈との関係を一歩前へ進めるにしても、もう少しこの世界に馴な染じんでからじゃないと……気がかりな事件や謎も多いし……それに、そもそもこの世界の俺には「幼なじみ」の小早川さんが……学園世界の俺は、信奈よりも先に小早川さんに出会っているんだよな。このままじゃあどっちも選べないぞ、これ。修羅場だ……）

　良晴の母はすっかり盛り上がっていて、「あらあらまあまあ〜。とうとう噂の信奈ちゃんが正妻候補としてわが家にやってきたのね〜。良晴ってば、父さんに似て稀き代たいのジゴロなんだから〜。で・も、世界のあちこちに恋人という名の港を作るような浮うわ気き男になってはダメよ〜」と息子の成長を喜んでいるんだか夫に怒っているんだかよくわからない表情を浮かべて、信奈のために三日目の熟成カレーをよそっている。

「おお、信奈どの！　相良幼稚園でいつもハロウィンのお化け役や、なまはげ役をありがとうですぞ！　信奈どのほど園児を怖がらせるヴィランはいないですぞ！」

「おかーさーん、良晴くんが彼女を家に連れ込んだ今夜はお赤飯だねー！　あ、でも、カレーとお赤飯って合わないよねえ、うむむ……そうだ、小豆の代わりに福神漬けで炊き込むのはどうかなー？」

　ご陽気なねねと徳千代はただただこの事態を面白がっていて、信奈のほうが「ままままだ、かかか彼女と決まったわけでは」と恐縮して照れている。

　そんな中、義陽だけは「ふふ。今はいろんな女の子に目移りしても、最後は最愛のお姉ちゃんのもとに戻ってくる。良晴、信じているぞ」と意味不明の台詞せりふを呟つぶやきながら白菜のピクルスを囓かじっていた。俺の優柔油断なハーレム野郎ぶりにお堅い義陽姉さんはちょっとだけ怒ってるみたいだ、と察した良晴は首をすくめた。

「これで小早川隆たか景かげに一歩先んじたわ！　さすがわたし、侵しん掠りゃくすること火の如しよ！」

「……私は徐しずかなること林の如しだ、織田信奈。こんばんはお義母かあさま、故郷から送られてきた広島名物の牡蠣かきをさくさくのフライにして、お裾分けに持って参りました。三日目のカレーのトッピングにお使いください」

「げーっ!?　小早川っ？　あんた、どうしてここにいるのよっ？　しかも賄賂まで！」

「どうもこうも私は相良家のお向かいさんだぞ。お裾分けをお届けするのは日課のようなものだ、賄賂とはなんだ。そっちこそ、ついに富ふ士じ山さんよりも高いプライドを曲げて自ら良晴の実家へ突撃してくるとは油断も隙もない……どうやら、微妙な三人の関係も地殻変動の時を迎えつつあるらしいな。むむむ」

「日課ぁ〜？　毎朝良晴と待ち合わせして登校するのみならず、相良家で夕ご飯を食べるのが日課ぁ〜？　ぐぎ、ぐぎぎぎぎ」

「まあまあ。隆景ちゃん、いつも広島名物をありがとう〜。一緒に夕ご飯を食べていってね〜？　信奈ちゃんと隆景ちゃんがうちで鉢合わせするのって今日がはじめてね〜。いったいどう始末をつけるつもりなの良晴〜？　若かりし頃の父さんみたいに『誰も不幸にしたくないからハーレムを開く』とか寝言を言ったら、母さん、大魔神と化すかも〜」

　父さん、若気の至りでそんな世よ迷まい言を口走ったのか……俺の修羅場体質は、相良家の血か……良晴は、無言で睨にらみ合っている信奈と小早川の間で板挟みとなり、とても牡蠣フライカレーを味わうどころではなくなった。痛い。学校では味わったことのないピリピリした緊張感。両者の視線が痛い。そして、好奇心に満ちた家族たちの視線も痛恥ずかしい。

「……は、半兵衛。この今にも粉ふん塵じん爆発しそうな場の空気を和ませてくれ、頼む。助けてくれよ〜」

「はい。月並みな手ですが、話題を逸そらしましょう。あのう……義陽さん。先日、ハーバーランドで良晴さんとデートしていた時に、甲斐宗運という大入道のような御仁がいきなり良晴さんを襲ってきたんですが……義陽さんのお知り合いだそうですね？　あのお方はいったい何者なのでしょう、くすんくすん」

「ゲッ？　ちょっとー！　ハーバーランドでデートってなによ、半兵衛？　あんた、子供みたいな顔をして実は良晴目当てで入部したわけえ？　油断も隙もないんだからっ！　まさか『愛の郵便ポスト』前で待ち合わせしていちゃついたんじゃないでしょうねっ？」

「……よ、良晴。きみはこんな幼い子供にまで触手を伸ばす男だったのか……そろそろ腰を落ち着けて正式に彼女を作る頃合いだとばかり思っていたのに、唐突にロリコンに奔はしるだなんて。私としたことが良晴の女の子へのだらしなさを見誤っていた、はあ……」

　半兵衛は「はわわ、逆効果でしたすみません！　い、いぢめますか？」と涙目に。

「男女のデートじゃない、天下布部に勧誘していただけだよ！　よ、義陽姉さん？　甲斐宗運というおっさんとはどういう関係なんだ？　あの人は俺に、あまり町の事件について探りを入れるな、と警告しに現れたみたいなんだけどさ」

「……ああ。十年前の大厄災の際にお世話になった、スーパーボランティアのおじさまだ。普段は神こう戸べ港で働いている人だが、どうして良晴にちょっかいなどかけたのだろう？」

「その大厄災についてもあまり首を突っ込むなって言われたよ。どういう意味なんだ？」

「そうか、良晴は十年前のあの夜の記憶を思いだせないのだったな。ならばお姉ちゃんが教えてやろう。実はあの夜、甲斐のおじさまは……う、うん？」

「姉さん？　ど、どうしたんだ。まさか牡蠣に中あたった？　姉さんは昔から胃弱だから」

「いや良晴、それはないぞ。責任をもってきちんと加熱処理してあるし私自ら毒味済みだ」

「小早川が牡蠣フライに一服盛ったんだわ！　義陽お姉さまは稲葉山学園にまでブラコンとして名を轟とどろかせる有名な弟スキーだものね！　ついに嫉妬深い小早川の独占欲は、良晴の実の姉へと向けられて……まさに悲劇！　さあさあ、ここに明智家秘伝の毒下しが！」

「ちょっと待て。その毒下しこそ怪しいではないか、織田信奈。明智家秘伝とはいったいなんだ、薬事法違反ではないのか。まずは自分で飲んで毒味をしてみろ」

「イヤよ！　そんなことをしたら睡魔に襲われて眠っちゃうでしょー！　わたしが寝落ちしている隙に良晴を個室に連れ込んで既成事実を作る気ね、小早川！」

「……やはり睡眠導入剤だったか。まったく油断も隙もないな。相良家に来ておいてよかった」

「こ、これは護身用よ、護身用！　わたしってばほら、可か憐れんな美少女だからぁ、いつ怖い男どもに襲われるかわかんないしぃ〜」

「武闘派の脳筋部員たちをいつも侍はべらせているきみに、今さら護身などいるものか」

　信奈は、ガチガチに監視が厳しいブラコンの義陽姉さんさえ寝落ちしてくれればワンチャン俺とお泊まりできるかもとか妄想していたんだな。でも信奈は言動は乱暴だけれど本来そこまで過激な性格じゃない。いつも小銭稼ぎに奔走している十兵衛ちゃんが適当なことを吹き込んで信奈に売りつけたのか……と良晴は推測した。

　明智光秀は私生活も経歴も謎に包まれた新入り部員だが、よく言えば明るく素直で正直、悪く言えば空気を読まない上に目的のためなら手段を選ばない過激な子で、信奈はこの光秀を実の妹のようにかわいがっている。よほど意気投合しているのだろう。

「……胃は問題ない。ただ……なにを喋しゃべろうとしていたのか思いだせない。なにか重要なことを良晴に教えようとしたはずだったのに。みょ、妙だな。近頃、十年前以前の記憶がどうもぼんやり霞かすみがかってきているような……」

「あたしもそうなんだよね！　まあ、十年一昔って言うしね。それだけあたしたちもオトナになったってことかな、あははっ！」

「ねねもまるで思いだせませんぞ！　不思議ですな！」

「あははっ。ねねちゃんはまだ生まれてきてないから、仕方ないよー！」

「と、とにかく良晴。次から次へと女の子を家へ連れ込むのはどうかと思うぞ。せめて呼びつけるタイミングをずらせ。ハーレムじゃあるまいし、一堂に集めるな」

　すみません義陽姉さん、と良晴は平身低頭。信奈に「うわ筋金入りのシスコンだわキモっ」と白い目で見られても、幼い頃から躾しつけられてきた条件反射の哀かなしさ、義陽にはまるで頭があがらない。

「おじさまには私からきつく言っておく。どのような理由であれ、わが弟にちょっかいを出さないでほしいと。おじさまはコワモテで寡黙なので偏屈者呼ばわりされているが、心根の優しい親切な人だ。私の言うことならば聞いてくれるから、もうこれで良晴は安全だ……こほん。最後は究極のお姉ちゃん愛が弟を守るのだぞ良晴。これは宇宙の真理だ、覚えておけ。いいな？」

　ありがとう、と良晴は義陽に応えていた。だが、姉弟ともに（私の記憶の一部が欠損しているような気がする、なんだこの違和感は）（義陽姉さんも大厄災に関する記憶を失いつつある。しかもこの前に尋ねた時よりも忘却度が進行している）と不安になっていた。

　信奈と小早川は、徳千代から牡蠣フライを増量してもらって「もーらいっ！」「私のしゃもじが先についた」「なんでしゃもじでカレーを食べてるのよ、普通はスプーンかフォークでしょ！」と相変わらず和わ気き藹あい々あい（？）とじゃれ合っているが、自分がなぜ十年前にこの世界に来たのかいまだ解明できない良晴は、言いようのない不吉さを感じずにはいられない。

　そんな良晴の夏服の袖を、そっと半兵衛が引いてきた。

「……良晴さん、妙です。先程からこの一帯の『気』が極度に不安定になっています。看過できないレベルの『気』の乱れを感じます……」

「半兵衛？　もしや、姉さんの記憶が飛んだ件と関係が？」

「はい。あるかもしれません」

　陰おん陽みょう少女という謎めいた存在といい、この一見平和な学園世界にはなにか秘密がある、そして甲斐宗運はその謎に近い人物……と良晴が推理を巡らせていたその時だった。

「むふー！　半兵衛、相良良晴のお宅を訪問するなら相棒のこのクロカンをどうして誘ってくれなかったのだー！　われらはかけがえのない相方だろう？　クロカンを捨て置いて相良良晴とお食事会なんてずるいぞー！　朧月夜を使役して追いかけてきたぞー！」

「官兵衛の命令なんて普段は聞かないけれどぉ、半兵衛ちゃんの香りを追って辿たどり着いたわ！　ダメよ半兵衛ちゃん、若い男の家に上がり込むなんてっ！　さあ、狐きつね男とのトレードを実行しましょう！　この朧月夜ちゃんは、半兵衛ちゃんにお仕えしたいの！」

　なによこいつら？　いったいどこの誰よっ？　良晴、あんたいったいいくら女の子友達を作ってるのよーっ！　と信奈がブチ切れ、義陽も「お姉ちゃんの掌てのひらの上で遊ばせてあげているとはいえ、これでは『好色一代男』だ。甘やかしすぎた」と呆あきれたようにため息をつく。

「良晴。きみという男を私はどうやら誤解していたらしい。どうやら本気らしいな、相良ハーレム部創設の野望とやらは……道理で、いつまで待ってもなんのリアクションも起こしてくれなかったわけだ……素直に白状しろ、きみはいったい何人の女の子をキープしている？　事と次第によっては私は姉者と兄者に泣きついて、泣く子も黙る毛もう利り一家を動かしてきみの悪あしき野望を断ち切らねばならないかもしれないぞ、ゴゴゴゴ」

「違う、違うんだ小早川さん！　誤解だよ！　半兵衛の友達なんだ、この二人は！　えーい、これ以上話をややこしくするな、俺の家に押しかけてくるなーっ！」

「むふー。なんのことかな、あーはははは！　おおっ、牡蠣フライカレーとは豪勢な！　なんだ半兵衛、揚げものは苦手なのか？　遠慮なくいっただきまーすっ！」

「ああっ、私は美味おいしいおかずは最後に取っておく主義で……酷ひどいです官兵衛さんっ!?」

「あらあらまあまあ。集まる時には集まるものねえ。皆さん、今後ともうちの良晴をよろしく♪」

　陰陽少女コンビの登場。信奈と小早川隆景の恋の鞘さや当あての激化。謎ばかりが増え続ける十年前の大厄災。解決の糸口が見えない一連の茶器盗難事件。合戦がない平和な世界なだけに、かえって良晴を巡る事態は混迷の度を深めつつあった。











第三話　小こ早ばや川かわ隆たか景かげの憂鬱









　諏す訪わ山やまの高台に聳そびえ、神戸の市街地と海を一望できる、真夏の天てん下か布ふ部ぶ部室。

　山の蟬せみ軍団が大合唱する中、全面フローリングの部室には試合中の札さっ幌ぽろドームの如ごとく畳が敷かれ、茶道部から招かれた全身黒ずくめゴスロリ少女──闇千家の跡取り娘・千せんの利り休きゅうが「……り、きゅ」と小さくアニメ声を発しながらお茶を点たてていた。茶器マニアの滝たき川がわ一かず益ますはもう天にも昇る心地で「はふはふ」と過呼吸に陥っている。

「ゴクリ……部室でお茶会とは最高じゃな。信のぶ奈なちゃん、利休師匠をお招きできない時はこの一益ちゃんにぜひお茶会を仕切らせてほしいのじゃ！」

　天下布部顧問の宇う喜き多た直なお家いえ先生は「はあ？　夏の納涼茶会だあ？　それどころじゃねーっ、今日は娘の秀ひで家いえの授業参観なんだぜーっ！」と堂々欠席。代役として招かれた校医の松まつ永なが久ひさ秀ひで先生が、「結構なお点て前まえですこと」と利休の茶を一気に飲み干していた。

「山の部室で納涼茶会。風流ですわね、うふ。真夜中に開催すればもっと涼しくなると思うのですけれど──蠟ろう燭そくの明かりだけを点ともして、百物語を語りながらのお茶会とか」

「ままま真夜中に山奥の部室で怪談なんてイヤよわたしは。お化けが出たらどうするのよ。心霊スポットのビーナスブリッジも近いんだしぃ。もう足を崩していい？　利休部長」

「きみはとっくに崩してあぐらをかいているではないか、織お田だ信奈」

「って、小早川!?　あんた部員じゃないでしょ、どうして茶会にいるのよー！」

「……よ、良晴にお弁当を持ってきただけだ、他意は無い。私はお茶は苦手なのだ……猫舌だから。あつっ」

「り、きゅ」

　利休部長は「氷で割ってアイスにしてあげる」と言っているらしい、と畳の隅っこで正座していた良よし晴はるはなぜか利休語が聞き取れてしまった。茶会中に信奈があぐらをかいても叱られない闇千家……いったいどういう流派なんだ。フリーダムすぎる。

「ほらほら信奈さん、唇の端にお茶がついていますよ。綺き麗れいに拭いて差し上げますね♡」

「ま、松永先生ってば百合ゆりの気がない？　美人なのに独身だしぃ、わたしを見る視線がなーんか怪しいんだけどー？　学園一の問題児のわたしに親切すぎない？」

「まあ、そういうよこしまな想おもいなどありませんわ。わたくしは信奈さんを実の娘のように想っているだけですわよ、うふ♡」

「なんでよ？　いったいいつから？」

「ずっと昔からですわ、うふ♡」

「昔って!?　まさか、わたしが幼女の頃からストーカー!?」

　松永先生はこの学園世界でも信奈にぞっこんらしい。相性なのかな、と良晴は微ほほ笑えましく思った。

「しかし信奈が茶会を開催するだなんて、どういう風の吹き回しだ？　お前は海大好きっ子だから、てっきり海水浴イベントを企画するとばかり」

「……べ、別に、お、お年頃なので良晴に水着姿を見られるのが恥ずかしいとか、そんなんじゃないんだからね。は、花嫁修業の一環よ。お料理、お茶、お花をマスターしないと、優等生でなんでもそつなくこなせる大和やまと撫子なでしこの委員長には敵かなわないし……よ、良晴を奪い合うための修行とかそういうんじゃないから、勘違いしないでよね！」

「……姫にはそもそもお嬢さまの才能はない。競うな、持ち味を活いかせとわが武道の師も言っている。海水浴を口実に美肌とプロポーションを良晴に見せつけて誘惑するべき」

　犬いぬ千ち代よの武道の師匠って誰なんだ、と良晴は思った。

「くすんくすん。海はクラゲさんやサメさんやシャチさんが怖いので、私はお茶会のほうがいいです。い、いぢめられませんし」

「須磨海水浴場にサメやシャチは出ないよ半はん兵べ衛え。お盆を過ぎたらクラゲは出るけどさ。あたしは水着は苦手だなー、ななななにしろサルがあたしの胸ばかり見るからなっ！」

「ともあれ最近は学園も天下布部も平和そのもので、八十点です」

「そうだな長秀さん。今週は茶器盗難事件も発生していないし、噓うそのように平和だなー」

　良晴が小早川隆景と半兵衛に挟まれながらのんびり茶を喫していると──。

　部室の外から、騒々しいバイクのエンジン音、鬱陶しいクラクションの大合唱。

「風林火山」の旗を掲げた武たけ田だ信しん玄げんたち裏神こう戸べ有あり馬ま軍団の面々が、稲葉山学園校舎をスルーして天下布部の部室に直接乗り込んできたのだった。

　真夏の炎天下で忍耐強く見張り番を務めていた光みつ秀ひでが、慌てて部室へ駆け込んでくる。

「大変ですう信奈さま！　武田信玄が、武田信玄が〜！　ルート上に仕掛けていた落とし穴の罠わなも見破られてしまったですう！　直接部室に来るのは協定違反ですぅ！」

「ふはははは！　その協定はすでに無効となった、天下布部の諸君！　あたしは本日、稲葉山学園上級クラスリーダーの今いま川がわ義よし元もとと盟約を結んだ！　『天下布部の部室を風林火山学園の道の駅として開放提供する代わりに、以後稲葉山学園校内に風林火山学園の生徒は立ち入らない』と！　お前たちは上級クラスに売られたのだ、諦めろ！　今からここはあたしたちの補給基地だー！　さっそくガソリン置き場を設置するぞー！」

「な、なんですってえ!?」

「阪神一帯を支配する今川家と有あり馬ま温おん泉せん街を仕切る武田家はもともと懇意なのだ、ぬかったな織田信奈！　これが、新興ＩＴ企業が割って入れない名家の繫つながりというものだ！」

　武田信玄の後ろから、「姉上はいつまで戦国武将ごっこを続けるの？」とお冠の妹の信のぶ繁しげや「ガンガン占領しようぜヒャッハー！」と浮かれている弟の太た郎ろうたちいつもの風林火山学園の面々に加えて、上級クラスの今川義元、松まつ平だいら元もと康やす、浅あさ井い長なが政まさ、朝あさ倉くら義よし景かげ、北ほう条じょう氏うじ康やすたちも乗り込んできた。義元以外はみんな「暑いです〜」「……学園からここまで上ってくるだけで汗みどろ……」「汗にまみれた余は醜い。汗臭い。風流ではない。帰りたい……」「私は箱根で涼みたいのに」と疲弊気味だが、神こう戸べの学園勢力争いにおける外交革命とも言うべき信玄との同盟に飛びついた義元に付き合わされているらしい。

「おーほほほ。そういうことですわ信奈さん！　わらわたち上級クラス一同、信玄さんのバイクの騒音に困っていましたもの。天下布部を租借地として進呈することで静かな学園生活を取り戻せるのならば、喜んで切り捨てますわ！　一般クラスの中でも問題児ばかりの皆さんは上級大学への推薦入学など夢のまた夢ですから、問題ありませんわよね？」

「問題おおありよっ！　同じ学園生なのによくも裏切ったわね、今川義元！　一応同期生だから甘い顔をしてあげていたけれど、信玄と同盟したならばもう許さないわ！　あんたは天下布部と一般クラスの敵よ！　あんたと信玄にまとめて決闘を申し込むっ！」

「ひぃ。ししし信玄さん。織田信奈はおっかない女なのですわ。後はお任せしますわね？」

「よーし、わかった義元。織田信奈、夜の六甲山に集合だ！　無数の特攻野郎をお星さまにした魔の峠でチキンレースだぁ！」

「わたしはバイクの免許とか持ってないからぁ！　自転車派なのっ！」

　エコなチャリん子の信奈と、一時代遅れたアメリカンバイクマニアの信玄とでは、アウトドア趣味の食い合わせが悪い。まさかリング上で総合格闘技勝負というわけにもいかないしどうしよう良晴、と小早川隆景が困り眉。犬千代と勝かつ家いえは「……金的以外オールオッケーで殺やり合うしかない」「胸への打撃と摑つかみ技も禁止だぞっ！」とすでに殺る気まんまん。そして光秀は「かくなる上は部室にこいつらを閉じ込めて焼き討ちですう」と放火計画を練りはじめていた。十じゅう兵べ衛えちゃんは戦国世界よりも過激になっているような……と良晴は思った。

　そんな混こん沌とんとする天下布部部室に、強力な「仕切り人」が！

「待った！　その勝負、稲葉山学園学園長のワシが仕切ろうではないか！　お年頃の乙女同士で暴力はいかんぞ暴力は！　美女同士のキャットファイトもワシはイケる口だが、諸君の美しい顔に傷でもついたらモッタイナイ！」

「「さ、斎さい藤とう道どう三さん学園長!?」」

「季節は夏！　明日の正午より須磨海水浴場で、稲葉山学園恒例の水着ミスコン大会を開催するッ！　生徒たちの投票で優勝者を決定！　こたびの部室を巡るいざこざは、優勝した者が所属するチームの無条件勝利とするっ！　天下布部部員を含む一般クラスが勝てば部室存続、上級クラスが勝てば部室を道の駅として武田信玄に明け渡すっ！」

　まあ。女子生徒の水着が見たいだけですのね、相変わらずお盛んなお方と松永久秀が怪しく微笑む。道三はなぜかこの松永久秀が苦手らしく、「げふんげふん。ワシは熟女専、十九歳以下の女生徒にはその手の興味はない！　ただ眼福を味わいたいのみじゃ！」となんとも微妙に矛盾している台詞せりふを吐いて誤魔化した。

「義元どの、最近のミスコンは男子女子同時開催が原則です。天下布部に美男子は織田信のぶ澄すみ一人のみ。残るはサル面づら冠か者じゃの相良さがら良晴だけですから。翻ひるがえって、こちらには僭せん越えつながら二次元の絵の如き美形男子が二人おります──余と浅井長政です。事前に女子票を調整して片方に集中させれば、男子部門での優勝は確定かと」

　朝倉義景が「なんとも馬鹿らしい勝負ですが、少なくともこれで負けはありません」と微笑む。それを聞いた義元は「よっしゃよっしゃですわ！」と扇子を広げて高笑い。

　だが、なぜか慌てたのは浅井長政だった。幽霊部員で日頃は部室に来ない信奈のボンクラ弟、織田信澄のもとに駆け寄って耳打ちする。信澄はなぜか長政に付いてきていたのだ。

「朝倉義景。わ、わ、私はミスコンとか水着大会とかそういう下品なものに出たくはない！　浅井家の貴公子たる者、人前で肌を晒さらすのは嫌いなのだ！　き、きみが単独エントリーして優勝すればいいだろう！　私は辞退する！　の、信澄、きみはどうする？」

「ぼ、ぼくはどうしようかな〜。お腹なかが痛いので病欠しますと姉上に申告したら、きっと酷い目に遭わされると思うんだよね〜学園の時計台から吊つるされたりさ〜」

　良晴はすとんと腑ふに落ちた。あ、やっぱりこの世界でも浅井長政は実は女の子なんだ。一目見れば女だとわかると思うんだけれど、いつも超絶美形の朝倉義景と一緒にいるのがカモフラージュになっているんだな。信澄の野郎！　部室に来ない来ないと思っていたけど、毎日のように浅井長政とデートしていやがったな！　羨ましい！　なにしろ戦国世界では速攻で結婚して子供を三人もうけたバカップル。下手をすれば信澄はすでに非童貞かも!?　俺は彼女を選べないハーレムという名のドツボに塡はまっているのに。むきいいい！

「吊すくらいじゃ済まないわよ勘かん十じゅう郎ろう。あんた部室に顔を出さないんだから、こんな時くらい活躍しないと織田家追放及び高野山蟄ちっ居きょの刑を言い渡すわよ？　そもそもどーして敵に回った浅井長政と仲良くしてんのよ、あんた!?　はっ？　さては……あんたの女装癖は知っていたけれど、ついに……」

「なななんでもないですよ姉上？　長政とはちょうど部室へ向かっていたところで偶然ばったり出会っただけで。あは、あは、あははは……」

　だが、信奈にとって幸いなことに、男子部門は開催されないことになった。というのは。

「貴様ら、なにを言っておるかーっ！　伝統ある稲葉山学園の水着ミスコン大会に男子部門など、ないっ！　ミスコンは女子部門のみである！　なぜならば、このワシが学園長だからだーっ！　若い男子の水着だの乳首だのシックスパックだの、死んでも見とうない！　まして海パン野郎に優勝賞品なんぞ渡してたまるかーっ！」

　よほど若い男が羨ましいのだろう、斎藤道三が泣いて嫌がったからだった。

「まあ学園長。そのような我わが儘ままを仰おっしゃると、時代遅れとＰＴＡに叩たたかれますわよ」

「知るか久秀！　文句があるなら、このワシを倒して屍しかばねを乗り越えてゆくがいいっ！　返り討ちにしてくれるわっ！　ワシはなあ、若い頃は髪の毛ふさふさで華きゃ奢しゃな八頭身の美少年だったのだーっ！　それなのに、ああ、それなのに！　筋肉を鍛えすぎた報いか、気づけば男性ホルモン過剰なハゲマッチョ親おや父じに……！　二度と取り戻せない若い頃の栄光を思いださせる男子水着大会なんぞ断固拒否するううううう！　『ベニスに死す』を観て泣いたおっさんだけがワシに抗議する資格を持つ！　小こ童わっぱの抗議は不許可ッ！　ちなみに女子は全員強制エントリーじゃっ、出場辞退は認めんぞ！」

　容姿は美しいが変人で名高い朝倉義景が「よいでしょう。たとえば余も三次元の女人には興味がありません。余が学園長なら、エントリー資格は絵だけに与えるところ。学園長の価値観を尊重しますよ」と微笑みながら道三の無体な主張を認めたので、ここにミスコン男子部門は幻と消えた。

　女バレを回避できた浅井長政は「ふう、助かった……」と安あん堵どのため息を漏らし、信奈は「女子のみなら、美の化身たるわたしの圧勝じゃーん！」とすでに気分は大勝利モード。

　だが、半はん兵べ衛えは浮かれるどころか「天てん下か布ふ部ぶ敗北の危機です」とそんな信奈を戒めた。

　そう。この戦いは総得票数が勝敗に関係せず、すべては「優勝者」に票を集結させられるか否いなかにかかっている総取りシステム。美少女揃ぞろいの稲葉山学園のミスコンでは、票は否いや応おうなしに分散する。とりわけ上級クラス比で女子生徒が多い一般クラスでは票の食い合いが発生することは確実で、一人に票を集中させたくても道三が「女子全員強制エントリー」を決めてしまったので難しい。

　人気では陽キャっ子代表のギャル娘織田信奈と陰キャっ子代表の文系少女小早川隆景が優勝候補に並び立つ上、他にもアホの子だが学園随一の巨乳を誇る柴しば田た勝家や白衣の女医さんコスプレで人気の丹に羽わ長秀、新入りながら着実におでこスキー族の注目を集めている明あけ智ち光秀など、票を集めそうな女子がゴロゴロいる。

　しかもまずいことに、これは「稲葉山学園」のミスコンなので、風林火山学園の生徒はエントリーできない。つまり、上級クラスチームでは優勝最有力候補の二人──武田信玄と今川義元に票が割れることはないのだ。信玄はエントリーせず、作戦参謀として自在に票稼ぎ工作に奔走できる。

「明日の正午までにどうにかしなければ、天下布部は信玄さんの道の駅にされちゃいます。くすんくすん」




　　　　※




　翌日。灼しゃく熱ねつの須磨海水浴場。

「あー、あー。マイク、音拾ってっかー。ミスコン大会を仕切らされている宇喜多直家だ。くっだらねー茶番だよなー、うちの秀家以上に愛らしい女の子なんてこの世にいねーっての。ま、童貞のガキどもはせいぜいＪＫの水着姿を瞼まぶたの裏に焼きつけとけ。学園を卒業したらおめーらには生涯縁のないものだからよー。知ってっかー。おめーらがオトナになった頃にはよーっ、日本人の生涯独身率は五割を突破するんだぜー？　おめーらの半数が、愛するむしゅめをその手に抱っこできねーのよ。うひ、うひひひ。それがイヤならこの夏に死を覚悟してでもスパークするこったな！　夏の一週間にすべてを懸けて鳴き続ける蟬せみのように！」

「生徒諸君！　学園オーナーの妹にしてこども生徒会長の足利義昭あしかがよしあきじゃ！　残念ながら生徒会長にはエントリー権を与えられぬ、万一にも優勝を逃されたらワシはオーナーに合わせる顔がなくなると学園長に出馬を止められてしもうたが、青春は二度と戻らぬのじゃぞ！　エントリーする女生徒たちも、投票する男子生徒たちも、思う存分に夏を楽しむがよい。優勝者にはこのかわいくてかしこい生徒会長が花丸をやるのじゃ！」

「うちの学園長も相変わらずスケベだよなー嬉うれしいけどよー」「男子大会がないだなんて差別よ、許せないわあの昭和脳の筋肉マッチョは！　浅井さまと朝倉さまを見せてよー！」と悲喜こもごもの水着姿の生徒たちが浜辺に集結した中、強制エントリーされた全女子生徒のうち、学園内の生徒管理プログラムを利用してしこしこと集めた高度なビッグデータを所有する道三から「シード権」を与えられた女子生徒たちが次々と入れ替わり立ち替わりステージ上に立って各自持ち歌を一曲歌っていく。さすがに女子生徒全員がステージに立つ時間はないので、実質は総勢二十人のシードメンバーによる戦いである。ちなみにＡＩによる人選は実に公正だ。忖そん度たくはない。

「……うう。なぜ私が水着姿で生徒たちの前で歌ったり踊ったり……は、恥ずかしい……よ、良晴にも見られているかと思うと……そもそも私の持ち歌はカープの応援歌だけなのに。かーぷ、かーぷ、かーぷ。ひっろしまっ。ひーろしーまあーかあーぷー♪」

「うわ、あざとい小早川あざとい。やきう豚にアピールしてあざとかわいい。なによ、その肌の露出を断固拒否したワンピースは。わたしはもう開き直ったわよ、天下布部を守るために良晴にしか見せる予定のなかったビキニ姿を惜しげもなく披露してあげようじゃない！　どーもどーも、学園のアイドル織田信奈でーす♪　わたしに投票しないと校舎に火を放つわよ！　敦あつ盛もりラップ、歌いまーすっ！　ＹＯ！　ＹＯ！　おれたちにんげん、にじゅうねん〜♪　お前の貯金は、ごじゅうえ〜ん♪」

「柴田勝家でーす！　丹羽長秀を相方に、漫才をやりまーす！　はわわ。眼鏡、眼鏡」

「勝家どの。それは松平元康どののYouTubeでの持ちネタです、三点です」

「くすんくすん。私、十四歳なんですけど。ど、どうしてスク水を着せられてステージ上に？　い、いぢめないでくださぁい……」

「ちょっと!?　義元はなにをしているのよ、どうして私が水着なんか着せられて小お田だ原わらういろうブルースを歌わされているのよー？　ああ、箱根の避暑地に籠もりたーい！」

　上級クラスと風林火山学園の運命を握っている今川義元は「ミスコンでしたらなにがどうなってもわらわの優勝は確定ですわ。おーほほほ！」と華麗に優雅に浜辺を移動中で、ステージまではまだまだ辿たどり着けそうになかった。なにしろ砂の上にレッドカーペットを即席で敷き詰めながらの行軍である。




　さて。シード権を持つ女子生徒たちによるオンステージが終わってから全生徒による投票が開始されるまで、約一時間の猶予がある。

　この一時間こそが、勝敗を決する運命の時間であった。

　上級クラス陣営と天下布部陣営による、凄すさまじい票稼ぎ活動がスタートした。

　ステージ上で歯ギターにアンプ破壊と好き放題に暴れ終えてスッキリした信奈は、生徒たちに「やっぱり噂うわさ通りのうつけ者だったなー」「容姿は百点満点なのに、どうしてこんな残念な子に育ったのかしら」と呆あきれられたが、まったく我関せず。水着の上に真紅のパーカーを羽織ると、謀ぼう臣しんの明智光秀とタッグを組んで選挙活動を開始。

「この十兵衛はかしこかわいいですが転入間もないので信奈さまの足を引っ張る恐れはないですね。しかし、下馬評では一般クラス生徒の票が小早川隆景と信奈さまに二分してしまっているですう！　半兵衛どのの見積もり通りの危機的展開ですう」

「デアルカ。小早川に優勝トロフィーなんて渡すものですか！　これを機に幼なじみの良晴とくっつくべしという気運が高まっちゃうじゃない。ぐぎ、ぐぎぎぎぎ。良晴との出会いが数年早かったからって……絶対にわたしが優勝するわよ十兵衛！」

「はいです。優勝した勢いで表彰台上から相良先輩に告白すれば、先輩はもう逃げられないですう。信奈さまに恥をかかせられない先輩はまさしく袋の鼠ねずみです、ふふふ」

「あんたってばほんとに悪知恵が働くわねえ、十兵衛。まるで越えち後ご屋ね。というわけで、手っ取り早い票集め作戦を開始するわよ！　これで信玄と義元に勝てるわ！」

「はいですう！　昨夜、相良先輩を部室に監禁して椅子の上に縛り付け、足の裏と脇の下をくすぐり続けてついに口を割らせた大秘密が役立つ時です！　上級クラスの副将格を調略開始ですぅ！」

　光秀は良晴を拷問して、いかなる秘密を引き出したのであろうか？

　そう、浅井長政の秘密である。

　もともと途中加入の転入生だった光秀は（なーんか怪しいですう）と浅井長政を疑っていたが、昨日の長政と信澄のいちゃつきぶりを見て疑惑は確信に。そしてその夜、ついに裏を取った。いかにも訳知り顔だった相良良晴を突っついて、秘密を聞き出したのだ。




　浅井長政と信澄は、浜辺から離れた岩場に隠れていた。長政の女バレを防ぐべく、信澄はだぶだぶのパーカーを着込んだ長政を岩場の陰に匿かくまって見張りを務めていたのである。

「女の子の長政を無理矢理に長男として育てて会社を継がせようなんて、お父さまも頭の固い人だよねえ。今はそんな時代じゃないのに。学園を卒業したらぼくのほうから女装してお父さまに結婚を申し込むよ、長政。姉上にバレたら一大事だけれどね。ははは」

「……あ、ありがとう、勘十郎。朝倉に水着を着たくないと相談したのだけれど、『たとえ身体からだは男でも自分は女だと信じるそなたの価値観に余は異を唱えたりはせぬ、着なければいいだろう長政。己のジェンダーは己で決めるもの。頑張れ』と放置されてしまって。幼なじみの私をいまだに女性だと認識できないなんて、ほんとうにヘンな男。彼がいつも隣にいてくれるおかげで助かってはいるけれど」

「彼が変人でなければぼくよりも先にきみを口説き落としていただろうから、ぼくとしては幸運だったね。ははは。後は、厄介事しか引き起こさない姉上の目さえ卒業まで誤魔化し通せれば……って、姉上ーっ!?」

　哀れ、悲恋の二人はいきなり踏み込んできた織田信奈と明智光秀に現場を押さえられてしまった。長政はパーカーの下に女性もののワンピース水着を着込んでいて、しかも胸が膨らんでいる。信澄は「実は長政もぼくと同じ女装癖の持ち主で」と慌てて言い訳したが、信奈はやおら長政の胸をむんずと摑つかんで「にゃああっ？」と悲鳴をあげさせた。
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「入れパッドじゃないわ、本物の感触だわ！　わたしより大きいじゃない。勘十郎！　浅井長政！　二人が仲良くするのも結婚するのも勘十郎の姉として反対はしないけれどぉ。で、も。この秘密を広められたくないなら、どうすればいいかわかっているわよね〜!?」

「「あ、あ、あ……あうあうあう」」

「信澄どの、長政どの。お二人は稲葉山学園美少年三人衆として絶大な女性票を握っているですね？　お二人のファンに命じて、きりきり信奈さまに投票させるですぅ！　さもなくば今川義元が優勝してしまうですう！　これもお姉さまとお慕いする信奈さまにとっての聖地・天下布部の部室を守るためですぅ！　決して、決して十兵衛は好き好んで愛し合うお二人を恫どう喝かつしているわけではないのですぅ！」

　くすんくすんと噓うそ泣なきしてみせる光秀だが、その表情は実にノリノリであった。

　この明智光秀って子は突然転入してきたのに、恐ろしく情報通な上に姉上と異様に仲が良いいなあ。いつも姉上に悪知恵を吹き込んでるし、過去の経歴もいっさい謎だし、なんだか怪しいな……と信澄は一瞬疑問を感じたが、もはや逆らうことはできない。

「わ、わかりました姉上〜。どうか、どうか長政の秘密だけは守ってください〜！」

「……勘十郎……すまない、私のために」

「いいんだよ。死ぬ時はともにと誓った仲じゃないか長政。今年のクリスマスこそは二人きりで過ごそう」

「わかったわ、交渉成立ね。義元と信玄が負けて地団駄踏んだからって、あんたたちが困るわけでもないでしょ。二人はわたし公認のもとで晴れて堂々と交際できる、わたしはミスコンに優勝できる！　これでウィン＝ウィンね！」

　ああ、織田信奈にだけは知られたくなかった、相良良晴のようにパシリにされてしまう……と長政は天を仰いだ。しかし相良良晴はなぜ信奈のパシリなどに？　弱みなどなにも握られていなさそうだが。単に惚ほれているだけなのかもしれないな、と長政は思った。

「やったですううう！　長政票と信澄票をゲットおおお！　全女子生徒の三分の二近くを押さえました！　これで義元に勝てますです、信奈さま！」




　だがむろん、策士の武田信玄が大人しくしているはずがない。

「織田信奈のことだ、あの明智光秀とかいういかにも胡う散さん臭くさい女とつるんで今頃は上級クラスの票田を奪い取っているに違いない。義元は優勝を確信してなにもせず優雅にティータイムを過ごしているが、慢心にも程がある。侵しん掠りゃくすること火の如ごとし！　絶対にミスコンに勝って海へ連なる道の駅を手に入れる！　あたしは、海で青春を謳おう歌かしたーい！　もう、山の中の温泉で猿や猪いのししと混浴する青春なんてイヤだっ！　くそっ、あたし自身がこの自慢のナイスバディをステージ上で見せつけることさえできれば楽勝だったものを」

「ふええええ。またしても私がパシリ役なんですかあ〜？　義元さまが遊んでいても、その盟友の信玄さんにパシらされる運命……ああ、人生とは重い荷物を背負って坂道を行くが如しです〜」

「そう言うな元康。今回のドブ板選挙活動ではお前が適任なんだ。風林火山学園の面々では難しい。お礼にほうとうを煮込んでやるから」

「毎日こんなに暑いのに、ほうとうはちょっと……炭酸せんべいがいいです〜」

　信玄と松平元康は、地道に生徒一人一人を買収するという地を這はうような選挙活動を開始していた。このあたり、効率主義・情報主義を採る信奈＆光秀とは比べものにならない田舎臭さがあった。どうやら、浮うわ気き三昧の果てに妻にブチ切れられ、有あり馬まの実家を追われて芦あし屋やの今川家に避難している父親の信のぶ虎とらに似たらしい。

　今川家と武田家は昔から商売上親しく付き合っていたのだが、有馬を追われた信虎を今川家が居い候そうろうとして匿って住まいを与えたことで、ほとんど親戚同然になっている。今回の同盟も、その信虎のツテを用いて信玄が半ば強引に成立させたものだ。

　だがしかし、切れ者の信玄はただ強引なだけの父親とは違う。ドブ板選挙であっても効率化を推し進めることができる強力な武器を準備していた。

「じゃじゃーん！　一般クラスの皆さん！　私が誰だかわかりますよね〜？　義元さまのパシリを長年務める松平元康です〜。今日は皆さんの清き一票をいただきに参りました〜」

　元康は一般クラスの男子生徒たちを集め、画面が割れまくっているスマホをちらちらと見せつけた。スマホ画面に表示されている「サンプル画像」は、なんと、今川義元のプライベート写真である。しかも着替え中というぎりぎりのラインを攻めてきた際きわどいものだ。

「「「こ、これはっ？」」」

「私は義元さまの従者ですから、義元さまの恥ずかしい姿を盗撮し放題、下着なども頂き放題なのです〜。いずれ義元さまにとって必要になる時が来るだろうと思い、こっそり溜ためておいたのです〜。その時が、今です〜！　義元さまに投票してくださった方には、サンプル画像よりもさらにアレでエッチくて過激なアレを──義元さまが××××と初遭遇してうっかり出血しちゃった映像を収めた門外不出の無修正プライベート動画をこっそり差し上げちゃいます〜！　再生期間は無期限！　もちろん動画の拡散はできないよう、ちゃんと細工してありますので〜。はい、先にロックした動画を皆さんのスマホにお送りしますね。投票してくだされば、パスワードをお教えします」

　一般クラスの男子生徒たちは信奈派や小早川派が過半数を占めていたが、それは「上級クラスの今川義元なんて雲の上の存在で俺たちには関係ねー」という諦めもあってのこと。今後も指一本触れられないであろう今川義元のプライベート流出動画が手に入ると聞いたとたん、彼らは哀かなしいことに「義元さまに入れます！」「義元さま万歳！」「所詮彼女にできるわけのない女性、せめて動画だけでも俺のものに！」「日本のＡＶは世界イチイイイイ！」「さようなら天てん下か布ふ部ぶ、こんにちは風林火山！」と叫びながら続々と寝返った。なにしろ温厚・篤実・律りち儀ぎで知られ、常に義元の下僕として侍はべっている松平元康がブツを持っているというのだ。しかも、義元が××××と初遭遇して出血するアレな映像！

　後は、この噂はロックされた動画ファイルとともに口コミで勝手に広がっていく。これで一般クラスの男子生徒の過半数を一気に買収できる、勝った、と信玄は確信した。

「ふふふ。人間って哀しいですねえ〜特に殿方は〜」と元康が怪しく眼鏡を光らせ、信玄が「ああ。あたしの父親と同レベルの猿ばかりだな、まったく男は御しやすい」と悪い笑みを返す。

　しかし──武田信玄の悪逆非道の数々を決して見逃さない正義の味方が、神こう戸べにはいた。

　そう。自警団「毘び沙しゃ門もん天てん」をほぼ一人で切り盛りしている行ぎょう人にん包づつみ姿の小柄な少女、上うえ杉すぎ謙けん信しんである。

　その謙信が崖の上から「ひらり」と舞い降りてきて、信玄の正面へと立ちはだかった。

「待て、武田信玄！　その動画は今川義元の猥わい褻せつ動画などではあるまい、インチキ動画に違いない。違法な猥褻動画を配り歩けばどうなるかくらい、狡こう猾かつなお前はよくわかっている。諸君、騙だまされてはならない。これは巧妙な詐欺だ──！　中身はどうということのないインスタ動画程度のものに違いない」

「げーっ、謙信!?　ああもう、幼い頃からあたしの邪魔ばかり！　いちいち須磨の海岸まで追いかけてくるな！　そもそも詐欺だという証拠はあるのか、証拠は！　証拠を出せ！」

「信玄、貴様が使うパスワードなどこの毘沙門天にはまるっとお見通しだ。ＴＳＵＮＡＭＩ──勝手にシンドバッド──栞しおりのテーマ──希望の轍わだち──真夏の果実──いとしのエリー。どうせのこのあたりだろう。ほら、やはり『ＴＳＵＮＡＭＩ』の歌詞の一節だった。見よ諸君、これが今川義元の恥ずかしい動画の正体だ！」

　しまった。ええいこの女、なぜあたしがサザンのファンだと知っている？　さてはニュータイプか？　パスワードはＴＵＢＥの曲名にしておくべきだったと信玄は後悔したが後の祭り。

　哀れな男子たちは知った。元康が配信した「今川義元が××××と初遭遇してうっかり出血しちゃった映像」の正体は──。

『元康さん、なんですのこれは？　まあまあ、あなたのご実家で焼いておられる信楽焼しがらきやきの狸たぬき？　狸の股間のこのひょうたんみたいなものはいったい？　え、ええええっ？　こ、こ、これが、噂うわさに聞く狸の××××というやつですのーっ？　うそおおおおっ、大きすぎますわああっ？　まさか人間の殿方にもこのような巨大な……いやあああっ!?　ああっ、ついはしたない想像を。わ、わ、わらわとしたことが……ぶはっ！　鼻血が、鼻血が……』

　という、まことにしょうもない映像であった。

「くっ、詐欺がバレたか！　おのれ上杉謙信！　毎度毎度、なぜあたしの邪魔ばかりする？　あたしに恨みでもあるのか？　ははあ。そうか、胸か？　胸のサイズか？」

「ち、違う！　う、恨みなんて、別に……子供の頃から貴様が悪事ばかり働くからだ信玄。神戸の平和はこの毘沙門天が守らねばならない。そ、そういう定めなのだ」

「え、ええと、私は噓うそはついていませんよ〜？　てへっ？」

「「『てへっ』ですむかあああ松平！　よくも童貞男子高校生の純真なハートを弄んだな！　裏切ったんだ！　腹黒い女の子たちがまた僕たちを裏切ったんだ！」」

「まずい、暴動が発生してしまう！　元康、撤退するぞ！　上杉謙信、この借りはいずれ返すからなっ！　あたしは！　海を！　諦めないっ！」

「ひえー。おーたーすーけー！」




　かくして、武田信玄のドブ板選挙活動は上杉謙信によって阻止されたのだった。

　義元に票を投じかけていた一般クラスの男子生徒たちはと言えば、偽にせ動画への怒りが爆発。「やっぱり一般クラスの仲間に入れようぜ！」「そうだよな！」「たとえ相良良晴とくっつく運命なのだとしても、彼女は俺たちの信頼できる仲間だ！」「俺たちを騙して搾さく取しゅすることばかり企たくらむ上級クラスの奴らとは違う！」「風林火山学園から天下布部を守ろうぜ！」と一致団結。

　そしてついに、運命の投票が行われた──。




　　　　※




「こども生徒会長、足利義昭なのじゃ！　投票結果、発表！　優勝は、男子女子上級クラス一般クラスのすべてからまんべんなく支持された小早川隆景！　日頃は目立たぬが温厚で篤実な委員長キャラが普遍的に評価されたのじゃ、素晴らしい！　準優勝は、一部のロリコン男どもの熱すぎる支持を得た新生十四歳の飛び級ロリ少女竹たけ中なか半兵衛なのじゃ！　両者、花丸をやろう〜♪　ほらほら、生徒会長お手製の花丸ブーケを頭に被かぶるがよい。ぐぬぬ、身長が足りぬ……うんせ、うんせ」

　午後五時過ぎの海岸ステージ。

　織田信奈に票を集めるべくこつこつと選挙活動にいそしんでいた小早川隆景が「どうして？　な、なぜ私が優勝なのだ!?　て、天下布部は守られたが……」と狐きつねにつままれたような困惑の表情を浮かべて、表彰台に立っていた。こんなはずではなかったのだが。

「うおおおおお！　小早川さーん！　清せい楚そなブーケが似合っている、最高に輝いているぜー！」

「俺たちは一般クラスを裏切って今川義元に入れようとしたが、武田信玄が詐欺を働いていたのを知って改心したんだ！　箸にも棒にもかからない一般クラスの俺たちを今までかいがいしく面倒みてくれてきた親切なヒロインは誰かって、真剣に考え直したんだ！」

「そうとも、委員長しかいねえ！　わすれな草のように地味な存在だが、いつだって委員長は俺たち持たざる者の味方だった！　何度、上級クラスから俺たちを庇かばってくれたか」

「私たち女子一同も、小早川さんを支持よ！　夏のお祭りくらい目立ってもいいじゃない、これは毎日学園のために無償で奉仕し続けてくれたあなたへのご褒ほう美びだわ！」

「上級クラスのわれらも、なにもせず遊んでいた今川義元はいつも通りとして、武田信玄の悪辣ぶりには呆あきれ果てた。稲葉山学園伝統のミスコンでは、正しき者が優勝するべきだ」

　いや私は天下布部の部室を守るため織田信奈に清き一票をとみんなにお願いしていたのだがと小早川はさらに困惑したが、

「確かに織田信奈のタレント性は抜群だけどよー！　ライブステージで歯ギターを披露したあげくアンプをギターで殴り倒して破壊する炎上女に、ミスコン優勝者のブーケは与えられねーなー！　ロックフェスならぶっちぎりで優勝だけどよー！」

「女子一同は、あんな破滅的な問題児の信奈さんには票を入れられませんっ！　ちょっとばかり、いいえ、凄すさまじく美人でプロポーション抜群だからって、露出度の高いビキニ水着を着てやりたい放題……羨ましい！　出る杭くいは打たれる！　女子の嫉妬は怖いのよ！」

　彼女に投票した生徒たちの声援に、小早川隆景の小声はかき消されてしまった。隣に立たされている準優勝者の半兵衛が、どうしてこうなったかを簡潔に説明する。

「くすんくすん。今川義元さんは、選挙参謀を務めた信玄さんの謀略を上杉謙信さんが暴いたことで、大幅に支持率を減らしたようです。ルックスと派手なキャラと知名度の高さで優勝候補筆頭だった信奈さんは……ええと、先刻のステージで興奮して大暴れしちゃって、みんなドン引きしたのかと……普通にアイドルソングを一曲さらっと歌って愛あい嬌きょうを振りまいておけば楽勝だったのですが、それができれば信奈さんではないといいますか」

「そ、そうか。仕方ないな。一般クラスが優勝者を出したことで結果的に天下布部は今川義元と風林火山の同盟軍に勝利し、部室の独立は守られた。で、でも、こうして人前で表彰されるなんて私は慣れていない。顔から火が出るくらいに恥ずかしいな……」

「小早川さんはまだましです。皆さん、自分自身の理性と良心に従ってあなたに投票したのですから。私のほうは、明らかに危ない人たちの組織票を喰くらって表彰台に引っ張り上げられてしまい……そこの『半兵衛たん命』のバンダナを巻いている殿方の皆さん、ＪＣのスク水姿をローアングルで撮影しないでくださーい！　くすんくすん」

　うおおおおお半兵衛たんこっち向いてー！　と、稲葉山学園の片隅に巣食うロリコン男軍団が一斉に「半兵衛ジャンプ」を開始して地鳴らししつつ、天地よ鳴動せよ！　とばかりに熱烈なコールを送った。「おーおー、は・ん・べ、え！　神戸開港！」と歌い叫ぶ彼らが集う一角は、この世の終わりが来そうな地獄のサバト状態であった。




　そんな輝けるステージの隅っこでは、三位入賞に終わり表彰台に呼ばれなかった織田信奈が頭を抱えて「うがーっ！　なんでこうなるのよーっ！　勘十郎！　浅井長政！　あんたたちのファンクラブ会員の女どもはいったい誰に入れたわけぇ？」と悶もん絶ぜつしていた。

「いやあ〜。姉上、すみません。ぼくたちのファンに姉上への投票をお願いしたんですけど、『あの女だけはイヤですわっ！　信澄さまってシスコンですわよね、もしかして実の姉といけない関係ですの？　たたた確かに美男美女のカップルですけれど、そんなの信じられませんわ！』とかえって逆効果になってしまい」

「私も『長政さまは朝倉義景さまと美男子同士でいちゃいちゃしてくださいまし！　どうしてあんな一般クラスの茶髪ギャル女を応援しろなどと仰おっしゃいますのっ？』とファンの女子たちの嫉妬を買ってしまって……」

「ひえええええ。美男子コンビのファン組織票を根こそぎいただく十兵衛の集票作戦は、完全に逆効果だったですぅ〜。すみませんです信奈さま！　同じ転入生なのに竹中半兵衛が準優勝で十兵衛は十位止まりなのも許しがたい屈辱ですう！　時代はおでこ娘だったはずなのに、貧乳ロリに敗北するとは！　日本の少子化に歯止めがかからないはずですう！」

　信奈は「……ああ、そう……ロリコン軍団につきまとわれるよりはスルーされるほうがマシじゃない？」と呟つぶやきながら、目はうつろ。小早川隆景に水着ミスコンで敗れるというあまりの屈辱に、もはや思考が定まらない。自我崩壊の一歩手前まで行っていた。

　すべてが空回りに終わった明智光秀は、「はっ？　まずいです」と気づいた。

「表彰台の上から今、小早川隆景が相良先輩に告白したら、先輩は逃げられないですぅ！　この盛り上がりの中で『ごめんなさい』なんて絶対に言えませんし、逃げたらチキン野郎確定ですから！　万事休す、王手飛車取りですよ信奈さま！　どうしましょうっ!?」

「……デアルカ。十兵衛、わたしは戦いに敗れたのよ、是非に及ばずよ……敗者は去るのみだわ。にんげん、にじゅうねん〜……うふ、うふふふふ……わたしの伝説のステージのなにが問題だったのかしら？　歯ギターくらいじゃ地味だったのね。いっそ豚の血を観客席にブチまけるくらいの過激さが必要だったのかも」

　ステージでもネットでも「炎上＝人気」だと思い込んでいる織田信奈に必要なものは、集票作戦を企む悪賢い軍師ではなく、「正しい水着アイドルのステージ上での振る舞い」についてレクチャーしてくれる芸能プロデューサーだったのかもしれない。




　この時、客席から壇上の小早川隆景を見つめていた相良良晴は（隣にいると最高にかわいいけれど、慎つつましくて目立たない小早川さんが優勝だなんて。信奈か義元ちゃんが優勝だとばかり思っていた。意外だったけれど、みんな、見ていないようでちゃんと小早川さんの人となりを見ていてくれたんだな）と信奈を気遣いつつも小早川隆景に祝福の拍手を送っていた。

　良晴の隣で双子の妹に「おめでとうー！」と声援を送っていた吉きっ川かわ元もと春はるが、「今じゃ。今、この場で良晴に告白するんじゃ！　こんなチャンスは滅多にないけぇのう、言うんじゃ隆景！」と視線を送って妹に合図する。言葉で伝えずとも、視線だけでこの仲良しの双子は会話できる。

　しかし──表彰台に立ってブーケを被った小早川隆景は、姉の深情けに苦笑しながらそっとかぶりを振っていた。

（ありがとう姉者。だが私は、良晴をそんな窮地に追い詰めたくない。良晴が私を選ぶか織田信奈を選ぶかは、良晴自身が「その時」が訪れた時に決めること。私はいつまでも待っている。たとえ織田信奈と結ばれても、それで良晴が幸福になってくれるのならば悔いはない）

　小早川隆景は、千載一遇のチャンスを「禁じ手」として封印したのだった。

　吉川元春は（隆景は良い子すぎるけぇ。じゃが、そんな隆景だからこそ、学園のみんなに愛されておるんじゃ。これでよかったんじゃろうのう。決して戦いの舞台に立とうとせん隆景じゃが、しかしきっと「その時」は来る。今はその時ではないだけじゃ）と律りち儀ぎすぎる妹に再び拍手を送っていた──。

「学園長斎藤道三である！　いやあ眼福眼福、寿命が百年延びたわい！　諸君、これよりハーバーランドの臨海レストランを借り切って夜の打ち上げパーティになだれ込む！　今こ宵よいは無礼講、上級も一般も分け隔てなく楽しむがよい！　パートナーを見つける絶好の機会であるぞ！　よいか！　青春は！　二度と戻らない！　励めよ、少年少女！」




　　　　※




　夜のハーバーランド。レストランを占拠した稲葉山学園の生徒たちが大騒ぎする中。

「よ、良晴。織田信奈はだいじょうぶなのか？　彼女はプライドが高いから、少なからず落ち込んでいると思うのだが……なぜか私が優勝してしまって、す、すまない」

「ああ。信奈は勝家や半兵衛たち天てん下か布ふ部ぶのメンバー総動員でメンタルケア中だよ。今夜のパーティが終わる頃には好物の手羽先でお腹なかを膨らませて復活してるんじゃないかな？　アップダウンは激しいけれど鋼のメンタルの持ち主だしさ。ゆ、優勝おめでとう、小早川さん。おかげで天下布部は守られたよ」

「……う、うん。よ、良晴は誰に投票を……あ、いや。いい、なんでもない。す、少し二人で港を散歩しないか？　わ、私は声をかけてくれるみんなに挨拶を返すうちに疲れてしまって……す、少しばかり目眩めまいがする」

「そ、そうだな。小早川さんはこういう騒がしいパーティとか苦手だもんな。夜の海でも眺めて疲れを癒やそうか」

「……そ、それもあるが、実は、姉者が不意に会場から姿を消した。どうも胸騒ぎがする……会場入りしたあたりから、スマホばかりいじっていたし。いつもの姉者らしくない」

「あの吉川さんが？　確かに妙だな。今夜は小早川さんにべったりくっついて祝福しまくるはずだよな？　いつから姿を消したんだ？」

「三十分ほど前だ。おトイレかと思って待っていたのだが、会場のどこにもいない。良晴も知っての通り、広島から引っ越してきたよそ者の毛もう利り家は昔、港湾ビジネスを巡って神戸の筋者と対立していた時期がある。杞き憂ゆうだとは思うが、姉者が心配だ」

「……そうか。毛利家の社員たちは単にコテコテの広島弁を使うだけで、広島やくざとは無縁のカタギだとわかってもらってからは神戸の筋者も関わってこなくなったけれど、あちらの世界は近頃分裂騒動で騒がしくなっているからなあ。まだ遠くへは行っていないだろうし、念のために捜そう」

　ダンスに熱中する生徒たちの中を搔かき分け、良晴と小早川隆景はこっそりと会場を抜けて桟橋へと向かった。

　吉川元春が姿を消してしまうとすれば、桟橋から船に乗せられて拉致され海上へ連れ去られるルートがいちばんありそうだったからだ。




　毛利家は広島で厳いつく島しま神じん社じゃの分社の管理を代々務めてきたが、湾岸輸送会社も経営している。十年前、広島から社員総出で引っ越してきて本拠地を神戸に移した。例の大厄災で神戸の厳島神社が被害を受け、神社を管理する者が不在になったため、毛利家が助すけっ人ととして呼ばれたのだ。その際、義ぎ俠きょう心溢あふれる社長の毛利元もと就なりが「町を復興させるために毛利家は尽力すべし。われらは神戸に骨を埋めよう」と決断し、会社も丸ごと神戸に移転させたのだ。

　しかし不運なことに、神戸の裏社会を仕切っている筋者の面々は、コテコテでベタベタの広島弁を使う荒くれ者集団の毛利家を「大厄災の混乱に乗じて広島から神戸をぶんどるために襲来した広島やくざ軍団」と誤解した。

　当時の毛利家の印象を、元神戸の筋者で今はたこ焼き屋を経営しているＦさんはこう語る。

『昔、毛利家の社員たちを新神戸駅で見た時、ワシは広島のやくざが神戸に攻めてきたのかと思いましたわ。

　新幹線の扉が開くと、まず先導という形でチンピラ風貌の福ふく原ばら貞さだ俊としが降りてくる。

　続いて若手筆頭といった感じの桂かつら元もと澄ずみが降りてきて、次にパンチパーマに細身のスーツという出いで立ちで幹部という雰囲気の口くち羽ば通みち良よしや国くに司し元もと相すけが降りてくる。

　最後に金色のネックレスを光らせながら鋭い眼光を飛ばす組長という感じの毛利元就が降り立った時は、ワシはもう神戸は終わったと思ったで』

　すべては彼ら毛利家の社員たちが「仁義なき戦い」の大ファンであったがためにいかにも本物っぽい出で立ち（全員白スーツ着用）だったことと、本場の広島弁がそれっぽく聞こえるという理由による誤解だったのだが、港湾仕事を手がけるとなるとビジネス上で両者が衝突することも多々あった。

　すれ違いと勘違いが続くこと三年。

　毛利家の会社経営がようやく軌道に乗った頃、「広島もんに侵略されてはならん。毛利元就はヤバい男や、奴やつに天下盗とらせたらワシら神戸もんを皆殺しにしよるで」と激しく誤解した神戸の筋者側はある日、勝手に追い詰められテンパってついにヒットマンを放った。

　襲撃場所は、毛利家が管理する厳島神社──は怖いので、毛利家の面々がよく出入りしているお向かいの相良幼稚園。

　ターゲットは、「広島の静かなるドン」こと社長の毛利元就──は怖いので、毛利元就の長男で会社を実質的に経営している若きナンバーツーの毛利隆たか元もとが選ばれた。父親と比べれば腰が低くてサラリーマン然としていて弱そうだという理由である。

　厳島神社の向かいということで、世話好きな相良家の人たちは広島から越してきた毛利家になにかと親切にしていた。毛利元就は見た目は広島やくざの大組長そのものだが、本人は根っからのカタギで、しかも子供好きの好こう々こう爺やだった。長男の毛利隆元も、園児たちに好かれる物静かな好青年。そして小学生の小早川隆景と吉川元春の双子姉妹も、兄や父とともに相良幼稚園によく通って園児たちの相手をしていた。

　姉妹は山の手にある小学校に通っていたのだが、向かいの相良幼稚園にも盛んに出入りしていたので、半ば相良幼稚園の一員と言っていい。

　もちろん、相良家の長男で同い年の相良良晴とは、すっかり兄きょう妹だい同然の幼なじみとなっていた──。

　その日、小学校から帰宅した良晴は、家に隣接する相良幼稚園に繰り出して居残り園児たちの相手をしていた。園長を務めている母親がちょうど妹のねねの出産を控えていて人手が足りなくなっていたので、毛利家から毛利隆元、小早川隆景、吉川元春の三兄妹が「援軍」として参加し、義よし陽ひ、徳とく千ち代よ、良晴とともに相良幼稚園の仕事を手伝っていたのだが──。

　温厚だが昼行灯ひるあんどんな性格で知られ、社内でも「親の七光り息子」と呼ばれている毛利隆元が「いや〜子供たちの相手は大変だなあ〜お兄さんはもうヘロヘロだよ〜」と砂場を整備しながらいつものノリで弱音を吐いて、反抗期を迎えていた双子の妹たちから「うるさい、黙れ」「ひっこめ、無能」といつもの愛ある突っ込みを入れられていたその時。

　黒塗りのリムジンがいきなり幼稚園の門の前に横付けにされ、そして車内から黒ずくめのスーツを着たヒットマンが突如として飛び出してきた。しかもその震える手には、本物のピストルが握られていた。

「ももも毛利隆元！　おやっさんのために、死ねやあああああ！」

　まだ小学生だった小早川隆景も吉川元春も、あまりの恐怖に一瞬金縛り状態になってしまい、砂場に一人で立ち尽くしていた兄を救いに駆けられなかった。

　義陽と徳千代は屋内で掃除をしていて、現場には不在。

　だがこの時、蛮勇を振り絞ってヒットマンの腰にしがみついていた少年がいた。

　それが、当時まだ小学校四年生だった相良良晴だった。

　当時の彼には、戦国世界の記憶はない。普通の十歳の小学生である。だがこの瞬間、良晴の全身を言いがたい感情が奔はしった。「お前が止めろ。運命を覆くつがえせ。今ならば止められる」。良晴は確かに自分の心の内側からそう叫ぶ声を聞いた。

「やめろおおおおおおっ！　隆元さんを撃つなあああああっ！」

「噓うそやろっ？　このガキいいいっ!?　ハジキが怖くないんかい？　しもうた！」

　まさか年とし端はもいかない子供が自分に向かって突進してくるとは想像もしていなかったヒットマンはうっかりピストルを落としてしまい、隆元が「良晴くん、無事かい？　すぐに警察を呼ぶ！」と良晴を抱き留めた隙にリムジンに飛び乗って現場から逃走。ついに一発も発砲することなく、暗殺計画は失敗に終わったのである。

　結局、事件はヒットマンの自首によって片付き、毛利家は「ワシらはガラは悪いですが、歴れっきとしたカタギですけえの」と神戸の組長たちに事情を説明して長年の誤解を解き、神戸の筋者たちと和解した。

　以後、毛利家がその筋の紛争に巻き込まれることは絶えて久しくない。

　毛利家には平和が訪れ、そしてなによりも、兄にべったり懐なついていたブラコンの小早川隆景の心に大きな変化が訪れた。それまではどことなく頼りない弟分だと思っていた相良良晴に、幼いが聡そう明めいで早熟だった小早川隆景は恋をしてしまったらしい。

　あのような咄とっ嗟さの場面で、あんな英雄的な勇気を振り絞ることができるだなんて。

　相良良晴は、自らの命を捨てる危険を冒して、兄者の命を救ってくれた──。

　律儀な小早川隆景にとって、相良良晴は生涯の恩人になったのである。

　その日から小学校を卒業するまで、小早川隆景は常に相良良晴に幼なじみとして寄り添い、かいがいしく尽くし、いつかその時が来たら良晴と恋人同士になりたいと密ひそかに願ってきた。

　中学に進学した良晴の前に、織田信奈という奇妙だが人を引きつけて止やまない不思議な少女が現れるまでは。

　出会ってすぐに二人は打ち解けた。まるで、前世で恋人同士だったかのような──。

　なぜ良晴が自分とはまるで正反対の織田信奈に頭があがらず、舎弟のように付き従ってしまうのか、彼女には理解しがたかった。

　だが、小早川隆景にとっては、自分の幸福よりも良晴の幸福のほうがずっと重要だった。高校に進学した良晴が、織田信奈が結成した天下布部に強制入部させられてもなお変わらず、ただ黙って幼なじみとして良晴に尽くし続けた。姉の吉川元春がやきもきするくらいに。




　ともあれ、もう毛利家が神戸の筋者の揉もめ事に巻き込まれる心配はないはずだった。

　だがこの夜、勘の良いい小早川隆景は、姉の身に異変が起きたことを察知していた。

（け、決して、良晴と二人きりになって告白のきっかけを作ろうとしているとか、そ、そういうよこしまな理由ではない。姉者と私はどこかで魂が繫つながっている。そして今、姉者は怖い目に遭っている……そんな気がしてならない）

　良晴とともに夜の桟橋を歩きながら、小早川隆景は発見していた。

　見知らぬクルーザー船に、がたがたと震えながら吉川元春が乗り込んでいく後ろ姿を。

　すぐ後ろには、人間離れした筋肉量を誇るボディビルダーの如ごときセーラー服の船員が一人。

「あ、姉者があんなに怯おびえている姿を見たのは、兄者が襲撃されたあの日以来だ。良晴！　姉者が誘拐されてしまう！」

「いったい誰だ、あの大男は？　甲か斐い宗そう運うんよりもデカい！　あのクルーザー船はどこの船なんだ!?」

「わからない。ぜんぜん知らない男だ。海に出られてしまっては……は、早く止めないと！」

「わかった！　俺に任せてくれ、小早川さんはこの場に留とどまって！」

　ああ。やっぱり良晴は躊ちゅう躇ちょなく姉者を救うために駆け出してくれた。止める暇もない。あの時とまるで同じだ。小早川隆景は目を潤ませていた。

　しかしながら、発見が数分ばかり遅かった。

　全速力で桟橋を走る良晴が辿たどり着くよりも僅かに早く、クルーザー船は吉川元春を乗せて桟橋から出港してしまった。

「よ、良晴。われらには船がない。どうしよう。姉者が。姉者が……！」

　小早川隆景は日頃は冷静だが、家族の身に危険が及ぶとあの幼稚園襲撃事件の記憶が蘇よみがえってしまい、パニック状態に陥る。

「落ち着いて小早川さん。俺は学園長に報告する。小早川さんは隆元さんに連絡を。毛利家の社員たちを応援に呼んでもらうんだ。彼らは船を持っている」

　対する良晴は、平素はぼんやりしていて頼りないが、こういう危地を前にすると別人のように凜り々りしく冷静になる。まして戦国世界の記憶を保持している今の良晴は、戦国で幾多の合戦を生き延びてきた歴戦の武将の精神を抱いているのだ。

「はあ、はあ、はあ……息が。息ができない。姉者……姉者……」

「小早川さん、だいじょうぶだよ。隆元さんならば、海の上であろうとも吉川さんを救出してくれる。俺もいるよ。だから、だいじょうぶだ」

　小早川隆景は、良晴に強く抱きしめられながら、姉の無事を願った。そして、こんな時なのに良晴に抱きしめられていることをつい嬉うれしく思ってしまう自分を恥じて責めた。




　　　　※




　良晴からのＳＯＳコールに応えて。

　陸から。海から。毛利家の社員たちが続々とハーバーランドへとたちまち集結してきた。

　毛利家の家長にして社長の毛利元就率いる海上輸送組は、毛利家の次男で中学生の穂ほ井い田だ元もと清きよが乗り込んだ旗艦を先頭に、小回りが利きき速度が出る自前の小型船団を躊躇なく海上へ繰り出してきた。

　平素は六甲山ドライブウェイを爆走する陸上輸送組は、大型トラック軍団が主体で、「昼行灯の長男」こと毛利隆元が自ら真紅のハーレーダビッドソンに跨またがって先導していた。

　えっ、兄者はバイク乗りだったのか？　と小早川隆景が驚く。

　双子姉妹は、日常でののほほんとした兄の顔しか知らない。なにしろ隆元は、自分が銃殺されそうになった時にもその場に居合わせた妹たちや良晴ばかりを心配して、自分が殺されかけたことを気にも留めず「もうだいじょうぶだ」と笑顔を絶やさなかった男だ。兄者はどこか鈍感なのではないか、と小早川隆景が心配したほどだった。

　だが、「妹が攫さらわれた」と聞いて鉄火場と化した現場に荒くれ者の広島系社員たちを総動員した隆元は、家族には日頃見せない「伝説の港湾の赤龍」として約十数年ぶりに立ち上がっていた。

　温厚篤実で昼行灯と呼ばれてきた毛利隆元は若い頃、その死を恐れぬ特攻精神と神がかりのドライビングテクニック、そして巨大すぎる「ヘッド」としての器をもって広島の暴走族を制覇した男なのである。隆元とチキンレースを戦って勝った男は、広島には一人もいなかった。「死を恐れない男」として、若き隆元は伝説となった。

　事実隆元は、自らの命には頓着も執着もない。幼稚園でヒットマンに銃口を向けられても恐怖しなかったのは、刺客の目的があくまでも自分であって双子姉妹への害意はないと察し、ならば俺は大人しく撃たれて死のうと瞬時に覚悟したからだ。

　だが隆元は、自分の家族に危害を加える者にだけは容赦しない。

「おお、おお。なんということじゃ。この歳としになって、愛娘まなむすめを誘拐されてしまうとは。済まぬ妙みょう玖きゅうたーん！　毛利一家の野郎ども、わが愛妻妙玖たんのもとに元春どのを無事連れ帰るまでは決して止まってはならぬ！　二人の倅せがれよ、指揮を頼むぞ。わしゃもう歳でのう〜。揺れる船に乗っておるだけで腰が、腰が……ふがふが」

「ほいっ！　元春姉さまを必ずお救いします！　船団組の皆さんは、毛利家の次男・穂井田元清の指示に従ってくださーい！　景さま、ご心配なさらないで！　七年前にはまだ幼かった弟の僕も、今や立派に成長しました！」

　海上をわが庭の如く自在に駆ける毛利家の船団が問題のクルーザーを包囲し、桟橋へと追い込んでいく。

「やれやれ、元春に限って誘拐されるとも思えないが、仕方ない。もう族とバイクは卒業したはずだったが、今こ宵よい限りの限定復活といくか。お任せください父上。安心しろ隆景。毛利家陸上組、これより全員特攻！　わが妹元春を乗せたあのフェリーの海路は、海上組が完全封鎖した！　桟橋から降りてきて陸上からの突破脱出を図る犯人たちをただちに俺たちの手で取り押さえ、妹を無傷で確保する！」

　妹にかすり傷ひとつでもつけたらその時はどうなるかわかっているな、と隆元が日頃のとはまるで異なるドスの利いた声で社員たちに念を押した。

「わかっていますけぇ、御曹司！」

「……まさか若がかつて広島の族を仕切っていたあの伝説のヘッドだったなんて、ワシゃあ知らなんだ……お、おっかねえ……すげえ迫力じゃのう」

「ワシら古参組はかつて若の子分じゃったけん、知っておったわ。若はのう、神こう戸べの筋者から同業者だと誤解されてご家族に迷惑をかけることを危惧して、ガキの頃のやんちゃを封印していたけえのう。社内の古参連中の間では公然の秘密というやつじゃけえ」

「誘拐犯どものためにも、吉川のお嬢を無傷で救いださにゃならん。妹想おもいの若が切れたら、とんでもないことになるけえのう。お嬢が血でも流しちょったら、『こらえてつかあさい』とお頼みしても若を止められるかどうか」

「ご自分にヒットマンを送ってきた筋者にすら『俺はなにも気にしていませんよ、誤解させて申し訳ありませんでした』と笑顔で頭まで下げた昼行灯ひるあんどんなお人じゃったが、このファミリーへの愛の強烈さはどうじゃ。若は毛利家の次代社長としてそのご人徳で関西の港湾運送業界を制覇されるじゃろうが、筋者になっても全国の裏世界を余裕で制覇できるお方よ」

　毛利家の世継ぎ、昼行灯の長男・毛利隆元。

　温厚な彼にこんな「もうひとつの顔」があることを、小早川隆景は知らなかった。

「……兄者が、あんなに凜々しい殿方だっただなんて……優しい殿方というだけではなかったのか……これで、姉者は救われる」

　戦国世界の記憶を回復している良晴は、桟橋の上で小早川の肩を抱きながら「やっぱりそうだったのか」と頷うなずいていた。

　戦国世界で良晴が「妹たちを守るために無償の勇気を発揮して戦い続け、笑顔で死んでいった理想の武将」として尊敬して止まなかった毛利隆元の勇姿が、この夜、神戸ハーバーランドに蘇ったのである。

（戦国世界で小早川さんに俺が出会った時にはすでに隆元さんは暗殺されてしまっていた。でもこの学園世界では、戦国世界の記憶がないはずの幼い俺が、隆元さんの運命を変えたのか。どうやら──脳が思いだせずとも、身体からだの細胞に戦国世界の記憶を刻み込まれていたらしい）

　海上部隊と陸上部隊の連携は、完璧だった。神戸の筋者たちを相手に一歩も退ひかなかった運送会社としての毛利家の実力、若き現場のリーダー毛利隆元の統制力、「聞け。年寄りの愚痴を聞いてくだされ元清どの」と息子に愚痴っているだけなのに「静かなるドン」として社員たちの気を引き締めている老いた毛利元就の存在感。

　見事だ、と良晴は感嘆した。このまま戦国時代にタイムスリップしても彼らは戦える。

　幸いにも、吉川元春を乗せたクルーザーは小型のプライベート船で、武装しているわけではなかった。

　毛利船団に逃げ場を遮られて桟橋へと戻されると、吉川元春と例の甲斐宗運をも凌しのぐプロレスラーの如きマッチョ男を先頭に、少数のクルーたちが続々と下船を開始していた。むろん、毛利隆元率いる陸上部隊がすでに桟橋を封鎖して待ち構えている。電撃的に集結した毛利家の全面勝利であった。

「うわっははははは！　いやあ、負けた負けた！　毛利家が神戸の筋者よりもおっかねえ軍団だとは知っていたが、この辣腕編集者村むら上かみ武たけ吉よしを海の上で追い詰めるたあ、やるじゃあねえか！　これもすべてフレンジャイ先生が原稿を落として書かねえせいだぜ、家族への申し開きはしてくれるんだろうなあ？　家族バレ阻止を優先されちゃあ、俺は人ひと攫さらいと誤解されて簀す巻まきにされ、神戸港に沈められちまうぜフレンジャイ先生よお？」

「ふははははは！　だからみだりに作家を缶詰めにするなとあれほど言ったのだ村上！　ＢＬ作家とはいえ現役ＪＫだぞ、今のご時世では犯罪すれすれだ！　このちくわだワン画伯までが原稿と同時並行で挿絵を描く羽目になって巻き添えを食ってしまったではないか！　義元がパーティ終了後にお茶会を開くと騒いでいたのに、踏んだり蹴ったりだ！」

「ギャー！　兄者に弟、隆景、さらには父者まで!?　誤解じゃあ！　じじじ自分は誘拐されたわけではないけぇね！　このプロレスラーみたいな男は、筋肉はゴリラじゃが心は繊細な乙女という自分の担当編集者で……自分は、その〜、実は野球選手専門のＢＬ小説家フレンジャイ先生という秘密の副業を持っていて……〆切りをブッチして落とし続けたので、とうとう今夜プライベート船で神戸に乗り込んできた担当に拉致されて、海の上で原稿を書くまで帰れませんと通告され……兄者、父者！　こらえてつかあさい！」

　そう。

　吉川元春誘拐事件は、はじめから存在しなかった。

　どう見ても海賊にしか見えない巨漢編集者・村上武吉は、毛利隆元にすべてを説明した。

　吉川元春が、フレンジャイ先生というＰＮでＢＬ小説を書いていたこと。作品のジャンルはＢＬとはいえ、十八禁のハード系レーベルではなく一般向けのソフトＢＬなので、未成年が書いても問題はないのだが、題材が常に「野球選手」に限定されているため、吉川元春が「うちの家族はみなカープを神聖視しちょる宗教団体の信者みたいなもんじゃけぇ、もし家族バレしたら自分は居場所がのうなるけえね」と家族バレを断固回避し続けてきたこと。

　イラストを担当する相方は、同じ学園の上級クラスに通う天才芸術家の狩野かのう永えい徳とく。彼女も実は趣味で二次元美男子がキャッキャウフフするＢＬイラストを描いており、ちくわだワン先生という投げやりなＰＮを使って元春と密ひそかにコンビを組んでいたこと。永徳はすでに現代美術界で天才少女として名を知られているので、やはりバレ回避のため匿名に徹していたこと。

　吉川元春が東京住みならば出版社に缶詰めにして原稿を書かせるところだったが、神戸在住だったため、業を煮やした村上武吉が自らのクルーザー船を運転して神戸まで出張し、ホテルの代わりにクルーザーに元春を缶詰めにしようとしたこと。海の上ならば原稿があがるまで絶対に脱出できまいという理由だったこと。

　毛利元就は「ＢＬとはなんじゃ？　年寄りにはさっぱり訳がわからん。隆元どの。きけ。きいてくだされ。ワシはマンガには疎うとくて、広島が舞台ということで手に取った『はだしのケン』しか読んだことがなくてのう。もう内容も覚えておらん。金のないカープに和製ジョー・ディマジオこと小こ鶴づるを呼ぶために樽たる募金をする話じゃったかのう……」と村上武吉の語る言葉がさっぱり理解できず、首を捻ひねるばかり。

　隆元と小早川隆景は「ははっ。七年前の事件があったので、俺も隆景もちょっと神経質になっていたか。しかしこれほど親しい家族同士でもお互い秘密はあるものだな、はははは！　おきゃんな元春が実は耽たん美びな美青年ＢＬに時めく乙女だったなんてな！　おかげで俺の若い頃の恥ずかしい黒歴史が妹たちにバレちまった」「笑い事ではないぞ兄者。私は怖くて心臓が止まるかと思った……あ、姉者。その若さでＢＬにのめり込んでいたら、リアルで殿方と出会う機会を逸して……腐るぞ」と苦笑するしかなかった。

「誓って作中にカープの選手は出してないけえね！　堂どう林ばやしと誠せい也やのカップリングとか書いちょらんけえね！　父者、兄者。自分は三次元ではごく普通の異性愛者じゃ、二次元のＢＬは別腹なんじゃ〜！　幼い頃、母者の本棚に並んでいた『コーマの心臓』を読んでしもうて以来、こがいな特殊乙女趣味に取り憑つかれ……許してつかあさい、許してつかあさい！　これからも一緒にカープの応援をさせてつかあさい！」

　弟の穂井田元清が「ほいっ！　誘拐されてなくてよかったです、姉さま〜」と明るく締めて、この一件はお開きとなった。なにしろ老いた元就は専門用語がまるで理解できないので怒るに怒れないし、小早川隆景と隆元は吉川元春さえ無事ならばそれでよかった。ガチエロありのハードＢＬだったら少々問題が生じたかもしれないが、ソフト路線でよかったぜと良晴は胸を撫なで下ろした。吉川さんってなぜか女の子らしく振る舞いたがらないけれど実は心は凄すごく乙女だから、キャッキャウフフな世界を描くのがいちばん楽しいんだろうな、女の子しか出てこない日常系四コママンガとか得意そうだ、と良晴は改めて思うのだった。

（むしろ生真面目すぎる小早川さんがなにかの間違いで腐った時のほうが怖い。ガチＮＴＲとかリョナとか描きそうで……たとえば、失恋したりしたら……毛利家の女子にそのケの血が流れていることを知った以上、放っておけないなあ）

　なにか言いたげだな良晴？　と小早川隆景にあっさり見破られた良晴は、

「ななななんでもないよ？　吉川さんが無事でほんとうによかった！　それじゃあ〆切りはしばらく延ばしてもらって、パーティ会場に戻るか！」

　と慌てて話を逸そらし、夜の吉川元春奪回作戦はこれにてお開きとなった。

「妹たちをまた救ってもらったな、相良くん。まったくきみには感謝してもし足りないな。ほんとうに、ありがとうな」

　隆元からそんな言葉をかけられた良晴は、どう返事すればいいのかわからなくなるほどに感極まってしまった。




　だが──小早川隆景は「姉者たちと〆切り調整その他少々話があるので」と良晴を一人で会場へ帰してしまった。

　兄の隆元が、「おいおい、せっかくの好機なのに」とそんな妹を案じる。

「隆景。お前は知恵者なのに、自分の恋には実に不器用だな。恋敵の織田家の娘さんと二人きりにしてしまうのか？　お前のほうが良晴との出会いは早かったのに、お前はどうにも考えすぎて動きが遅い。人間に与えられた持ち時間は限られているんだ、頑張れ」

「……わ、私は……良晴自身が幸せになってくれれば、それで……それに、姉者が目の前で誘拐されたというのに、私は良晴に抱きしめられて心をときめかせている自分が許せなかった……すまない、姉者。よこしまな妹で」

「なにを言うちょる隆景。好きなおのこに抱きしめられれば誰だってときめく、自分だってときめく！　隆景は真面目すぎるんじゃ！　敵に塩ばかり送っちょったら、いずれ織田信奈に相良良晴を持って行かれるけえ。相良幼稚園であれほどの思い出を共有しちょる隆景が本気を出せば、中学で良晴と知り合った織田信奈に勝機はないはずじゃけえ！　われら毛利一家が応援しちょるけえ、勇気を出して頑張るんじゃ！」

「そうですとも景さま！　この不出来な弟もいつも応援しています！　社員のみなさーん、しゃもじを振りあげながら景さまの応援歌を歌いましょう！　歌いながらスクワット百回っ！」

「……わ、私は……ほんとうは、できることならばいつまでも……終わらない学園生活を良晴や織田信奈たちと過ごしたい。私が幸福を摑つかんでも、織田信奈が幸福を失ってしまうのならば、良晴が織田信奈を手放してしまうのならば、それはほんとうに幸せと言えるのだろうか？　あの二人は、私たちには見えない運命の糸で繫つながっている。そんな気がしてならない。どうして、人生には限りがあり、終わりがあるのだろう。兄者」

　毛利隆元は「相良良晴は俺の命を救い、お前の心を守ってくれた毛利家の恩人だ。できることならばお前と添い遂げてほしいものだが、俺や父上から無理強いはできないな。だが、運命の糸だなんてさすがに考え過ぎじゃないか？　隆景も元春に負けず劣らずの乙女だな」と生真面目すぎる妹の頭をそっと撫でていた。

「い、いや、妄想で言っているのではない。そんな気がしてならないのだ」

「だとしても、彼とお前との間にも運命の赤い糸は繫がっているよ。この俺が生き証人だ。頑張れ隆景。負けるなよ──自分自身に。いつか失う定めだからって、幸福を恐れるな」




　　　　※




「小早川さんが目の前で家族を失わずに済んで、よかった。冷や冷やしたな。運命は一度回避してもまた襲ってくるというのが、俺の経験則だからな……」

　夜も更ふけた。一人になった良晴がパーティ会場の入り口に戻ってみると、信奈がぽつんとエントランスの前に立っていた。酷ひどく寂しげな表情だった。こんな信奈はあまり見たことがない。

「の、信奈？　勝家たちとのメンタルケア宴会は終わったのか？　あ、そっか。もうこんな時間だもんな。一次会はもう解散しちゃったのか」

「……そうよ。遅いじゃない、バカ。小早川たち毛利一家となにをしてたの？　心配してたんだから」

「いや、なんでもなかったよ。ちょっとした誤解があっただけで」

「わたしが心配していたのは、そういうことじゃなくて！　う、ううん。なんでもないわ。上級クラスの今川義元たちはどこぞの料亭に二次会へ繰り出したけれど、自費で遊ぶお金がない一般クラスの面々は各自自由行動ということで解散しちゃったから。帰りましょ。少し遠いけれど、駅まで送ってくれる？」

「ああ、いいよ。こんどこそほんとうに誘拐事件が発生するかもしれないし、駅まで送るよ」

「……小早川との間には深い絆きずながあるのよね、良晴には。お兄さんを銃撃から守ったんだっけ。わたしと良晴の間にはそこまでの強烈な思い出って、ないのよね……ミスコンでも負けちゃったし、結局……」

「信奈？　らしくないぞ、どうした？　まだミスコン敗北のショックを引きずっているのか？　カラオケボックスで炎のオンステージの続きでもやるか？　付き合うぜ？」

「違うわよ、もう懲りたから歯ギターはやめるわよっ！　だ、だいたい、深夜に若い男女がカラオケボックスで二人きりって、それ、思いきりアレじゃない、アレ……」

　良晴は（元気がないな。信奈が今日のミスコンで優勝していたら、もしかして劇的ななにかがあったのかもしれないな……俺と信奈は兄きょう妹だいのような腐れ縁だけれど、恋愛に進展しそうでしきれないんだよな）と、この学園世界での信奈との思い出を再生して振り返ってみた。なぜか無性に馬が合う。話が合う。ノリが合う。信奈の父親信のぶ秀ひでのちょっとしたピンチを偶々たまたま救ったこともあった。

　けれど、平和な世界故に、戦場で生死をともにしたり互いの価値観をぶつけ合って激しく言い争い衝突したりという激しいイベントは少なかった。むしろ、どうして変わり者で男をあまり寄せ付けない信奈が、自分だけを出会ってすぐに例外的に親友にしてくれてちょっかいをかけまくってくれるのか、不思議なほどだった。

　信奈に男として惚ほれられるようなきっかけが、この世界の俺にあっただろうか？

　良晴は知らない。信奈には信奈なりの確固とした理由があるということを。

（十年前。あの大厄災の夜。わたしは名古屋の実家で眠っていたけれど……夢に見たのよね。あかあかと燃えあがる神こう戸べの町。星空の彼方かなたから飛んできて地獄のような世界に降り立った良晴の姿を……神戸に引っ越して中学の入学式で良晴に出会った時には、一瞬声が出なくなるほどびっくりしたわ。だって、着ている服こそ違えど、あの夢の少年にそっくりだったから。でも、言えないわよね、こんなヘンな話。ほんとうにおかしいんじゃないかって良晴にまで疑われたくない……そんなバカな理由で俺に関わるのか、って呆あきれられるのも怖い。今はもう、あの夢とは関係なく、わたしはただ良晴と一緒に過ごす時間そのものがとても好きで、とても大切で。だから、良晴との時間を失いたくなくて高校に入学するなり天てん下か布ふ部ぶまで創設して。終わりが来るのが怖い。ずっとずっと、このまま時間が止まっていてくれればいいのに）

　無言で星空を眺めながらとぼとぼと歩き続ける信奈の背中を追いかけながら、良晴は（こんなに信奈が近くにいるのに、凄く距離がある気がする。戦国時代では経験したことのない思いだ……）となぜか酷く哀かなしくなった。




　しかし──文字通り劇的なイベントが、この夜まさにはじまろうとしていた。

　二人は目的の駅に向かう途中、料亭「桶おけ狭はざ間ま」の前を通りかかった。

　すると今川義元が、息を荒らげながら料亭の門から飛び出してきたのだ。

「あーれー！　茶器泥棒、茶器泥棒ですわ〜!?　お返しになって、その茶器は国宝級の貴重品ですのよ〜！　株や純金ならいくらでも差し上げますので、茶器だけは〜！」

「よ、義元ちゃん？　なんだその十じゅう二に単ひとえは？　夏なのに暑くない？」

「さささ相良良晴!?　泥棒とすれ違いませんでしたっ？　優雅なお茶会に出席していたわらわとわらわの愉快な上級フレンドたちが突然妙ななにかを嗅がされて眠らされて、気づいたら茶器がありませんの！　店から逃走する泥棒の後ろ姿をちらりと見かけたので、追ってきたのですわ！」

「ヘンね。誰ともすれ違っていないわよ義元？　寝ぼけてたんじゃないの？」

「違いますわ、信奈さん！　ああ、ああ……わらわは、わらわは……雪せっ斎さいさんに叱られる……きゅう……ばたっ」

「よ、義元ちゃんっ？　ミスコンに敗北しても『まあまあ大番狂わせですわねえ、たまにはこういうこともございますわ。ですが所詮は茶番。人生の勝ち組がわらわであることに変わりはありませんわよ、おほほほ』と一笑に付していた義元ちゃんが失神するほどショックを受けるとは？　どれほど貴重な茶器を盗まれたんだ？」

「国宝級って言ってたわよ。億を超えるんじゃない？　ううん、値段よりも茶器そのもののレアさ、貴重さが飛び抜けているんだわ。そんなものを高校生の二次会に持ち出すなんて、さすがは阪神一帯を代表する名家今川家。恐ろしいわね……」

「っていうか信奈！　茶器泥棒って……天下布部が調査している事件じゃないか、これ！　とうとう学園の生徒が直接被害を受けたんだ！」

「あっ、そうだわ。一大事だわっ！　とりあえず救急車よ、良晴！　茶室にいる面々も全員病院へ！　義元は毒ガスを吸わされて倒れたのかも！」

「わかった！　茶室には誰がいる？　ええと。浅井長政……朝倉義景……松平元康……北条氏康……あ、あれれ、信澄もいるぞ？　みんな、だいじょうぶか？」

「……ううっ……妙な気体を吸い込んでしまい……余ともあろうものが不覚を取った……どうも未知の毒ガスを吸ったようだ。ただちに朝倉家専用の救急車を呼び出してくれたまえ、上級市民御ご用よう達たしの朝倉病院で治療を受けられる……専用ナンバーは……」

「……だから私は小お田だ原わらに帰りたいのよ、神戸って物騒すぎる……天下布部の皆さん、どうかお助け……上級クラスと一般クラスの抗争はいったん中断して、茶器盗難事件を解決しなければ……おちおちお茶会も開けない……というか、上級クラスの生徒のほうが一方的に危ないわよ……」

　歴戦の良晴もさすがに慌てた。ガチで毒ガスを撒まかれたのかっ？　義元ちゃん以外の面めん子つは身体からだが痺しびれて立ち上がれないらしい。義元ちゃんは常人離れした鋼のメンタルを発揮して毒に逆らい動き続け犯人を追いかけていたが、途中でついに力尽きたということか。

「よ、良晴！　勘十郎を助けて！　勘十郎、しっかり！　ダメだわ、目を覚まさない！　勘十郎……！　んもう。この子ってばおバカだから、ヤバいガスを吸っていても失神するまで気づかなかったんだわ！　一人だけ吸いすぎィ！」

「……す、すまない、織田信奈。私がついていながら、勘十郎を巻き込んでしまった……どうか天下布部による解決を……頼む……私たち上級クラスも全面協力する……」

「わかったわ浅井長政！　停戦協定を結んで、ともに犯人を捕らえるわよ！」

　この桶狭間盗難事件が、信奈と良晴の運命を大きく動かすきっかけとなった。











第四話　上うえ杉すぎ謙けん信しんの観戦









「お、お父さん、お母さん。お久しぶりです、織お田だ家でははじめまして。さ、相良さがら良よし晴はるです。の、信のぶ奈なさんの天下布部で部員をやらせていただいています。しっかしつくづく織田家は美男美女揃ぞろいの家系ですねえ〜。美形しかいない……」

「やあやあサルくん！　きみを実家に呼んで両親に引き合わせるとは、ツンデレで奥手な姉上もとうとう勝負に出たんだねえ、はっはっは！」

「うるさいわね、違うわよ勘かん十じゅう郎ろう！　父さん母さん、良晴は特に褒めるところのないぱっとしない部員だけれど、やたら回避能力が高いので球たま避よけくらいにはなるわよ。万一の時には良晴を人間の壁にして生き延びてみせるわね♪」

「良晴お兄ちゃん、こんにちは♪　妹の有う楽らくちゃんでーす！　趣味はお茶会でーす！　京阪神では今、空前の茶器ブーム！　いずれこの有楽ちゃんがパパの財産をガンガン使って、高価な茶器をいっぱい集めちゃいまーす！　近頃は泥棒さんがタダで茶器をかき集めているよね、許せなーい！　世の中、タダで動くのは地震だけなのにねっ！」

「そうかそうか。ついにあのやんちゃな信奈も、彼氏を家にお招きする乙女になったのだなあ。信奈が一般クラスを選択した決定的な要因は良晴くんだからな！　さっそく、父さんのクレー射撃の的になってみるか良晴くん！　俺の射撃の腕は百発百中だぞ！　実弾でも俺は一向に構わん！　男はタフでなければ生きていけんぞ！」

「……彼氏だなんてあなた。まだ信奈には早いですよ。自分の母の名前を呼び間違えるようなうかつ者ですのに」

「母上は、小学校の参観日に姉上に『どたえ』と呼ばれて大笑いされたことをまだ引きずっているんだ。母上の名前は、『土田江』と書いて『つたえ』なんだけどねえ〜」

　相良良晴は困惑していた。どうしてこうなった。

　あの照れ屋で家に男子を絶対に入れたがらなかった信奈が、俺一人を織田家に呼び出すなんて!?　いや、ご両親とは昔から面識はあったけどさ。完全に「彼氏紹介」の儀式じゃないか、これは。俺は、どうすればいいんだ？

　裸一貫からＩＴ企業を興おこして本拠地を名古屋から神戸の人工島ポートアイランドに移転し、関西随一の成なり金きん起業家と称されつつも、地元に根付く古い名家の今いま川がわ家や武たけ田だ家からは「よそ者め」と睨にらまれている織田信のぶ秀ひで。戦国世界ではついに良晴と会えなかった信奈の父親だ。かつて名古屋のお隣の岐阜で会社を経営していた斎さい藤とう道どう三さんとは、古いケンカ仲間だという。ちなみにライバルの道三とは対照的に髪の毛はふさふさ、身体も引き締まっており、ジーンズにＴシャツ姿という実に適当な格好がよく似合う「海の男」だ。

　母の織田土田江はこの学園世界でも信奈としっくりいっていないが、理由はかなり違っていて、えらく適当なものだった。大名家の家督争いなどは存在しない。それが、この世界の信奈が戦国世界と比べて（面倒な性格は不変とはいえ）どこかさっぱりしている理由なのかもしれない。そのため、良晴と情熱的な恋愛関係に陥る「時」もまだ来ていないわけだが。

（社長の信秀さんがご存命だから、織田家を巻き込んだ後継者争いが起きないんだな。信奈には父さんの会社を継ぐ気もないみたいだし。自由に生きろ、と父さんからお墨付きを得ているものな。ビジネス界は、一歩間違えれば焼き土下座させられかねない過酷な世界とはいえ、戦国世界とはやっぱり違う。平和な世界はいいものだ）

　とはいえ──あまりの急展開に、相良良晴は激しく動揺していた。

　特に信秀はもはや完全に良晴を「信奈の彼氏」認定してしまっている。

「良晴くんには去年、危ういところを助けられたからなあ〜。真夏のゴルフ場で軽い脳のう溢いっ血けつを起こしてブッ倒れた時、バイトでキャディをしていたきみが正しく応急処置をしてくれたおかげで俺は一命を取り留めた。もっとも、信奈がきみに惚れたのは父さんを救ったからじゃないのが寂しいけどね？　なにしろ初対面の日からきみにぞっこんだったよ、娘は。わははははっ！」

「なななにを言いだすのよ、父さんってば！　だからぁ、違うんだってば〜！」

　実際には俺は助けを呼んだ程度で少々大げさだけど、そんなこともあったな……と「二重記憶」を回想しながら良晴は奇妙な感覚に襲われていた。俺は戦国世界の記憶を失っていた時期に、隆たか元もとさんをヒットマンから救い、信奈のお父さんを急死の危機から救っていたことになる。二人にとって生涯の心の傷になる「家族の死」というイベントを、なにも知らないままにこの俺が阻止していただなんて。果たして、ただの偶然なのだろうか？

　でも、信秀さんがゴルフ場で倒れたのは、つい一年前のこと。

　信奈が俺にやけに構ってくれたのは、中学の入学式で出会ったその日からだった。信奈が一度気を許した相手にはとことん甘いことは知っているけれど、初対面の相手に容易に気を許す性格でもないことも知っている。「一目ぼれ」なんて信奈がするだろうか？　俺の容姿は平均的だし、家も中流だし、ちょっと驚くような美男美女しかいない上に大富豪の織田家のご令嬢とは釣り合わないような──まあ信奈はそんなキャラじゃないけど。信秀さんからして庶民的というか、アメリカで暮らしていたらヒッピーだよな確実に。

　織田家は、神戸の市街地と山々を一望できる海上の人工島ポートアイランドに建つマンションの一角で暮らしている。ポートアイランドには自社ビルもあるが、プライベートを重視して自社ビルから距離を取っているそうだ。高層リビングからの眺望は最高だった。

「良晴。あの諏す訪わ山やまの中腹に見えるドーム型の建物が天下布部の部室よ。観覧車が回っている海辺のあたりが、稲葉山学園がよくパーティに使うハーバーランド。ビーナスブリッジはさすがによく見えないわねー。たまには海の上から陸側を眺めるのもいいものでしょ〜？　神こう戸べの山の土で埋め立てて無から作り上げた人工島って萌もえない？　陸と大橋で繫つながっているポートライナーがストップしたら海上にロックダウンされちゃうけどね」

「ああ。自然に囲まれている稲葉山学園もいいけれど、海の孤島もいいな。俺の父さんが建築家・都市設計家を志したのも、学生時代に竣しゅん工こうしたてのポートアイランドを訪れて感激したからだって言っていたな。おかげで世界中を飛び回って家に居着かないけれど」

「とにかく！　あんたは天てん下か布ふ部ぶの部員なのよ！　幼なじみの小こ早ばや川かわと仲良くするのはいいけれど、今川義よし元もとの執事にだなんて絶対にならせないんだから！」

　そう。例の「桶おけ狭はざ間ま」での茶器盗難事件以来、今川義元は自分の命を救ってくれたと思い込んでいよいよ良晴を気に入り、「ただちにわらわの執事におなりなさい、相良良晴！　さっそく今日から今川グループを差配する太たい原げん雪せっ斎さいさんの弟子となって、ゆくゆくは雪斎さんの後を継いで執事長に！　かかる危機に見事な落ち着きっぷり、天晴あっぱれな男ぶりでしたわ！」と良晴の身柄を強奪しようとした。

　茶室で義元たちが嗅がされた謎の気体は人体に有害なものではなく、ただの眠り薬だった。で、病院で即座に目を開いて起き上がった義元の第一声が、この問答無用の「命令」だった──「国宝級の茶器はどうなったのかな」「気分は戦国時代のお姫さまなんだから」と隣のベッドで寝ていた朝あさ倉くら義よし景かげや北ほう条じょう氏うじ康やすが呆あきれ果てるほどの元気さとご陽気さだった。

　小早川隆たか景かげには気を使って良晴を巡る抜き差しならない対立を避けて共存してきた信奈も、義元のこの唐突な横よこ槍やりにはブチ切れた。「冗談じゃないわよ！　良晴は上級クラスには渡さないわ！　そうでしょう小早川！」と困惑する小早川隆景の手を握ってタッグを組み、一時休戦して『親友協定』を締結。良晴を義元の魔手から守りましょうと勝手に誓い合ったのである。

「……それなのに、小早川さんは連れてこずに、俺一人を織田家に招待……さっそく親友協定を破っていないか、信奈？　これは抜け駆けでは？」

「小早川は学園で茶道部のお茶会に出席予定だし、あんたはお向かいの毛もう利り家に昔から入り浸ってるでしょー！　これでようやく対等なのよ！」

「……対等って。お前が今までかたくなに俺を家に呼ばなかっただけじゃないか」

「だだだって男の子を家にお呼びしたら、平時なら彼氏認定イベントよ!?　小早川と否いや応おうなしに最終決戦開始じゃないの！　休戦状態の今しか呼ぶ口実が……げふんげふん」

　信奈は信奈で、小早川さんと俺との三人の微妙な関係を大切にしてくれているんだな……と良晴は少々むずがゆくなった。なんだかんだで、信奈は友人には優しいのである。たとえ相手が恋敵であろうとも。

　それじゃあ今日は織田家で夕食をいただいていくかな、と良晴がベランダから身を乗り出して山の中腹にあるはずの稲葉山学園校舎を探していると。

　いきなり信奈と良晴のスマホに、同時にＳＮＳメッセージが飛び込んできた。

「天下布部軍師、竹たけ中なか半はん兵べ衛えからの連絡ね。今日はプライベートモードだと言ってたのに……って良晴!?　稲葉山学園の茶道部部室で、またしても茶器盗難事件発生だって！」

「ついに犯人が学園内に!?　利り休きゅうちゃんや小早川さんたちは無事なのか？」

「義元の時と同じで、なにか嗅がされて眠らされただけだって。利休は闇千家の跡取り娘でしょ？　今日から部室に国宝クラスの貴重な茶器『平ひら蜘ぐ蛛も』を持ち込んでいたの。わたしが『犯人を誘おびき出す囮おとりに使えるわ』とお願いして強引に持ち込ませたんだけどねー。その平蜘蛛をさっそく盗まれたんだって！」

「それじゃあ、囮作戦初日に作戦を立案した部長が学園不在ってことか？　おいおい」

「良晴を家にお呼びする日とバッティングしちゃったんだからしょうがないでしょ！　今日わたしが学園にいれば犯人を華麗に捕らえていたのに、よりによって良晴を家に招待した隙を突かれるだなんて！　やるわね、犯人は！　でも……さすがにわたし不在での囮作戦スタートは（成功してもわたしの手柄にならないので）不味まずいと思ったから、『平蜘蛛を学園に持ち込んだ』という情報はまだ撒まいていないんだけど。どこから漏れたのかしら」

「偶然だろ？　ともかく夕食会は順延ということで。すみません、信奈と一緒に学園へ行ってきます。人間に危害を加えるタイプの犯人じゃないので危険はないと思いますが、万が一の時には俺が人間の壁になりますから」

　うむ。きみならば娘を守ってくれると信じているよ。良晴くんにマカセタ！　と信秀は親指を立てて白い歯を煌きらめかせていた。学園長の道三が髪の毛ふさふさの美男子を苦手にしているのは、歳としを重ねてもまったく容姿（主に頭髪）が劣化していない信秀さんが原因だなと良晴は確信した。

「信奈。あまり無理なことは……昔からあなたは危険に近づきたがりすぎますよ。警察に任せておきなさい。もしも、あなたになにかあったら」

「だいじょうぶよ母さん。兵庫県警が解体されて警察組織が民間にダウンソーシングされちゃってからは、検挙率がダダ下がりでしょ？　有事になると存外頼りになる神戸の筋者軍団も、近頃は分裂騒動で自警どころじゃないし。だから、学園の治安はわたしたち生徒自身が守らないとね！」

「……もう。言いだしたら聞かない子ね、あなたは。良晴さん、信奈をお願いしますね」

「はいっ、わかりました！」




　　　　※




　天下布部部室での対策会議は、荒れに荒れた。

「り、きゅ〜」と頭を抱えている被害者の利休は、茶道はこよなく愛しているが茶器に執着する性格ではないのでほぼノーダメージだったが、利休のお茶会に参加して事件に巻き込まれた小早川隆景が「織田信奈部長？　平蜘蛛を学園に搬入したその日に親友協定を破って良晴を自宅に招待していたとはどういうことだ」とさすがにふくれっ面つらになって信奈に猛抗議。

「さ、さあ〜。なんのことかしら？」

「なんのことかしらではないぞ。部長のきみが不在だったので初動捜査が遅れ、犯人を逃がしてしまった。ま、まさか、良晴を彼氏としてご両親に紹介したのではあるまいな？」

「ひ、被害妄想よ、小早川隆景。わたしは親友協定は真摯に守る女よ〜？　えへっ？」

「……むう、怪しい……この事件が起こらなければ、今頃どうなっていたことか……」

　さらには、学園の生徒ではない謎の侵入者が、白い行ぎょう人にん包づつみを頭から被かぶった不審な姿でアイスキャンディーを舐なめながら部室の椅子をひとつ占拠していた。

「ちょ。上杉謙信!?　なんであんたが稲葉山学園にいるのよ、不法侵入でしょー!?」

「私は神戸の治安を守る正義の味方・毘び沙しゃ門もん天てん。校則などには縛られない。事件の予感がしたため、校内に無断侵入して稲葉山学園をパトロールしていた。わが予感は的中したが、ソロプレイでは不慣れな校舎内で犯人を捕らえることはできなかった……しょんぼり。一いっ匹ぴき狼おおかみを貫いてきた私だが、今回は天下布部と協力して捜査に当たろうと思う」

「だからあ、その『正義の味方』ってなんなのよー！　あんた、朝の戦闘魔法少女のアニメの見すぎなのよ、いい歳して！　せめて行人包を外しなさいよ！　それ怪人の衣装でしょ！」

　半兵衛が「どきどきどきどき」と薄い胸を押さえ、信奈に陰おん陽みょう少女の裏家業を気け取どられまいと息を殺す。

「月光仮面の昔から、正義の味方は頭巾を被るものだ。織田信奈」

「古いっ！　あんた、ほんとにわたしと同じＪＫなのっ？　頭昭和じゃんっ！」

「執事の宇う佐さ美みと直なお江えが『謙信よ、正義の味方にもＴＰＯがあるんだぜ』『お嬢さま、月よりの使者っぽく兎うさぎ風に変身してみましょう』と、わざわざ純白の行人包をコーディネイトしてくれたのだが……センスが古いのか、そうか……あの二人も、見た目は若いがけっこうな歳だから……現役ＪＣの兼かね続つぐにコーディネイトしてもらえばよかった。しょんぼり」

　上杉家は、阪神地帯では今川家と並ぶ名家であり伝統ある財閥である。

　だが、上杉家先代当主が急逝した折、跡取りが不在だった。一刻も早く後継者を定めなければ上杉家は分裂してしまい、切れ者の執事太原雪斎が差配する今川家に敗れてしまう。

　そこで、上杉家を支えるＷ執事として知られる宇佐美定さだ満みつと直江景かげ綱つなの推薦により、分家の長なが尾お家から「天才少女」と評判だった謙信が養子に迎えられ、急きゅう遽きょ上杉家の当主に据えられたのだ。

　謙信が「正義の味方」にこだわる一因は、上杉家の当主という重すぎる責任をその細い背中に背負わされてしまったからだった。上杉家の財力や政治力を悪人が握れば、恐ろしいことになる。正しい者が責任を持ってその力を行使しなければならない、さもなくば人々が不幸になる。「力には責任が伴う」という正義の味方の理論を、謙信は幼い頃からとある理由で身につけていたのだ。

「まあまあ、ついに学園内にまで茶器泥棒の魔手が！　もはや阪神地区に暮らす上級市民全員が危険ですわ、信奈さん。わらわたち上級クラスの生徒を守ってくださいますわよね？　とりあえず、頼りになる相良良晴をわらわの執事に」

「……ああ、義元も来てたの。あんたたち上級クラスの面々もちゃんと働きなさいよねー！　あんたたちには湯水のような活動資金があるでしょー！　天下布部の活動費はカツカツなんだから！　父さんは『信奈、自由に生きるということは自力で稼ぐということだぞ』と言ってあんまりお小遣いをくれないのよ！」

「それでしたら相良良晴を上級クラスに差し出しなさい。多額の移籍金を天下布部にお支払いいたしますわよ、おーほほほほ！　あ、交換相手が欲しければ、元もと康やすさんあたりで」

「……ぴきぴき……今は中世じゃないのよ、誰が人身売買するかっ！　敵に回すと鬱陶しいけれど、味方にしてもなんの役にも立たない女なんだから、まったく……もはや誰が天下布部の部員なんだかぜんぜんわからなーい！　なんなのよ、このカオスな状況はーっ！」

「くすんくすん。捜査の最前線に立たせるにはあまりに不安な義元さんには優雅に遊んでいていただくとして、謙信さんと天下布部のタッグチーム結成には賛成です。謙信さんは日本のブルース・ウェインと言うべき大富豪のお嬢さまで、不動の正義感があり、犯罪の香りを嗅ぎ取る天性の勘があります。惜しむらくは常に単独行動する故に今回のような広域かつ大規模な事件に対応しきれないことですが、天下布部の仲間になっていただければその問題はクリアされます」

「えー、この女と組むのお〜？　その行人包を外せば考えてあげてもいいけどお〜」

「これは正義の味方としての正装だから外さない、織田信奈」

　半兵衛は、陰陽少女バレを回避するために「正義の味方」キャラが立っている謙信ちゃんを目くらまし役として天下布部に引き込みたいんだな、と良晴は思った。信奈にあんな怪しい裏家業がバレたらプライバシーを全部暴かれかねないからなあ。

「でも、確かに信奈と謙信ちゃんが組めば無敵の現場コンビ成立だ。尻尾を摑つかませない神出鬼没の犯人を捕らえられるかもしれないな。知恵を出してくれる役割には、半兵衛と小早川さんが揃そろっているし。そういえば官かん兵べ衛えは？　あいつがいちばん犯罪探偵向きだろ」

「くすんくすん。今日の官兵衛さんは、お友達と阪神甲子園球場に……」

　良晴。姉者がライブ配信映像に映っている、と小早川隆景がスマホの画面を見せてきた。画面内では阪神タイガースと広島東洋カープが、甲子園でエラーあり飛ひ翔しょうありデッドボールありの泥試合を行っていた。その甲子園の三塁側スタンドに、しゃもじを振り回しながら『かーぷ、かーぷ、かーぷ、ひろしまっ、ひろしーまーかーあーぷー♪』とスクワット応援を続けている吉きっ川かわ元もと春はるの姿があった。隣に汗だくの村むら上かみ武たけ吉よしと狩野かのう永えい徳とくが並んでいるのは、たぶん「原稿が欲しくばカープを応援せえ」と吉川元春がゴネたからだろう。

「姉者にも一応、今回の事件について連絡してみたのだが、スマホの電源を落とされていて……姉者にとってカープの試合観戦は神聖な宗教行事なのだ。すまない」

「ああ、官兵衛も球場にいるな。あいつ、こんな大事件が起きているのになにやってんだ」

『むふー！　スタンドの左半分が真っ赤ではないかー！　広島の応援団に本拠地で負けるなー、あーはははは！　こちらは六甲颪おろしを合唱だー！　応援団長けんにょ、切り込み隊長雑さい賀か孫まご市いち、頼むぞー！』

『任せるにょ！　阪神タイガースは、世界イチイイイイイ！　だにょ！』

『聖地甲子園は、うちらが守る！　五十年に一度しか日本一になれへんダメ虎やけど、そこがええんや！　うちはいずれ吉よし本もと入りして、最強のタイガース芸人になったるでー！』

　官兵衛さんはＪＫだけで結成された広域タイガース応援団「本猫寺」の顧問を務めているんです、学園で大事件が起きたと報告したんですが聖戦が行われている最中の聖地からは宗教上の理由で動けないそうですくすんくすん、と半兵衛が涙目で解説した。

「そもそも姫路からわざわざ遠征に来ているんだからなー、と言われちゃいました」

「姫路は言うほど遠くないだろ。加古川から来ている人と違って、終電の心配は要らないじゃないか。仕方ないなーあいつは」

　信奈はドラゴンズファンなので、「なーにが聖地よ。優勝しなくても甲子園が勝手に満員になるから球団がろくに補強しないんじゃん。ハ。あほらし。これだから関西人って」と憎まれ口を叩たたいていたが、内心では（どうしてよ。どうしてかつて常勝を誇っていたわがドラゴンズが全然優勝できないの？）と激しく動揺していた。野球の話には触れられたくない。お願い、みんな今はわたしを放置しておいて！

　その間、半兵衛は、無心にアイスキャンディーを舐めていた上杉謙信に「信奈さんと共通の趣味はありますか」と聞き取り調査を行っていたが、フリーダムな陽キャの極みとも言える信奈と、いつも単独行動する不思議ちゃんの謙信との共通点は「なにもない」という事実が判明しただけに終わった。

　ただし「球場に行った経験はないが、野球の知識はそれなりにある。かつて上杉家は西宮にしのみやに球団を持っていたから。でも甲子園は日差しが強いので肌が弱い私にはきつい、ドーム球場ならば平気だ」という貴重な情報を引き出せた。

「くすんくすん。あのう……部長？　信奈さん？　謙信さんと親睦を深めてチームワークを一気に向上させるために、お二人で野球観戦というのはどうでしょうか？　この事件はどんどんエスカレートしています。もうあまり時間がない気がしますので、急いでコンビネーションを完成させないと」

「ひいっ？　イヤよー！　わたしは球場になんて、死んだって行かないわよーっ！　お願い、わたしを球場に連れていかないでーっ！　特に閉鎖されたドーム球場は絶対にイヤー！　あの高く聳そびえ立つ外野のフェンスを見ただけで絶望するう！　ああ、周平も平田もアヘ単に！　もうひいきのチームからホームラン王は永遠に現れないんだなあって！　カムバ〜ック、タイロンウッズ47号ｗｗｗ〜！」

　どーしてそこまで球場に怯おびえるんだ信奈は？　と良晴は不審に思ったが、半はん兵べ衛えはすぐさま次善の策を繰り出した。常に二手三手先まで考えているのが半兵衛の知恵者たるゆえん。

「それでは、良晴さんと謙信さんの二人で球場に行ってもらいましょう。お二人の絆きずなが深まれば、現場で必ずチームワークが活いきると思います。要は、謙信さんと対で捜査するパートナーを即席で育成できればそれでよいのです」

「えっ。ちょっとちょっと!?　それって、良晴と謙信がデートするってことじゃあ？」

「……わ、わかった。私には野球観戦の経験はないしマナーも知らないが、この事件を早く解決しないと恐ろしいことが起こる予感がする。よ、よろしく頼む、相良良晴」

「ああ。ドーム球場じゃないけれど、神こう戸べの山の中に綺き麗れいなスタジアムがあるぜ。ちょうど明日の夜、阪神と広島が試合をするんだ。ナイターなら野外球場でも問題ないだろ？」

「……そうだな。夜の試合ならば平気だ……と、思う」

　ちょっと〜？　あの謙信が真っ赤になって照れてるじゃないの〜！　良晴っていつこんな堅物の変人女をたらし込んだの？　ぐぎぎ。信奈は恋する乙女の反応に敏感である。

「謙信と良晴を接近させたら危ないわ」と察知した信奈は、小早川隆景に耳打ちしていた。一応、親友協定はまだ生きている。ほぼ瀕ひん死し状態だが。

「阻止しましょうよ小早川。潔癖症の謙信は男に免疫がなさそうだから、良晴如ごときにイチコロになる恐れが。謙信はああ見えてけっこう粘着質だから、ヤバいわよ」

「ああ、そうだな。それでは私が良晴と明日、野球観戦してこよう。それでウィン＝ウィンだ織田信奈」

「なにがウィン＝ウィンよ？　委員長ともあろう者が親友協定を破るつもりなのっ？　生真面目と律儀だけが陰キャなあんたの取り柄じゃなかったのっ？」

「そっちが先に抜け駆けしたのではないか。実家でご両親に良晴を紹介するとは……」

「わたしはいいのよ、わたしは！　部長特権というやつよっ！」

「だったら、私も委員長特権『部長特権無効バリア』を行使する」

「じゃあ、こっちは『部長特権無効バリア貫通ビーム』！　はいわたしの勝ちー！」

「おーほほほほ！　小早川さん、織田信奈と手を切ってわらわと同盟を結びませんこと？　天てん下か布ふ部ぶと上級クラスが再び戦い、勝者は相良良晴の在籍権をゲットできるというのはいかが？　小早川さん、あなたにはわらわたちの軍師を務めていただきますわ！　それで勝利は疑いなし！　さあさあ、上級クラスへＦＡ移籍なさいませ！　もともとあなたは上級クラスが相応ふさわしいお方ですもの！」

「はあ？　なにを言いだすのよ、義元〜！　茶器盗難事件の解決はどーなったのよ、まーたミスコン対決をやるわけえ？」

　良晴が「なにを揉もめているんだ、いったい。どうしてまた天下布部と上級クラスが対戦するんだ」と首を傾かしげているうちに、話はどんどん面倒臭い修羅場へとなだれ込んでいく。

　そして──この混乱の最中に、またしても学園長斎藤道三が唐突に登場して、全員を一喝した。このタイミングの良さ、もはや信奈や良晴たちを常に監視しているとしか思えない挙動である。

「騒ぐでない！　こたびの犯人は知能犯である。当分は大人しくしていよう。故に、一週間後にみたび天下布部と上級クラスとの対決を行う！　こたびの対決のお題は、先程より話題になっていた『野球』とする！　スポーツこそは恨みを残さぬ爽やかかつ健全な戦いである！　勝者は、相良良晴と丸一日ＵＳＪでデートする権利をゲットできるものとする！　なおデート権は勝者チームのうち、ＭＶＰと敢闘賞に選ばれた二名に与える！」

　信奈も義元も「一日だけ？」「二名ですの？」と眉をひそめたが、道三が「フッ。一日あれば決着をつけられるであろうが、諸君ほどの美少女ならば。それとも自分がシンデレラに選ばれる自信がないのか？」と挑発してきたため、あっさり道三の提案に乗った。

「わかったわ！　もう球場が怖いとか言っている場合じゃないわね！　水着大会では下手を打ったけれど、こんどこそわたしがＭＶＰよーっ！　スポーツ万能の織田信奈を舐なめないでよね！　部員どもも、全員運動能力全振りの猛も者さたちなのよ！　しかも野球メイン！　公式にはうちは女子野球部として登録されてるんだから！　ゴゴゴゴゴ……！」

「はいです！　切り込み隊長役は、この明あけ智ち光みつ秀ひでにお任せあれ！　敢闘賞を目指すですぅ！　待っていてくださいね相良先輩！　ＵＳＪで会いましょうですぅ！」

「って十じゅう兵べ衛え？　なんであんたまで!?　まさか……密ひそかに謀む叛ほんを企たくらんで……？」

　この時、律りち儀ぎで知られる小早川隆景が意外な「宣言」を突如信奈に伝えた。それは。

「……では織田信奈。私はこれよりＦＡ宣言して上級クラスにレンタル移籍する。試合が終わるまでは上級クラスチームの選手として戦おう。親友協定破りは許されないのだぞ」

「え、えええええっ!?　信じられない！　たとえうちのチームで賞を取ってもわたしが部長特権を行使してＵＳＪ権を取り上げるつもりだからって、上級側にＦＡすることはないでしょ？　ついに本性を現したわね、裏切り者〜！」

「……きみは、そんなつもりだったのか……織田信奈……きみという人は。はあ」

「おーほほほほ！　上級クラスは蹴け鞠まりとサッカーがメインですの。野球が得意な生徒はごく少数ですので、風林火山学園の武田信しん玄げんさんチームを助すけっ人ととしてお呼びいたしますわ！　武田チームは素行不良で大会には出られませんが、野球部としての実力は神戸でも屈指なのですわよ！　ここに小早川さんの頭脳プレイが加わってくれれば鬼に金棒！」

「むっ、幼い頃からのわが宿敵信玄が？　では、この上杉謙信は天下布部に助っ人として加勢し、信玄と戦おう。野球経験はないが、一週間あれば覚えられるだろう。明日相良良晴と実際に試合を観みれば、どのような修行を積めばよいかだいたいわかる……と思う」

「おーほほほほ！　一週間で信玄さんの剛球を打てる打者になれるのかしら？　よろしいでしょう。前回は信玄さんと元康さんのせっこい悪巧みが空回りしましたが、知恵者の小早川さんが助っ人加入した今回こそは勝利間違いなしですわ！」

　あのう学園長、俺の人権は？　と良晴は一応突っ込んでみたが、男子に人権などあるものかと華麗にスルーされた。移籍させられるところを二日拘束にまでハードルを下げてやったのだから感謝せいと道三は笑い飛ばすが、

（二人と個別にデートさせるなんて、かえって修羅場化させてるだけじゃないかー！）

　と良晴は道三を呪わずにはいられなかった。

　だいいちこんな内輪もめをしていて、ほんとうに茶器泥棒を捕らえられるのだろうか？

　犯人は茶器を奪うだけで人間には危害を加えないと判明したからって、みんな油断しているのでは？　実は俺たちの想像を超えたすげえ悪事を企む凶悪犯で、人間には無害だと装よそおってミスリードしてるんじゃ？

（明日は謙信ちゃんと球場デート、週明けには地獄甲子園臭が漂う遺恨試合。なんだかすっげぇ嫌な予感がするぜ）




　　　　※




　神戸市営地下鉄に乗って山を越えた先にある西神地区に、緑に囲まれた開放型の天然芝球場・ほっともっとフィールド神戸がある。かつては仰おお木ぎ監督のもとイチローを擁したオリックスブルーウェーブがホームグラウンドとして使用していた日本一美しいスタジアムだが、今では時々プロ野球のカードが組まれる程度になっていて、野球大好きな良晴としては少々寂しい。

　まあ、関西人の大多数は阪神ファンなので「甲子園さえあればいい」のだが。

　待ち合わせ場所の駅改札前で「やあ。よ、よろしく頼む」と頭を下げてきた上杉謙信は、いつもの行ぎょう人にん包づつみ姿ではなかった。涼しげな麦わら帽子を被り、お嬢さま然とした純白のワンピースを着ている。行人包を脱いだ謙信の光り輝く銀髪と赤い瞳、そして雪のように透けた白い肌が良晴には眩まぶしかった。どこか人間離れしていて、雪の国の女神さまのように思える。

「私は常に正義の味方毘び沙しゃ門もん天てんとして町のパトロール活動に明け暮れていたので、殿方と二人きりでデートするのは生まれてはじめてだ。球場を一人でうろつくとたぶん迷子になるので、目を離さないでほしい」

「あ、ああ。わかったよ。信奈のお父さんからバックネット裏のペアチケットを貰もらえたから、バッテリーやバッターボックスの打者の動きがよく見えるよ。あと、内外野全体の守備位置もばっちり俯ふ瞰かんできる。最近は意味もなく前進守備して自爆する監督が多くてさ」

「ふふ。相良良晴は野球少年なのだな。打つのと投げるのと、どちらが得意なのだ？」

「観るほう専門で、選手としての腕は平々凡々かな。ワンバウンドを取るのと死球を避よけるのだけは得意だけれど。勝かつ家いえのほうがパワーがあるし、信奈はああ見えて三拍子揃そろったいい選手だし、一かず益ますちゃんは異様に守備範囲が広いし、十兵衛ちゃんは高校生離れした魔球スライダーを投げるんだ。天下布部の面々の身体能力は、とても女の子とは思えないよ」

「では相良良晴には捕手適性があるのだな。昨夜、一夜漬けでパワプロをプレイしてだいたい覚えた。実は私はゲームが大好きなのだ、ふふっ」

「そっか。好きな球団はある？」

「いや、今は特に。上杉家は昔、西宮にしのみやに球団を所有していたけれど、私が上杉家の養子になった時にはもう球団は売却済みで、球場はショッピングモールに改造されてしまった。数々の名選手を輩出した伝統ある球団だったのに、惜しい話だ」

「そっか。俺は実はここだけの話、ベイスターズファンなんだ。阪神党のメッカ神戸じゃ同士が少ないので、隠れベイスターズ信者をやってるんだ……」

「ふふ。わかった、ここだけの秘密にしよう。毘沙門天は約束を破らない」

「ありがとう。でも謙信ちゃんは、どうして正義の味方という名の無償ボランティア活動を？」

「それは席についてから話そう。今夜は暑い、私は早くアイスクリームが食べたい」




　ぎこちなくも微ほほ笑えみ合いながらゲートを潜くぐってバックネット裏の席へと移動する若い二人を、遠くから密かに監視している怪しい集団がいた。

「おい直江の旦那。正義の味方趣味どっぷりの謙信にいよいよ青春の日々が訪れる絶好の機会だぜ、今夜は。しかし、もしあの相良良晴って男が悪党だったらよーっ」

「……われら上杉家執事隊が仕置きせねばなりませんね。お嬢さまは男性に免疫がないので、簡単に騙だまされてしまいますから」

「フン！　貴様らは心配性なのだ。謙信とてロボットでも神さまでもない、ただの人間の娘っ子だ。放っておけば勝手に乙女になる。ガキ同士のデートをいい大人が監視など、くだらんな」

「と言いながら政まさ景かげさんも付いてきているじゃないですか。ああ、穢けがれを知らぬ謙信さま。どうかご無事で……！　この直江兼続は相良良晴さんを信じます！　あーんもう、今夜はネトゲで月に一度のレイドバトル大会なのに！　私はこんなところに来とうなかった！」

　上杉家執事軍団。もういい歳としなのにロン毛のダンディ親おや父じ、宇佐美定満。鬼畜眼鏡執事の直江景綱。その娘で謙信のお世話役を務める直江兼続。かつて謙信と上杉家の跡目を争ったが、乱暴者故に人望がなさすぎて敗れた叔父の長尾政景。

　一癖も二癖もある過保護すぎる面々だが、彼らが謙信を心の底から心配していることだけは間違いない。

「今日をきっかけに、普通の女子高生としての人生を謙信さまが得られることを、兼続は祈っています」

「ああ。謙信は上杉家を一人で背負い込んじまって、昼は上杉家当主、夜は正義の味方毘沙門天の二重生活。青春ってやつを捨てちまってるからな。頼むぜ、相良良晴の旦那」




　前日の甲子園に続き、今夜はこの球場で阪神と広島の試合が行われていた。

　天下布部チームの助っ人として参戦を表明した謙信は、生まれてはじめての野球観戦に興奮し、大はしゃぎしていた。

「なるほど。今のがストライク……ホームベースの角をボールがかすめたというのか。審判の動体視力は素晴らしいな。しかも、打者が三振したら審判はキエーッと雄お叫たけびをあげるのか。日本野球とは薩さつ摩ま示現流の流れを汲くむ武道なのだな」「おお。なぜあんなにボールがストンと曲がりながら落ちるのだ、良晴？　あれが伝説のジャイロボール？　マグヌス効果っ？」「今日の先発投手の青あお柳やぎさんはかなりのお歳らしい。宇佐美のロン毛を少し分けてあげたいな……」「今の球は明らかに失投だったのに、なぜ投手の頭にハテナマークが浮かばないのだ良晴？」「ええい、阪神打線はなぜみんな絶好球をことごとく凡打するのだ。もういいから私に操作させろ！」

　いろいろと誤解も多かったが、楽しんでいるようだった。来週の試合に備えての学習にしては気合いが入り過ぎである。

「ははは。生身の選手を操作はできないよ。来週の試合の監督は宇う喜き多た先生だ、謙信ちゃんは助っ人選手として頑張ってくれればそれでいいから」

「うむ。しかし、上級クラスチームにはまたしてもわが宿敵武田信玄が、風林火山軍団を引き連れて参戦する。文化系の今川義元や北条氏康はスポーツが苦手だから、信玄軍団が敵軍の主力になるだろう。信玄にだけは負けられない──執しつ拗ように稲葉山学園を狙うあの野望の女は、神こう戸べの平和を乱す怨敵だからな」

[image: ]

「謙信ちゃんと信玄は子供の頃から宿命のライバルなんだな。何度くらい対決したんだ？」

「本格対戦は五度くらいだろうか？　幼い頃、上杉家ファミリー一同が芦あし屋やマリーナの別荘に集まってクルージングを楽しんでいたら、三輪車に乗った信玄が『あたちたち有あり馬ま民の悲願、海を奪取するぞー！　ものどもかかれー！』と仲間を引き連れて襲撃してきたので、水をかけて撃退した。それ以来の長い付き合い……いや、戦いなのだ」

　それは単に幼なじみの親友なのでは？　と良晴は思った。

「あっ、良晴！　凄すごい！　スタンドに打球がライナーで突き刺さった！　生まれてはじめてこの目で観みた、本物のホームランを！」

「江え越ごしが打った!?　すげぇ、レアものだ！　生で観られるなんて！」

　感激した……と謙信は手にしたアイスクリームを舐めることも忘れ、大歓声でどよめく緑の球場を体感しながらふるふると身体からだを震わせていた。

「……楽しいな、相良良晴。スポーツ観戦はいいものだ。日頃のプレッシャーを忘れて、頭を空っぽにして熱中できる……」

「日頃のプレッシャーか。そうそう、そろそろ教えてほしいんだけどさ。せっかく平和な世界に生まれてきたのに、どうして自ら正義の味方に？」

「上杉家は今川家と並ぶ関西の名家だから、当主に選ばれた以上は『正しい人間』として自らを鍛え律する必要があったのだ。もしも私が悪人になれば、関西の人々が不幸になってしまう。力を持つ上杉家だけが荒稼ぎして、声なき市民たちがいいように搾さく取しゅされ続けることに。それは、許されないことだ」

「だから、夜な夜な正義の味方に扮ふんして町の巡回を？」

「うむ。そういうことだ。コスプレや演出は宇佐美と直江が考えてくれる。だが最近は彼らのセンスが少々古いということがわかってきて、ちょっと悩んでいる……現代の女子高生は月光仮面など観ないとは。もっと今風な衣装とか台詞せりふはないだろうか？」

　真面目だなあ〜小早川さんとはまた違った意味で優等生だ。でもやりすぎというか、どうにもズレているところが謙信ちゃんらしい、と良晴は思わず微笑んでいた。

「……今川義元や武田信玄は、自分の出自に疑問も抱かずプレッシャーも感じていない。自然体で自由に生きている。けれど私は能力を買われて養子として迎えられた者だから、人一倍頑張らなければと思い詰めてしまう。単に我わが儘ままなだけの義元はともかく、悪行三昧の信玄はまったく許せないな。私がもし闇落ちして信玄みたいになってしまったらと思うと、恐ろしいのだ。理知的な信玄よりも、いったんのめり込んだら夢中になってしまう私のほうが本質的にはずっと邪悪だろうから……この白い肌、赤い目、銀色の髪、すべてが異形。心のありようもまた、どこか他の人とは違っているらしい」

「異形かなあ。綺き麗れいだと思うけど」

「……いやっ、そ、そ、そんなことはっ……良晴は急に私を惑わせるな。どきどきどき」

「常に正義の側に立っていなければ怖い？」

「そう。ダークサイド落ちの誘惑と常に戦っていると言ってくれていい。あ、私はトレッキーではないぞ。ＳスターＷウォーズ派だ。ＤＣとマーベルはどちらも嗜たしなむが、高潔なキャプテン・アメリカ推しだ。『ジャスティスリーグ』はザック・スナイダーバージョンしか認めない」

　良晴は発見した。学園世界の謙けん信しんちゃんは、アメコミ映画マニアなのか！　考えてみればこれでもかこれでもかと正義の味方とヴィランが観られるんだから当然か。そりゃまあ女子高生が今時「月光仮面」にハマってるはずはないよな。それだけヒーローに詳しければ自分でコスチュームをデザインすればいいのに、そのあたりはやはりお嬢さまなのか。

「……相良良晴。幼かった頃の私は、養子に迎えられた自分が上杉家という強大な力を手にしてなお正義を貫けるのか自信を持てなかった。しかし、ある日ネットで偶然目にした一本のニュースが、私の人生を開いてくれた」

「ニュース？」

「神戸の幼稚園で、暴力団員による銃撃未遂事件が起きたというニュースだ。商売敵を射殺すべく拳銃を構えた犯人に、その場に居合わせた小学生の少年が咄とっ嗟さに組み付いて、惨劇を阻止したのだという。その少年の名前は報道されなかったが、年齢は私と同じだった……これはアメコミでもアニメでもない。現実に正義の味方はいるのだ、しかも私と同じ子供であろうともヒーローになれるのだ、勇気と実力さえあれば。特殊能力なんて要らない。必要なものは、勇気だけだと──私はあのニュースを見た瞬間に、私は蒙もうを啓ひらかされた。そして、自らも町の治安を維持する正義の味方になろうと決めたのだ」

　それって俺のことじゃないかと良晴は気づいた。謙信ちゃんはどうやらまだ知らないらしい。敢あえて事件の詳細を掘り返したりはしなかったのだろう。

「うん？　待てよ？　神戸の幼稚園……同い年……織田信奈から聞いたが、良晴の実家は確か」

「さ、相良幼稚園を経営しています。うちの隣が幼稚園で。お土地柄故、その手の組の事務所もあちこちにあります……こ、神戸ですから」

「では、そなたが!?　そうだったのか、はじめて出会った時から不思議と初対面という感じがしなかったのだが……相良良晴、そなたが私が憧れてきたヒーローだったのか!?　とてもそんな風には見えないが……いや、そうやって外見で人間の本質を判断してしまうのは悪だな。私自身、この見た目のために苦労してきたというのに、すまなかった」

「あ、いや、その。俺はただ親友のお兄さんを殺されたくない一心で勝手に身体が動いただけで、別にヒーローとかそんな大それたものじゃないよ？　本物の俺はこの通り、小早川さんと信奈の間で右往左往している天てん下か布ふ部ぶのパシリだよ。謙信ちゃんは真面目だから買いかぶり過ぎ……」

「では天下布部もまた、町の平和を守るためのヒーロー軍団だったのだな！　織田信奈はカオスを喜ぶいんちきヴィランにしか見えなかったが、そなたがサポートしているということは、実は彼女もまた真の英雄なのだな！　口が悪く不親切なアウトローを気取っているが、実は正義感と友情に篤あついダークヒーローと言ったところか……ハン・ソロのような。ならば闇落ち耐性は私などよりもずっと強いのだろう。なるほど、人間の世界は奥深いな」

　いや信奈は別にそういうのじゃないから、と良晴は謙信の思い込みの激しさに呆あきれたが、もう止められない。せっかく謙信ちゃんが感動しているところに水を差すのも悪い気がするし。

「必ず来週の試合に勝とう、相良良晴！　私をこの後バッティングセンターに連れて行って修業をさせてくれ！　必ずホームランを打てるバッターに成長してみせる、一週間で！」

「この後って、ナイター試合が終わったらもう夜中だぜ？　終電はどうするんだ？」

「宇佐美たちを呼び出して自家用車で六麓荘に帰れば済む。万が一バズーカを撃ち込まれても緊急射出ポッドで脱出できる優れものだ。いっそ今夜はわが家の離れにお泊まりしていってはどうか、わが師匠。マイマスター」

「無茶言わないでくれ！　信奈と小早川さんに叱られる〜！　小早川さんに至っては今回、上級チームにレンタル移籍しているし！　信奈の親友協定破りに激おこなんだよ！　これ以上怒らせたら……ぶるぶる」

「……現実のジャスティスリーグは、男女関係で乱れがちなのが玉に瑕きずというわけか……なるほど、やっぱり人間の世界はフィクションよりも奥深い……レギュラーヒーロー全員が女の子というプリキュアの設定はそういう意味で正しかったのだな。幼い子供にヒーロー同士の痴話ゲンカは見せられない」

　しかし私は正義の味方見習いだ、マイマスターによこしまな思いを抱いてマスターを困らせたりはしない、だいじょうぶだからバッティングを教えてほしい、と謙信は良晴の手を握りしめて盛んにお願いを続けた。良晴もとうとう「わかったよ」と頷うなずいてしまった……後で信奈と小早川隆景にこってりたっぷり嫉妬される羽目になることを承知の上で。

　こんなにも人間らしく、女子高生らしい謙信の姿を、良晴ははじめて見たのだから。

　戦国世界でずっと苦悩し続けてきた謙信を知っている良晴に、断れるはずがなかった。

　なお、良晴と深夜のバッティングセンター通いから実家でお泊まりという急転直下の展開に、二人を監視していた宇佐美たち上杉家執事軍団もまた「チョロいのは予想通りだが、展開が急すぎる！」「離れの別邸に良晴さんの寝室を準備します！」と肝を冷やすことになった。謙信は「本能型」だからな、と長尾政景は嗤わらった。




　　　　※




　そして、あっという間に一週間後。

　午後二時。天候は晴天で、まさにグラウンド上は炎天下。

　ほっともっとフィールド神戸に隣接するサブ球場のＧ７スタジアム神戸において、ついに天下布部と上級クラスチームによる野球対決がはじまろうとしていた。

「ふ、ふ、ふ。修業の成果をお見せしよう、マイマスター。今の私の神眼には、ボールが止まって見える……でも、暑い……くらっ」

「よくも良晴を一週間も独占したわねー！　謙信、あんたはベンチスタートだから！　あくまでもこれは天下布部と上級クラスの試合なの、ここ一番で投入するから準備してなさい！　いずれこの青空も雨雲で曇るみたいだしい、お肌が弱いあんたも曇り空になれば安心でしょ？（このチート女を先発出場させたらＭＶＰと良晴デート権を持って行かれそうだから、納得させながら干す！）」

「そうか、私は助すけっ人とだからな。それに私は太陽に弱く炎天下では長時間戦えない。ウルトラマンだって、ぎりぎりまで科学特捜隊のみんなに戦わせてあくまでも自分は控えに回っていたものだ。わかった。困った時にはいつでも起用してくれ」

　いきなり信奈が適当な理由をつけて、四番起用を期待されていた上杉謙信をスタメンから外すという疑惑の采配をやらかしたところで、ゲームスタート。

「学園長にして本試合の解説を務める斎藤道三である！　さあ、思う存分戦うがよい！　ああ〜栄冠はぁ〜ワシに輝かがやくう〜！　生徒諸君も汗みどろで応援しておるぞ！」

「アナウンサー兼スタジアムＤＪは、校医の松まつ永なが久ひさ秀ひでが務めますわ、うふ。熱中症になったらすぐに医務室に運んで治療してあげますからね♡」

「主審は体育教師の服部はっとり半はん蔵ぞう先生にお任せする！　使用球は公式球！　金属バット許可！　なおゲリラ豪雨が迫っているため、試合は五イニング制の短期決戦とする！」

　ゲリラ豪雨が来る時間がわかっているのなら、それはゲリラではないのでは？　と良晴は思ったが、なにしろグラウンド上は気温四十度オーバー。義元ちゃんに費用を持ってもらってドーム球場でやりたかったなー謙信ちゃんもフル出場できるのに、と良晴は悔いた。

　天下布部チームの監督は、

「あー秀ひで家いえを早く迎えに帰りてえ〜。采配は織田信奈と竹中半兵衛、おめーらに全部任せるから。俺はベンチの奥で寝てっからよ、なにかあったら起こしてくれ」

　なにが哀かなしくて相良良晴争奪戦を野球勝負でやってんだアホ臭いとやる気ナッシングの宇喜多直家。

　対する上級クラスチームは、吉川小早川の大物ＦＡ双子姉妹に加えて、「謙信と戦えるなら全力で行く！」と合流した武田信玄率いる風林火山学園の強者たちが主力を務める強力メンバー。監督は、麻呂こと近この衛え前さき久ひさ。こちらは、

「一般クラスの下級市民どもに負けてはならぬでおじゃる！　球技は古いにしえより貴族の嗜みでおじゃるぞ！　なにがなんでも上級クラスの名誉を守るために勝つでおじゃる！　助っ人ヘッドコーチの黒くろ田だ官兵衛先生、よろしくでおじゃる！　手段は問わぬでおじゃる、おーほほほ！」

　宇喜多直家とは対照的に、やる気まんまんだった。そして。

「マカセロー！　学力勝負では連敗中だが、スポーツ勝負で半兵衛に勝つ、むふー！」

　いつの間にか、黒田官兵衛が上級クラスチームの参謀役としてちゃっかりベンチ入りしている。

「おいおい半兵衛。官兵衛の奴があっちにつきやがった。どういう野球をやってくるんだ、官兵衛は？」

「はい、良晴さん。対戦したことはありませんが、私とはとことん対照的な采配を振るのではないかと。くすんくすん」

「まあ、性格的にもそうだろうな。半兵衛の采配方針は？」

「統計データを重視したセイバーメトリクス理論をベースに、自己流に改造してみたものを用いたいと思います。送りバントは得点期待値が下がりますので基本行いません。盗塁も同様です。打順の組み方においては、打率よりもＯＰＳを重視します。投手では与四球率の低さを重視。しかしながらこの試合は長期戦ではなくあくまでも一発勝負ですので、ここ一番ではセイバーメトリクスを捨てて勝負勘に賭けることになりましょう」

　半兵衛はてっきり「一番が出塁したら二番は即送りバント」派かと思ったが意外だな、しかも最後の切り札は「勘」なのかと良晴は驚いた。まさに勝負師、いや軍師だ。

「ならば、官兵衛はアンチセイバーの化身となって襲ってくるというわけか。ってことは、四球拒否のマン振りと積極果敢な盗塁を重視かな？」

「おそらく。良晴さんはキャッチャーのポジションをよろしくお願いします。先発投手の光秀さんは計算外の四球を出さないように制球重視でお願いします、くすん」

「任せろですう！　憧れの相良先輩とバッテリーを組めるなんて、影が薄かった十兵衛にもやっと幸運が回ってきたですよ！　華麗にＭＶＰをゲットしますので一緒にＵＳＪでデートしましょうです、セ・ン・パ・イ♪」

「ＭＶＰはわたしが取るって言ってるでしょ、十兵衛！　あんたは敢闘賞で充分よ。いいじゃん、敢闘賞でもＵＳＪチケットをゲットできるんだから。ともかく、勝ーつ！」

「はいですぅ、信奈さま♪　ふふふ、この明智光秀が文武両道の天才少女だということをついに学園に知らしめる時ですね。時は今！」

　十兵衛がこんなに張り切ってるのは珍しいわね……信奈は（まさか本気で良晴を狙ってるんじゃ）と不安になってきたが、さすがに謙信に続いて光秀までをスタメンから外すわけにはいかない。恋敵を干しまくって試合に負けたら、元も子もない。

　両チームの先発メンバー及びベンチ入りメンバーはこの通り。




先攻・上級クラスチーム




一番　一　朝倉義景　サインプレイが得意な知略型の切り込み隊長

二番　左　北条氏康　愚痴りながらもチームプレイに徹する流されメンタルで便利

三番　三　雑賀孫市　女子野球界のバース　ホームランを期待

四番　捕　武田信玄　女子野球界の掛かけ布ふ　ムラはあるがホームランと打点を期待

五番　中　武田信のぶ繁しげ　偉大な姉の後ろで目立たないがチャンスに強く、岡おか田だ役を期待

六番　投　浅あさ井い長なが政まさ　シュアな打棒も光るが、この試合では投手に専念

七番　遊　吉川元春　大型ＦＡ助っ人、姉妹鉄壁の二遊間守備を期待

八番　二　小早川隆景　大型ＦＡ助っ人、姉妹鉄壁の二遊間守備を期待

九番　右　今川義元　猛暑故出場しないほうがよさげだが、本人のたっての希望で先発

控え　松まつ平だいら元康　武田太た郎ろう　山やま県がた昌まさ景かげ　馬ば場ば美濃みの　高こう坂さか弾だん正じょう　内ない藤とう某なにがし　山やま本もと勘かん助すけ　黒田官兵衛　狩野永徳　合計十八人（登録枠一杯）




後攻・天てん下か布ふ部ぶチーム




一番　投　明智光秀　俊足巧打の左打者で出塁率高し　投げても制球力抜群

二番　二　滝たき川がわ一益　ちっちゃいのでストライクゾーンが狭い

三番　左　丹に羽わ長なが秀ひで　全盛期鳥とり谷たに並みのバードアイでお散歩期待

四番　三　織田信奈　半兵衛にも触れられないタブー領域の「あのお方」

五番　一　柴しば田た勝家　三振が多いが当たれば飛ぶのでＯＰＳは高い

六番　中　前まえ田だ犬いぬ千ち代よ　バント拒否打線なので一発狙いを期待

七番　右　織田信のぶ澄すみ　謙信を干しているので、数合わせで出さざるを得ない

八番　捕　相良良晴　良晴がＭＶＰとか敢闘賞を取ったら意味ないじゃんと信奈から圧力

九番　遊　石いし川かわ五ご右衛え門もん　信奈がベンチ入りメンバーを絞りすぎたので急きゅう遽きょ助っ人参入

控え　上杉謙信　織田有楽　竹中半兵衛　合計十二人




　信奈が登録枠を大量に余らせているのは、少しでも選手枠をケチって自分がＭＶＰを取れる確率をあげるためというトンデモな理由である。身体からだが弱い半兵衛とまだ幼い有楽は野球が上手うまいわけではないので、実際には「控えメンバーは上杉謙信一人」という疑惑の采配を誤魔化すために水増し登録しているにすぎない。

　対する上級クラスチームは、風林火山学園の猛も者さたちと毛利双子姉妹に加えて、打倒半兵衛に燃える黒田官兵衛に誘われた「本猫寺」の雑賀孫市も参戦。高校女子野球界で絶賛無双中、「浪速なにわの女バース」の異名を取る大型大砲だ。「バースの再来はすべて外れ」というのが阪神ファンのお約束だが、孫市だけは別格らしい。

　ヘッドコーチとして半兵衛の永遠のライバル（自称）黒田官兵衛、さらには日頃は信玄の秘書役を務める胡う散さん臭くさいおっさん軍師・山本勘助までもがスコアラー兼控え選手としてベンチ入り。二人の軍師はさっそく意気投合して、なにやら腹黒そうな笑みを浮かべながらひそひそと作戦を練っている。

　おいおい天下布部チームのメンバーが足りなくね？　部活かけもちの幽霊部員だけど蒲生がもう氏うじ郷さととか池いけ田だ恒つね興おきとか森もり乱らん丸まるとかまだまだいるだろうにとメンバー表を見た良晴がやっと気づいたが、時既に遅し。信奈は「十人いれば勝てるっしょ！　なにしろ野球は一人で勝つスポーツよ、ギータを見なさい！　わたしが大活躍するから余裕よー！」と浮かれているが、良晴はどうにも不安でならなかった。

「ゲリラ豪雨が来るまでに五イニングを消化する、急げ。プレイボール！」と主審の服部半蔵が手を高々とあげてサイレンが鳴らされ、天下布部チームの選手たちが一斉にグラウンドに散っていく。

　試合、開始。











第五話　織お田だ信のぶ奈なの野球









「試合は一回表、先攻の上級クラスチームの攻撃です。一番ファースト朝あさ倉くら義よし景かげくんが、ムスクの香水の香りを濃厚に漂わせながら打席に入りました。スタンドでは早くも親衛隊が悶もん絶ぜつしていますわ♡　マウンド上には、笑顔が眩まぶしい謎の転入生・明あけ智ち光みつ秀ひでさん。スリークォーター気味のサウスポー。ＭＶＰを狙う信奈さんはどうして投げないのかしら、うふ♡」

「解説の斎さい藤とう道どう三さんである！　松まつ永なが先生、先発に光秀を起用したのは天下布部ヘッドコーチの半はん兵べ衛えちゃんの判断らしい。ナチュラルに右打者の頭めがけてすっぽ抜ける織田信奈の直球ゴリ押し荒れ球ピッチよりも、クレバーな光秀の制球力を重視したようである。この試合、ルールにより打者にデッドボールを当てた投手は即退場であるしな」

「あら、そうなの。あのおちびちゃんがどんな采配を振るのか、期待いたしますわ♡」

　普通ならば最低七イニングはやるが、この試合は五イニングしかない。

「壁」性能を買われて捕手を務めている良よし晴はるは（十じゅう兵べ衛えちゃんはストライクを自在に取れるからリードしやすいぜ。今日は向かい風だし、失投の少ない十兵衛ちゃんなら事故ホームランの心配も薄い）と頷うなずきながら、ムスク臭い朝倉義景への第一球のサインを出した。

　はいですう、先輩とバッテリー、先輩とＵＳＪ、と光秀が嬉き々きとして投球動作に入る。

「今日はほんとうに暑いな、相良さがら良晴。朝倉家の貴公子ともあろう者が、衆人の前で汗だくとは末代までの恥だよ。優雅に茶会対決と行きたかったものだ。持ち出した茶器の値段で勝敗を決するとかね」

「そんなもの勝負にならねーじゃねーか。お前、そもそも野球できるのか？」

「フ。真の貴公子は文武両道を義務づけられている。好きではないが、できるともさ」

　初球はまずフォーシームで様子を見たが、やる気なさげだった朝倉義景は意外にもこの球をジャストミート。打球はライトを守っていた織田信のぶ澄すみの前に落ちて、天下布部はいきなり先頭バッターに出塁を許す。「やあやあボールが飛んできた」とおっとり動いている信澄の守備範囲の狭さは、いかがなものか。俊足の外野手だったら取れていたかもだ。

　しまった、朝倉義景がやる気なさげだったのはブラフか、と良晴は思わず舌打ち。

「ギャー！　完全試合の夢が終わったですう〜！　もうダメです、先輩！　十兵衛は巨人の星にはなれませんでしたです、二軍に落としてくださいですう！」

「お、落ち着いて十兵衛ちゃん。ヒット一本くらいどうってことない、しまっていこう」

「しっかり投げなさいよ十兵衛！　んもー！　デッドボール即退場ルールさえなければ、わたし自らがマウンドに登って無双できるのにい！」

　サードを守る信奈が、グラブを拳でばんばん叩たたきながら十兵衛にはっぱをかける。

　クッソノーコンの信奈が投げたら何人病院送りになるのかな、と良晴は震えた。

　二番レフト北ほう条じょう氏うじ康やすは「ほんとうに暑いわね。小お田だ原わらに帰りたい……」とすでにバテ気味だったが、またまたブラフかもしれない。なにしろ上級チームを仕切っているのはあの官かん兵べ衛えだし、さらに明らかに胡散臭い山やま本もと勘かん助すけまでついている。あの二人の軍師が悪魔合体している以上、いつもより十倍胡散臭い。

「むふー！　さっそくアンチセイバーだーっ、半兵衛采配の逆張りで行くぞーっ！　バントバント！　ヘイッ、北条氏康、送りバント！」

「なに叫んでるのよ、サインで出しなさいよ、やりづらいでしょう？　でもいいわ。バットを振ると疲れるし。送ればいいのよね送ればぁ。私は走らないわよ」

　……良晴は官兵衛を警戒しすぎていた。興奮するとサインを叫び出すという、ミスターこと長なが嶋しま茂しげ雄お監督並みのうかつ者だった。

　半兵衛が「敢あえて送らせてください良晴さん」とサインを送ってきた。この後、三番に浪速のバースこと最強助すけっ人と雑さい賀か孫まご市いち、四番に武たけ田だ信しん玄げん、五番に信玄の妹の武田信のぶ繁しげという超強力なクリーンナップが控えているんだが、だいじょうぶかな？　初球のフォーシームの走り具合を見るに、十兵衛ちゃんの肩が温まるまで、あと二十球程度は必要そうだし……と良晴は初回に起こりがちな大炎上を危惧した。

　が、半兵衛は「作戦アリ」と言いたげにベンチに座りながら腕組みして「むー」とふんぞり返っている。レアな姿だ……良晴は頷いて、ど真ん中に緩いフォーシームを要求。北条氏康は「ラッキーね」と楽々送りバントを決めて、一死二塁。

　武田信玄と並ぶ強打者、確実性では女子高校野球界随一。バースというかギータ。「本猫寺」所属の雑賀孫市が左打席に入る。やばい、向かい風とかこの子には関係ない。絶対に打たれる。なんだこのオーラ。

「ろーっこーおろーしに、さーっそうとー♪　『たこ焼き三百三十四個おごってやるぞー！』と官兵衛はんに呼ばれて助っ人参戦させてもらいましたわ、はじめまして相良良晴はん。あんた、ええ男やなあ〜。うちのヒモにならへんか!?　ほな打つでー！　はよ試合を終わらせんと加古川の人が終電で帰れんさかいな。あっははは！」

「データを見るに孫市さんは一打席目では投手の球筋を見極めて、二打席目以後に勝負をかけてきます。故に一打席目ではホームランの確率が下がります。ただし内角は別です」

　半兵衛から「徹底して外角スライダー攻め、歩かせるのを前提に」とサイン指示。ほんと〜？　ヒットでも一点だぜ？　しかもこの次に信玄が……と良晴は危ぶんだが、雑賀孫市は光秀が「喰くらえですう！」と投げ込む魔球スライダーを二球見定めて追い込まれた。

「ひゃあ。天井から落ちてきよる。えらい曲がるなあ〜。一発狙うのは次の打席でええか。続くバッターは右の強打者・信玄はんやしな♪」

　スライダーをここで解禁したことで、手て強ごわい孫市を簡単に追い込めた。だが半兵衛は「徹底して長打警戒です。絶対に色気を出してはなりません」と内角へのフォーシームも内角へのスライダーも禁じ続ける。

　光秀は（せっかく三振を取れそうなのに、弱気ですう）とぼやきながら、三球目も外角へのスライダーを投じた。念のためボール球で一球外す。

「むっ、同じ球を三球連続？　目が慣れた！　たこ焼きもーらいっ！」

「ギャー！　いきなり初回失点ですぅ、もうおしまいですう〜！」

　うまい!?　追い込まれるや否いなやセンター返しに切り替えてきた！　凄すさまじいスイングスピードと動体視力。良晴は頭を抱えた。天下布部に助っ人として呼べていれば楽勝だったものを、官兵衛めえ〜。あ、でも、信奈が干すか。

　二遊間を一瞬で割った孫市の鋭い打球は、ツーバウンドでセンター犬いぬ千ち代よのグラブ内に。犬千代は小柄だが強きょう肩けん怪力を誇る。「……任せる」とノーバウンドで良晴のキャッチャーミットに矢のような送球を放ち、「やれやれ、これでベンチで涼める」とホームへ優雅に駆け込んできた二塁ランナー朝倉義景が「まさかっ？」と目を見張った。

　良晴の壁性能も活いかされた。朝倉義景の殺人スパイクスライディングにも怯ひるまず、「構えたミットが受け止めるっ！」とボールを摑つかんだミットを朝倉の足下へと叩き下ろす。

　主審服部はっとり半はん蔵ぞう先生が「アウトだ」とコールして、朝倉義景は「……余としたことが……この後の打順を考えれば、三塁ストップでも得点は確実。油断であった」と歯ぎしりしながらベンチへ。出迎えた山本勘助が「それがしが止めるべきであった。俊足揃ぞろいの風林火山学園のランナーならば悠々セーフであったものを」と悔しがる。

　この送球の間に打った孫市は「あかんわー天下布部のセンターは鬼門やわー。たこ焼きみたいなスコアにならんかったらええなあ」と二塁に進み、二死二塁。

（内角を突いて引っ張られていたら、ライトの信澄の前に打球が飛んで失点していた。一応は半兵衛ちゃんの想定内か？　ギャンブラーだな……で、でも、この先の打順は……）

　右打席に、四番キャッチャー武田信玄がバットを構えて仁王立ちしていた。

「どうして上杉謙信がベンチスタートなんだ、織田信奈！　あたしは謙信と戦うために来たんだぞ、さっさと謙信を出せーっ！　もう待ちきれん！　ゴゴゴゴゴ……！」

「うっさいわね、曇り空になったら謙信を出すわよ。いいからマン振りしてサードゴロに倒れなさいよねー」

「言われなくてもマン振りしか考えていない！　あたしが目指すは、全打席ホームラン！」

「姉上。孫市がさんざんスライダーを投げさせたから、明智光秀の球筋はもう頭に入ったわ。思う存分フルスイングして」

　たとえ信玄を敬遠しても、五番にはチャンスに抜群の強さを誇る妹の信繁がいる。半兵衛調べの風林火山学園のデータでは、信玄が歩かされた後に信繁がタイムリーを打ってランナーを返すケースが異常に多い。妹が必ずフォローしてくれるからこそ、信玄はマン振りできる。姉妹が生む相乗効果だ。

（こりゃ地獄みてーな打線だな。十兵衛ちゃん、先制点を奪われるのもランナーを溜ためるのも避けたい。一球入魂の気合いで抑えてくれ！）

　マウンド上の光秀の瞳も「今こそ炎上するか否かの瀬せ戸と際ぎわですう！」と燃えあがる。

　が、ここで半兵衛が「申告敬遠してください」と迷わず服部半蔵に敬遠を申告。

「ええっ？　塁は空いているけれど、次は姉が歩かされた直後のチャンスに異常に強い信繁だぞ？　いわば信玄嫉妬打法の持ち主……マン振りする信玄よりもむしろヒットを打たれる確率は高くなる上に、大量失点の危険が……」

「いいから敬遠です、くすんくすん」

「だーっ!?　まだ一回表だぞ、五回しかないんだぞ？　もうあたしとの勝負を避けるのかーっ！　これが織田信奈、お前のやり方かーっ！　許さんっ！　やれっ信繁、あたしをホームに還かえせっ！」

「わたしの指示じゃないっての！　どーすんのよ光秀、どーすんのよ良晴？　信繁って、見るからに絶対スライダー打つウーマンじゃん！　初回大炎上フラグが見える見える！」

　天てん下か布ふ部ぶ、信玄を申告敬遠。二死一・二塁と塁が埋まる。

　打席には「姉上。御み旗はた楯たて無なし、御照覧あれ。必ず私がリベンジを果たすわ」と集中力を高めて「ゾーン」に入った武田信繁。姉と似た顔立ちの美人だが、精せい悍かんな信玄と比べれば表情はおっとりしている。しかし、目の前で信玄が歩かされて地団駄を踏んだ時、信繁は「信玄の影武者」の如ごとき神がかりの力を発揮する。

「どうも試合の流れを手放した臭いですう、スライダーを投げたら打たれそうですう〜」

「ああ、十兵衛ちゃん。バース掛かけ布ふ岡おか田だを相手にした全盛期の西武ライオンズが日本シリーズで火だるまになって敗れ去った理由がわかった気がするぜ……」

　一塁を守る柴しば田た勝かつ家いえは「やややややばいって」と冷や汗を流し、レフトを守る丹に羽わ長なが秀ひでも「むむむ。二点は覚悟ですね」と覚悟を固めた。

　だが──ここで竹たけ中なか半兵衛は、「信繁さんも申告敬遠します」と誰もが想定していない選択を取った！　塁上のランナーがそれぞれ進塁し、信繁が一塁に歩いて二死満塁！　ここで一打出れば、「ギャー!?　なんで十兵衛はいきなりこんな七難八苦を？　不幸ですう〜」と目を回している光秀の心が折れ、大炎上して試合を壊すことは確実。初回から、最終回サヨナラ必至の攻防の如き無謀かつギャンブラーな采配の連続であった。

「「「いったいどういうつもりー!?」」」

　信玄も信繁も、そして信奈も、理解しがたい。なにしろ続く打者は、先発投手を務めているので六番に下がっているが、本来ならば三番か四番を任せられる強打者の浅あさ井い長なが政まさだ。女子でありながら男として育てられてきた故、パワーがある。

「初回に目の前で二人の打者を敬遠されて勝負を挑まれるとは、浅井家の父上に顔向けができない恥辱。すまないが容赦なく打たせていただこう！　この程度の挑発で私が興奮して力み返ると思っているのなら、それは大間違いだ竹中半兵衛どの！　あ、相良良晴とのＵＳＪデート権は要らないので、義よし元もとにでも譲る。浮うわ気きはしない主義なのでね」

　スタンドから「長政さまあああ〜♪」と親衛隊の黄色い悲鳴が湧き起こる中、浅井長政が打席に立った。不動の一本足スタイル。

　この屈辱の展開にまったく動じていない長政は、二球続けてボール球を平然と見送った。押し出しでも失点、ワイルドピッチでもデッドボールでも失点。歩かせればもうずっと満塁地獄。気温が四十三度に達しているマウンド上の光秀はもう青息吐息。

「はわわ。もうおしまいですう〜！　ストライクが入らないですう。先輩とＵＳＪでデートする夢は泡と消えるですう、戦犯として信奈さまたちにつるし上げられるですう〜」

「落ち着け十兵衛ちゃん！　コントロールが十兵衛ちゃんの生命線だ、だいじょうぶ！　もしボールが逸それても、全部俺が止めてやる！　腕を振れ！　全力で来いっ！」

「……はいですう！　そうでした、ホームベースを先輩が守ってくれているんでしたね！　先輩を信じて投げ込むですう！」

　竹中半兵衛はいったいなにを意図して、敢えて浅井長政との勝負を選択したのか？

　ひとつには、信玄、信繁、長政の三人のうちもっともアウトを取れる可能性が高い打者が長政。あくまでも「確率」を重視した結果である。

　だが、もうひとつ、織り込み済みの想定があった。

　ブチ切れた織田信奈が「奥の手」を使ってくれることである。ルール違反にはならないが、半兵衛自身はちょっと使いづらい、人の道に反したせこい手ではあるが……初回に先制されることだけは絶対に避けたい半兵衛の読みと、「勝たなきゃ意味ないのよ！」と三塁を守りながら咆ほう吼こうする信奈の荒ぶる本能とがこの時、見事に嚙かみ合ったのである。

「勘かん十じゅう郎ろう！　ほわほわしていたあんたが最初にライトフライをヒットにしたのがこの大炎上ピンチの発端、つまりあんたが戦犯よ！　この試合に負けたら、罰としてあんたは学園を卒業するまで私用での外出禁止、外食禁止、卒業式までずっとポートアイランドのマンションで蟄ちっ居きょよーっ！　彼女とも彼氏ともデート厳禁ッ！」

「そ、そんなあ〜？　ぼくはスポーツは苦手ですと出場を辞退したのに、姉上が無理矢理にスタメン起用したんじゃないですか〜。お、横暴です、姉上〜!?」

「シャラーップ！　信賞必罰、それが天下布部の掟おきてなのよ！　この程度で落ち込んでいたら、阪神タイガースの選手なんてやってられないわよ！」

「姉上〜、無体です〜。うえーん、うえーん」

「……か、勘十郎……か、かわいそうに。横暴な姉に泣かされて……ここで私がタイムリーを打てば、勘十郎と私は卒業まで離れ離れに……そ、そんな……」

「おや、おやおやおや〜？　どうしたの〜浅井長政？　顔色が悪いわよ〜？　もしかして熱中症〜？　ちょっと水分補給してきたらあ？　いいわよ、タイムを取ってあげるわよ～？」

　完全に人の道を見失っている。そこまでして試合に勝ちたいとは最低の姉だなーと良晴は呆あきれたが、信奈の闘争本能は異常。付き合わされている信澄の噓うそ泣なきもたいがいだが、恋愛にまっすぐすぎる長政は噓泣きだと見抜けないらしい。そうか、半兵衛はまさかここまで計算して長政勝負を選択したのか……恐ろしい子！　まさしく「今いま孔こう明めい」！

「よくわかりませんが、インプレー中ですよ！　えいっ、土岐源氏謹製の魔球スライダーですう！」

「……ああっ……すっぽ抜けてど真ん中に来た絶好球……だ、だが、打てない。涙で目が曇った私にはボールが霞かすんで見える……！　勘十郎……！」

　浅井長政は力なくバットを振ったが、ボテボテの打ち損ない。信奈が「やったわ！」と軽快に捌さばいてサードゴロ。イップス気味なのであわや暴投しかけたが、勝家が足を伸ばしてかろうじて捕球。長政は「すまない。すまない、上級クラスのみんな……」と一塁ベースへ涙のヘッドスライディングを敢行したが、間一髪でアウト。

　良晴の胸は激しく痛んだ。が、半兵衛は「勝負ですから」とさすがに軍師。恐ろしい子。

　一回表、上級クラスチームは無得点、三者残塁！

　申告敬遠策をうまく使われた！　黒くろ田だ官兵衛が「むふー、これで勝ったと思うなよ半兵衛ー！　まだ戦いははじまったばかりだー！」と地団駄を踏む。

　武田信玄が「なにをやっているんだ、あいつらは」と首を傾かしげ、今いま川がわ義元が「まあまあ。意外に長政さんってプレッシャーに弱いタイプでしたのね。チャンス×でしたのねえ。負け運持ちだったらどうしましょう」と感想を述べる中、ベンチでグラブを磨いていた小こ早ばや川かわ隆たか景かげは「今日の織田信奈はあまりに外道過ぎる。勝って私たちがＵＳＪ権を取らなければ、良晴の貞操が危うい」と信奈の「勝てばよかろう精神」に呆れていた。

「どんな目に遭っても最後は絶対に自分が勝つという、とんでもない闘争本能と異常なほどの勝利への執着心の持ち主だ。今が戦国時代でなくてほんとうによかった」

　なおこの時、奇くしくも斎藤道三もまた、解説者席で小早川隆景と同じ言葉を語っていた。




　　　　※




　一回裏。天下布部チームの攻撃。先制点を取ったほうが絶対に有利な短期決戦。ピンチの後にチャンスあり。ヘイヘイ先発の浅井長政はもうピヨってるし、この回が勝負よ！　と信奈たち天下布部ナインは盛り上がっていた。

「一番ピッチャー明智光秀、行きますーう！　初球を先頭打者ホームランして、真の二刀流を極めてみせるですう！　ああ、いつかきっとメジャーリーグから十兵衛をスカウトしてくれる人が現れて、生活も楽になるですう〜」

　マウンド上の浅井長政は（くっ。織田信奈め、どこまでも卑劣な。私が甘かった。勘十郎にわざと打たせたりはしない）とリベンジを誓っていた。

　だが、やはり愛する信澄を人質に取られた弱みは払ふっ拭しょくできない。気合いが完全に空回り。力みすぎてキャッチャー信玄が要求するコースに球が来ない。

「長政、クレバーなお前らしくもない。さっきの凡退が響いているのか？」

「す、すまない信玄。しかし明智光秀は口だけではない。ばたばたと落ち着きのないフォームだが、やたらミートゾーンが広い。三球目は置きに行かないと……せいっ！」

「とりゃっ！　明智流抜刀術、秘打本能寺！　あーっ惜しい、打球があがらないですう！　スタンドインし損ねたですー！」

　先頭の明智光秀、振り子打法を駆使してセンター前へのクリーンヒット。これで敢闘賞には近づいたです、と塁上で爽やかな笑顔を見せる。信奈は「あげないから」と不満顔。

　二番セカンド滝たき川がわ一かず益ますは「姫は野球とか苦手なのじゃ。バットは茶器より重いものを持たない姫には重すぎる。バントして楽したいのじゃ」とぼやきながら打席に入る。

　セイバーメトリクス理論では二番に強打者を置くのがセオリーだが、セイバーをベースに独自理論を組み立てている半兵衛は出塁率を重視して二番に小柄な一益を入れている。そしてその一益に半兵衛は「得点期待値が下がりますから」と送りバントを指示しない。

「……むむっ。ちっちゃすぎる！　服部先生、ストライクゾーンが狭すぎます！」

「そうだそうだ。だいたいこんなお子さまを打席に立たせるのがおかしいではないか」

「出場資格は登録したメンバーなら誰でも可というルールだ。それに、俺のジャッジは機械の如く正確無比だ」

　そう。一益がちっちゃいので、ストライクが入らない。迂う闊かつに硬球を当てたらかわいそうだし……と長政も信玄も真ん中に球を集めようとするのだが、狙ってど真ん中に投げるのはかえって難しい。しかも、

「ヘイヘイ、ピッチャービビってるぅですう！　リーリーリー！」

　一塁ランナー明智光秀のうざいことと言ったら。ちょろちょろと走り回り動き回り、息を吐くようにヤジを飛ばしまくる。長政はうざすぎる光秀を警戒して牽けん制せい球を挟まねばならなくなり、（ええい鬱陶しい。牽制球をぶつけてやろうか）と苛いら々いらさせられる一方で、ますます打席の一益に集中できない。

　結果、一益はバットを振ることなくフォアボール。

　これで無死一・二塁。そして打順はクリーンナップに。

　しかも三番レフト丹羽長秀もまた、「バットを振らざること山の如し」と呼ばれる鬼選球眼の持ち主だった。「ボール球をスイングしない率」の高さは全盛期の鳥とり谷たにか、あるいはファイターズの近こん藤どうに匹敵する。私欲がないことが長秀のこの能力の源泉であった。

「ここはわれらが姫にすべてを託す場面です。姫の次には一発豪打を誇る勝家どのも控えていますし。私がお散歩すれば、最大四点を期待できます」

　ＯＰＳを重視した半兵衛の打順の組み方は、まさしく「正解」だった。

　長秀は粘りに粘ってカット、カットで臭いコースに来た球を逃れ、長政に十三球投げさせて四球を奪い取った。無死満塁！

　問題は──ここで天てん下か布ふ部ぶ最強パワーを誇る豪打の柴田勝家が打席に立てればいいのだが、「四番サード織田信奈」だけは半兵衛にも動かせない聖域だったことである。

　いや、水泳以外はスポーツ万能の信奈は野球が上手うまい。上手いのだが、ムラッ気がありすぎる。マウンドから投げれば右打者の頭部にナチュラルにすっぽ抜けるし、サードからの送球もイップス暴投が多くて一塁手の勝家のフォローがなければエラー量産マシーンと化すし、バッティングも「当たるも八はっ卦け当たらぬも八卦」であった。

　読みが当たれば長打。外れれば三振。「わたしが試合を決めるのよ！」と全球ガンガン振っていくので、四球で歩くことはまずない。待球力Ｅ。散歩力Ｅ。選球眼Ｅ。

　半兵衛のセイバーメトリクス戦術とはまるで嚙み合わない、困った打者である。

　ベンチでスポーツドリンクを飲みながら「なんで俺が八番なんだよーそんなに俺に賞を取らせたくないのか信奈は」とぼやきつつも、良晴はしかし、

「まあ信奈は、バットに当たれば二塁打かホームランだし、外れても三振だからなお一死満塁で勝家、犬千代とチャンスが続く。いいんじゃないか？　流れは完全にこっちに来ている」

　と楽観していた。そもそも、「絶対にわたしがＭＶＰ！」と今日の信奈は気合いの入り方が異常だった。やる気がない時はあっさり三球三振するが、こういう時の信奈は無類の力を発揮する。

「くすんくすん。ですが、信玄さんがキャッチャーを務めていることが気がかりです」

　そう。半兵衛の危惧はまたしても当たっていた。

　およそ捕手というポジションが似合っていなさそうな信玄。女子高生でありながら１４０キロを超える剛速球を投げる彼女は、明らかに投手が適役。その信玄が捕手を務めているということは、官兵衛と山本勘助になんらかの策があると考えていい。

　打席内で集中力を高め「ゾーン」に入りつつあった信奈に、信玄は「囁ささやき戦術攻撃」を開始したのだった。

「おい織田信奈。上うえ杉すぎ謙けん信しんにＭＶＰを取られることを恐れて干しているな、せっこい女だお前は。だが謙信と相良良晴の関係はすでに連日のバッセン修業とお泊まりで深まっているぞ？　勘助の調べによれば、謙信は良晴をマイマスターと呼んで熱心に崇あがめ奉たてまつっているそーだ。二人の婚約話も進んでいるし、お前がここで打ったところで無駄だ、無駄」

「ちょ。うるさいわねネチネチグチグチと！　集中力が途切れるでしょ、やめてよねー！　審判、信玄を黙らせなさいよ！」

「試合中に選手が喋しゃべってはいけないというルールはない。ストラーイク！」

「しまった!?　カウントを稼がれた？　せ、せ、せこっ!?」

「はっはっは！　弟に噓泣きさせてたお前に言われたくないな織田信奈。そうそう、相良良晴は小早川隆景に気があるという情報も摑つかんだぞ。なんでも昔、相良幼稚園でやくざに襲われた兄を良晴が救ったとやらで、小早川は良晴にぞっこんになり、お前との浮うわ気きも本妻の余裕で黙認しているのだとか。良晴のほうも、お向かいの幼なじみが本命らしく、二日に一度は一緒に夕食を摂とっているのだそーだ」

「だからあ、試合中にうっさいのよー！　後にしてくれる、後に!?」

「ストライクツ────ウ！」

「ギャー！　追い込まれたー!?　信玄っ、いーかげんに口を塞がないとバットで頭ぶん殴るわよ！　守備妨害で出塁してやるー！」

「……そんなことをされてはたまらんな。わかった、お詫わびにいい情報を教えてやろう。並み居るライバルをごぼう抜きして相良良晴のハートをゲットする秘策を。良晴の好みはズバリ、しおらしくておしとやかな女の子だ。姉の相良義よし陽ひが理想の女性像の原型なのだな。あいつはシスコンだからな」

「えっ、ほんとう？　言われてみれば、やけにあの姉弟っていちゃいちゃしてるのよねー。義陽姉さんってば弟に恋してるんじゃないかって疑っちゃうくらい」

「ほら、良晴が今、お前を見つめている。飛距離全振りのガニ股打法はダメだ、少し内股気味に構えてみるといい。バットもお嬢さまらしく短く持て。肘もうまく畳めるぞ」

「こ、こうかしら？　って、こんなの私のバッティングフォームじゃなーいー！　窮屈すぎぃ！　ギャー！　ど真ん中を空振りしたあああー!?」

「アウトーっ！　キエーッ！　この日のために鏡の前で練習してきた卍まんじポーズッ！」

　もはや、マウンド上の浅井長政との勝負ではなかった。捕手武田信玄の「囁き戦術」に、信奈は完璧に敗れた。お喋り好きな信奈は、どーしても山本勘助情報を次々と投下してくる信玄の呟つぶやきを聞き流せない。さらにはフォームまで崩されてしまった。下手したらこの試合が終わるまで立ち直れない完落ちである。

「なにをしてるんですか、姫さま〜!?」

「だって信玄がうるさいんだもーん！　勝家、ＭＶＰはあんたに譲ってあげるわ！　だからＵＳＪデート権はわたしによこすのよ！」

　そこからは、酷ひどいことになった。

　急造キャッチャー武田信玄という官兵衛の策が、どハマリした。

　信玄のお守り役・山本勘助が収集した個人情報を元ネタにした言葉の爆弾が、打席に入った天下布部部員に向かって次々と放たれてくる。

「おい勝家。あまり豪快にフルスイングすると、揺れる巨乳を良晴が凝視して鼻血を流すぞ。絶対に揺らすな、スマホで撮影されて拡散されるぞ」

　とか、

「犬千代。お前はういろうが好きだそうだな。氏康の実家は故郷の小お田だ原わらでういろうの老舗を経営している。よければ餌として進呈してやってもいいのだが。そうだな、この回の攻撃が終わればすぐにでも」

　とか、とにかく的確に打者の弱点を突いてくるので、もはや勝家も犬千代もバッティングに集中することができず、次々と凡打の山を築いた──初回無死満塁のチャンスはこうして、敢あえなく無得点に終わったのである。

「ちょっとー！　先制のチャンスを逃したじゃない！　なにやってんのよ二人ともー！」

「だだだだって、サルがあたしの揺れる胸をガン見しているって、信玄が！」

「……ういろうの話をされたら、急にお腹なかが空すいて……集中力が途切れた……」

「無援護ですう。ひいーん。十兵衛には負け運がついているんですう」

　トークが上手な信玄さんを捕手にコンバートしたのはおそらく官兵衛さんでしょうが、山本勘助さんが情報収集係として暗躍して信玄さんにネタを提供している分、私の予想以上に厄介なことになっていますと半兵衛。

「とはいえ情報には限りがありますし、ここ一番の際に小出しに使ってくるつもりでしょうね良晴さん」

「囁き戦術なんて昭和の野球だぜ、まったく。何歳なんだよあの山本勘助っておっさんは」

「問題ありません。時代は進んでいるのです。令和時代の野球に、昭和の野球を破れないはずはありません」

　三回表まで上級クラスチームの猛攻を持ちこたえれば、囁き戦術のネタは尽きます。この猛暑で長政さんのスタミナは激しく消耗しますから必ず打ち崩せます、と半兵衛はタブレットに表示されたデータをスクロールさせながら頷うなずいていた。

　上級クラスチームの強力打線は、ＡＩの如ごとき敬遠申告策と強い向かい風を利用した半兵衛の徹底的なディフェンス戦術によって二回表、三回表と封じられていく。

　二巡目の強力クリーンナップに回る「試合中盤最大の試練」とも言うべき三回表を迎えた半兵衛は、なんと二死走者無しから孫市、信玄、信繁を三者連続申告敬遠するという無茶ぶりで乗り切った。

　マウンド上で「まーた申告敬遠。十兵衛のＷＨＩＰはボロボロ。もうおしまいですう」と光秀の心が折れ、円陣を組んで良晴が光秀を励まして闘志を蘇よみがえらせねばならなかったが、ともかく光秀の制球力の良さが生きた。「確率的に打たれそうな打者は徹底して歩かせる」という申告敬遠作戦は、投手が想定外の四球を出さないという前提のもとでこそ、その力を最大限に発揮するのである。

　そして半兵衛の読み通り、転機は信玄の囁きネタが枯こ渇かつしてきた三回裏に訪れた。




　　　　※




　三回裏、天下布部チームの攻撃は打順よくトップバッター明智光秀から。

　ここでヘッドコーチの竹中半兵衛が、先制点を奪うための第一の策を繰り出した。

「皆さん。思わず聞き入ってしまう爆弾ネタも減ってきたところで、打席内での耳栓をお願いします。まずは信玄さんの囁き戦術を完璧に封じます」

「軍師どの、了解ですう！　ここで十兵衛が先制ホームランを打てばＭＶＰですう！」

「いえ、今は向かい風ですので打球が飛びません。ダウンスイングで単打を狙ってランナーを溜ためましょう。打者一巡して、信玄さんのリードの傾向も割り出せました。この回からはベンチからサインで細かい指示を送りますので、よろしくお願いします──われらの目的はチームの勝利。フリースインガーは許されませんよ、めっ」

「……了解ですぅ……この子、いざ戦うとなるとおっかないですね……ぶるぶる」

　信奈から信澄と長政の関係をこっそり聞き出し、「孫市と信玄と信繁を可能な限り歩かせて長政勝負を徹底する」という半兵衛が採用した悲恋の申告敬遠作戦によって二打席続けてチャンスに凡退し「す、すまないみんな……どうしても力んでしまう」とメンタルにダメージを負っていた浅井長政は、猛暑による体力消耗もあって、この回に入ったとたんに球威が落ちていた。

　また、信玄が困ったら内角を突きまくる強気のリードを好むこともすでに半兵衛は摑んでいる。故に──。

「ちっ。追い込んでからの決め球を打たれた!?　あたしの囁きが通じない。耳栓効果か？」

「まあまあ。信玄さんがミットを叩たたいて悔しがります。先頭打者明智光秀、レフト前に華麗な流し打ちで無死一塁ですわ♡　てっきり一発を狙ってくると思っていましたのに、内角のフォーシームを狙い打ったかのような見事なバット捌さばき♡」

「アナウンサーの松永先生に褒められても、これじゃＭＶＰには程遠いアヘ単たんですぅ、ひーん。十兵衛は不幸です。こうなったら二塁三塁に盗塁を決めて……」

　一塁に出た光秀に向けて、半兵衛がすかさず「盗塁したら退場させます」と非情のサインを送ってくる。これぞアンチグリーンライト。セイバーメトリクスに盗塁は不要。

「ひーん、ひーん」

　続く滝川一益、そして丹羽長秀も長打を捨ててバットを短く握り、半兵衛のサインに応じながら球数を稼ぐ。一益は「暑いのじゃ！　バントのほうが楽なのじゃがのー」とバテバテになりながらもバットにボールを当てて、これが幸運にもセーフティバント同様の効果となって三塁前へのボテボテの内野安打。丹羽長秀は「ここで私が歩けば姫のホームランで一挙四点です」と十五球粘ってフォアボール。

　一回に続き、またしても無死満塁で四番織田信奈！

「こんどこそリベンジよ、満塁ホームランでＭＶＰだわー！　耳栓を手に入れた今、武田信玄敗れたり！　良晴とのＵＳＪデート権ゲット一番乗りは譲らないわよ！」

「いけません。今フライを打てば、強烈な向かい風に押し戻されます。あくまでもゴロ狙いでお願いします。最悪、併殺でも一点入って先制できますので」

「ええ〜半兵衛？　聖域であるわたしにまでチームバッティングを要求するのお？」

「はい。ここで先制点を逃せば厳しくなります。たとえ打者が金かね本もとさんであろうとも落おち合あいさんでもあろうとも、長嶋茂雄さんであろうとも私は同じ指示を出します。きりっ」

「……そこまで言われたら、拒否しづらいわね……ったく。四番打者にゲッツーを打てだなんて、つまんない野球よねーっ！　でも、ここまではすべて半兵衛の読み通りに展開しているしぃ……わかったわ！　勝家と犬千代が必ず打つとは限らないものね！」

　信奈は四番のプライドを捨て、半兵衛のサイン通りに敢えて追い込まれた。これで信玄は一球外した後、必ず決め球に内角フォーシームを選択する。しかし、ピッチャーの長政はデッドボールによる押し出しを恐れているので、やや真ん中寄りに甘く入る。

（噓うそっ!?　来た。全部半兵衛の予測通りだわ！　半兵衛の知謀ってば神がかってる！）

　四球目。ホームランが欲しいところだったが、信奈は痛烈な打球が二遊間を割ってセンター前に突き刺さるクリーンヒットをイメージし、バットをダウン気味に振り抜いていた。

　打球は強烈なライナーとなって、二遊間へと弾丸のようにすっ飛んでいた。

「あの信奈がチームバッティングを!?　抜けたぞっ！」

　良晴たちが（これで先制だ！）とベンチから身を乗り出すが、しかし上級クラスチームの二遊間を守るのは、ＦＡレンタル移籍した毛もう利り両川の双子姉妹。阿あ吽うんの呼吸で二人が一人となってシンクロしながら動ける双子姉妹は、まさしく鉄壁の守備力を誇る。

「隆景！　セカンドベースに入るんじゃあ！」

「承知、姉者！」

　ショートの吉きっ川かわ元もと春はるが「これがヒンズースクワットで鍛えたカープ魂じゃけえ！」と横っ飛びして打球をキャッチ。この時、すでに塁上のランナー三人は信奈のヒットを確信して大きく飛び出している。バッターボックスの信奈は思わず「うっそ〜!?」と吼ほえた。

　吉川は芝生の上に崩れ落ちながら、二塁ベース上に待ち構えていたセカンド小早川隆景にグラブから直接バックトス。

　このボールをまるで双子の姉の分身の如く流れるように捕球した小早川隆景は無言のまま、ファーストへと矢のような送球。

　すべては一瞬の出来事だった。一塁ランナー長秀、二塁ランナー一益、ともに帰塁できず！　６‐４‐３のトリプルプレイが成立した。

　信玄と孫市は「まるで往年のアライバだ！」「ええのとったわ！」と大歓喜。

「むっきいいいい！　なによぉこの二遊間の守備力は!?　裏切り者〜！　そもそもカープファンがＦＡ権を行使していいと思っているわけえ？　宗旨に反するでしょおお!?」

「そっちが隆景との親友協定を破ったのが発端じゃけえ。男気助すけっ人と移籍じゃけえね！」

「す、すまない良晴……身体からだが勝手に姉者と連動していた……」

　三回裏、天てん下か布ふ部ぶチームは再び無死満塁の大チャンスを逃し、無得点。




　四回表の上級クラスチームは、勢いづいて猛攻撃を開始するかと思われた。

　リズムに乗った先頭打者の吉川元春が「流れが来た！　押せ押せじゃけえ！」と火の出るようなクリーンヒットを放って無死一塁。

　しかし「今こそアンチセイバーだー！　敢えてサインを口にして半兵衛を惑わせる、ヘイッバント！　送りバント！」と鼻息を荒くした官兵衛から口述サインを出された小早川隆景が「半兵衛にそのブラフは通じないと思う」と困惑しながら送りバントを試みるも、半兵衛に完璧なバントシフトを敷かれて間一髪でセカンドランナーフォースアウト。これで、上級クラスチームは摑つかみかけた流れを手放す。

　続く九番バッターは「もう熱中症になりそうですわ、降参いたしますわ〜」とヘロヘロになっている今川義元。「ここはゲッツー阻止！　一番朝倉に懸けるのがセオリー！　ヘイッバント！」と騒ぐ官兵衛のバント指示にしぶしぶ従ったが、常に人生の主役を生きてきた義元には、野球巧者の小早川隆景ですら突破できなかった鉄壁のシフトを前にしてバントを決められる自己犠牲の精神などない。

　結果は最悪のピッチャーゴロ併殺。またも上級クラス、無得点。

　官兵衛は「バント！」と叫んで半兵衛を惑わせようと試みたが、半兵衛にはアンチセイバー主義を貫く官兵衛の作戦は手に取るように読めた。仮に小早川隆景がシフトを奇跡的に突破してバントを決めていたとしても、義元凡退→朝倉申告敬遠→氏康勝負でやはり無失点に抑えていただろう。以上のシミュレーションを脳内ですかさず行った官兵衛は、「突破口が見えない！」と頭をかきむしった。

「むふー！　光秀のコントロールが良すぎる！　なんなんだ、ランナーを出してもけろっとしてぽんぽんストライクを投げてくるあのクソ度胸は？　まったく空気を読めないのか、プレッシャーを感じていない！　このままじゃ半兵衛の申告敬遠策を永遠に破れないぞー！　し、しかし迂う闊かつに代打を出して、毛利両川と武田姉妹を主軸とした鉄壁のセンターライン守備を崩したくはない……それこそ半兵衛の思う壺つぼだー！」

「ふむ。ご覧あれ校旗の揺れ具合を。文字通り、風向きが悪くなってきましたぞ。どうやらわれら上級クラスチーム軍師コンビは冥府魔道に堕おちることになりそうですなあ官兵衛どの。くっくっく……されどすべては信玄さまの御おん為ため。この山本勘助にお任せあれ！」




　自軍ベンチで山本勘助が怪しく微ほほ笑えむ中、両チーム無得点のまま、勝負は四回裏に。

「まあ、西の空に雨雲が。気象情報によれば、あと三十分でゲリラ豪雨がグラウンドに到達するそうですわ。学園長。やはり試合可能なのは五回裏までですわね、うふ」

「うむ！　風向きが一挙に反転したぞ松永先生。バッターにとって強烈な追い風が吹きはじめた！　これよりは、いわば壇ノ浦の後半戦よ！　試合は劇的に動くであろう！」

　天下布部側では、「予想通り気圧の急変で風向きがひっくり返りました。時は来ました」と竹中半兵衛が織田信奈を中心に円陣を組み、第二の策をナインに開示する。

「打席での耳栓着用は継続をお願いします。塁上でも耳栓を。この回からは皆さんにボールの下側をアッパースイングで叩いて打球をあげてもらいます。不意打ちのフライボール革命です！　外野手の頭を越える飛球を打つには絶好の追い風、しかも台風並みの強風が吹いてきました！　二遊間の毛利両川エリアを避けつつ長打を稼ぎ得点するチャンスです。上級クラスチームに残された攻撃は五回表のみですから、この回で決着をつけます！　官兵衛さんがこちらの策に気づく前に！」

　わたしの打席が終わった瞬間にホームランを狙えと言いだすなんて、これは陰謀だわー半兵衛の謀む叛ほんだわ！　と信奈が地団駄を踏んで愚図るが、半兵衛は「勝つためです、きりっ」と受け流した。まさに小さな大軍師と良晴は感心せざるを得ない。

「よくわかんないけど、マン振りすればいーんだなっ！　よーしわかった！　配球は軍師どのが読んでくれるし、三振量産マシーンのこの柴田勝家でもいけるいける！　お前が必要、か・つ・い・え！」

「……犬千代も委細承知。荒ぶる野性を爆発させて、本気を出す。がるるっ」

「合点承知ですう！　打順的にこの光秀が殊勲の一打を放ってＭＶＰ確定ですう！　まさに二刀流！　ＵＳＪではどーゆールートを巡りましょうか、相良先輩♡」

「は、半兵衛、まさか術を用いて風を呼んだんじゃあ？」

「違います良晴さん、自然現象です。風術を使おうと思えば使えますが、官兵衛さんが相そう殺さいしちゃいますから意味ないですし、陰おん陽みょう少女に変身しないと術は使えないので信奈さんの前では使えません。そもそも野球に術を用いるのはインチキですから。めっ」

「そっか。あくまでもフェアプレー精神と頭脳だけで戦っているんだな。さすがだ」

「は、はい。で、ですが、私にできるのは作戦を練るところまでです。すべては選手の皆さんの力にかかっていますので。良晴さんも頑張ってくださいね！」

「ああ。向こうに小早川さんと吉川さんがいるので微妙な気分だったけれど、半兵衛のために勝利を摑んでくるよ！　こんなに頑張っているんだもんな！」

「……あ。あわわ。の、信奈さんの前で頭を撫なでないでください……」

　信奈が「打線の巡りが最悪！　この回に打ちまくって勝ったらわたしのＭＶＰはなくなるじゃん。あーっもう！」と懊おう悩のうする中、天下布部打線の伝説の猛攻撃がはじまった。

　今の球場は、まさしく「ずっと空調設備フル回転のドームラン誘発状態」。

　天下布部打線は、金属バット打ちを極めたフルスイング軍団と化した。

「お前が必要、か・つ・い・え！　ゴ───────ンヌ！」

　疲弊してライトの芝生の上にヘタリ込んでいた義元が「お前？　そのお言葉、教育上よくないですわ」とクレームをつけている間に、柴田勝家は凄すさまじいフルスイングを決めてレフト最上段へどでかい一発を放っていた。天下布部、先制！

　浅井長政も武田信玄もまだ、天下布部打線がいきなり作戦を切り替えたことに気づいていない。なんだと？　事故ムランか？　と動揺している隙に、続く犬千代が物干し竿ざおの如ごとく長い赤バットをカチあげて、ライト上段へポールを巻きながらサイレントホームラン。

　たった二球で二得点。

「……ちっちゃくても剛勇無双。我は大ふへん者、前まえ田だ犬千代也なり」

　光秀が「ギャー！　ＭＶＰがあああ！　で、でも、完封すれば敢闘賞くらいは……」と焦あせり、信奈が「これじゃわたしってば満塁の好機を二度潰しただけじゃん！　勝家！　ＭＶＰを取ったらデート権を譲りなさいよねーっ！」とベンチに戻って来た勝家に手荒い祝福と称した鉄拳制裁を加える中。

「ぼくには打てない。打てないよ。ごめんよ長政、ぼくだけでもせめてアウトになってきみのハートを守ろうじゃないか……ううっ」と信澄が力ない凡フライを打ち上げて「いやだなあ八や百お長ちょうじゃないですよフライボール革命ですよ姉上、ははは」と無気力プレイを自己弁護。しかしこのフライが上空の風に煽あおられて揺れまくり、「なによこの風は。これじゃまるで千葉マリンの試合だわ？」と困惑するレフト北条氏康の前にぽとりと落ちた。

　一塁上に生きて「ごめん長政。ごめん！」と号泣する信澄もまた、信奈を「ヒット打って哀かなしんでんじゃないわよ、このたわけ弟ーっ！　恋愛脳！」とムキムキさせ、天下布部チームのメンバーは（打っても打たなくてもどっちみち信奈部長が切れる）とピリピリムード。俄が然ぜん体罰と暴力が横行する昭和野球の空気を呈してきたが、こうなると小早川隆景に遠慮気味だった良晴も、信奈がベンチ入りメンバーを絞りすぎたために選手が足りなくなって時給五百円のアルバイトでショートを守っていた五ご右衛え門もんも、死に物狂いで打つしかなく、また半兵衛が的確に配球を読んでくれるために実に打ちやすい。

　良晴が打ち上げた大きなセンターフライは、堅守を誇る武田信繁が「まだ試合は終わっていないわ、姉上！」とジャンプ一番スライディングキャッチしたが、五右衛門のしょっぱいフライはまたしても風が軌道を変えてライト前にポテンと落ちるテキサスヒット。

　ランナーが二人溜たまったところで打席が回ってきた光秀は、「まだＭＶＰを諦めないですう！　勝利打点は勝家どのに譲りますが、スリーランと完封で二刀流ＭＶＰですう！　ホームランホームラン、ヤッホーヤッホー♪」と振り子打法からの配球ズバリ読みマン振りで長打一いっ閃せん。

　ただし光秀には「幸運Ｅ」という隠しパラメーターでもあるのか、打球は惜しくもライトフェンスを直撃して三塁打。あと十センチ高ければスタンドインであった。

「ギャー！　スリーランを逃したですう、どこまでも幸せの青い鳥が遠いですう〜！」

　だが、この時点でついに四得点。４‐０と上級クラスチームに圧倒的な差をつけた。

「暑すぎる……」とアイスクリームを舐なめながらベンチにじっと座っていた謙信は「やっと曇ってきたというのに、私の出番はなさそうだ。うう、信玄と対決したかったのに」と少々浮かない顔。でも、たとえ自分はベンチウォーマーであっても、チームの仲間が活躍して勝っているのはとても嬉うれしい……とはじめてチームプレイで戦う楽しさを謙信は知った。「凡退しちまったー許してくれ信奈ー膝蹴りだけは勘弁！　腹にバットをドボォも勘弁！」と泣きながらベンチに戻ってくる良晴の頭を撫でて慰めてあげるのも楽しい。

「落ち着こう長政。どうやら竹中半兵衛にあたしの配球を読まれている。しかも、この回の攻撃から追い風を利用したフライ打ちに切り替えたようだ。逆に言えば五回表のあたしたちの打球も飛ぶということ。ここで締めればまだ逆転のチャンスはある」

「ふがいない炎上を見せてすまない、信玄。後はきみが投げればいいのではないだろうか。私の球は速いが軽い。きみの女子離れした剛速球ならばそうは飛ばないはずだ」

「いや、あたしは謙信を打ち取るために来た。謙信が来た時こそがあたしの出番だ、長政」

「そうか。謙信を試合に引っ張り出すことをまだ諦めてないのだな」

「ああ。正直言って正攻法では厳しいとは思うが、勘助がなにやら悪巧みを準備しているようなのでな。あれは戦いに勝つためなら鬼にもなる男だ。あと二人、ここで打ち取るぞ」

　一いっ気き呵か成せいの猛攻を受けてしばし我を忘れていた信玄と長政のバッテリーも、ようやく天下布部の策に気づいた。落ち着きはないがフォームが完成されている光秀はともかく、半分目をつぶってマン振りしている勝家などは、半兵衛からのサイン指示がなければ長政のボールをジャストミートできるはずもない。

　黒田官兵衛もようやく「半兵衛にしてやられた」と気づいたが、（むふー！　ヘイッ信玄、高めだ、高めに速球を集めろ！　フライを打たせるなー！）と慌てて配球変更をサインで指示。信玄が「やっと声でサインを出すのをやめたか」と頷うなずいた。

　長政と信玄は、一益、長秀を相手に徹底して高めにボールを集めたが、半兵衛の「出塁率重視のセイバーメトリクス打線」効果がここで炸さく裂れつして連続四球。ちっちゃい一益相手にストライクゾーンを絞るといよいよ厳しいし、長秀はとにかく信奈に見せ場を与えることしか考えていないので三振上等でボール球を見送ってくる。

　一死満塁で、打席に四番織田信奈。チャンスが信奈を追いかける。実に三度目の満塁チャンスであった。

「よくやってくれたわ。一益、長秀！　ここで汚名返上の満塁ホームランを予告するわ！　満塁で三度の凡退は、この天てん下か布ふ部ぶ終身名誉部長織田信奈には許されないのよーっ！」

　耳栓してるから信奈に特に効く囁ささやき戦術も使えないし、「なんて嫌な打線なんだ」と長政もピヨってるし、どうする？　あたしが投げるか？　あたしは謙信との対決に全力を投じたい……だがここで織田信奈に打たれれば試合が壊れて元も子もない……信玄は迷った。

　この時、ベンチを離れてセンターのバックスクリーン脇に移動していた山本勘助が、

「なにごともご心配には及びませぬ！　この勘助に万事お任せあれ！」

　と動揺する信玄を身振り手振りで励まし、信玄は長政続投・織田信奈勝負を選択。

　浅井長政が織田信奈に投じた初球は、（リードを読まれていることに気づいた信玄さんは配球パターンを変えてきます）という半兵衛の読み通り、アウトハイへのフォーシーム。

　だが、すでに四回裏。大炎上のダメージも上乗せされて、球速は落ちていた。

「満塁アーチ、いっただきいいいいい〜！　グワラグワラゴワキーン、見なさい良晴！　これが日本の四番よーっ！　ビッグフラーイ、ノブナサーン！」

　信奈、渾こん身しんの超アッパースイング。打球は高々とライトへあがった！　高い！　どこまでも高い！　普通に振っていればホームランボールでしたのに力み返り過ぎですくすんくすんと半兵衛。だが──通常の風向きなら凡フライだが、まさか強風に押されてスタンドに入るのか!?

　いや、ダメだ。フェンスの手前で突然失速して落ちてきた！

　ライトに取られるか頭上を越えるか、ぎりぎりの打球！

「あーっ!?　なんでよーっ、なんで入らないのよー？　しかも三塁ランナーの十じゅう兵べ衛えがもうホームの手前まで来ちゃってるし！　取られたら三塁送球でチェンジじゃんっ！」

　ライトの今川義元が「よいしょ」と立ち上がって、そして素早く打球の真下へと駆けた。スポーツはさっぱりだが蹴け鞠まりとサッカーだけは上手うまい義元は、芝生の上でボールを追いかけるルーチンは得意である。あっという間に信奈の打球に追いついていた。

「頼むぞ義元！　四点差ならまだわからない！」

「……信玄、私が中継役をやろう。義元、取ったらすかさず私に投げてくれ」

　小早川隆景が義元からの送球をリレーして三塁走者光秀をアウトにするべく、素早く絶好の位置へと入る。場内は一瞬静まりかえった。この義元のプレイにすべてがかかっている──！

「あらあら、まあまあ。わらわの守備範囲に飛んでくるだなんて。本気を出して華麗にキャッチするしかありませんわねえ。流れるようなファインプレーをご覧あれ、おーほほほほ！　これがわらわの全力！　秘技、『白しら鳥とり風ふう流りゅう円えん舞ぶ』！」

　今川義元は見事に白球に追いつき、そして──大回転オーバーヘッドシュート！

　義元の黄金の脚が捉えた白球は「キンッ！」と蹴り上げられ、フェンスを越えてライトスタンドに突き刺さった！

「フォーベースエラー！　エラー！　エラー！　サッカーやってるんじゃないぞ今川！　エラーで全ランナー帰還だ、織田信奈もベースを一周しろ！　記録はライトのエラーだ」

「あらあらまあまあ。条件反射でうっかり競技を間違えてしまいましたわ。おーほほほ！」

「おほほですむかあああ！　これで８‐０だ！　謙信との勝負が幻に終わったあ！」と信玄がキャッチャーミットをホームベースに叩たたきつけ、三度目の満塁のチャンスにまたしてもヒーローになり損ねた信奈も「ギャー！　スタンドインしてるんだからホームランじゃん！　満塁ホームランじゃん！　服部先生、お願い！　ホームランにしてっ！　せめてリプレイ検証を！　チャレンジを要求するわ！」と執しつ拗ように主審の服部半蔵に抗議したが、「俺がルールブックだ。というか今のプレイは完全にエラーだ。検証など要らん」と冷徹にスルーされた。

「謙信との対決があああ！」

「ＭＶＰがああああ！」

　なにがなんだかさっぱりわからないが、信奈が外野フライを打ち上げたらいつの間にかサッカーがはじまって四点入っていた……野球とかそういう次元のものじゃねー。恐ろしいものを見たぜ……と良晴は試合が完全に壊れてしまったことをちょっとだけ哀しんだが、半兵衛が「もうすぐ豪雨が来ます、官兵衛さんがヤケクソ炎上遅延作戦を採ったら試合成立を阻止されます。速やかに凡退してください」と的確な指示を出したため、ようやく天下布部の怒ど濤とうの猛攻は終わった。




　そして、運命の五回表。

　泣いても笑っても上級クラスチーム最後の攻撃。

　試合はもう決まったと誰もが思っていた。だが、ここで斎藤道三が突然ルール変更を申し渡したことで、まだ試合の行方はわからなくなったのである。

「この試合はあくまでも教育の一環！　８‐０と大差がついた今より、申告敬遠ルールをＮＧとする！　ワシは甲子園での松まつ井い五打席敬遠をまだ怒っているのでのう！　申告敬遠なしでこのイニングをしかと抑えてみせよ、天下布部の諸君！　うわっははははは！」

　信奈が「無茶ぶりだわ！　服部先生、主審としてきっぱり言ってやってよあの親おや父じに！　俺がルールブックだと！」と服部半蔵に嚙かみついたが、「フ。俺はルールブックである前にサラリーマンなのでな」と冷徹にスルーされた。

　半兵衛は「くすんくすん。い、いぢめますか学園長？　この追い風と相手の手て強ごわさを考えれば、ちょっと厳しいですが……七失点までならセーフです、光秀さん。こうなった以上はランナーを溜めないことです。溜めるくらいならホームランをぽんぽん打たれてしまって構いません」と光秀に新たな策を指示。

　だが、冗談じゃねえですホームランなんか打たせないですう完封してＭＶＰですう、と光秀は嬉き々きとしてこの半兵衛の指示をスルーしながらマウンドに登った。

　信奈のあわや満塁アーチ弾が世紀の糞くそエラーになって珍プレイと化した以上、投打二刀流で活躍した光秀に俄然ＭＶＰの可能性が高まっているのである。完封すれば、だが。

　しかし──上級クラスチームの軍師は、アンチセイバーの権ごん化げ黒田官兵衛だけではない。

　そう。信玄に父親のように侍はべってかいがいしく尽くし続けてきた無頼の軍師・山本勘助という謎めいたおっさんがいるではないか。

　そしてその山本勘助はなぜか、バックスクリーンの脇に移動している。

　異変は、すぐに起きた。

「……フ……余の美学には反するが、執拗に抵抗するのも風流さに欠けるというものか」

　先頭打者・朝倉義景の耳に、なぜか真っ白いエアポッドが。

　なんだ？　と良晴は怪しんだが、朝倉義景は「案ずるな、余に打つ気はない」と微ほほ笑えみながらバットを振らない。不気味だった。追い込まれた以上は振らざるを得ない臭いコースを何度も突いてみたが、朝倉義景は悠然と四球を選んで出塁した。

　うげげ。独り相撲で先頭打者を歩かせてしまったですう、とマウンド上で光秀が焦あせる。

「耳が痛くなっちゃう。いやねえ、私はさっさと帰りたいのに。でも義元の失態の分くらいは取り返さないと、ずっ友の私まで信玄に叱られちゃう。あー、やだやだ」

　続く北条氏康の耳にも、やはり白いエアポッドが？

　なんだろう？　官兵衛渾身の秘策か？　良晴はいよいよ疑い、光秀も完封阻止だけは免まぬがれたいですうと慎重にならざるを得ない。

　結果、裏をかいたリードをなぜかことごとく読まれて、連続四球。無死、一・二塁。

　おかしい。今までだったら絶対に振っていたボールを平然と見逃されている。十兵衛ちゃんの球威はまだ落ちていないし、これは完全に配球パターンを見切られたか？

「ああもう。うるさいうるさい。なんやねんな、この耳栓。どないかならんのかー!?」

　そして──三人目。打席に入った雑賀孫市の耳にも、真っ白いエアポッドが。

「おいおい。みんなどうしたんだ？　俺は囁き戦術なんか使ってないぜ。さっきからなんだよ、その耳栓？」

「あーあーうるさうて聞こえへーん。これを外したらものごっつい罰金を取られるんや、相良良晴。デートのお誘いは試合が終わってからなー。すまんにゃあ〜」

　官兵衛のやつ、ヤケクソで半兵衛の策を真ま似ねたんだろうか？　良晴は（なにかある）といよいよ慎重になり、光秀に新たなサインを出した。初球はアウトローへのボールになるスライダー……と見せかけて、今まで敢あえて封印してきたナックルカーブ！　いくら「浪速なにわのバース」孫市が相手とはいえ、左対左で光秀の隠し魔球ナックルカーブをここではじめて見せておけば、とりあえず一発はない。

　はいですう、と光秀が渾身の魔球をついに解禁した。

（半兵衛と試合前に話し合って、いけるところまでスライダー一本で勝負、もしも追い詰められたら封印してきた球種を解禁してギアチェンジすると決めていた。今がその時だ）

　ところが──。

「あーっ聞こえてしもうたーっ！　だーっ身体からだが反応してしもうたー！　あかーん！　かんにんな、良晴はん。うちの本意やないんやー、よよよ〜」

　ゴン！

「なにいいいいっ？　ホームランだとーっ!?」

　驚く間もなく、反応で打ったかのような孫市の打球は弾丸ライナーでライト場外へ。１３０メートルオーバー級の特大スリーランだった。

「ひーん。化け物ですう、おかしいですう！　あああ、完封の夢があああああ〜！」

「十兵衛ちゃん！　孫市は超高校級だから仕方ない、事故だ事故！　しまっていこう、あと三人打ち取れば勝てるんだ！」

　しかし。

「ちっ。勘助め、よくもこんな策を。だが謙信を試合に引っ張り出すためなら、あたしは悪にでもブラック球団にでも染まろう。義元のしょうもない四失点さえなければな……」

　キンッ！

　続く四番・武田信玄は、良晴と光秀が今まで隠してきたスプリットをこれまたフルスイングしてレフト最上段へ運んでいった。

　なにやってんのよ、きんかん！　と三塁を守る信奈がブチ切れて吼ほえる。

「「あれ？　あれあれあれ〜？」」

　こりゃ配球パターン変更がかえって裏目ってるのか？　と良晴は慌て、光秀得意のスライダーをメインに使う本来の配球に戻すことに決めた。

　しかし、しかし。

「んもう。私は退場させられてもこんな耳栓は使わないわよ。エアポッド、ぽいっ！　って、あーっ!?　応援団が、バックネット裏の応援団の太鼓がああああ!?」

　五番・武田信繁はそのスライダーを軽々とジャストミートしてヒットで一塁へ。この回いきなりスプリットやナックルカーブを見せられたはずなのに、まるで気にしていない？

　さらに、さらに。

「ううっ……勘十郎。私はこんなことはしたくなかった……エアポッドを捨ててなお、こんな……ううっ……誰か、応援団を止めてくれ……私が敗戦投手でいい。だから……」

「カープ女子として断固抗議するけえ！　じゃ、じゃが、ボールが来たら思わず打ってしまうんじゃあ〜！　これは野球女子の本能なんじゃ、こらえてつかあさい！」

　続く浅井長政、吉川元春も火の出るような当たりのヒット。連打、連打。いずれもあまりにも打球が速い上に、続けざまに強きょう肩けんを誇るセンター犬千代が捕球したので、ランナーはホームへ戻ってこられなかったが、一瞬で無死満塁。スコアは４‐８。満塁弾を浴びれば同点という大ピンチに。マウンド上の光秀は完全にピヨっていた。

　もうこうなると、投げられる球がない。なにを投げても打たれる気しかしない。

「あわ、あわわ。全部自責点のランナーですう。ＭＶＰが、ＭＶＰが消えていくですううう〜。そうです！　かくなる上はわざとピーゴロをエラーしてこれからの失点は自責点じゃないということに！」

「ちょっと待ちなさいよーっ！　絶対におかしいわよ！　この回から突然装着したそのエアポッドはいったいなんなの？　ただの耳栓じゃないでしょ絶対！　なにかインチキしてるんでしょ、信玄！　勝負の鬼〜！」

　信奈は、三塁コーチャーズボックスに入った信玄に猛抗議。だが、信玄は「あたしは謙信が出てくるまで殴るのをやめない。お前が謙信を干したからだぞ、織田信奈」と泰然自若。

　そう。官兵衛は「むふー。クロカンはあくまで知略で半兵衛を敗るんだ」と最後まで実行を躊躇ためらったが、八点差をつけられた最終回という絶体絶命の緊急事態、しかも武田信玄と上杉謙信の対決が実現していないという状況に追い込まれたため、とうとう山本勘助の献策を却下しきれなくなった。そして勘助は、この五回表からついに掟おきて破りの悪の策を実行したのである。

「……よ、良晴……じ、実は」

　無死満塁で打席に入った小早川隆景は、エアポッドをつけているふりをしながら、捕手良晴へ向かって逆に囁ささやいてきた。エアポッドと見せかけて、小早川はライブハウスで用いる白いただの耳栓をつけていた。

「小早川さん？」

「今川義元の世紀の珍プレイに切れた山本勘助が、『なにがなんでも上杉謙信と信玄さまの対決を実現せねば』と悪の軍師として目覚めてしまった。彼は今、バックネット裏からきみのサインを盗んでいる。彼はこの試合で初使用する球種すら一瞬で解析してしまう。そして、エアポッドを強制着用させた打者に配球情報を無理矢理に通達している……」

「な、なんだって？」

「たとえエアポッドを外しても、応援団の太鼓のリズムで次の配球がわかってしまう。そ、それで私は、応援団の太鼓の音を遮断すべく白い耳栓を急きゅう遽きょつけてみたのだが……遮音効果が低くて、どうしても聞こえてしまう」

　小早川さんって音楽好きだんもんなあ、じゃなかった！　サイン盗み、スパイ行為じゃね──か！　しかもハイテク機器とアナログ手段のＷでサイン伝達！　選手が拒否しようとしても配球情報を避けられない！　強制的に知らせてくる！　とんでもねえ！

「監督の近この衛え先生に『これが教育者のやることなのですか』と中止を要請したのだが、『麻呂は下級国民に負けるくらいならばなんでもやるでおじゃる！　勝てば官軍なのでおじゃる！　ＭＬＢでスパイをやった球団が優勝を取り消されたでおじゃるか？　おじゃらんよのう？　それが人間の社会の現実でおじゃる！』と却下されてしまい……すまない。せめて私は凡退するから、身体の反射でうっかり打ってしまった姉者を許してほしい」

　吉川さんはまあ、そういう「本能型」キャラだから、と良晴は頷うなずいた。

「あ、ありがとう小早川さん。ここで小早川さんが同点グランドスラムを打てば一躍ＭＶＰ候補になれるのに……でも、そんな生真面目で律りち儀ぎな小早川さんが……お、俺は……」

「……よ、良晴……」

「敵味方でなにをいちゃついてやがるですかー！　うがー！　どーせ十兵衛はろくに先輩と二人きりになるチャンスもない謎の新入り転入生キャラですよ、日陰の部員光秀ですよーだ！　投げますよ相良先輩っ！」

　目の前で相良先輩と小早川のフラグが立ちそうですう、関ヶ原の小早川秀ひで秋あきみたく天てん下か布ふ部ぶからＦＡ移籍して寝返っていながらおのれですう！

　明智光秀、ブチ切れ気味にフォーシームを全力投球。

　コツン。

　小早川隆景はゲッツー成立を狙ってバットを軽く出したが、フォーシームが高めに浮いた上に「喰くらえ小早川ですう！」と光秀が渾こん身しんの力を込めた一球だったために、バットが球威に押された。

　このため、打球は高々と舞いあがるフライとなった。

　なんということはない浅い外野フライだ。しかし、強風に押されて空中でイレギュラーしているかのようにフラフラと振れている。

　センターの犬千代とレフトの長秀が「……任せる」「いけます、零点です。あと二人です」と打球を追いかける。

　二人ともが、余裕をもって捕球できる体勢に入った。後は、どちらが取るかだけだったのだが──。

「『兵は詭き道どうなり』！　おおっとしまったあ、試合に勝った時に花火代わりに打ち上げる予定だったスモークグレネード弾を誤射してしまったあーっ！　うわーっはははははは！」

　センターバックスクリーン脇から、山本勘助が外野のグラウンドめがけてスモークグレネード弾を発射。事故が起こらぬよう、無人地帯に見事に着弾させてみせたが、一挙に湧き上がったスモークが犬千代と長秀の視界を完全に塞いでいた。

「……やられた……敵に、忍者がいた……」

「むむっ？　なんですかこれはっ？　な、なにも見えませんっ？　四失点です！」

　そんなのアリなのーっ!?　と信奈はいよいよ三塁の守備位置で吼えまくるが、煙幕に覆われた外野に落ちた白球は無情にも誰にも発見されることなくコロコロと芝生の上を転がっていく……。

「な、なんということを。も、もはや野球ではない。服部先生、今のはアクシデントだ。インプレーとは認められないぞ」

「いや。今試合のルールブックに、試合中にグラウンドへスモークグレネード弾が誤射された際の対応については記述されていない。インプレーだ小早川隆景。お前には、走塁する義務がある」

　三人のランナーが「うわ、なんなのこれ。目が、目が……」「勘十郎は無事なのか？」「もはやこの試合に仁義はないけえ。完全にタマの取り合いになったけえのう」と目をこすりながら続々とホームベースを踏んでいく。そして小早川隆景が「……まさか、グレネード弾まで撃つとは。山本勘助は私の想像を超えていた。す、すまない」と消え入りそうな声で良晴に謝りながらホームイン。

　小早川隆景、起死回生の同点ランニングホームラン！

　これで試合は８‐８の振り出しに。しかも上級クラスチームの攻撃はなおも続く。実はまだノーアウトなのだ！　自責点八！　マウンド上では超特大戦犯となった明智光秀が「あはは。あはははは。今の光は流れ星ですか？　いや、違うですう。星はもっとぱーっと光るですう」と両膝をついてすっかりお空きれい状態になっていた。

　黒田官兵衛が「ギャー！　これで織田信奈をマジ切れさせてしまったー！　ここからは第三次世界大戦だー！　知らんぞ、どうなってもー！」と逃げ支度をはじめる中、その信奈は完全に表情を一変させていた。和わ気き藹あい々あいとした野球大会で浮かべるお茶目な笑顔から、まるで天下布武を目指し敵軍を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕していく第六天魔王の形相へと。




「……ほーん。よーくわかったわよ、武田信玄。山本勘助。そっちがその気なら、売られたケンカを買ってやろうじゃない。ここからは──戦争よーっ！　ただちに私に全権委任しなさい竹中半兵衛！　断ったら天ぷらにしちゃうからーっ！」




　勝負の鬼・半兵衛をもってしても覚醒した魔王に抗あらがえるわけもなく、織田信奈全権監督兼選手がここに爆誕した。

　なお上杉謙信は「やはり武田信玄は義に反する悪だな、戦って倒さねばなるまい」と呟つぶやきながら、ベンチでアイスキャンディーを舐なめ続けている。内面では、正義の怒りの炎を燃やしはじめている……はずであった。




　　　　※




　試合は最終回の表、８‐８の同点で上級クラスチームが攻撃中。塁上のランナーは一掃されたが、なおも無死。

　さすがにバックスクリーン脇に陣取ってグラウンド内へスモークグレネード弾を発射した山本勘助は主審の服部半蔵から「インプレーは認めたが明らかに過失だ。おっさんとはいえ選手登録されているのだからベンチに戻るように」と厳重注意を受けて自陣に連れ戻され、バックネット裏からハイテク機器を駆使してサインを盗む勘助のスパイ作戦は封じられた。

　だが、相変わらずのバッター有利な強風に加えて、ついに空が曇り激しい雨が降ってきた。マウンド上の明智光秀は「あはは。お空きれいですう」とまだピヨり続けている。

「くっくっくっ。少々強引でしたが、これにて試合は振り出しに戻りましてございます。信玄さま、必ずや上杉謙信を試合に引っ張り出して一騎打ちを実現させましょうぞ！」

「ああ、よくやった勘助。だが、さすがにやりすぎだ。織田信奈が怒髪天を衝つく勢いで怒っている……あの女は、ひとたび理性が蒸発したら無茶苦茶をやる。まずいぞ」

　一方、黒田官兵衛はすでにほっかむりをして逃げだす準備に入っていた。稲葉山学園の第六天魔王織田信奈の逆げき鱗りんに触れた以上、ここから先は「地獄甲子園」にしかならないとわかっていたのである。




　雨脚が強くなってきたため、主審の服部先生が「急ぐぞ！」と両軍ナインに号令をかけて試合再開。打席には「わらわが逆転弾を放ちますわ、おーほほほ！　ねえ、足でボールを蹴っていいかしら？」と服部先生におねだりして「却下だ」と断られている今川義元。

　三塁を守る織田信奈は「もはや信玄と勘助の外道プレイは野球じゃないわ！　だったら報復あるのみ！　倍返しよーっ！　ここからは私がサインを出すわ！」と捕手良晴に向けて極悪な「緊急時専用」ブロックサイン。そもそもそんな物騒なサインを準備するなという話だが、良晴は（おいおい……まずいぞ。でも、信奈が全権委任監督になっちまったからなあ……宇う喜き多た先生は狸たぬき寝ね入いりを決め込んで目を覚まさないし）とおっかなびっくりでマウンド上の光秀に信奈のサインを伝えた。実行しないでくれよと祈りつつ。

「はいですう！　って、相良先輩っ？　そんなことをしたら十兵衛は一発退場ですう。ＭＶＰが夢に消えるですぅ。ひーん、ひーん」

「八点も取られてＭＶＰもへったくれもないでしょーっ！　やりなさいよーっ！　敵はバッターボックスにありよ十兵衛！　見事に敵軍の総大将を討ち取るのよ！　それで大炎上の罪をチャラにしてあげるわ！」

「あうううう〜！　信奈さまの忠実な片腕にして妹分の十兵衛は、逆らえないですう……それでは明智十兵衛、鉄砲玉になりますですう！　かくなる上は比ひ叡えい山ざんの僧侶を焼き尽くす覚悟で、仁義なき秘球『殺し間』ですう。てやあああっ！」

「おーほほほほ、試合終了後のヒーローインタビューでは雪せっ斎さいさんへの感謝の言葉とわらわ自身を褒める自画自賛の言葉の数々を……雨も激しくなってきましたし、この打席を終えたらいったん試合を中断してベンチ内で宴会と参りますかしら……って、ギャー！」

　ドボオ！

　すっかり浮かれモードに入っていた義元の背中めがけて、明智光秀渾身のフォーシーム、いや、殺人剛速球が命中していた。

　制球力抜群だった光秀がいきなりデッドボールを投げてきただけに、油断しまくっていた義元はクリティカルヒットを浴びて「あ〜れ〜。腰が、わらわの腰が〜」と倒れ込み、「もう歩けませんことよ。どなたかわらわの代走をお願いいたしますわ」と早々にギブアップ宣言。雨に濡ぬれるのが嫌なので、さっさとベンチで宴会を開くつもりになっている。

「やったですうううう！　見事にワンキルっ！　お褒めください、信奈さま！」

「なにをしているんだ、ルールにより明智退場ーっ！　危険球退場ーっ！」

「ぐげ。十兵衛は悪くないのですう。すべては信奈さまのご命令通りに……主犯の信奈さまは無罪で鉄砲玉の十兵衛だけギルティなんて、子分は辛つらいですう。ひーん、ひーん」

　ついに出た、スパイ野球への報復デッドボール。服部先生が光秀を一発退場処分に。

　どうするんだよ信奈、逆転のランナーだぞ？　ＭＬＢとは違うんだぞ、一発勝負だぞ？　負ける気か？　と良晴は呆あきれたが、もう誰も荒ぶる第六天魔王を止められない。

「マウンドには勝家！　空いた一塁は謙信が守って！　太陽が隠れたから問題ないでしょ！」

「合点承知ですっ！　姫さま、三者三振に切ってとってやりますよっ！　たとえサインを盗まれたってあたしの剛球は打てやしないっ！」

「はあ？　勝家はボールが速いだけでまともにストライクも入らないじゃない。全権監督のわたしの指示通りに特攻玉砕すればいーのよ！　一人一殺よ！」

「そんなあ〜？　まさか、あたしまでアレをやるんですかあ？」

「どーせ勝家はど真ん中狙って投げたってすっぽ抜けてぶっつけるじゃん！」

「……良晴と球場で観みた野球の試合とはぜんぜん違う邪悪な有あり様さまだが……私は一塁を守ればいいのか？」

　光秀がベンチへ下がり、一塁からノーコンの柴田勝家がマウンドに。一塁には秘蔵しすぎて出す機会を逸した感がある上杉謙信が入る。




「ほら見ろ勘助。もうこれは野球じゃない。別の競技……というか殺し合いだぞ？　謙信をやっと引きずり出せたのは喜ばしいが」

「しまった、織田信奈が繰り出す謎のブロックサインを解析する前に投げられてしもうた！　あれはデッドボールのサインですぞ、信玄さま！　義元どのはもうヘタレてやる気が失うせております、代走に弟の太た郎ろうどのを！」

「太郎を？　こいつはルンバ走塁をやらかすバカだぞ。勝ち越しのランナー役を任せてだいじょうぶか？」

「姉上、俺は確かにバカだけど脚には自信アリだぜ！　任せとけ！　織田信奈がその気なら、俺も殺人スライディングで対抗してやんよ！　ヒャッハー！」

　満を持して（？）信玄の弟で風林火山軍団の切り込み隊長、偏差値40リア充度数１００の武田太郎が一塁ランナーに。

「ういーっす。上杉謙信、姉上がいつもケンカ相手としてお世話になってんなー。姉上は謙信と対戦しない限りは有あり馬まに帰らないつもりなんでよー。よろしく頼むぜ！」

「……あ、どうも。こんにちは。だが武田太郎よ。サインを盗んだり煙幕を張ったり、上級クラスチームのやり口は義にもとる。私は正義の味方毘び沙しゃ門もん天てんとして、そなたたちを誅ちゅうさねばならない」

「ハッハー！　できるものならやってみなー！　一塁手がファーストランナーを殺す方法はないんだぜー！　ピッチャーから際きわどい牽けん制せい球でも来れば別だがなー！」

「……なるほど、牽制球か。武田軍はサインすら盗むのだから、ここは盗塁でもしてみればどうだ？　同じ泥棒でも、スチールはルールで認められている立派な泥棒だ。それともハイテク機器を使えないのでは自信がないのか？」

「うっせー！　てめー、天然みてーな顔して俺を煽あおってんのかーっ！　わかったよ、やってやろうじゃんよーっ！　俺は峠を爆走する命知らずの風林火山軍団でタイマン勝負を張ってきた炎の切り込み隊長だぜ、見事に盗塁を決めてやんよーっ！」

　謙信には天然の煽りスキルがある。本人にその気はないが、正論しか言わないので、ちょっとばかりやましい思いをしている人間にとっては存在自体がロジハラ。幼なじみの信玄と犬猿の仲になった一因である。

　興奮した太郎が無謀なリードを取って、どんどん一塁ベースから離れていく。

　柴田勝家は（今こそ牽制でランナーを殺すチャンス！　姫さま、さああたしを褒めてくださいっ！）と下心を出し、マウンド上から素早く一塁へ牽制球を投げ込んだ。

　だが、勝家は無駄に力み返っていた。信奈の予想通り、牽制球は大暴投。

　さすがの謙信も頭上を高々と飛んでいくボールはキャッチできず、走力に絶対の自信を持つ太郎はあっという間に三塁へ進塁！

　同点で無死三塁！　しかも勝ち越しのランナー！

「完全にタイミングアウトだったけど、ラッキー！　姉上、天運は風林火山にありだぜえーっ！　すぐにホームベースに戻ってくっからよー！　この爆走野郎武田太郎が！」

「だから言ったでしょ勝家！　あんたは確かに頑張っているわよ！　頑張っているけれど、負けてんじゃんっ！　そうよ、頑張ってはいるわよ……頑張っているわよね、うん、責められないわ……でも暴投したら負けじゃんっ！」

「ひえええええええ？　すみません、姫さまああああ！　見捨てないでくださあああい！」

　もうこうなると、天てん下か布ふ部ぶチームは満塁にして塁を埋めるしかない。なにしろ表の攻撃とはいえ最終回なのだ。なお打席には朝倉義景。

「ふむ。困った軍師どのからの電波送信は途絶えたか。余はこのような殺伐とした雰囲気も無粋なスパイ野球も好きではない。さあ、華麗なる余の実力をもって勝利打点を叩たたき出そうではないか……げふうううっ!?」

「あーれー？　姫さまのサイン通りにど真ん中に投げたはずなのに、なぜか朝倉義景の頭にボールが命中しちゃったー？　おっかしーなー？　やい相良良晴、あたしに妙な催眠術でも使ったなっ!?」

「い、いや、『勝家はど真ん中に全力で直球を投げればいいのよ』という信奈のサインを伝えただけだぜ？　信奈も右打者の頭にナチュラルにボールがすっぽ抜ける癖があるけれど、勝家はそれ以前の問題だ。いくらなんでもノーコン過ぎるだろう……ああ、朝倉義景は死んだな。学園世界では気障きざだが憎めない奴やつだったぜ、合唱」

「えーっ？　あたし、殺人ボールを投げちゃったのっ？　うわああああ、もうおしまいだああああ！　くわばらくわばら！　成じょう仏ぶつして、朝倉！　供く養ようとかするからっ！」

「……し、死んではいないぞ、無礼な庶民どもめ……朝倉家の次期当主として、これしきで逝ゆくわけには……だ、ダメだ、脳が揺れて身体からだがいうことを聞かない……くううっ……宗そう滴てき叔父上、申し訳ありません……」

　朝倉家の御曹司・朝倉義景、ダメージは見た目よりも浅かったが逆境に弱いらしく、這いながら一塁へ。これで無死一・三塁。

　服部先生が「柴田勝家、危険球退場！」と即座に通告し、「クッソノーコンの勝家ならば必ずぶっつけると信じていたわ！　これで二者連続報復成功よ！　でも、まだまだこんなもんじゃないわ！　信玄と勘助が泣いて降参するまではヒットマンに殺やらせるわよ！」と、もはや違う競技をしている信奈は「マウンドに五右衛門！　ショートには、妹の有う楽らく！　雨が強くなったから傘を差して守っていいわよ！」と三人目のヒットマン……いや、三番手投手の五右衛門をマウンドへ送る。バイトで雇われている五右衛門は信奈のサインに逆らえない。うにゅう、と一発退場を喰くらう覚悟を決めた。

「……委細承知でござる。この五右衛門も見事に敵将のタマを取るでござるよ」

「え。ちょっと。次のバッターって、私じゃないの？　私は風林火山とか関係ないからー！　いやーっ、小お田だ原わらに帰らせてー！　ぽんぽん痛いー！　どいつもこいつもオバカだわ、ちゃんと野球をやりなさいよーっ！」

　嫌よ打席に立ちたくないと愚図る北条氏康が泣きながらバットを構える中。

　山本勘助が「ここで切り札を切るッ！　ファーストランナーに代走、風林火山軍団が誇る赤備え・山やま県がた昌まさ景かげ！　通常のランナーの三倍の速さで走る韋い駄だ天てん娘！　ふっふっふ、織田信奈敗れたり！　己の怒りに吞のまれて試合を捨てるとは愚かな！」とほくそ笑む。

「優雅な試合とは程遠いけれど、ふふ、任されてよ」と小柄な山県昌景が一塁に。

　ところが、またまた一塁手の謙信が「こんにちは。風林火山の諸君、こんな試合をしていて恥ずかしくないのか。かつて神こう戸べグリーンスタジアムでヒットと盗塁を量産した伝説のイチローや、西宮にしのみやで１０００盗塁を決めた福ふく本もと豊ゆたかに顔向けできるのか」と山県昌景をナチュラルに煽り、日頃は温和な山県昌景も「……ぴきぴき。だったら盗塁してみせるわよ、あなたって失敬だわ」と走る気まんまんに。




　ここで、天下布部チームに天罰とも言うべきトラブルが発生した！

　守備に入るはずの有楽が「うえーんアイスキャンディーを食べ過ぎてぽんぽんいたーい。雨の中で突っ立つなんて無理〜」と急な腹痛を理由におトイレへ直行したため、グラウンドに出る予定のなかった竹中半兵衛が「くすんくすん。日差しは収まりましたが、蒸し暑くて倒れそうです……まるで台風が来た沖縄みたいな気候です……」と急きゅう遽きょショートの守備位置についた。

　信奈が「頭信奈」と言うべき「ベンチメンバー絞り作戦」をやらかしたため、もうベンチには半兵衛しか控え選手が残っていなかったのである。

　だが、ショートで肩慣らしの柔軟体操を開始すると同時に、「はうっ!?」と半兵衛は小さな悲鳴をあげてばったりと倒れた。豪雨によって四十度は切ったとはいえ、いまだ気温は三十八度。湿度は１００パーセント。虚弱体質の半兵衛がこの過酷なグラウンドで倒れるまで、三分を要しなかったのである。

　敵軍ベンチでは官兵衛が「うわああ半兵衛、しっかりしろー！　今、『気』を送るからなっ！」とスティッキを振りかざして変身を試みたが、すわ乱闘開始かと勘違いした上級クラスチームのメンバーに「「「官兵衛、落ち着け！」」」と取り押さえられてしまった。

「違う、違うんだみんな、誤解だー！　まずいぞ、熱中症になったら半兵衛が危ない！　すぐに医務室へ！」

「わかった官兵衛！　松永先生に治療してもらうんだ半兵衛！」

「くすんくすん良晴さん。すみませんすみません。選手として働くのは無理でした……ああ、陰おん陽みょう少女に変身できれば……でも、陰陽術を用いて野球するのはインチキですし」

「ちょっとー！　なんの話をしてるのよ良晴、半兵衛？　選手が足りなくなっちゃったじゃなーい！　信じられないっ！　これで天下布部はコールド負けよーっ!?」

　明智光秀、柴田勝家、織田有楽、竹中半兵衛。デッドボールで倒した人数分以上の選手が、ごっそりと天下布部から消えてしまった。天下布部チームの深刻な人数不足により光秀はコーチャーズボックスに入っているが、もうプレイはできない。

「ひーん。ベンチ入りメンバーが足りないのに信奈さまが報復デッドボール作戦なんか強行するからですう」

「……一時の怒りに支配されて試合を壊してしまったのね。これはわたし自身が招いたことよ……是非に及ばずだわ」

　天下布部、万事休す！

　こんな無茶な展開でも淡々とジャッジを続ける冷酷非情な服部先生が、「それでは試合終了ということで。他に天下布部メンバーはいないのだな？」と信奈に告げる。

「う、ぐ、ぐ……」

　小早川隆景が（私たち姉妹がＦＡ移籍したために最初から気が立っていたのだな。すまない織田信奈）と心を痛める中。

「はっはっは。勝負事には『最後の切り札』を取っておくものだ。天下布部ベンチ登録メンバーはあと三人、ここにいるぞ。なにやら胸騒ぎがしたので来てみたら案の定だ。良晴の姉、相良義陽。弟のピンチに颯さっ爽そうと登場だ！　……はあ、来るだけで疲れた……」

「良晴くんの仲良し姉妹、相良徳とく千ち代よもいるよー！　豪雨の中、山を抜けて球場まで来るのは大変だったねー！　猪いのししや熊も倒したし！　試合が終わったら熊カレーを食べようね！」

「……中年親おや父じの山本勘助が選手としてベンチ入りしているなら、俺が出場しても問題はあるまい。神戸港で働いている甲か斐い宗そう運うんだ。ただし条件がある。捕手をやらせろ。他のポジションは俺は守れんからな」

　予期せぬ助すけっ人と三人衆が、信奈と良晴の危機に駆けつけてきた！

「ふむ。登録枠は空いているな。学園長も『続行じゃ！』と試合の続きを観みたがっているし……試合成立を優先して参戦を許可する。ただし、これ以上の追加登録は認めんぞ。永遠に報復死球退場が続く無限ループに陥っては敵かなわん」

「ありがとー服部先生！　珍しくガバいじゃん！　これで上級クラスチームに勝てるわ！　たぶん！　とりあえず頭数が埋まっただけでも御の字よ！」

「義陽姉さんと徳千代はともかく、どうして甲斐宗運まで？　ああ、姉さんと親しいんだっけ？　俺が捕手じゃ信奈の強制サインに逆らえない、捕手役を頼むぞ宗運！」

「……社会人野球で常にキャッチャーをやってきた俺だ、任されておけ。ふん、義陽たちは女子高の遠足行事中だったのだがな。義陽は一度言いだしたら聞かん。雨の山越えとは」

「良晴、お姉ちゃんが連れてきたこの強力助っ人は頼れるぞ、ふふふ。暗器攻撃だけがおじさまの武器ではない」




　天下布部チーム、大幅なメンバー変更及び守備位置変更。

　五番に、半兵衛に代わって甲斐宗運が入り、キャッチャーの守備に。

　八番の相良良晴は、ミットを甲斐宗運に預けてショートの守備に。

　相良徳千代と相良義陽は、またなにかトラブルが起きた際に備えてベンチに待機する。

　マウンド上には、急遽マウンドに立った石いし川かわ五いしかわごえもん右衛門。

「信奈。姉さんがせっかくチャンスをくれたんだ。ここからは真剣にいくぞ！　報復の負の連鎖は終わりにしようぜ！」

「そうねえ〜。で・も。三人増えたんだから、あと三人は倒してもセーフでしょ？」

「待て待て待て信奈ーっ！　退場できるのは残り二人までだーっ！」

　すっかり土砂降りとなったグラウンドで、服部先生が「巻くぞ急げ！」と試合再開。

　人数に余裕が出たせいか、またしても慢心した信奈が三塁から出したブロックサインは容赦ない「報復」。甲斐宗運は（俺は相良良晴とは違う。織田信奈の下僕にはならん）とこれを無視してマウンドの五右衛門に外角へのカーブを要求するが、バイトで雇われている五右衛門は（うにゅう。ここで全権監督のサインを無視したらバイト代をさっ引かれて、下手したら赤字でござる）と甲斐宗運のサインに頷うなずいたふりをして、そして。

「信玄さま。捕手があのサングラス親父に代わって、ようやくまともなサインを出したようですぞ。ならばこちらも！　侵しん掠りゃくすること火の如ごとし！」

　山本勘助は、一塁ランナーの山県昌景に「走れ」と盗塁のサインを送った。甲斐宗運とかいう中年の不審人物（山本勘助のほうが不審だが）に、捕手の実力があるかどうかは眉唾。ましていきなり出場して盗塁を刺すのは不可能、なぜなら走者は韋駄天・山県昌景！

　山県昌景が（雨が酷ひどい。ちょっと足場が悪いわね。でも謙信に煽あおられたままじっとしていては風林火山学園の恥だわ）とスタートを切る。

　五右衛門が投じた第一球は、カーブではなくストレート。しかも「ひいいーっやっぱり狙ってる〜っ！　小田原に帰してえええ！」と最初から逃げ腰だった北条氏康の鼻先をかすめる危険球だった。氏康が打ち気まんまんだったら、スナイプされていただろう。

　が、甲斐宗運は（臨時バイトの悲哀は俺も知っている）とばかりにこのサイン違いもすでに想定済み。半腰の姿勢で捕球するや否いなや、二塁ベースめがけてノーモーションで凄すさまじい送球を投げ込んでいた。

「えっ？　なんですの、このレーザービーム送球は？　噓うそですわ？」

　韋駄天・山県昌景、二塁ベース上でタッチアウト！　盗塁失敗！

　一死三塁！

「な、なんだとおおおおっ？　幾多のチームを屠ほふってきた風林火山軍団が誇る『脚』が、通用しないだとおお？　信玄さま、こんなはずは。おそらくは雨で足場が……」

「……まさに甲斐キャノンだな。お前はグレネードを撃ったから、これでとんとんか」

　ざわっ、と上級クラスチームのベンチが浮き足立った。

　なにあの鉄砲肩？　バッターを打ち取っていないのにワンナウトを稼いだの？　もしかしていける？　と試合の空気が一変したことを察知した信奈はいよいよ強気になった。もはや甲斐宗運を仲介するのをやめて、五右衛門に直接「報復よ！」とサインを出す。

「合点承知でござる。にんにん。北条氏、お命頂戴！」

「ギャー！　天空から三段に曲がって落ちてくる魔球ドロップ!?　避よけられないじゃないのっ！　っていうか、こんな魔球を投げられるなら普通に打ち取れるでしょーっ！」

　ドボオ！　北条氏康、ついに被弾！　思いきり打席から腰を引いて逃げたのに、ボールはホーミングミサイルの如く曲がりくねってお腹なかに命中。

　良晴は「ばっ……バカ！」と頭を抱えた。氏康を打ち取らなかった（物理的に討ち取ったが）ために、一死一・三塁とまたまたピンチ拡大。しかも相手打線は、ホームランを連発している三番孫市・四番信玄と続くのだ。頼みの申告敬遠策も学園長に封じられている。

「やったわね五右衛門！　時給３００円増しにしてあげる♪」

「にんにん。北条氏、これも戦場の習わしでござるよ……諸行無常……」

「退場！　石川五右衛門、退場！」

「服部氏、それでは退場するでござる、どろん……さて、煙の中から現れたるは、石川ごえもんのふたごのいもーと、いしかわ一かず宗むね。とうしゅとしてしゅつじょーするでござる」

「フフフ。そのような変わり身の術を見抜けぬ半蔵と思ってか。予あらかじめ貴様のほっぺたに花丸を描いておいた！　双子とは真っ赤な噓だ、退場だ石川五右衛門！」

「にゃんと！　見抜かれていたでござるか!?」

　なお石川一宗は実在する五右衛門の双子の妹だが、今回は人件費をケチった信奈に雇われておらず、この場にはいない。五右衛門は（うにゅう。双子のふりをしてメンバー数を水増しするでござる）と苦肉の策を取ったのだが、冷徹な服部半蔵には通じなかったのだ。

　信奈もたいがい興奮しているが、風林火山学園ご自慢の脚を封じられた山本勘助もまた錯乱寸前であった。

「ええい、次こそは甲斐キャノンを突破して風林火山最強を証明してみせる！　『甲斐』にわれらが敗れてはならぬのだ、なぜかそう思うのだ！　セイバーメトリクスなど笑止！　北条氏康に代えて代走、馬ば場ば美濃みの！　不死身の馬場よ、二塁ベースを陥落させよ！」

「……承知した」

　大柄なスポーツ少女、馬場美濃が一塁に。またまた謙信に「こんにちは。さすがに雨が強すぎる。足場が泥濘ぬかるんでいる今、盗塁はお勧めできないな」と親切心から警告された馬場は、ぼーっとしながらも（いらっ。ナチュラルに煽られている）と感じざるを得ない。

「最高だわ、まだ選手が使えるなんて！　五右衛門に代わって九番にセンター相良義陽！　センターの犬千代がピッチャー！　わかっているわよね犬千代！　今こそ真の大ふへん者としてあんたが輝く時よ！」

「……任された、姫さま」

　おいおい……犬千代って肩は強いけれどストレートしか投げられなかったはずじゃあ。まともに孫市と勝負したら勝ち越しホームランを喰くらうし、臭いところを突いて歩かせても一死満塁で武田信玄。もう詰んでるじゃねーか、と良晴は頭を抱えた。しかも、甲斐宗運が信奈のサインをガン無視してもまったく意味がないという、恐るべき天てん下か布ふ部ぶの終身名誉部長独裁体制。

「あーはははは！　もう野球になっとらんわー、サインもなんも意味あらへんなー！　ほな、いよいよ実力で打たせてもらうでー！　ここからが真剣勝負やー！」

「……えいっ。雑賀孫市、成じょう仏ぶつ」

　まさしく大慢心中の信奈は、「どーせここは満塁策なんだし、まだ徳千代が余ってるし」と性懲りもなく報復攻撃を指示。臭いところを突いて強引に打たれるくらいならぶつけて歩かせたほうが安全という信奈理論に基づく第一球は、孫市の背中すれすれを抜ける大悪球。

「馬場よ、走れえええええ！　甲斐宗運の送球を搔かい潜くぐり二塁を落とすのだあああ！」

「……モーションを盗んだ……奪った」

　馬場美濃、完璧なスタート。が、大きく体勢を崩しながら犬千代のボールをキャッチした甲斐宗運は、再びレーザービーム送球を二塁に。

「まっ……またしてもアウトだとおおおおおっ!?　つ、通用せぬと言うのか、風林火山軍団の脚が!?　ば、バカな……！」

　馬場美濃、タッチアウト！　これで二者連続で盗塁失敗。二死三塁！

　三塁上から動けないままの太郎が「チキショー！　なんだこのおっさん!?　明らかに異常じゃねーか！」と地団駄を踏む。

　そして、孫市も。

「あいた。いたたたたた。ケツにボールを喰らってしもたあ〜」

「……むっ、いちばん痛くないところに命中した……孫市の揺れるプリケツ……エロい」

　犬千代が投じた二球目、渾こん身しんの大往生ボールをお尻にめり込ませて、一塁に出塁。

　二死一・三塁。打席には「ああもう！　自爆はやめろ者ども、落ち着け勘助！　織田信奈もあたしにぶつけたら承知しないぞ！　っていうか上杉謙信、マウンドに立て！　あたしと一騎打ちしろー！」とあらゆる意味で忍耐の限度に達している武田信玄。

　しかし上杉謙信は「応じたいところだが……私は打撃修業はしてきたが、投球修業までは手が回らなかった。ごめんなさい信玄」と一塁ベース上で困り顔。

「前田犬千代、退場！　もうベンチメンバーは残っていない。次にぶつけたら試合終了だぞ織田信奈。ちなみにあと一時間は雨が止やまん。延長はない、この五回で終わりだぞ」

「わ、わかってるわよ服部先生！　メンバーの残り数はちゃんと織り込み済みよ（大噓）！　犬千代の打順に相良徳千代が入り、サード！　サードのわたしが満を持してクローザーとしてマウンドに！　やったわ、ここで信玄を抑えて裏の攻撃で自らのバットで逆転サヨナラを決めれば、わたしがＭＶＰだわーっ！」

　裏の攻撃は七番織田信澄からなので、四番の信奈に回ってくる可能性があるとすれば「打者六人のうち最低四人が出塁」という状況しかありえない。その時点で確実に一点は入っているということだ。つまりここで信奈が信玄を抑えれば同点止まりとなり、延長戦もないから信奈がサヨナラヒットを打つ可能性は完全に消えるのだが、「今まで三度満塁で打席を迎えたんだから次も満塁で回ってくるわよ」という信奈理論は完璧だった。

　半兵衛が医務室に運ばれていなければ、すぐさま指摘した大ポカなのだが……。

　ともあれ、一塁に出塁した孫市は「ケツが痛いわーケツがータイキック喰らったみたいやー」ととても走れそうになかったため、ベンチウォーマーだった松まつ平だいら元もと康やすが「いよいよこの私が動く時ですね〜決して動かない堅実な走塁をお見せします〜」と立ち上がった。

　だが、甲斐宗運に手玉に取られて二人の快足ランナーを刺されてしまった山本勘助は「ぐぬぬ。このままでは信玄さまに申し訳が立たぬ！　孫市に代えて代走・山本勘助！　それがし自身が出る！」と松平元康を華麗にスルー。

「ええ〜私、最後まで出番ないんですかあ〜？」

「高こう坂さかとか内ない藤とうも出場しておらん、贅ぜい沢たくを言うな。信玄さま！　これより最終奥おう義ぎ『啄木鳥きつつきの策』を用いまする！　わが軍師生命を懸けて、必ずや信玄さまを勝者に！」

　打席に入った信玄は（織田信奈自身がマウンドに立っただと？　もうデッドボールはない。これ以上奴らは退場できないからな。普通に考えればあたしを歩かせて信繁勝負だが、この好機であたしが歩かされれば信繁は燃えあがって１００％打つ。織田信奈もそれはわかっているし、歩かせるつもりなら他の投手をマウンドに送っているはずだ。つまり、このあたしと真っ向勝負か。望むところだ織田信奈！）と集中力を極限まで高めている。

「勝負よ、武田信玄！　天下布部と風林火山、どちらが強者か今こそ決着の時！　サインは全球ど真ん中剛速球！　もう、小細工もスパイも報復もいっさいなしよ！　これで完全燃焼、後腐れなしね！」

「ああ、望むところだ織田信奈！　お前の全力の直球を投げてみろ、謙信のファーストミットをかすめてライナーでスタンドインさせてやる！」

　ショートの守備位置に移っていた相良良晴は（信奈のフォーシームは勝家よりもさらに球威がある。でも……時々ナチュラルにすっぽ抜けて右打者の頭に飛んでいくという致命的な悪癖が……力むなよ信奈？　ぶつけたらそこで試合終了だぞ）と、もう心配で見ていられない。

　運命の──第一球！

　信奈が全身全霊を込めた魂の剛速球が、甲斐宗運がミットを構えたど真ん中に──行かない！　やっぱりナチュラルにすっぽ抜けたあああ！　これが怖いから先発させられなかったのだ！　信奈自身、投げた瞬間に「噓おおおおっ!?　まさか、わたしが戦犯っ!?」と悲鳴をあげ、良晴は（試合終了だ）と頭を垂れた。

　だが。

　すでにスイングの体勢に入っていた武田信玄は「くっ！」と歯を食いしばりながら恐るべき反射神経を駆使して仰のけ反り、頭めがけて飛んできたこの荒れ球をかろうじて避けた！

　甲斐宗運がゴールキーパーのように飛び上がって、かろうじてボールをミットで捕球。

　そしてこの時──！

「フハハハハハ！　織田信奈、敗れたり！　力んだお主のボールが信玄さまの頭をめがけて飛んでいくことも、信玄さまが神がかりの運動神経で避けることも、それがしは想定済みよー！　その伸び上がった姿勢ではまともに送球できまい甲斐宗運！　信玄さま、勝利の時来たれりですぞーっ！」

　なんと！　性懲りもなく、一塁ランナーがスタートを切っていた！　しかも、すでに初老の山本勘助！　足が遅い！　瞬足ＪＫの山県や馬場と比べれば、泣けるほどに遅い！

　アウトだ。多少送球が逸それても、タッチさえできれば悠々アウトだ！

　甲斐宗運が、アクロバットじみた体勢から肩の力だけでセカンドへと送球しようと──。

　だが、しかし。

　全員が息を吞んで山本勘助に釘くぎ付づけになっている中、ショートを守っていた良晴だけが見ていた。

　三塁ランナーの武田太郎が「ヒャッハー！　勘助は囮おとりだ！　風林火山の脚を舐なめんなー！」と猛然とスタートを切っている！　四番武田信玄と織田信奈の両雄対決の間かん隙げきを突いて、まさかのダブルスチール！

　この時、すでに甲斐宗運の手からボールは離れようとしていた。間に合わない！

「甲斐宗運！　二塁に送るな、マウンド上の信奈に取らせろーっ！　ホームへ投げ返せ、信奈！」

　良晴の咄とっ嗟さの指示が、命運を分けた。

　よく見ていた小僧と頷うなずいた甲斐宗運は、マウンド上で「ええっ？」と戸惑う信奈のグラブの中へ光の速さでストライク送球。その瞬間に、信奈にも良晴の言葉の意味が正確に伝わっていた。

「デ、アルカ！」

　信奈は、ホームベースの手前に仁王立ちした甲斐宗運へとボールを投げ返していた。こんどは、逸れなかった。宗運のミットにボールが収まり、そして間一髪で──。

「走者アウト。チェンジだ」

　主審の服部先生が、容赦ない非情のジャッジ。武田太郎、本塁で憤死。

「なんだってえええ？　チキショーッ！　相良良晴、てんめええええええ〜！　どーして俺たちの奇襲を見破ったーっ!?」

「あーいや、なんとなく。山本勘助と言えば、兵を二手に割った啄木鳥の策を用いて爆死するんじゃないかなって……運命の強制力っていうか」

「ハ？　なんだよそれ？　意味わかんねーよ！」

「わからないのはお前らだー！　太郎！　勘助！　よくもあたしと織田信奈の勝負に水を差したなっ！　勝敗は問題ではない！　スパイ野球だの煙幕だのと外道の限りを尽くしたというのに、このまま上杉謙信との一騎打ちを果たせず試合が終わったら、あたしは勝つためならば手段を選ばぬ女という悪名を被かぶっただけではないか！　うああああ！」

「申し訳ございませぬ〜！　この勘助、討ち死にして責任を……これ、織田信奈。それがしの頭にボールを投げ込んでそれがしを討ってくれ！　武士の情けじゃ、頼む〜！」

　そんなことしたらわたしは退場じゃん負けじゃんバカじゃないの？　と信奈は「どうかそれがしの首を取ってくだされ」と泥にまみれたグラウンドに土下座して懇願する山本勘助をスルーしながら、ベンチへと全力で走って戻っていった。

「急がないと五回裏の途中で試合中断、そのまま不成立だわ！　さくさく打つわよ！　そして、必ず勝つ！　良晴とのＵＳＪデート権は絶対に天下布部がゲットするのよ！」

　この時、まさか甲斐宗運がＭＶＰとかそういう誰も幸せにならないオチじゃないわよね、このサングラスのおっさんと良晴が二人きりで仲良くＵＳＪとかダメでしょと信奈はイヤ〜な予感に襲われた。だが、甲斐宗運はそんな空気を敏感に察知したらしい。

「そんなものは要らん。貰もらっても希望者に譲る」

　コワモテだけどとてもいい人だわ！　と信奈は感動した。




　五回裏。天下布部の負けはなくなった。あとは誰がサヨナラヒットを打ってＭＶＰを獲得するかである。むろん、敢闘賞でもＵＳＪ権はゲットできるので、絶対に自ら決めなければならないわけでもない。

「みんなー！　自分がヒーローになりたいという欲望に流されずにチームプレイに徹するのよー！」

　信奈が円陣を組み、ありがたーいお言葉をナインに言って聞かせた。いったいどの口がそんな言葉を……と誰もが突っ込みたかったが、いつものことなので耐えた。

　信奈の報復攻撃により死し屍し累るい々るいとなった上級クラスチームは「山本勘助の炎の三走者連続ルンバでむざむざ勝利が消滅した」という徒労感も加わって、士気はガタ落ちに。なにしろ信奈がどんどんランナーを出塁させてくれていたのだから、誰もなにもせずに突っ立っていれば確実に勝ち越せていたはずなのだ。

　黒田官兵衛は「むふー！　半兵衛のセイバーメトリクス戦術に後手を踏み、あげくスパイ野球を黙認した結果、試合はめちゃくちゃな展開に！　こうなったらせめて敗戦だけは避けたい。ぜ、ぜ、絶対に手を出してはならないと決めていたが……な、な、長政、マウンドに登る前にこのビタミン注射を……こ、これはただのビタミン注射だ……どきどきどき」と浅井長政に怪しい注射を迫る始末。だが、この怪しい注射器は半兵衛たちの治療を終えて医務室から駆けつけてきた松永久ひさ秀ひで先生が「うふ。いけません。没収ですわ♡」と取り上げてしまい、そのまま封印されてしまった。いったいなにを注射するつもりだったのだ……と浅井長政は震えあがったが、ともかくワルカン渾身のドーピング注射作戦はからくも水みず際ぎわで阻止された。

　一刻も早く試合を成立させねば、すべてがなかったことになってしまう。とりわけ勝利がかかっている天てん下か布ふ部ぶチームはきりきりと急いだ。

　もはやプレイ続行は無理だろうという豪雨の中、浅井長政は最後のマウンドに。

（足下に土を入れてほしいが、それを言いだしたらたぶん試合は不成立に終わる。投げるしかない）

　先頭打者は、織田信澄。

「ああ長政。こんな雨の中で続投させられてかわいそうに。ゴロを転がしただけでヒットになってしまいそうだ……ううっ……」

「……勘十郎……ありがとう。でも私ならだいじょうぶだ。いっそ、勘十郎にサヨナラホームランを打ってもらいたい……しかし、仲間のために私は真剣に投げねばならない」

　浅井長政はすでに疲弊しきっていた。しかもこの雨。第一球は雨で指が滑り、ど真ん中へのホームランボールとなった。

「……勘十郎……ああ。よかったんだ、これで……さあ、私を介かい錯しゃくしてくれ」

「すまない、長政……！」

　ぼてっ。

　信澄渾こん身しんのフルスイング。しかし、泣けるほどにバットが波打っていた。打球はバットの先っぽに当たって、キャッチャーゴロ。信玄が一塁に送球してワンアウト。あと二人で引き分け確定という悪夢！　引き分けてしまったら確実に大荒れとなる。ＭＶＰと敢闘賞はどうなるのか？　斎藤道三は逃げずに選考できるのか？

「だーっ！　あんたはもうー！　なんて役に立たないダメな弟なのー！」

「ごめんなさい姉上ごめんなさい〜！」

「……はは。お互いダメな弟には苦労させられるな、織田信奈」

　ベンチに戻った信澄が信奈から愛情が籠もった掌底を浴びる中、捕手としてホームを守っていた武田信玄は思わず苦笑していた。なんだかんだ言ってあたしと織田信奈は似た者同士かもしれない、と試合を通じて気づいたのだ。

「まあまあ信奈。信澄も辛つらい立場なんだ、許してやってくれ。俺が出塁してくる！　長政、許せ。勝負は勝負だからな！」

「えー？　良晴。あんたがＭＶＰ取ったらお一人さまでＵＳＪ行きよ、それでいいのお？」

「ＵＳＪ権はもう一人分あるだろ？　組み合わせれば問題ないよ」

　良晴が全速で駆けて打席に入ると、武田信玄が「織田信奈によろしく言っておいてくれ。夏休みがはじまったらみんなで有あり馬ま温おん泉せんで打ち上げというのはどうだ」と囁ささやいてきた。これは罠わなじゃないなと良晴は思った。もしかしてスポーツで心が通じ合ったってやつだろうか。殺伐とした地獄甲子園みたいな試合だったけど。

「長政が気の毒になるぜ。指が濡ぬれるとボールの握りが甘くなるタイプみたいだし、あのマウンドじゃあ踏ん張れないだろう」

「心配するな相良良晴。長政を戦犯にはしない。あたしは最後の切り札を残している」

　やはり長政は豪雨のためボールが手につかない。良晴は、二球目の甘く入ったスライダーをライト前へ流し打ち。長打を捨ててチームの勝利のために我を殺したか、さすが織田信奈のパートナーだと武田信玄が苦笑する。

　ついに、サヨナラのランナーとして良晴が一塁に出塁。

　次の打者は、九番に入った相良義陽。義陽は徳千代に付き合わされてスポーツも嗜たしなむが、華きゃ奢しゃで非力なので長打は狙えない。しかも雨中の山越えで体力を消耗していた。

　セイバーメトリクス理論では、ここで送りバントは悪手なのだが──。

「くすんくすん。松永先生に治療していただいて、快癒しました。信奈さんに全権委任した身ですが……できれば、ここは送りバントでお願いします」

　医務室から大至急ベンチに戻って来た半兵衛が、信奈に送りバントを進言する。

「二死になるけれど、二塁にランナーを進めたいのね？　良晴の脚ならばワンヒットで必ず生還できるから。でも……義陽の次の打者は……一番に戻るから……」

「私だ。この一週間、マスターとともに凄すごく修業した。今ならボールが止まって見える」

「そうよ。上杉謙信じゃない！　謙信が歩かされたら終わりよ！　二番の一かず益ますはもうバテバテで動けないし！　ベンチメンバーは残っていないから、代打も出せないのよ？」

「……すまぬのじゃ、のぶなちゃん……お子さまにはハードすぎる泥試合だったのじゃ……ふら、ふら……」

　ベンチ内での意見は割れたが、最後は打者となる相良義陽が決断した。

「半兵衛にはなにか深い考えがあるのだろう。弟はすばしこいから、私が打球をフェアゾーンに転がしさえすればどうにかして二塁に進むはずだ。雨脚は強まるばかりで、もはや試合中断までは三分もなかろう。すぐに送ってくる」

　視界すら定さだかでない雨中で、相良義陽は一塁線上にバントして打球をうまく転がした。姉さんは山のサバイバルで鍛えてるからすっごく目がいいんだよねーと徳千代が胸を張る。

　しかし、グラウンドはもはや水没しているも同然の状態。グラウンドに落ちたボールは一塁線上にぴたりと停止し、キャッチャー信玄が素早く摑つかむ。

　二塁に送れば完全にアウトのタイミングだった。

　が、ここで信玄は躊ちゅう躇ちょなく一塁にボールを送球。

　二死二塁。

　えーっなんで二塁に送らないの？　これで一塁が空いちゃったわ！　そっか、わざと塁を空けたのね！　謙信は歩かされる！　と信奈は頭を抱えた。だが。




「浅井長政、厳しいコンディションの中をよく頑張ってくれた！　浅井長政を捕手に！　ピッチャーはこのあたし、武田信玄！　すでにイニングの合間に肩は作ってある、準備無用！　すぐに投げる！　上杉謙信、あたしと勝負だ！」




　そう。

　半兵衛は、ここまで読んでいたのだった。

　武田信玄は必ず、宿敵上杉謙信との一騎打ちを望みマウンドに立って勝負に出る。彼女の戦闘的な性格、そして謙信とのほとんど愛とも言うべきライバル関係を考えれば、謙信を歩かせることはありえない。

　ここですべての人間が「謙信は歩かされる」と信じて疑わない「二死二塁」という状況を信玄自身に作らせてしまえば、もはや信玄は２００パーセント勝負に出る。

　走者一塁なら、シングルヒットでは決着がつかない。しかし走者二塁ならばワンヒットでサヨナラである。ならばこの場面はまさしく、試合の勝敗を決する最後の大勝負。

　信玄自身が待ち望んだ状況を、半兵衛は敢あえて作らせたのだった。

　以上の半兵衛の「思考」を正確に理解していた者は、半兵衛自身を除けば黒田官兵衛ただ一人だった。そして官兵衛もまた「むふー！　さすがだ半兵衛！　謙信を歩かせれば引き分け確定だが……信玄の性分では無理だろうな！」と説得を諦めていた。

　なお、山本勘助は先程の走塁で腰を痛めて今川義元とともに医務室送りになっている。

　豪雨に加えて、雷までが球場の周囲に落ちはじめた。が、あの強風は噓うそのように止やんだ。

　上杉謙けん信しんが打席に入り、細長いバットを構える。それはバットというよりも、もはや槍やりに見えた。筋力が弱い謙信は、長い軽量バットを振り抜くことで飛距離を稼ぐ独自の打法を習得したのだ。

　武田信玄が「長かったな。フォーシームって言葉はあたしは好きじゃない。ストレートと呼ぶべきだ。ついにこの時が来たな──行くぞ謙信！　ストレート勝負だ！　あたしにすっぽ抜けはないぞ！」とボールの握りを見せながら、投球モーションに。ランナー良晴をガン無視した豪快なワインドアップだった。剛速球を。永遠のライバルとの一騎打ちに相応ふさわしい、最高の剛速球を。

「……武田信玄、野球は楽しいな。今日の私は毘び沙しゃ門もん天てんではない。人間・上杉謙信が、全力でお相手する」

「ははっ！　それだ、あたしはお前のその生の笑顔が──見たかった！」

　良晴は走らない。謙信と信玄の一騎打ちを塁上で見守っている。

（もしも川中島の対決に俺が参加していたら、こんな二人の姿を……でも、殺し合っていない。二人は、野球を楽しんでいる。命を奪い合うことなく、互いの魂を燃やし合っている……ああ。いいなあ。平和って……野球って……戦争のない世界って……ほんとうに、いいな……）
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　決着は、初球。

　武田信玄が投げ込んだ１５０キロのストレートを、上杉謙信が振り抜いた槍の如ごときバットがジャストミートしてはじき返した。打球は豪雨の中、ライナーでセンターバックスクリーンに突き刺さっていた──。




　感動のフィナーレを迎えた両チームは、遺恨を雨とともに流し落としたかのように抱き合って互いの健闘を讃たたえた。信奈と小早川隆景も。謙信と信玄も。半兵衛と官兵衛も。長政と信澄も。そして、観客席から謙信応援団の面々がグラウンドに飛び込んでくる。

「いやあ感激したぜ謙信！　修業の成果が出たじゃねえか、正義の味方やってる時よりも輝いてたぜ！　気分はジョーの戦いを見届けた丹たん下げ段だん平ぺいだぜえ！」

「お疲れ様ですお嬢さま。相良良晴どのには重ねてお礼を申し上げねばなりませんね」

「フン！　宇う佐さ美みも直なお江えも鈍い！　助すけっ人と参戦のタイミングも相良義陽に後れを取ったしな！　いいから二人をさっさと婚約させろ。訳のわからん正義の味方ごっこを卒業させるいい機会よ。強引にことを運ばねば、この娘は生涯独身を貫くぞ」

「えええ、良晴さんと婚約ですか長なが尾おどの？　と、ともかく謙信さま、勝利おめでとうございますー！　宿命の強敵信玄さんへの愛が溢あふれた一打でしたよ！」

「……う、宇佐美たち？　みんなこっそり球場に来ていたのか？　こ、婚約とかそういう話は……わ、私にはまだ、ええと……そのう……」

「そうだ、時期尚早だ！　謙信とあたしの対決はまだまだ続くのだからな！　今回は不覚を取ったが、いい試合だった！　次はサバゲーで勝負だ謙信！」

「サバゲーならこの徳千代ちゃんに任せて！　こう見えてワイルドライフの達人だよ！」

「……あいたたた、わらわの黄金の腰が……そもそもなんで試合していたんでしたっけ永えい徳とくさん？」

「自ら出場するとは不用心だな義元。我は最後までベンチの隅で選手どもの似顔絵を描いて存在感を消していたぞ。今スペったら担当がブチ切れるからな。フハハハ！」

「あのう。私、そろそろ小お田だ原わらに帰っていいかしら？　へっくちゅん！」

　いやあ、すべてが大団円だ。ＭＶＰは謙信ちゃんで確定。敢闘賞は五回表から全権監督とクローザーを務めてチームを勝利に導いた信奈かな？　でもチームが負けてしまってＵＳＪ権を逃した小早川さんは気の毒だ、こっそり後でＵＳＪに誘おうかな……信奈にバレないように……などとあれこれ考えながら、良晴が笑顔で半兵衛と抱き合っていると。

　斎藤道三が「諸君！　受賞者を決定した！　ＭＶＰは決勝サヨナラアーチを放った上杉謙信！　敢闘賞は──自軍のスパイ行為を勇気を持って告発した小早川隆景とする！　天晴あっぱれな武士道である！　彼女がおらねば、試合は完全に壊れておった！　故に敗者チームの選手だが例外的に入賞させた！　そうとも。勝敗など問題ではない。一球入魂のその瞬間こそがかけがえのない青春の宝なのよ！　うわーっはははははは！」とトンデモナイことを言いだしたために、和解ムードは一瞬で霧散。信奈は、抱きしめていた小早川隆景をそのまま一本背負いで投げようとして、吉川元春に「やめい！」と羽交い締めにされ「うがーっ！　なによなによ、どーしてＵＳＪ権が小早川に？　わたしはなんのために戦ったのよー!?　こんなオチってありい？　ぜーったい、納得いかなーい！」と吼ほえた。

　ああ。平和って容易たやすく崩れてしまうんだなあ、と良晴は思った。











第六話　明あけ智ち光みつ秀ひでの闇落ち









　紅あかい、紅い。「百万ドルの夜景」と呼ばれていた神こう戸べの町が、あかあかと燃えている。

　夜だった。突然なんの前触れもなく足下の大地が、そして私の小さな身体からだを覆っている空気が激震した。地震？　それとも爆発事故？　なにもわからない。

　コンビニエンスストアでのちょっとした買い物からの帰り道についていた私は、アスファルトの歩道の上に伏せながら、目の前で七階建てのビルが車道を塞ぐように倒壊していくさまをありありと目撃していた。

　粉ふん塵じんが舞いあがり、しばし視界が遮られて。

　視界が晴れると同時に、私は見た。私と同い年くらいの男の子が、倒壊した建物と地面の間に挟まれて、必死で小さな手を伸ばしていた。こちらへ向かって。

（不思議だ。私はずっと、彼を待っていたような……）

　私は無我夢中で駆け寄り、その子の手を握りしめると、彼の身体を狭はざ間まから引っ張り出そうとした。が、幼い私の腕力では不可能だった。すぐそばまで炎が迫っている。万事休すなのだろうか。このまま私とこの子は、焼け死んでしまうのだろうか？　でも、その時。

「……問題ない。俺に任せろ。受け入れられる病院を探している時間はない、向かいの教会に運び込め」

　サングラスをかけていて見た目は少し怖いけれど、とても親切な男の人が、私たちを助けてくれた。当時、地元の地方新聞社で記者を務めていた「おじさま」甲か斐い宗そう運うんが、彼──良よし晴はるの身体を瓦が礫れきの下から無事に救いだしてくれた。外傷は見当たらなかったが、良晴は酷ひどく消耗して失神していた。私は彼の身体を背負うと、おじさまとともに神父ザビエルが主宰している教会へと駆けていた。

　そして──そして──おかしい。私はこの十年前に起きた「大厄災」の夜に、はじめて良晴と出会ったのか？　どうして今まで忘れていたのだろう？　良晴は、相良家の実子ではなかったのか？　まさか。そんなはずはない。おじさまが書いた新聞記事にも「大厄災の夜に起きた奇跡。幼い少女が自分の弟を救出する」と書かれていたはず──私は──私の記憶は、いったいどうなっているのだろう？

　なにもかもがあやふやになっている。良晴と私を襲った大厄災の夜に関する記憶が。もしも今私が見ているこの「夢」が「真実」の過去なのだとしたら、今まで私が信じていた相良さがら家の家族の絆きずなとは、良晴が私の実の弟だという強固な「記憶」は、いったいどこから生じたものなのだろう？

　私は──恐ろしい。十年前に唐突に大厄災が訪れた時以上に悪あしき「現実」が、いや、「悪夢」が、この神戸の町を、相良家を、弟を襲う時が近づいている。決定的な破滅の時が迫っている。そんな予感がしてならない。私は──。




「義よし陽ひ姉さん。姉さん!?　酷く魘うなされてたよ。だいじょうぶ？　怖い夢を見ていたのか？　大厄災がどうとかって呟つぶやいていたけれど」

「……あ、ああ。良晴か。こんどは夢ではなく現実の世界のようだな。うう……頭が混乱する……あんな地獄みたいな天候の下で野球の試合などに出場したばかりに。くちゅん」

「風邪をこじらせちゃったんだねー！　あたしは元気だよー！　姉さんはもっと食べてお肉をつけないと。瘦せすぎなんだよー！」

　朝の相良家。野球大会から数日が経過。夏休みを目前に、稲葉山学園の一学期も間もなく終了しようとしていた。すでに肝試し大会、海水浴ミスコン大会、野球大会と夏休みのイベントを片っ端から消化した感があるが、斎さい藤とう道どう三さん学園長のノリの良さのためである。

　良晴と徳とく千ち代よに支えられながらベッドから起き上がった義陽は（近頃、昔の記憶がぼやけつつあったが、今の明めい晰せき夢は……バカな。良晴が相良家と関わりのない養子のはずがない。良晴が誕生した日に飛び上がって喜んだことを私は覚えて……待てよ？　良晴誕生の時、私はまだ一歳……記憶があるわけがない）と痛むこめかみを押さえながら呻うめいた。

「姉さん、今日は徳千代に看病してもらってゆっくり休みなよ。俺はどうしても学校に行かないといけないんだ、ごめん！　重要な用事があってさ」

「ああ。試合終了後のミーティングで織お田だ信のぶ奈なと竹たけ中なか半はん兵べ衛えが言っていた例の捜査活動か。おじさまは、私たちはみだりに茶器盗難事件に接近してはいけないと言っていたが……気をつけろ良晴。お前の身になにか起こりそうで心配だ」

「はは。だいじょうぶだいじょうぶ。あの試合で俺もさすがに疲れたけど、時々立ちくらみする程度だよ。もし俺がピンチに陥ったら、また姉さんが虫の知らせを感じて救出にきてくれるさ。野球大会でもそうだったろ？」

「うんうん。山でキャンプしてたらさー、いきなり『良晴が危ない。山を越えて球場へ行くぞ！』って言いだすんだもーん。姉さんの魂には、弟の危機を検知するバイオセンサーが内蔵されてるよね！　あたしは鈍くてダメだよーオールドタイプだよー。羨ましいなー」

　こうして家族と話している間にもどんどん現実感覚が失われていく義陽は、（良晴の身にどうかなにも起こらないで。お願い）と祈りながら、弟を送り出していた──。
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　稲葉山学園ではこの日、天てん下か布ふ部ぶとその仲間たちがそれぞれ「茶器盗難事件の容疑者」に張り付いて密ひそかに証拠探しを開始することになっていた。

　野球大会が終了した後、信奈は小こ早ばや川かわ隆たか景かげ、竹中半兵衛とともに両チームの主立った生徒だけを集めて「緊急ミーティング」を開催した。表向きは試合の反省会及び上級クラスと一般クラスの手打ち式という名目で、教師を排除して生徒だけで親睦を深めるというものだったが、実は「茶器盗難事件」の真相に迫る「捜査会議」だったのだ。

　竹中半兵衛と黒くろ田だ官かん兵べ衛えは、試合中、ヘッドコーチを務めながら実は密かに容疑者候補たちの挙動をチェックしていた。

　そもそも小早川隆景が上級クラスチームにＦＡ移籍したのも、信奈の親友協定破りを口実に上級側の容疑者候補に接近し監視するためだった。信奈のやらかしを、上級クラスに潜入する理由づけに用いたのだ。官兵衛が上級クラスに合流したのはその後の話である。

　良晴はもちろん勝かつ家いえや義よし元もとたちはなにも知らなかったので「な、なんだってー！」「ぜんぜん気づかずに試合に没頭していた！　あたしはなんてバカなんだー！」「あの五回の非常識な死球攻めも捜査活動を気け取どられぬための偽装でしたのね？　あなたは天才ですわ信奈さん！」と本気で驚いていたが、義元の解釈は誤解である。

「皆さん、もともと容疑者が学園内の人間であることは特定されていました。ミスコン大会の直後に義元さんが桶おけ狭はざ間まで開いた二次会を素早く襲撃したり、信奈さんが学園に平ひら蜘ぐ蛛もを持ち込ませたその日にすぐさま学園での茶会を襲撃したりと、犯人はあまりにも学園内の情報に精通しすぎています。しかも犯行の際に生徒に怪け我がを負わせず、むしろ身の安全を確保するかのように動いています。故に、まず容疑者を学園の人物に絞りました」

「むふー！　容疑者には茶器への異常な執着がある。そして人体に無害な催眠ガスを犯行に用いているあたり、薬物に詳しい人物だ！　われらは練習中も試合中もずっと容疑者候補たちを監視していた。結果、絞られた容疑者は三人！」

「くすんくすん。第一の容疑者は、恐ろしい切れ者でありながらいつも昼行灯ひるあんどんを演じている宇う喜き多た直なお家いえ先生です。大学では薬学を修めていますし、天下布部の顧問ですからこちらの情報はすべて筒抜けです。先生は試合中ずっと眠っていて最後までなにもしていませんでしたが、ぐーたらすぎます。仮に先生が犯人ならば、われらの策を見破って狸たぬき寝ね入いりしていたと思われます」

「宇喜多先生がホシだとすれば、動機は単純。金だ！　溺愛する娘の秀ひで家いえを上級学校へ入学させる教育資金の捻出という切羽詰まったリアルな事情だな！　斎藤道三がせこいのが悪いっ！」

「まあ、単に娘さんが参加していない試合にいっさい興味がなかったという可能性も。第二の容疑者は、斎藤道三学園長です。犯人は信奈さんたちのムーヴに即座に対応して動いています。宇喜多先生以外の人間がこれほどの情報を素早く収集するには、天下布部にスパイを潜り込ませるか、稲葉山学園の生徒たちの行動をチェックしている学園内プログラムにログインするしかありません。ですが、スパイになるような部員はいません──学園長が何度も上級クラスと天下布部の対立を煽あおって大会イベントを三度開催したのも、天下布部の茶器盗難事件捜査を遅延させるためだったと考えれば説明できます。ＭＶＰと敢闘賞を上級クラスと天下布部に分割して与えたのも、またまた両者を煽って捜査をさらに遅延させるためかもしれません」

「常に神出鬼没というか、織田信奈の動向をいつも見張っているかのようにタイミングよく煽りに現れていたしな！　ただ学園長の場合、状況証拠は真っ黒なのだが、動機がいまいちわからない！　雇われ学園長だが、金はある！　現金主義者で、茶器には興味なし！　試合中も常に監視していたが、決定的な動機はまだ見つからない！」

「第三の容疑者は、校医の松まつ永なが久ひさ秀ひで先生です。言うまでもなく医学薬学に精通しており、催眠ガスの入手または合成も容易でしょう。それに、有名な茶器マニアです。松永先生が犯人ならば、動機はただただレアな茶器が欲しかったということになりますが……しかしさすがに怪しすぎますので、いくらなんでも学園内で犯行に及ぶとは考えにくいです」

「もしも犯人ならば、ロリコンが小学生の靴や自転車のサドルを集めずにはいられないのと同じタイプの性癖犯罪だな！　このクロカンがベンチに持ち込んだ怪しいドーピング注射にもめざとく反応して取り上げてしまったし、薬学知識はやはりダントツだ！」

「え、えーと。そ、そういうわけだったのよ、みんな！　わたしが親友協定を破って敢あえて小早川隆景をＦＡ移籍に追い込んだのは、すべて事件の捜査を進めるため！　学園の平和を守るためにわたしは悪役を買ってでたのよー！　よよよ……」

「噓うそをつけ、織田信奈。怒りのＦＡ宣言は私が咄とっ嗟さに思いついた策だ。学園の治安の乱れの責任を天下布部に押しつけて潰そうと目もく論ろんでいた近この衛え先生も、容疑者に含まれていたからな。だが今回、近衛先生は容疑者リストから外れた。監視の結果、近衛先生は一連の事件とは無関係で、ただ天下布部をギャフンと言わせてマウントを取ることしか頭になかったことが判明した……はあ」




　　　　※




　と、いうわけで。

　職員室に娘の秀家を呼んで抱っこして「秀家はかわいいなあ〜。パパ、頑張って上級学校への入学金を調達しちゃうぞー！」と舞いあがっている第一の容疑者・宇喜多直家のもとには、小早川隆景と吉きっ川かわ元もと春はるが張り付いていた。

「う、宇喜多先生。失礼ですが、この学園は安月給です。上級学校進学はかなり厳しいのでは？」

「おう、そうじゃ。うちの学園長は守銭奴じゃからのう」

「あー、なんだあお前たち？　巫み女こさんコンビが、珍しく銭金の話か？　心配いらねえって、入学金も授業料も学園長が低金利で貸し付けてくれるからよ♪　秀家は、相良良晴と同じ稲葉山学園に通いたいんだよな？　なーっ秀家？」

「はい！　秀家は、良晴お兄さまの後輩になります！　他の学校への進学は考えていません！」

　なんだ。秀家は稲葉山学園進学希望だったのか。さすがの斎藤道三学園長も、学力・成績さえ要求水準を満たせば、自分の学校に入学した生徒への経済的援助はきちんとやってくれる。実力主義がこの学園の教育方針なのだから。ならば宇喜多先生には犯行動機（銭）がない。二十四時間三百六十五日、娘を幸福にすることしか考えていない人だから。

（待てよ？　だとすれば、宇喜多先生は試合中ほんとうにずっと寝ていたのか。それはそれでいかがなものだろう？）

　この時点で小早川隆景は、宇喜多直家を容疑者リストから外していた。




　第三の容疑者、保健室の松永久秀先生のもとには──。

「くすんくすん。また保健室登校しちゃいました。試合中に倒れてから、まだ身体からだがふわふわします。くすんくすん」

「あらあら。お薬を打っていく？　ただのビタミン剤よ、クロカンちゃんがベンチに持ち込んでいた危険なお薬じゃありませんからね〜♡　動体視力が急激にあがったり飛距離が劇的に伸びたりはしないから、安心しなさい♡」

　保健室常連の半兵衛がなにげなく潜入。しかし、いつ何時怪しいお薬を打たれるかわからないので、ベッドの上ですねこすりを抱えて体操座り。すっかり涙目である。

「そうそう半兵衛ちゃん。相良義陽さんはご無事かしら？」

「えっ、義陽さんですか？　確か、風邪をひいたとか……どうしてですか？」

「雨中、山越えを果たして試合に出場したでしょう？　徳千代ちゃんは野生児だから問題ないけれど、義陽さんは身体が弱いから。それに……近頃ずいぶんと神こう戸べの町の『気』が乱れているでしょう？　遠く離れた弟さんのピンチを感知して救いに来た時点で、そろそろ彼女も限界が近いのかしらと思って。うふ♡」

「……『気』……？　ななななんのことでしょう、松永先生っ？　わわわ私にはさっぱりです、くすんくすん」

「ふふ。ふふふふ。茶器道楽に凝っていると、陰おん陽みょう少女にしか見えないような不可思議なものも見えてしまうものですわ♡」

「ひい？　秘密のアルバイト稼か業ぎょうがバレてる？　あ、あの、私を天ぷらにするんですか。くすんくすん」

「いえいえ。わたくしはただ、現実と夢の境目が見えてしまうだけ。内緒にしておいてあげますわ。保健室の先生ですもの、生徒の悩みは秘密にしておかなくては。ね？」

　はわわわ。怪しいです。すっごく怪しいです。この先生がクロで間違いない気がします……官兵衛さーん！　一緒に保健室に入るはずだったのに遅刻ですよ、こんな時に限ってどうして隣にいてくれないですかあー！

　半兵衛はベッドの上でほとんど金縛り状態に陥り、ふるふると震えていた。松永久秀が茶器を盗んだ犯人なのかどうかはともかく、陰陽少女に近い術士の世界の人間であることを明かされた以上は、迂う闊かつなことはできない。

（まさか松永先生は、神戸という土地の『気』が乱れて世界が崩壊しかけたあの大厄災にも詳しいのでは？　新米陰陽少女の私などよりもはるかに。以前、この保健室に明智光秀さんが松永先生を訪ねに来た時の挙動が妙でしたが──もしかして？）




　　　　※




　第二の容疑者、斎藤道三学園長が「むん」と巨大なバーベルを担かつぎながら黙々と筋トレに励んでいる学園長室。

　この道三を監視する役目は、相良良晴と明智光秀が務めていた。一応「試合終了後の報告」という名目で学園長室に入室中。ただし、生徒が長時間学園長に張り付いていては怪しまれるので、時間が来たら織田信奈と交代する予定になっている。

「というわけで、ＵＳＪ権を巡って信奈さま……部長と小早川、謙けん信しんの間でまだ揉もめているのですう。謙信の執事たちは、相良先輩と謙信をこの際婚約させようとしてますです。学園長、なんとかならないでしょうか？　たとえば、ケンカ両成敗でこの十じゅう兵べ衛えにＵＳＪ権を譲るとか！　五回途中ノックアウトで自責点八のなにがいかんのですか、よよよ」

「青春じゃのう。もっともっと励め、互いに切せっ磋さ琢たく磨ますればよい。うわっははははは！」

「『争え……もっと争え……！』としか十兵衛には聞こえないですう！」

　しかしこの二人、意外と親しいんだな。十兵衛ちゃんは新入りの転入生だったはずだが、と良晴はふと不思議に思った。

「ああ、十兵衛はワシの遠縁にあたる姪めいっ子みたいなものじゃ。不幸にも神戸の大厄災に巻き込まれた明智家とは長らく音信不通であったが、今年やっと連絡が取れてのう。この子は学業スポーツともに優秀じゃったので、ワシ自らが奨学金を与えて稲葉山学園に引き抜いた！　我ながらなんという敏腕スカウト！　わはははは！」

「ちょ。相良先輩の前であんまり十兵衛の話は……うううううちは貧乏なのですう、奨学金を学園長にお借りしてなお生活はカツカツなのですう。あまり知られたくない明智家の秘密なのですう〜」

「待て待て。貸し付けてはおらん。お前は特別に優秀で将来性ＳＳＳだから、奨学金は返済無用。足りぬのなら今の額の三倍を払おうと言っておるではないか！　母子揃そろって遠慮しまくるのう。貰もらえるものは貰っておけ十兵衛、そんな愚直な生き方では苦労するはずじゃ。恋愛においてものう」

「れれれ恋愛どころではないですよ！　相良先輩という憧れの殿方はおりますが、十兵衛は放課後に屋台でたこ焼きを焼いて売りさばくので必死なんですう！」

「……働く苦学生もいいが、恋愛はお前にとって必要じゃぞ十兵衛。孤高でこそ輝く者もいるが、お前はそうではない。お前は、他人に尽くすことに生きがいを見み出いだして伸びる娘。互いに愛情を与え合える人がお前には必要なのじゃ。わかるか？」

「あーうー。先輩本人の前でそんなこっ恥ずかしい話はやめてくださいでっすう！」

　学園長からたんまり奨学金を貰っておけばいいのに、と良晴はちょっと驚いた。そういえば十兵衛ちゃんのお宅にもお呼ばれしたことがなかったな。というか、案外二人きりで行動した機会が少ない。基本的に信奈が割り込んでくるからだが、十兵衛ちゃん、なんだかこの世界ではやたら遠慮がちだな……。

「もう時間よー十兵衛、良晴！　報告は終わったでしょー！　次は天てん下か布ふ部ぶ終身名誉部長のわたしが学園長に活動報告する時間だから！　ほら、交代交代！　ちょっと良晴？　あんた、ＵＳＪ権でわたしたちがバトっている最中に十兵衛とデートしたりしないでしょうね？　そんなハーレム野郎みたいなムーブをかましたら、世界は地獄を見るわよ？　『パリは燃えているか？』のテーマソングが神戸の町に鳴り響くわよ？　ちゃらららら〜ん♪」

「わ、わかってるって。でもまあ、たまにはそのへんで二人で飯でも食うか十兵衛ちゃん。試合で奮闘したご褒ほう美びだ。ＵＳＪに行かなきゃ信奈も暴れる大義名分を得られないだろ」

「ええーいいんですか先輩？　やったですうう！　というわけで信奈さま、筋肉マッチョ親おや父じとの時間をたっぷりと満喫しやがれですう！」

「えーっ？　まあ、そのへんでランチするくらいなら、いいけどね？　どーしたのよ良晴？」

「いやまあ。五回もたずに八失点ＫＯされた後輩を慰めるのも、先輩の仕事だと思って」

「やっぱり先輩も十兵衛を内心では戦犯扱いしていやがったですか？　ひーん、ひーん」

　学園長からなにか証拠を引き出そうにも、十兵衛ちゃんがいると彼女の話題にしかならない。十兵衛ちゃんと学園長を引き離しておけば、信奈がなにか摑つかんでくれるかもだ、と良晴は一応理屈を捻ひねりだしていた。しかし、この学園世界でも妙に薄幸な光秀をなんとなく放っておけなかったというのがほんとうのところだった。

（五ご右衛え門もんの雇い主が本能寺の変については心配無用と言ってくれたから、俺はこの学園世界を生きてこられたが……この世界の謎に精通している五右衛門の雇い主って、そもそも誰なんだ？　いったいなにが目的で俺を監視させていた？　ひょっとして甲斐宗運か？　だとすればなぜ俺の探索を阻はばもうとしたんだ？　わからないことだらけだ）

　五右衛門をつかまえて聞き出さないと……と良晴は自分の迂闊さに呆あきれる思いだった。

　だが、

「ささ。先輩、ランチに行くですよランチに！　もちろん言い出しっぺの先輩のおごりですよね？　ターダご飯、ターダご飯♪　やっほー、やっほー♪」

　こんな時に限って五右衛門の姿がない。良晴は、思いきり焼き餅を焼いている信奈に「むー」と睨にらまれながら、光秀の背中を追っていた。歩き出す瞬間に、近頃頻繁に起こるようになった軽い目眩めまいに襲われながら。




　　　　※




「さあさあ、相良先輩♪　十兵衛は貧乏舌もとい一般国民舌なので、山の手のセレブでオサレなスイーツ店は性に合わないのですう。庶民のための神戸Ｂ級グルメを所望です。とびきりのごちそうをお願いしますですよ！」

「ああ、俺も母さんが煮込んだ三日目のカレーが好物というバリバリの庶民だからな。それじゃあ気取った北野異人館巡りはスルーして、元町、南なん京きん町を巡る食欲全振りの粉物食い倒れツアーだ！」

「やったですう！　先輩と二人でデートなんて、ああ、十兵衛は夢を見ているようですう。五回途中八失点のなにがいかんのですかと枕を涙で濡ぬらしたのが噓うそのようですう」

「ま、あの試合はいろいろとね？　俺も疲弊しちゃって、翌日からしょっちゅう立ちくらみするようになって参ってるよ。義陽姉さんは風邪ひいちゃったしさ」

「なんと。十兵衛はメンタル面がイップス気味になったくらいで、身体はぴんぴんしておりますが……お、お大事にです！　無理しないでくださいね先輩？」

　良晴と光秀は坂を下って、神戸の下町エリアをぶらりと散策。

　元町商店街から裏道に入った路地に、光秀が甲斐宗運からレンタルしている移動式屋台「たこ焼き屋台骸骨号」があった。甲斐宗運ってテキ屋もやってたのか、と良晴はいよいよわからなくなった。十年前は新聞記者だったんだよな。なぜあの歳としでフリーターに？

「じゃじゃーん！　これが十兵衛の秘密兵器、たこ焼き屋台骸骨号！　先に焼いてお渡ししますね。十兵衛自慢のみそたこ焼きをお土産にぜひ！　冷凍してレンチンすれば日持ちするですよ！　義陽お姉さまへの贈答品としてどーぞ！　糖質！　油！　塩分！　すべてがこってりしていて、超高カロリー！　滋養がつくですよ！」

「骸骨ってなんだよ、骸骨って。あと、どうしてソースじゃなくてみそを塗るんだよ？」

「みそは完全栄養食なのですう！　十兵衛はたこ焼きも餃子ギョーザもみそダレ派ですっ！　風邪なんて、みそを摂とれば一発で回復ですう！」

「……みそたこ焼き……ねえ……十兵衛ちゃんはどこの世界でも十兵衛ちゃんだなあ」

「ほへ？　なんです、先輩？」

　おっと。戦国世界という世界線が存在していてだな、なんて話は明かしちゃダメだったなと良晴は慌てて口をつぐんだ。

「待てよ？　俺もさ、実家はほんの少し坂の上にあるんだけれど、この元町南京町のあたりが活動テリトリーなんだ。十兵衛ちゃんと案外生活圏が近いんだな？」

「十兵衛は今年神戸に引っ越してきたばかりですから。それに、たこ焼き屋台骸骨号の移動販売エリアは、ライバルショップが居並ぶ南京町とズラしてますので。十兵衛は、隙あらば屋台を引っ張ってたこ焼きを売り歩く労働少女なのですう」

「そっか。困ったことがあったら俺や信奈に遠慮なく相談してくれよ。道三のおっさんからもっと奨学金を貰えばいいのに……学園長は十兵衛ちゃんを自分の娘のように気に入っているみたいだぜ。返済不要で構わんだなんて、あのドケチの学園長とは思えねー」

「いえいえ。奨学金は返済するものですよ。ズルはダメですよズルは、先輩？」

「せこいくせにヘンに真面目なんだからなー。ま、そこが十兵衛ちゃんらしい！」

「……ほーん。なんだかずっと昔から十兵衛の知り合いみたいな顔してますね、先輩は。そこが気楽で痺しびれる憧れるぅ、なのですが！」

　光秀が「絶対にお勧めなのはこのお店です！」と案内してくれたお好み焼き屋で、良晴は神こう戸べ名物のスジコンぼっかけ焼きそばを食した。

　スジコン＝ぼっかけとは、牛スジとこんにゃくをぐつぐつと煮込んだ神戸下町の名物料理で、神戸の一般国民はこれを紅べに生しょう姜がの如ごとくカレーにでもお好み焼きにでもラーメンにでもドバドバと投入する。上級国民の今いま川がわ義元などは「いったいなんですの、その南洋のブードゥー教団が煮込んだみたいな謎の食べ物は？」と恐れて近づかないが、良晴と光秀にとっては最高のごちそうだった。

「うめええええええ！　この店は穴場だった！　ありがとう十兵衛ちゃん！　効率厨の信奈は『こんにゃくってノーカロリーノー栄養じゃん。なんで命より大切な銭を払ってまで、群馬の芋を乾燥して粉にして練って手間暇かけて食材に仕上げてそれなのにカロリーゼロという不毛な飢き饉きん食を食べなきゃならないわけ』とぼっかけを好まないんだが、美味うますぎる！　さっそくここを天下布部の公式ランチ店にしよう！」

「ありがとうございます、先輩！　不思議なほどに十兵衛と先輩は、舌が合いますねっ♪」

「ああ、明らかに同類だよな。食べ物にみそを塗る癖を除けば」

「えー。この焼きそばも、マイボトルで持参したみそをトッピングするとさらに美味おいしくなるですよー？」

「いや、それはない。焼きそばにみそは絶対にない！　みそトッピングは拒否する！」

　食い倒れツアー二軒目は、「俺も地元民としていいところ見せないとな！」と良晴がチョイス。それは、元町商店街と三さんの宮みやセンター街の狭はざ間まに開いている地元の豚まん屋だった。

「関西と言えば豚まん。シイタケとかあれこれ具が入っている肉まんではなく、具は豚肉とタマネギのみというシンプルにして最強の中華まん、それが豚まんだ。そして関西人にとって豚まんとは、多くの場合ゴゴイチの豚まんを意味する。犬いぬ千ち代よは、ゴゴイチがある時とない時で、例の無表情にも微妙な差分が出るくらいの変化を起こす。だが──この神戸の穴場店の豚まんは、ゴゴイチをも凌りょう駕がするジューシーさとマイルドさを誇るんだ！　しかも店の前のスタンドで立ち食いできる！　放課後のおやつに最適だ！」

「おお、この店は知らなかったですう。二軒目にぴったりですね先輩！　こ、これは……でかあああい！　説明不要のでかさですう！　豚まん一個が勝家の胸くらいのサイズですう！　あつ、あつっ！　はふ、はふ……」

「……ふ、ふ、ふ。信奈には『うわ、げっひーん』とドン引きされるが、ここの豚まんの分厚い皮には、濃厚なとんかつソースが似合うんだぜ。しかもスタンドにボトルが常備されてるからソースをかけ放題だ！」

「おおー！　豚まんにとんかつソースですか？　すっげえ塩分過剰ですが、働く十兵衛には最高ですう先輩！　十兵衛は神戸に越してくるまで調味料はみそメインでしたが、関西には、とんかつソース、どろソース、その他いろいろなソースが勢せい揃ぞろいしていて、まさにソース文化圏ですう。はむ、はむ、はむっ」

「あ。ソースの二度漬けは禁止な？　関西での常識だぞ」

「えー。先輩と間接ソースキスできると思ってましたのにい」

　食い倒れツアーを続ける間、何年も昔から親友だったかのように、二人は意気投合していた。良晴が戦国世界の記憶を回復したことが大きかったのだろう。数え切れないほどの思い出が、光秀との間にはあった。本能寺の変が無事に落着して、向こうの世界の十兵衛ちゃんが救われていればいいのだけど。今はともかく、こうして目の前で豚まんを頰張って笑っている十兵衛ちゃんとの時間を大切に生きよう。良晴は、光秀とこうして一緒に食べ歩きしている今こそやっと完全に学園世界の住人になりきれた気がしていた。

　もう食べられないですうと光秀がギブアップして、坂道を上り学園へと戻る途中で。

　スーパーに夕食の具材の買い出しに出ていた光秀の母・牧まきと二人が、偶然鉢合わせした。光秀によく似た美人だが、病気がちらしく、顔色が青い。

「あーっお母さん！　母上！　母者！　買い物は十兵衛がやっておきますですう、家でのんびり寝ていてくださいです！　また風邪がぶりかえしたら、肺炎再発ということも！」

「まあ、十兵衛。男の子と一緒とは珍しいですね。そちらのお方は？」

「じゃじゃーん！　天てん下か布ふ部ぶの頼れる先輩、相良良晴ですう！　うちのご近所さんですう！　いい豚まん屋を教えてもらったので、お母さんにも買っておいたですよ！　はいっ！　レンチンしてどうぞ！　十兵衛が焼いたみそたこ焼きに匹敵する美味さです！」

「まあ、十兵衛の先輩？　いつも娘がお世話になっています、相良さん。この子は母親の介護と生活費稼ぎの仕事を愚痴ひとつこぼさずに続けながらも勉学に励んできた、ほんとうにいい子ですの。構ってほしくて噓うそ泣なきする癖も、慣れればかわいいものですわ。どうか、末永くお付き合いしてやってくださいね──」

「は、はいっ！　噓泣きする時には、ちらっちらっとこっちを見てくるので、平気ですよ」

「げげ。噓泣きがバレてたんですか、先輩には？」

「十兵衛？　相良さんは優しそうで、凄すごく落ち着いていて、それでいて元気で、ほんとうにいい殿方ね。あなたのお婿さんになってくれればいいわねえ」

「ああ、いや、いえいえ、十兵衛はまだ先輩と初デートしたばかりでして。で・も！　ここでお母さんに出会って先輩を一足飛びに紹介できたのも、運命かもしれないですう！　というわけで先輩、信奈さまと小早川隆景が足を引っ張り合っている隙に十兵衛と付き合いませんか！　とりあえずお試し期間ということでいいですよ！　仮に捨てられても、さばさばと先輩のお帰りを待つ健けな気げで便利な後輩ですよ！」

「って、お母さんの前でなにを言いだすんだよ、十兵衛ちゃんっ!?　どう返答してもその先は地獄じゃねーか！」

「ノリです！　今、十兵衛の心の中でなにかよくわからない炎のようなものがぱっと燃え広がって……あ、あれ……？　ど、どうして私は、いきなり先輩にこんなことを言って……？　へ、ヘンですね……この感情は……いつもの先輩への憧れとは少し違う……？」

「ま、まあ、この通りちょっとばかりお調子者で暴走しますけれど、でもこの子はほんとうにいい子なんですよ相良さん。十兵衛を幸せにしてあげたい、それだけが私の望みなんです」

　光秀の母・牧は何度も良晴に頭を下げながら、帰宅していった。

　下町エリアから学園へと戻る途中の十字路。二人きりに戻った良晴と光秀は、急に気まずくなってしまった。（ま、まあ、十兵衛ちゃんが暴走するのはいつものことだし）と良晴は仕切り直そうと深呼吸したのだが──。

「……あ、あれ……また立ちくらみが……やべえな、慢性化しつつある」

「せ、先輩っ？　だ、だいじょうぶですか？　もしや食べ過ぎて血糖値が!?　その若さで……糖尿……!?　先輩はこんなにも瘦せて引き締まってるのにい？　あああ、悲劇ですううう！　十兵衛が粉物を連投しなければ、こんなことには！」

「ち、違う違う。野球大会以来時々ふらつくんだよ。うっ……あ、頭が……頭が割れるように痛い……こ、これは……なんだこの頭痛。やべえぞ……」

「先輩っ？　か、肩をお貸しします！　べ、ベンチで横になりますか!?　救急車を呼びましょうか？」

　良晴の脳に、異変が起きつつあった。考えてみれば、これが「最初の異変」ではない。そう。良晴はある朝突然戦国世界の記憶を回復して、いったんこの学園世界の記憶を失った。あれが「最初の異変」だったのだ。最近繰り返すようになった目眩めまいとこの突然の頭痛は、良晴に「第二の異変」が起こりつつあるというサインだろう。

（どうなっているんだ。戦国世界の記憶が奔流のように蘇よみがえってきて……目の前の光景がよく見えない……ああ、清きよ水みず寺が燃えている。天王寺に追い詰められている。木津川口の海戦が終わって、俺と十兵衛ちゃんはともに海へと沈んでいく……そして、「本能寺の変」。信奈が泊まっていた本能寺が跡形もなく焼き尽くされて……これは、戦国時代で俺と十兵衛ちゃんが過ごした数々の記憶だ！　十兵衛ちゃんと親しくしすぎたせいか？　で、でも、信奈や半兵衛たちと親しく過ごしていても、こんな記憶の暴走は起こらなかった！　まさか俺の脳になにか異常が？）

　俺は、完全に学園世界に馴な染じんだと信じていた。だが、脳がそれを拒否している。というよりも、強烈な負荷がかかり続けたために、脳がオーバーヒートしてしまったようだ。

　良晴は公園のベンチに寝かされて、光秀の膝枕の上でしばし目を閉じて耐えていた。やがて、ようやく頭痛は去った。一時的なものだったらしい。しかし、二重記憶を保持するという異常な状態に「限界」が近づいている。そんな予感がしてならなかった。放置しておくとまずい。誰に相談すればいい。陰おん陽みょう少女の半兵衛か。それとも五右衛門の雇い主か。

「ふう。助かったよ、十兵衛ちゃん……一度病院に行って診てもらうよ。もうだいじょうぶだから、学園へ戻ろう。あれ？　十兵衛ちゃん？　ど、どうして、泣いて」

「……さ、相良先輩……膝枕をしている間、先輩の記憶が……じゅ、十兵衛の頭の中に流れ込んできて……これは……これは、異世界の記憶なのですね!?　十兵衛は戦国の世界で信奈さまにお仕えして、先輩に片思いして、そして……本能寺の変を引き起こして……先輩は信奈さまを救うために世界線を移動して、この学園世界に……」

「ええっ？　俺の記憶が伝染したのか？　い、いや、今の記憶は違うんだ、十兵衛ちゃん。俺が夜な夜な見ている夢みたいなもので！　忘れてくれ！　さもないと、事態はさらに悪化すると思う！　本能寺の変は、きみがやったことじゃないから！」

「……子供の頃から、どうしていつも十兵衛は不運で貧乏くじばかり引くのだろうと不思議だったです。覚えていないけれどいつかどこかで凄く悪いことをしたような、そんな気がしていたです。先輩に本気で恋をしてはいけないと我慢していたです。先輩には信奈さまや小早川隆景という相応ふさわしい相手がいるからと……自分には先輩と結ばれる資格なんてないと……戦国の世界で、十兵衛は取り返しのつかない罪を犯したのですね。だから、十兵衛は罰を受けているのですね……そのことも忘れて、先輩とデートなんてしたために……だから、思いだしてしまったのですね……十兵衛が異世界で犯した罪を」

「違う違う！　考え過ぎだよ十兵衛ちゃん！　俺の脳のほうにちょっとばかり異変があってさ！　十兵衛ちゃんは巻き込まれて意識が混乱してるだけだって！　ほら、十兵衛ちゃんは暗示とか催眠術とかそういうものに耐性がないから！」

「……いいえ先輩。どうやら、封印されていた十兵衛の記憶も解除されてしまったです……十兵衛は、一部の記憶を欠損していたです……松永先生に催眠術をかけられていたです……そのことも、同時に思いだしたです！」

　松永久秀!?　そうだ。戦国世界でも十兵衛ちゃんは久秀に術をかけられて操られたことがあった。精神が強きょう靭じんすぎる信奈にはその種の術が効かないらしく、久秀は薬物を信奈に飲ませて強引に意識を操作していたっけ。

　この学園世界でも、同じことが!?

「相良先輩……十兵衛は、ずっと松永先生に天下布部の情報を報告していたです、スパイとして……しかも、そのスパイ活動の記憶のいっさいを松永先生の術で封印されていたです。十兵衛は……信奈さまを……先輩を……ずっと裏切っていたのです。謀む叛ほん人です……戦国世界を生きてきた先輩をこの世界へ追いやってしまったのも、十兵衛の本能寺での謀叛が原因……そして今回もまた。十兵衛は、親友を、そして大好きな人を永遠に裏切り続ける運命みたいです。すべては、報い……なのですね」

「そうじゃない！　松永先生が茶器盗難事件の真犯人で、十兵衛ちゃんを催眠術で操って天下布部から生徒たちの情報を入手していた。それだけだ！　本能寺だって、真犯人は別にいた！　十兵衛ちゃんのせいじゃない、十兵衛ちゃんは悪くないよ！」

　断言したつもりだった。だが、本能寺の変の結末がどうなったのか、今の良晴には「記憶」がない。その分だけ言葉の力が足りなかったのだろうか。あるいは、松永久秀が光秀に施した術が想像以上に強力だったのだろうか。

「……先輩……十兵衛は……十兵衛は……ああ……ああああ……！　申し訳ありませんですう！　必ずやこの償いは、果たしますです！」

　混乱に陥った明智光秀は、まだ足下がふらついて駆けられない良晴を残して、公園から泣きながら走り去っていた。

　良晴がようやく走れるまでに回復した時にはすでに、光秀の姿は視界から消えていた。

「どこへ行ったんだ？　どうするつもりなんだ、十兵衛ちゃん!?　待ってくれ。自分を責めないでくれ。責められるべきは、戦国世界へ帰還する道を探さずにこの平和な世界に馴染んでいた俺なんだ！　ここが、あまりにも幸せな世界だったから……だから……！　単独行動はダメだ、危険すぎる！」




　　　　※




　稲葉山学園の保健室で、半兵衛は絶体絶命のピンチに陥っていた。

　松永久秀が茶器盗難事件の犯人だと確信した半兵衛は、陰陽少女に変身して式神の前ぜん鬼きを召喚しようとしたが、久秀は保健室の片隅に置かれていた骨格標本模型──傀儡くぐつを操って半兵衛の変身フォームを強引にキャンセルし、「あなたに変身する力を与えているご当地妖怪すねこすりさんを檻おりに入れておきましょうね」とすねこすりを取り上げてしまった。

「やめてにゅ、ハンバーグの具にするのはやめてにゅ」

「はわわ〜。傀儡の術まで会え得とくしているだなんて。新米陰陽少女には荷が重すぎる強敵です……！　官かん兵べ衛えさんの到着を待たずに単身で保健室に乗り込んだのが間違いでした！　い、いぢめますか？」

「まさか。わたくしは幼い子供をいぢめたりはいたしませんわ。ただし──ことが終わるまで静かにこの保健室で待機しておいていただこうかしら。さあ、お注射をちっくんしましょうね♡　ぐっすり眠れますよ、目覚めた時にはもうすべては終わっていますからね♡」

「ひうっ？　わたし、注射は大の苦手で……！　も、も、も、漏れ」

「そこまでです、松永先生！」

　かろうじて半兵衛は注射を打たれずに済んだ。保健室に飛び込んできて松永久秀の前に立ちはだかった者──明智光秀が、注射器を取り上げてくれたからだった。

「はうう。光秀さん!?　どうしてここに？」

「すべて思いだしたです。松永先生、あなたは転入初日の十兵衛に『今の神こう戸べの町は格差が広がりすぎていて、富める者だけがますます栄え、生活苦にあえぐ者はますます苦しくなる一方。わたくしとともに富裕層から茶器を取り上げて貧しい人々にその富を分け与える義賊になりませんか？　稲葉山学園には天下布部という厄介な自警団がおりまして、わたくし一人ではやりづらいのです♡』と茶器泥棒コンビ結成を提案したですね？　十兵衛はたとえ義ぎ俠きょうであろうとも泥棒は犯罪ですうと断りましたが」

「……あらあら。とうとう思いだしましたのね、光秀さん。そうですとも。あなたは生まれながら不幸の星の下に生まれて才能に見合わぬ不遇をかこっていながら、やけに正義感が強く、わたくしの誘いを拒絶しましたわね。ですからわたくしは」

「十兵衛に催眠術をかけて、町と学園の治安を守る天下布部の情報を横流しするスパイとして操っていやがったですね！　しかも、そのスパイ活動に関するすべての記憶を十兵衛自身は忘却してしまうという酷ひどい術ですう！　もう術は解けたです、二度と泥棒の手助けはやりませんです！」

「あらあら、残念ですわ。光秀さんほど、心を操る類いの術にかかりやすい体質の人も珍しいんですのよ。信奈さんなどは我が強くて、わたくしが繰り出すいかなる術も通じませんの。精神攻撃耐性が強いといいますか、無敵の人といいますか。その点あなたは人を疑うことを知らず、容易たやすく言こと霊だまに縛られてくれる便利なお方でしたのに」

「十兵衛のメンタルが豆腐な件はもういいですう！　そもそも先生はなんのために茶器を？　慈善事業に使っている気配はまるでないですう！　あと、相良先輩の戦国世界の記憶はなんなのですか？　十兵衛は戦国世界の本能寺で、信奈さまに謀叛したですか？　それとも謀叛人の汚名を被かぶせられたですか？　いずれにせよ十兵衛は……もう天てん下か布ふ部ぶにも稲葉山学園にも戻れないですう！」

　半兵衛は光秀と久秀が論戦を繰り広げている隙に（逃げだしちゃダメです。踏みとどまって情報を得なければ）と震えながらかろうじてベッドの下に潜り込んでいたが、「戦国世界の記憶」という光秀の言葉を聞いた瞬間に、思考回路にスイッチが入ったかの如ごとく数々の謎の真相に一気に肉薄していた。

　平ひら蜘ぐ蛛もに帰結する一連の茶器盗難事件。相良良晴に続き相良義陽までもが大厄災の記憶をほぼ失っていること。十年前、神戸の大厄災がぎりぎりで未然に防がれて町の全滅が回避されたこと。神戸の土地の「気」のバランスを保ち大厄災の再来を防ぐべく、半兵衛がご当地妖怪にスカウトされて陰陽少女に選ばれたこと。甲斐宗運が、もろもろの謎を解こうとしていた良晴に警告を送ってきたこと──すべてが、繫つながっている？

「ええ、ええ。その戦国世界の記憶は正真正銘、本物の歴史の記憶ですわ♡　相良良晴は、二重世界の記憶持ち。厳密に言えば、十年前の大厄災の夜に彼がこの世界に召喚された際、彼の持つ戦国世界の記憶は封印されたのです。彼が二重記憶を保有していると、この世界の整合性が取れなくなりますから♡　ですが、今年ついに彼は目覚めてしまったのです」

「十年も封印されていた先輩の戦国世界の記憶が突然再生されたのは、なぜです？」

「もしかしたら、あなたが彼に出会ったことが封印を解くトリガーになったのかしらねえ。ところで光秀さん？　あなたに施した術は二つありますの。ひとつは、この世界に人為的に大厄災を引き起こす鍵となる『平蜘蛛』を手に入れるため、あなたを天下布部のスパイとして操る術。身近で茶器盗難事件が次々と発生すれば、攻撃的な信奈さんは利り休きゅうさんにお願いして平蜘蛛を囮おとりに用いて犯人を誘おびき出そうと考えるはず。わたくしが欲ほっする茶器は、闇千家が所持する究極魔術茶器・平蜘蛛のみでしたの。すべてはうまくいきましたわ──肝心の平蜘蛛を学園に持ち込ませたその日に相良良晴との自宅デートに奔はしってしまったのは恋する信奈さんらしいですけれど、あなたから平蜘蛛搬入情報を得られたので、首尾良く盗み出せましたわ。すべてはわたくしの作戦通り。そしてもうひとつの術は」

「も、もうひとつの術？」

「二重記憶を抱えた相良良晴の『気』は日を追う毎ごとに乱れています。精神耐性が弱いあなたは、その気の乱れに感応して彼の二重記憶にいわば『感染』できるはず。平蜘蛛を用いた正式な術式も施されずに感染できてしまうなんて、なかなか希け有うな体質ですわ。そう。いずれその時が来たら、あなたが相良良晴の二重記憶にきちんと感染できるよう、以心伝心之術をかけてあなたの感染性を補強しておきましたのよ♡」

　では、戦国世界は夢幻ではなく、かつて相良先輩が生きてきた真実の世界。その世界の十兵衛は、信奈さまを本能寺に襲撃した謀叛人に転落していて……先輩はそのことを知っていながら十兵衛にあんなに優しく接してくださっていた？　と光秀は呻うめいた。

「ええ、そういうことです♡　相良良晴は本能寺の変を回避するために並行世界を移動してきましたの。彼は、あなたが本能寺の変の犯人だとは考えていないのでしょうね。もし犯人だとしても、寛大な彼は同じ態度であなたに接したでしょうけれど♡　日本史最大の謀叛人であるあなたが、この学園世界で平凡な女子高生としてのうのうと生きていられるなんて、あなたは実はとてもとても幸運でしたのよ。うふ」

「……あの記憶はすべて……現実……？　では、今こうして学園世界で生きている十兵衛はいったい何者なのです？　信奈さまや先輩や柴しば田た勝家たちは？　そもそもこの世界はなんなんですう？　なぜ十兵衛たちは、戦国武将とほぼ同じ名を……近頃は子供に戦国武将名をつけるのが流行はやっているのよとお母さんは仰おっしゃっていましたが……その説明にはどうも無理があると思っていたですう。まさか……まさか、この世界こそが夢なのですか!?」

「ああ。惜しいですね、光秀さん。半分正解で、半分は不正解ですわ。ここは、本来の『陽世』であり真の世界である戦国世界の要素と、宇宙に無限に存在する『世界の泡』のうちのひとつ・二十一世紀の学園世界の両者が混合されて発生した、いわばキメラ世界。ただの夢でしたら、放置しておいてもよかったのですわ。ですが、この世界は『観測者』相良良晴によって観測されてしまいました。あの大厄災の夜に。本来ならば存在するはずのないこの世界が完全に安定して『陽世』になってしまったら、本物の『陽世』が──戦国世界が夢となって消滅してしまうでしょう？　しかも、存在が確定しない『世界の泡』や陽世の鏡面世界とも言うべき『陰世』になるのではなく、文字通り『完全に』消え去ってしまうのです。許されないことですわ♡」

「それでは最終的には……二つの世界のうち、いずれかの世界が消える定めなのですか？」

「はい、その通りですわ♡　わたくしは学園世界で平穏に生きている女ですけれど、それは道理が間違っていると思いましたの。相良良晴が時空を跳んでまで選択し守ろうとしていた戦国世界こそが本来の世界であり、平和な二十一世紀の学園で相良良晴たちとともに合戦と無縁な楽しい青春を過ごしたいという誰かさんの願望が都合よく叶かなえられたこのキメラ世界は明らかにまがい物。ですからわたくしは、こちらの学園世界を消そうと決めて計画を進めておりましたの」

「いったいなんのために……誰のためにですか!?」

「織田信奈さんですわ。あの子は、わが娘にしてしまいたいくらいに素敵なお方。戦国世界を戦い生き抜き天下布武の野望を突き進む姫武将であるべき人。戦こそが彼女の天分であり運命であり、戦国の世こそが彼女が輝ける最高の舞台。このままこの平穏な世界で暮らしていても、人類史に名を刻む偉業は果たせませんわ。ならば、織田信奈を極限まで輝かせるための選択肢はひとつ。そうは思いません？」

　二つの世界のうち、いずれかが消えねばならない。本来の世界はこちらではない。この世界は何者かの願望が学園世界に混ぜ込まれて生まれた作り物の世界。そして、いずれの世界でも自分は「謀む叛ほん人」で、信奈さまや相良先輩の期待を裏切った──！

　真相を告げられた光秀は、もはや言葉を発することができなかった。

　半兵衛は（それ以上松永先生の言葉を聞いてはいけません、光秀さん！　言霊の術です！　魂を完全に縛られます！）とベッドの下から飛び出そうとした。

　しかし、十兵衛はこの種の術に致命的に弱い体質だった。故に半兵衛は間に合わず。




「……了解したです、松永先生……相良先輩は本来の世界で信奈さまを救おうとしていたのに、この世界に囚とらわれてしまったですね……どうすればこの世界を消し去り、先輩をもとの世界に帰し、戦国世界の信奈さまを救えるのですか……この『謀叛人惟任これとう日向ひゅうが』に、次の命令を……下しやがれです……」




　はわわ。完全に心を支配されてしまいました、傀儡状態です！　と半兵衛は絶望した。

　そうですねえ、時間稼ぎのついでに「場の共鳴」術を用いましょう、と松永久秀は怪しく微ほほ笑えんでいた。

「織田信奈には心を操作する術は通じない。ならば物理で攻めましょう。本能寺の変と相似した『状況』を稲葉山学園で物理的に再現なさい。さすれば、さしもの織田信奈も相良良晴が持つ戦国世界の記憶に感染するやもしれませんわ。なにしろこのキメラ世界の中心に聳そびえる根源は、織田信奈その人ですもの。あの子への記憶感染に成功すれば、わたくしがなにもせずとも大厄災がはじまる。一気に崩壊へ至る最短ルート入りですわ♡」




　　　　※




　一方、その頃。

　学園長室での張り付き調査を終えて部室に戻ってきた信奈は、勝家や長なが秀ひで、犬千代たち天下布部生え抜きの幼なじみの面々と一緒に、部室でタロット占いに興じていた。黙って良晴たちからの報告を待っているのは退屈だったのだ。「テンピンまでなら賭と博ばくにならないっしょ！」と麻雀マージャンをはじめないだけ、信奈にしてはまだマシである。

「恋愛運を占いましょう姫さま！　サルをゲットするのは姫さまか、それとも小早川隆景か？　それともまさか相良幼稚園で子供慣れしているサルを落とすのは、ダークホースの竹中半兵衛？」

「これまでのありとあらゆる青春の甘あま酸ずっぱいフラグを押し流すバストサイズの暴力で、勝家どのが勝利者になるということも。その場合、相良どのは性欲に流された本物のサルということになって殿方として零点ですが」

「なんでだよー長秀っ？　そういうオチがあってもいいじゃないか！　ま、まあ、あたしは別に、さ、サルと付き合いたいとか思ってないけどな！　デート中ずっと胸を揉もまれそうで、絶対にやだっ！　あいつの指使いはすっごくねっちこそうな気がする！　揉まれたことはないけど、なぜだろう、凄すごくそう思うっ！」

「……子供枠なら、この犬千代のほうが良晴と付き合いが長い……それに良晴は恋愛と性欲は別物と割り切ってるオトナのオトコだと思う。つまり、勝家は身体からだだけ弄ばれて飽きられたら捨てられる。良晴の真の愛情は、幼稚園を仕切ってきた習性で幼い娘に注がれる。ここに胸が薄い犬千代、大勝利。ぶい」

「あんたたち、なにを言いたい放題言ってるのよ？　よ、良晴をなんだと思ってんの。わたしか小早川しかありえないでしょ？　今は相良家の実家に深く食い込んでる小早川に一歩リードされているけれど、良晴の本命はわたしに違いないし、ＵＳＪデート権を行使して逆転するんだから！　って、ギャー！　ＵＳＪ権は小早川が持って行ったんだったー！」

「上うえ杉すぎ謙信から譲ってもらいましょう！　正義の味方ですから、頼めばくれるはずです姫さま！」

「ところが存外に謙信どのも乗り気らしくて、難しそうです。上杉家執事の面々は勝手に盛り上がって縁談話を進めていますし。謙信どのが本格参戦するとなるとますます姫の勝機が遠のきますね。三点です」

「ハア？　謙信はラブラブの信しん玄げんと結婚すりゃいいじゃん。一生仲良くやってろってカンジ。あいつら、あんぱんまんとばいきんまんくらい仲いいじゃん。さて、わたしの恋愛運はと……って、なにこのカード？　『塔』？　しかも逆方向だわ、不吉ね……？」

「……塔が炎上している。姫は不用心だから、良晴のために食事を作るとかできないことを言いだしてフライパンを空だきして火事を起こすという暗示……たぶん」

「官兵衛がタロットに詳しいんだけど、顔を出さないわねー。でも妙だわ、わたし今まで不吉な『塔』のカードなんていちども引いたことないのに。基本的に『太陽』しか引かない主人公体質だったのに……」

　信奈が眉をひそめてカードを眺めていると。

　突如、部室の周囲から一斉に「天下布部を破壊せよー！」「織田信奈を倒せー！」「これより稲葉山学園の支配者は、明智光秀さまであるぞー！」と妙に時代劇じみた台詞せりふの数々が飛んできた。

「ひひひ姫さまっ？　わけがわかりません！　この部室は、すでに大勢の生徒たちに包囲されていますっ！　みな、口々に姫さまを倒して明智光秀を学園のトップに担かつぐのだと……なんですか、これえ？」

「むむむ。唐突すぎて理解不能な事態ですが、明智光秀どのの来歴はすべて謎でしたね。姫は彼女が入部してすぐに打ち解けて大親友になりましたが、お詳しいのでしょうか？」

「ううん、別に。どういうわけか初対面の時からとても馬が合っただけ。だから、特になにも聞いてないけど……十兵衛ってあんなに口が軽いのに、あまり私生活に触れられたくなさそうだったし」

「……あ。光秀を発見。この暴徒集団を大将として指揮している……目がイッてて、明らかに正気じゃない……どうも光秀が生徒たちに狂気を感染させている感じ」

「デ、アルカ。犬千代、是非に及ばずね。『塔』のカードは、この事態を暗示していたんだわ！　ということは、動機は良晴を横取りするため？　そんなおバカな理由で闇落ちしてこんな無茶な真ま似ねをするかしら、あの利口な十兵衛が？　このカードの絵柄通りに進むなら、次は部室に火を放たれることになるけれど、ま、まさかね？」

　うわわわ！　まずいです姫！　暴徒の中に、松明たいまつを持ち出してきた輩やからが！　ほんとに部室に放火されます！　蒸し焼きにされちゃいます！　と勝家が悲鳴をあげていた。

「え、えええええっ？　噓うそでしょ？　ちょっと十兵衛、どうしちゃったのよー!?　放火って重犯罪なのよー!?　待ちなさい、やめなさーい！　正気に返りなさーい！」

　織田信奈、絶体絶命！




「おい。おいおいおい。どうなってるんだよ？　十兵衛ちゃんが、どうして生徒たちを率いて天てん下か布ふ部ぶの部室を襲撃しているんだ？　まさか、みんな松永先生に操られているのか？」

　何度も目眩めまいを起こし、息を切らしながら学園へとやっと到着した良晴は、予想もしていなかった光景を目まの当たりにして呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「これじゃ……これじゃ、本能寺の変とまるきり同じじゃないか！　しかも十兵衛ちゃん本人が信奈を焼き殺してしまう！　実行犯にされてしまっている！　俺のせいだ。俺が、学園世界の楽しい日々にかまけて、本能寺の信奈を救おうと元の世界に戻る努力を怠っていたからだ……！　結局、別の世界に移ったって、人は運命からは逃げられないんだ！」

　こんどこそ、俺がこの手で信奈を本能寺の変から救う！

　相良良晴の全身に、激しい情熱の炎が点火していた。

　幾多の戦場を駆け抜けてきた歴戦の戦国武将・相良良晴の「魂」を、取り戻していた。

　そうだ。俺は、信奈を救うために……別れがたき人と別れ、捨てがたき人々に別れの挨拶を告げてまで……俺の、俺の真の使命は……信奈を運命から救うことだったんだ！

「うおおおおおおおお！　待っていろ信奈！　今、行く！　絶対にお前を……！」

「待てい小僧！　多勢に無勢である、お主一人では勝算はない！　ワシらが助力しようではないか！　この斎藤道三、かかる事態を回避すべく上級クラスと天下布部を煽あおって対決を繰り返させておったのだが、松永久秀が決起した今となっては致し方なし！」

「……学園長？　真犯人が松永先生だと知っていたのか!?　でも、松永先生はどうして十兵衛ちゃんに信奈を襲わせてるんだ？　茶器盗難事件との関係は？　俺には、何が何だか」

「わたくし、学園オーナー足利義輝あしかがよしてるの執事を務めております、細ほそ川かわ幽ゆう斎さいと申します。女のような面相をしておりますが、男性です。お見知りおきを──子細はこの事態を収拾した後で。わが細川家に伝わる『古今伝授』がお役に立ちましょう」

「細川藤ふじ孝たかじゃないか！　この世界でも、予言書を解読していたのか？」

「そちらの世界での記憶はわたくしにはありませんが、その通りでございます。ついに松永久秀が最後の勝負を開始いたしました。今日をもってこの世界の運命が確定いたします。世界を大厄災による消滅から救うにはあなたのお力が必要です、相良良晴どの」

「良晴。詳しい事情は私にはよくわからぬが、やはり神こう戸べの町に悪あしき陰謀は存在したな。正義の味方毘び沙しゃ門もん天てんとして助太刀に来た。私はこの日のために正義の味方を志したらしい。織田信奈を義によって救出しよう」

　行ぎょう人にん包づつみを被かぶった上杉謙信。兎うさぎの耳が行人包にくっついているのは、直なお江え兼かね続つぐあたりが新デザイナーとして急きゅう遽きょ参加したのだろうか。

「謙信とは一時休戦だ。織田信奈と謙信にはサバゲー対決でリベンジしなきゃあな。こんな物騒な結末なんてあたしは認めないからな！　信のぶ繁しげ、太た郎ろう、勘かん助すけ、風林火山軍団勢せい揃ぞろいだ！　暴徒どもを蹴散らすぞ！」

　ハーレーダビッドソンに乗って、有あり馬まの暴走軍団を引き連れてきた武たけ田だ信玄。

「むふー！　半兵衛は気が弱いからな、松永久秀の暴走を止められなかったようだ！　クロカンは半兵衛を救出するぞー！　芦あし屋や道どう満まん流陰おん陽みょう少女★黒田官兵衛、姫路より新快速に乗ってただいま見参！　ダイヤが乱れてちょっと遅刻した！　新幹線に乗るお小遣いがないんだ〜！」

「半兵衛ちゃんっ、半兵衛ちゃんはどこなのっ？　おのれ松永久秀、半兵衛ちゃんになにかあったら絶対に許さないんだから！」

　そして黒田官兵衛はすでに陰陽少女姿に変身し、式神の朧おぼろ月づき夜よを召喚していた。

「みんな、ありがとう！　十兵衛ちゃんは松永先生に操られているだけだ、術から解放してあげれば正気に戻る！　他のみんなも同じだ！　行こう！　頼むぞ官兵衛！」

「えーこれだけ面めん子つがいるんだから分散しても……クロカンは半兵衛を救出に行かないと……ちょっと待て、引きずっていくな相良良晴！」

「俺が保証する。松永先生は半兵衛に危害を加えたりはしない。暴徒と化した生徒たちを術から解放するには、きっと陰陽少女が必要なんだ！」

「仕方ないなー！　ならば朧月夜、半兵衛は任せた！　両面作戦だ、いっくぞー！」

「ええ、半兵衛ちゃんはこの朧月夜に任せなさいっ！　待ってて半兵衛ちゃーんっ！」

　応！　と斎藤道三が気合い一いっ閃せん。「ゆけい！」という号令のもと、織田信奈救出部隊は松永久秀の術に落ちて天下布部の部室を包囲している生徒たちめがけて突撃を開始していた。











第七話　相良さがら良よし晴はるの決断









「隆たか景かげ、一階の扉に火をかけられた。部室の一階には窓がないけえ、まずいことに！」

「いけない。煙が部室に充満したら……織お田だ信のぶ奈な、こんなところで倒れるな！　良晴を放りだして逝いってしまうなんてダメだ！　宇う喜き多た先生、放水を開始します。水圧に飛ばされぬように、ホースをしっかり握りしめてください」

「おうよ、任せておけ小こ早ばや川かわ、吉きっ川かわ。茶器泥棒容疑が晴れるまで昼行灯ひるあんどんを貫いてきたこの宇喜多直なお家いえ先生が、いよいよ本気を出させてもらうぜ！　オラオラ生徒諸君ども、目を覚ましやがれ！　この放水は、宇喜多先生からおめーらへの愛の鞭むちだーっ！」




　職員室から天下布部へと駆けつけてきた小早川隆景、吉川元もと春はる、宇喜多直家が迅速な消火活動を開始する中。

　斎さい藤とう道どう三さんと細ほそ川かわ幽ゆう斎さいは、「俺も参加する！」と逸はやる相良良晴に「しばし仲間に任せておけ。もうワシらには時間がない。この世界と小僧にまつわる真実を今教えてやるわい」「すべては十年前の大厄災の夜にはじまったのです」と良晴が追い続けていた「謎」への回答を語りはじめた。

「『古今伝授』曰いわく、この世界は、戦国世界に生まれ、新たな世界を創世できるほどに強大な『器』の力を持つ少女の『良晴が生きた未来でともに平和に生きたい』という叶かなえられぬ憧れと、あなたを救うために未来世界に取り残された少女の『良晴たちと再会したい』という願いが融合して生まれた、新たな『世界の泡』なのです。いわば『宇宙に無限に存在する世界の可能性のひとつ、泡沫うたかたの夢』。ただし、イレギュラーな存在です」

「故にここでは、戦国世界の人間たちと未来の学園世界が奇妙な形で融合しておるのじゃ小僧。だが本来は存在していなかった不安定なキメラ世界故に、十年前に自己崩壊して消滅する危機を迎えた。それが『大厄災』の夜よ。神戸の教会の神父にして『黙示録』を研究する錬金術師だったザビエルは、召喚されるはずのない『観測者』相良良晴を強引に召喚することによってこの世界を安定させ、大厄災を防ぎ止めたのよ。その術式の代償としてザビエルは『気』を消耗して命を落としたがのう。私は世界を救えたのでしょうかと微ほほ笑えんで息絶えた、悔いのない最さい期ごだったという」

「しかしザビエルには、時空を跳躍していたオリジナルの相良良晴を完全な形で召喚することはできなかった。いえ、敢あえてやらなかったのです。あなたは戦国世界で本能寺の変に斃たおれる運命だった織田信奈を救うために時を駆けていましたから。ザビエルは相良良晴の『気』の一部のみを召喚したのですよ。神しん道とうでいうところの『分わけ魂みたま』とお考えください。大本の本体と比べると『気』が少ない分弱体化したとはいえ、あなたは相良良晴本人です」

「小僧がこの世界に召喚され、相良義よし陽ひを観測したその瞬間に、この世界は安定したのじゃ。しかし世界移動には『一人増えれば一人減らねばならない』という法則がある。本来この世界に存在し得ない小僧は、『気』の乏しさもあって戦国世界の記憶を喪失し、肉体もまた消滅寸前となった。ザビエルは法則の裏道を潜るために、自ら犠牲になることを志願してきた相良義陽の『気』を分割し、彼女の身体からだを虚弱体質にするという代償を支払ってその半分を小僧に分け与えた。いわば今の相良良晴は、相良良晴と相良義陽のキメラよ。姉の無償の愛が弟を救ったのよ。うわっはははは！」

「大厄災と相良良晴に関する人々の記憶は世界の整合性を保つために修正され、あなたは相良家の実子だったということになりました。あれほど弟好きの相良義陽があなたと違う学校に通っているのは、あなたがこの世界に来た時にすでに彼女は妹とともに小中高一貫教育を施す女学校に入学していたからですよ」

「例外的に、記憶を修正されない特異体質の者もいたがな。一人は義陽が小僧を救出して教会に運び込む手助けをした、当時新聞記者の甲か斐い宗そう運うん。もう一人はまだ相良幼稚園に通う幼子だった五ご右衛え門もんよ。五右衛門は忍びの家系で、生まれつきの体質であったそうな」

「大厄災が未然に防がれた後、甲斐宗運の証言と『古今伝授』の解読によって真相を解明した道三さまと、当時道三さまの恋人だった松まつ永なが久ひさ秀ひでは、真相を知る者すべてに『誰にも漏らさぬよう』と箝かん口こう令れいを敷きました。以後、道三さま自らが稲葉山学園学園長となり、相良良晴と織田信奈の監視役に。五右衛門を相良良晴のプライベートを見守る監視役補佐に、甲斐宗運を相良義陽の監視役に。甲斐宗運が新聞社を退社しフリーになったのはそのためです。『観測者』相良良晴、その半身とも言うべき相良義陽、そしてこの世界における天あま照てらす大おお神みかみの如ごとき『器』織田信奈。この三者全員が相良良晴が持つ戦国世界の記憶に感染すれば、世界の整合性の根幹が崩れ去り、再び大厄災が発生してこの世界が消滅してしまうのです──ええ。『世界の泡』に戻るのではなく、真の『虚無』となるのです」

「……虚無に帰るだって？　そうか。俺が戦国世界の記憶を突然回復したことから、大厄災への危機が高まっていたわけか。でも松永久秀は、どうして大厄災を起こそうと？」

「織田信奈に惚ほれ込んだためよ。あれは愛の深い女じゃが、当時交際しておったワシとの間には子供ができなんでな。それもまた、久秀が信奈にのめり込む原因になったろうなあ。この世界の信奈を守りたいという葛藤もあったろう。だが『古今伝授』に記された法則によれば二つの『陽世』は並立せず、いずれかの世界が完全に消えねばならない。さもなくば二つの『陽世』はいつか対消滅する。あの女は、茶器魔術を駆使して人為的に大厄災を発生させこの不安定な世界を消し去ることで、本来の戦国世界の織田信奈を消滅から救おうとしておるのじゃ。究極の選択であったろう。愛深き故の暴走よ」

　じゃあ今のこの騒ぎは、「本能寺の変」と相似した人物配置と舞台再現を久秀が術を駆使して作り上げているのか！　なぜそんな真ま似ねを？　と良晴は尋ねた。

「強きょう靭じんな自我を持つ織田信奈にはいかなる精神系魔術も効かぬ。故に物理魔術を用いて『本能寺の変』を再現し、織田信奈にお主の記憶を強引に感染させようとしておる！　しかしならぬ、ならぬぞ久秀よ！　お前が消そうとしている者は、お前が誰よりも深く愛する織田信奈である！　あれは愛に目が眩くらみ惑っておる！　天てん下か布ふ部ぶによる捜査進行を再三遅延させながら、ワシは計画を中断するよう説得を続けておったのじゃが……」

「捜査妨害には、あなたを介して相良義陽や織田信奈が戦国世界の記憶に感染するリスクを回避するという意味合いもあったのです。あなたが真相に迫れば迫るほど、あなたがこの世界の矛盾に戸惑えば戸惑うほど、世界の整合性は乱れ、記憶の感染力が増大しますからね」

「……甲斐宗運が俺を襲ってきたのは、それが理由か！」

「あなたに迂う闊かつに真相を告げることにも、あなたを混乱させて藪やぶ蛇へびになるリスクがありましたしね。今となっては、一か八ばちかであなたに告げる他はなくなりましたが。しかし明あけ智ち光みつ秀ひでがああも簡単に感染したのは想定外でしたが、本能寺の変の様子については『古今伝授』に記されておりますれば、この事件の発生は想定済みです。対策は講じております」

「それに小僧と織田信奈には、頼れる仲間が大勢おるではないか！　うわっははは、ワシも暴れてくるかのう！　あっさりと術に洗脳されてしもうた生徒どもよ、気合いが足りぬ！　この学園長自らが闘魂の張り手を喰くらわせてやるわ！　目を覚ませーい！」

　斎藤道三は屈強すぎる上半身を晒さらしながら、天下布部を包囲した生徒たちの中に自ら突撃を開始。片っ端から平手で生徒たちを薙なぎ払い、「喝だ、喝！」と物理パワーで強引に術を解除していく。




「むむむ。すでに一階には煙が充満していて下りられません。三点です」

「この部室って二階から脱出する方法がないんだっけ？　消防法違反じゃなーい？」

「姫さまが脱出口を本棚で塞いでいるんじゃないですかあ〜！　仕方ない、窓を叩たたき割って……ってこれ、強化ガラスだ!?　あたしの怪力でも割るのは無理ですううう！」

「……むっ。天井の通気口から、ちっちゃな子供たちが降りてきた……」

「信奈ちゃん、信奈ちゃん！　みなも急いで通気口に！　予あらかじめ安全な脱出経路──二階から出口への隠し通路を、なぜか学園長が準備していたのじゃ！」

「石いし川かわ五右衛門、ただいま参上でござる。学園長のご指示通り、救出に参りました」

　天下布部の二階で立ち往生していた信奈たちのもとに、通気口を経由して滝たき川がわ一かず益ますと五右衛門が飛び降りてきた。

「デアルカ！　器用ね、二人とも本職は忍者じゃないのお？　わたしが戦国武将だったら凜り々りしく最期まで戦って敦あつ盛もりを舞って伝説になるところだけれど、こんなご当地学園ローカル事件で斃れるなんて意味ないし、十じゅう兵べ衛えが誰にどーして操られているのか気になるし、そもそもこのわたしの死は世界にとって致命的な損失だわ！　逃げるわよ、みんな！」

「「「おおー！」」」




　しかし、信奈たちが脱出する予定の出口にも次々と術に落ちた生徒たちが迫ってきて、出口を「人間の壁」で塞ごうとしていた。その人数はあまりにも大量で、放水も道三パンチも追いつかない。

　大至急彼らにかけられている術を解除するために、二人の切り札が投じられた。

「毘び沙しゃ門もん天てん・上うえ杉すぎ謙けん信しん、参る。みな、目を覚ませ！　悪の術士に謀はかられてはならない！」

　行ぎょう人にん包づつみを脱いだ謙けん信しんが、日頃は見せようとしない深紅の神眼に「気」を込めて生徒たちを凝視する。たちまち、男子生徒たちはその謙信の神こう々ごうしさに「ああっ？」「女神さまっ？」「美しい……！」と魅了され、術を解除されて膝から崩れ落ちていく。

　ただし、眼力と美しさだけで男子生徒の精神異常状態を解除してしまう謙信の女神的魅力は、女子生徒たちには通じない。だが女子生徒対策には、この男がいた。

「ほっほっほ！　天下布部と織田信奈は目め障ざわりなれど、わが学園でかかる騒乱を容認する麻呂ではないでおじゃる！　摂家の誇りを捨てお歯黒書き眉白塗りの正装を捨ててでも、すべての生徒たちを守り抜くでおじゃる！　──これが私の素顔だ、稲葉山学園の女子生徒たちよ。わが美しさの前にひれ伏すがよい──摂家奥おう義ぎ眼力『女子生徒殺し』──！」

　麻呂メイクを解除して美青年の素顔を晒した、近この衛え前さき久ひさの「視線」であった。

「「「あ……あああああっ……なんて、なんて美しい殿方なのっ？」」」

　近衛渾こん身しんの視線にあてられた女子生徒たちが、続々と失神して倒れていく。やれやれ明日から女子生徒たちのラブレターが殺到して困ることになるなと近衛は愚痴りながらも、織お田だ信奈たちを救うために一肌脱いだのだ。

「生きるとは闘争すること。故に人の世から争いはなくならぬが、なにも『命』のやりとりなどする必要はない。二十一世紀日本の文明はかくも進歩した。そうであろう上杉謙信」

「その通りだ、近衛先生」

「フ。そなたにはわが眼力はいっさい通じぬか。それでこそ次期上杉家当主、さすがだ」

「そちらこそ、さすがは藤ふじ原わら摂家。ともに正義の味方をやらないか」




　激しい戦いが繰り広げられる中、明智光秀はまだどっぷりと久秀の術に浸つかっていて、

「むむむ潔いさぎよく戦わずに本能寺から逃走しようとは、まるで女子！　脱出口を包囲するですう！　姿を現した織田信奈をひっ捕らえて、松永先生のもとに連行するですう！　ここまで本能寺の変を再現してなお先輩の記憶に感染しないなら、最後の大魔術を用いるしかないですう！」

　と平常時よりも有能化し、的確すぎる采配を振っていた。おかげで、事態はなお好転しない。むしろ悪化の一途を辿たどっていた。良晴は（どうして毎度あんなに催眠術に弱いんだろう十兵衛ちゃんは）と不思議に思ったが、生まれつきの体質らしい。細川幽斎曰く、普通の人間は催眠術にかけられた程度ではそうそう記憶感染などしないはずで、光秀は悪い意味で特異体質なのだという。

「いけね！　学園長、まずいぞ。術に落ちた後続の生徒たちが校舎から続々と集まってきた！　挟撃される！　たとえ部室から脱出できても、捕らえられたら信奈はどうなる？　最後の大魔術ってなんだ？」

「闇千家に伝わる究極の魔術茶器・平ひら蜘ぐ蛛もを用いて、織田信奈を高濃度汚染された『瘴しょう気き』に感染させる魔術であろう！　瘴気を用いて強制的に小僧が持つ戦国世界の記憶を人間に感染させる外げ法ほうよ！　久秀はどこじゃ、保健室に留とどまってはおるまい！」

「むふー！　久秀ならば半はん兵べ衛えを囮おとりにして朧おぼろ月づき夜よを振り切り、学園から姿を消したぞ！」

「半兵衛ちゃんっ、よかったわねー！　迷いなく久秀をスルーして全力であなたを確保したわ！　全世界が滅びても半兵衛ちゃんさえ無事ならばそれでいいのよっ！」

「くすんくすん。よくないと思います。風林火山の皆さん、光秀さんの視界をしばし奪い、傀儡くぐつにされている生徒たちの動きを止めてください。陰おん陽みょう少女の術式詠唱には時間がかかりますので、どうにかしてその時間を稼いでください」

「こーん。前ぜん鬼き、遅ればせながら召喚。やれやれ、新米半兵衛は官かん兵べ衛えがおらねば陰陽少女として機能できぬな。喜ばしきことだが、わが主あるじは少々平和ボケしておるな」

　保健室から脱出した半兵衛が、ようやく駆けつけてきた。官兵衛も結局半兵衛が心配で保健室へ向かっていたらしい。誰も気づいていなかったのが二流軍師の哀かなしみか。

　武たけ田だ信しん玄げんが「風林火山突撃！　死なない程度にバイクで脅してやれ！　行け、太た郎ろう！」と軍配を掲げ、風林火山軍団が「ヒャッハー！　韋い駄だ天てん太郎さまが行くぜー！」「姉上ってば、相変わらず無茶するんだから」「やはりバイクあっての風林火山なのだわ」「……不死身の馬ば場ば美濃みのに任せろ」「完全にゾンビ映画の展開です、逃げましょう！」「野球大会で案の定出番なし。この内ない藤とうを忘れないでくださーい！」と怒ど濤とうの勢いで傀儡軍団を蹴散らし、包囲網を一斉に寸断する。

　締めは、「おのれ武田騎馬軍団。ただちにワイヤーとロープを準備！　『対騎馬殺し間』を構築してバイク軍団を横転させるですう」と、やたら戦国屈指の有能武将として目覚めている明智光秀の視界を奪うべく、風林火山軍団の軍師山やま本もと勘かん助すけが叫んだこの言葉。

「くっくっく。兵は詭き道どうなり！　スモークグレネード弾、発射！　明智光秀どの、しばしお視界を頂戴いたす！」

　かかる卑劣な手段にはめっぽう弱い光秀が「ギャー！　まーた同じ手を喰らったですう！　見えないですうー！」と目を押さえて悲鳴をあげ、術に陥っていた生徒たちが指示待ち状態と化して立ち往生する中。

「官兵衛さん、今です！　この場に蔓まん延えんするすべての悪あしき術を解除します！」

「むふー！　二人陰陽少女のＷ術式アタックか！　朝の魔法少女アニメみたいで燃えるぞー！　うおおおー！」

「いきます！　急急如律りつ令りょう！　セーマン！」

「ドーマン！」

　半兵衛がスティッキを五ご芒ぼう星せいの形に振り、官兵衛のスティッキが九字格こう子しの形を描く。

　スモークが風で流されていくと同時に、天下布部の部室上空に目ま映ばゆい光の粒が降り注いでいた。

「われら兵庫県のご当地ローカル妖怪コンビは、大厄災が生じた夜に大地が産み落とした抑止力となる精霊だにゅ」

「むーん。乱れた『気』を調ちょう伏ぶくし大厄災を封じる陰陽少女たちを育成することがわれらの使命ですぞ！　二人はどうにか半人前。ここに二人合わせてようやく一人前になりましたぞ！」




　すべての生徒が術から解放され、ついに天下布部襲撃事件はここに終結した。

「姉者、一階の煙は完全に消えた。これでもう部員たちは安全だ！」

「脱出口から織田信奈たちが下りてきおったけえ、隆景！　これで良晴を巡る戦いは新たなラウンドに突入じゃのう！」

「い、今はそんなことを言っている場合では……あっ、明智光秀が倒れている。だ、だいじょうぶか？　私がわかるか？」

「……きゅう〜……あ、あれれ？　十兵衛は、十兵衛は今までなにを……？　ギャー！　そうでした！　松永先生にヘンな術をかけられて、十兵衛はなんということをおおお!?　もう終わりです、潔く切腹するですうう！」

「もういいわよ十兵衛。脱出中に、五右衛門からすべてを聞かされたわ。嚙かみ嚙みでいまいちよくわからない話だったけれど、要はあんたは二つの世界で本能寺の変の犯人に仕立て上げられてしまうくらい、催眠術とか罠わなの類いにめちゃくちゃ弱いってだけよ。気にしないでいいわ。た・だ・し。良晴を本気で横取りしようと言うのならば、今後いっさい容赦しないけれどね！　そうなったら、次はわたしがあんたを包囲する番よ！」

「の、信奈さま？　ひーん、ひーん。十兵衛はやっぱり不幸の星の下に生まれた少女ですう〜」

「信奈！　十兵衛ちゃん！　半兵衛も。みんな無事でよかった！　ありがとう小早川さん。いち早く放水してくれなければ危なかったよ！」

「……い、いや、私はただ……こ、困ったな」

「ちょっと!?　ここは部長のわたしに抱きつくところでしょ、良晴！　五右衛門たちちびっ子に働かせて、あんたはなにをしてたのよー！」

「挟撃されてからは一応良晴パンチを駆使して生徒たちと戦っていたぜ？　多勢に無勢だったけれど……ただし、一発も殴られていない。相手の攻撃は全部避よけた！」

「わたしを守る人間の壁役として、まるで役に立ってなーいー！」

「……せ、先輩……重ね重ねの失態、弁解の余地もないですう！　すみませんです！　十兵衛は学園を去って、たこ焼き屋台骸骨号を引っ張りながら生きていくです……名前も明あけ智ち道どう糞ふんと改めるですう……」

「なに言ってるの十兵衛。そんな名前の店主が焼いたみそたこ焼きなんて、わたしは食べないわよ？　わたしの人徳に惹ひかれた下僕どもが応援に集まってきて事なきを得たんだし、もういいじゃん」

「の、信のぶ奈なさま!?　ありがとうございますです！　これからはお礼として信奈さまに献上するたこ焼きに塗るみそを増量しますです！」

「わたし、たこ焼きはマヨネーズ派だから！　ともかく十兵衛は無罪ってことで」

「ああ、十兵衛ちゃんはなにも悪くないよ。本能寺の変については心配いらないと俺に教えてくれた五右衛門の雇い主って、学園長だったんだな。どういうことなんだ？」

「うむ。お主は相良良晴の『気』の一部に相良義陽の『気』を足した存在じゃ。オリジナルの相良良晴は、目的地たる戦国世界に無事に帰還したのじゃ。故に、戦国世界の織田信奈をお主はすでに救っておる！　明智光秀も冤えん罪ざいが晴れて、みな死の運命に打ち克かっておるぞ──」

「ええ、細川家に伝わる『古今伝授』にそう記されております。相良良晴の帰還という大団円で予言は終わっており、その先のことは不明ですが」

「そうでしたか！　では、十兵衛は信奈さまを本能寺で討ってないのですね？　やったですううう！　十兵衛大勝利！　無罪確定！　さっそく良晴先輩と正式交際スタートしますです！」

「だからー、それはダメだって言ってるでしょー！　ここは親友協定を親友同盟に推し進めて全力共闘よ小早川！　十兵衛はいっさい空気を読まないから手て強ごわいわよ！」

「……戦国世界の複雑な事情を聞かされた私の中で、現代日本の常識が揺らいできた……もう、良晴ハーレムでいいかもしれない……私は独占欲とか薄いし。ただ、良晴とずっと一緒にいたい。その細ささやかな夢さえ叶かなえば私は……」

「ちょ、ちょっと小早川？　あんたが常識人キャラをかなぐり捨てたら、収拾がつかなくなるじゃん！　十兵衛もうざいけれど、上杉家の連中を捨て置けば良晴は謙信と婚約させられちゃうわよ！　気をしっかりもちなさいよー！」

　すべてが終わったかのような安あん堵どに一同は包まれていた。だが良晴は、不意に気づいた。

「待てよ？　大厄災のトリガーになる人間は、俺と信奈、そして義陽姉さんの三人なんだよな？　そして松永久秀は学園を脱出している。まさか？」

「そうじゃ小僧。この騒動は久秀にとっては時間稼ぎ。ワシらが全力で騒動を鎮圧している隙にアジトへ移動し、最後の大魔術を実行するつもりじゃろう。本能寺の変を再現しても織田信奈への記憶感染が起こらず、身柄すら確保できぬ失敗ルートも予あらかじめ想定済みのはず。ならば、今もっとも危機的状況にいる者は」

「義陽姉さんが危ない！　すぐに連絡を……ダメだ、スマホで呼び出しても応答がない！　徳とく千ち代よ、徳千代はいるか？　電話に出てくれ！」

『あー良晴くん？　今こっちから連絡しようとしてたとこ！　義陽姉さんが急にどこかに連れ去られちゃったんだー！』

「な、なんだって!?」

『替わってくれ。俺だ、甲斐宗運だ。すまぬ。義陽の保護は俺の任務だったが、一瞬の隙をつかれて義陽の身柄を奪われた。松永久秀は義陽を大魔術の贄にえにするつもりだ。そちらの力を借りたい。義陽はメリケンパークに停泊していた船に乗せられ、すでに出航してしまった』

　急転直下──今日の事件のすべてはやはり「時間稼ぎ」であり目くらましだったのじゃ、と斎藤道三は冷や汗を流しながら告げていた。

「ワシが彼女を説得できなんだのが原因よ。許せ。急いで二人を捜し出さねば、義陽は平蜘蛛の瘴気を浴びて戦国世界の記憶に感染する。三人のうち二人までが陥落すれば、鋼の精神力を誇る最後の一人・織田信奈にも感染が及び、世界は消滅する──！」

　メリケンパークは、神戸港における遊覧船の発着場で、ハーバーランドと繫つながっている。ハーバーランドでの拉致事件といえば、勘違いだったが吉川さんが担当の村むら上かみさんのクルーザーに乗せられたことが！　と良晴はすぐに思い当たった。だったら対処可能だ！

「小早川さん、吉川さん。すぐに村上さんに連絡を！　あと、毛もう利り水軍を動員して松永先生の船を追わせてくれ！」

「良晴。村上はお盆休みを前倒しして瀬戸内の島に里帰り中じゃけえ。ハーバーランドにはおらん」

「毛利一家も夏期休暇中だ。昨日、ヅカマニアの兄者が社員一同を引き連れて宝塚観賞旅行に出払ってしまった……彼らは見た目は筋者だが、全員熱烈な宝塚ファンなのだ」

「な、なんだってええええ!?　そんな偶然があるのか!?」

「あーっ！　きっと催眠術で操られていた十兵衛が皆さんの本日の行動スケジュールを松永先生に報告したんですう！　なんという大戦犯……もう出家させてください〜信奈さま！」

「まだよ。まだ諦める時じゃないわ。信玄、わたしたちをバイクに分乗させて！　世界の存亡がかかっているんだから、交通ルールは今日だけはなかったことに！　メリケンパークまで突っ走るわよ！　パトカーが追尾してきたら振り切っちゃって！」

「ああ、任せておけ織田信奈！　風林火山軍団、出撃！　何度も通ってきた最短ルートで愛いとしの海へと突撃する！　パトが邪魔をしてきたらランチャーでも撃ってやれ勘助！」

「委細承知！　この山本勘助の独断ということでムショに入って参ります、信玄さま！　四十歳を過ぎてなお『それがしにはもっとどでかい仕事が相応ふさわしい！』と子供部屋おじさん暮らしだったそれがしを武田家の参謀役として拾ってくださったご恩、今こそお返しいたしますぞ！」

「……交通ルールは守るべきだし二人乗りは禁止だが、今回はやむを得まい。この毘び沙しゃ門もん天てんが信玄のバイクに乗ろう。逮捕される時は一緒だ」

「死なば諸もろ共ともだな、ははっ。振り落とされるなよ謙信！　あたしの愛馬は凶暴だぞ！」




　天てん下か布ふ部ぶ、風林火山学園、そして斎藤道三率いる稲葉山学園の教師たちは山の手から下り坂を爆走して、一気に臨海地帯メリケンパークへ。

「うわっ、すっごく早いね良晴くーん！　姉さんはもう海の上だよ、急いで急いでー！」

「落ち着け徳千代、海に飛び込むな。泳いでも追いつかん。義陽はまだ無事だ」

　桟橋では、徳千代と甲斐宗運が待ち受けていた。

「くすんくすん。海上に帆船型遊覧船神戸ベイクルーズを発見！　神戸港を周回する観光船ですが、航路が妙です。神戸大橋を潜くぐって神戸港を離脱しようとしています！　客席に人影はありません。松永先生がジャックしていると思われます！」

「むふー！　こっちには船がないぞー！　遊覧船を借りるにも、あいにく桟橋には一艘そうもない！　全部出払っている！　松永久秀に完璧に謀はかられた！　今のわれらは陸の上の河童かっぱだ、クロカンにも止められない！」

「見たわよ半兵衛官兵衛。なーんか面白そうなアルバイトしてるじゃなーい。Ｗ陰おん陽みょう少女パワーで船をちゅどーんと爆破するとかできないのお？」

「はうう、信奈さんにバレた？　そそそそんな物理破壊魔術は使えませんし、使えたとしても義陽さんが死んじゃいます。くすんくすん」

　天下布部での騒乱に関係者全員を吸い寄せるという松永先生の罠に落ちた。手詰まりだ良晴。どうする、と小早川隆景が髪をくしゃっとかき上げて再び海上に祈るような視線を向け直すと。

「おーほほほほ！　一般クラスの皆さん、ごきげんよう！　今日は気温三十五度超えの猛暑日！　よってわらわたち上級クラスのメンバーは『上級生徒特権』の有給授業パスチケットを切り、堂々と授業をサボって華麗にわらわのプライベートクルーザー『スガルショーグン号』で神こう戸べ港クルージングを満喫しておりますのよ！　参加者は上級水着メンバー限定！　船上ではカジノ大会も開催中ですわ！　まあまあ、暑苦しい陸の上で汗だくになっている皆さんが虫けらのように見えますわね、おーほほほほ！」

　今いま川がわ義よし元もとだわーっ！　あいつ自前でクルーザー持ってるのっ？　お値段十億円はする船よ、あれ！　信じられない！　と信奈が船上で高笑いする水着義元を忌いま忌ましげに指さし、そのまま条件反射で中指を立てていた。

「水着はイヤよ、お肌が小麦色になってしまうじゃない。私は色白美人だから日焼けしたくないのよー！　ああ、箱根に籠もりたいわ」

「はうー。義元さまにサンオイルを塗る係とパッションフラワーティーをお注つぎする係とショコラを食べさせる係を兼任するのは疲れます〜。私も博打ばくちをしてみたいです〜。とりあえず三時間ほどルーレットを凝視して統計を取り確率を見定める『見けん』モードから〜」

「……由ゆい緒しょある藤原摂家の麻呂には職務放棄などできぬと近衛がゴネたので、この俺、服部はっとり半はん蔵ぞうが船上の監視役を務めている……まるで忍びのように便利使いされているな……だがこれもサラリーマンの宿命よ、フフフ」

「長なが政まさ、どうしてパーカーを脱がないのかな？　ドレスコード無視は無粋だし、だいいち暑いだろうに。余に近づく無粋な三次元の女たちを集める誘ゆう蛾が灯とうになってくれねば困る」

「は、は、は。気にしないでくれ朝あさ倉くら。私は肌を人前で晒さらすのが苦手でね……信のぶ澄すみ、済まないが私と朝倉義よし景かげに集まってくる女性ファンの相手をしておいてくれないか？　……ほんとうは二人きりで神戸港を眺めたいのだが、私の正体がバレたら浅あさ井い家でお家騒動が勃発してしまう。すまない」

「わかっているよ長政。ぼくに任せておきたまえ！　ぼかぁ一般クラスの生徒だけれど、稲葉山学園三大美少年の一人だからね！　いわば名誉上級クラス生徒としてお呼ばれしたのさ！　やあやあ姉上、サルくん、血の気が余ってとうとう暴走族でもはじめたのかな？　クルージングは楽しいよ〜？」

　ずらりと集まる上級クラスの面々と水着姿の女子生徒たちの中に、しれっと信澄が交じっていることを知った信奈は、文字通り地団駄を踏んだ。

「あんた、いったいなにやってんのよーっ！　自分の姉がどれだけ危険な目に遭っていたのかわかってんのーっ、このおバカー！　没収！　その上級クルーザー、悔しいから天下布部が没収っ！　ただちに松永先生追撃船として転用するわ！　文句ないわね学園長！」

「うむ！　この道三が許可しよう！　他に久秀の大魔術を阻止する方法はない！　諸君、今川義元のクルーザー『スルガショーグン号』を即刻拿だ捕ほせよ！」

「ちょ。どうして学園長が信奈さんたちと一緒になって、海賊化してわらわの船に乗り込んでくるのです？　あ〜れ〜、おやめになって〜!?　シージャック。シージャックですわ〜！　服部先生、お助け〜！　褒ほう美びははずみますわよっ？」

「……フ。俺は生徒の監視役である前に、サラリーマンなのでな。上司には逆らわん」

「まあまあ。これが学園長がいつも言っていた『稲葉山学園は現実の社会の縮図』という言葉の意味ですのね！　渡る世間は海賊ばかりですわ、よよよ」

「痛い痛い。姉上、なぜぼくにコブラツイストをかけてくるんですかあ。助けて〜長政〜」

「ああっ、勘かん十じゅう郎ろうっ！　よせ織田信奈、やるなら勘十郎をクルーザーに招待したこの私を！」

「んもー！　抵抗するんじゃないわよ、そんな暇はないっての！　上級ども、全員投降して天下布部に従いなさーい！　今の天下布部は学園長直属部隊よ！　説明は後！　すぐに松永先生がジャックした遊覧船に追いついて乗り移るわ！」




　信奈たちにとってはまさに僥ぎょう倖こうだった。今川義元が授業をサボって神戸港クルージングツアーを開催し、海上で白昼どんちゃん騒ぎをやっていることまでは、明智光秀をスパイとして操っていたさすがの松永久秀も知り得なかった。この日の午前中、教室で「ああもう、クッソ暑いですわ！　わらわは水着を着て海に出たい！」と突然言いだした義元の気まぐれで急きゅう遽きょ開催されたため、相良良晴と行動をともにしていた明智光秀には情報を入手する機会がなかったのだ。

　強引に義元たちを制圧してそのままスルガショーグン号を奪った信奈は、船の舳へ先さきに仁王立ちして、松永久秀が乗り込んでいる問題の遊覧船を全速力で追尾する。

「……いろいろ複雑怪奇な話を聞かされてちょっと混乱しているけれど、要は世界が二つ存在していて、松永先生は向こうの世界を守るためにこっちの世界を消そうとしているってことね。冗談じゃないわよ良晴。だって、この世界にはわたしがいるのよ？　この織田信奈が存在する世界が幻の世界なわけがないわ！　織田信奈がいる、故に世界ありよ！　わたしは自分を愛しているのと同レベル以上にこの世界を愛しているのよ！　この美しい神戸の町を消去しようだなんて、絶対にやらせない！　……でしょ？　ち、違うかしら？」

「いや、違わないよ。俺はもともと、本能寺の変から信奈を救うために世界線を旅してきた。そんな俺がこの世界に生きていていいのか、幸せになっていいのかって疑問はいつもあったんだ。でも、もう一人の俺がすでに戦国世界の信奈を救っていた──あの細川幽斎が言っているんだから間違いない。だから、この世界に生きている俺はすでに使命を果たし終えている。俺は自由だ。自由意志で、俺はこの世界とこの世界に生きる信奈たちを守る。一緒に生きていく」

「……『たち』……？　そこは『信奈、お前を守る。お前と一緒に生きていく』と言うところでしょ？　んもう、煮えきらないわねー……ま、まさか、やっぱり小早川かわたしのどちらかを選ぶことができなくて……」

「そ、その話は義陽姉さんと世界を救ってからにしよう。松永久秀は戦国世界でも、お前を守るために自ら謀む叛ほん人の悪名を被かぶり、お前のために爆死していった人だ。愛が深すぎる人なんだ。彼女はお前とこの世界で巡り合っていながら、戦国世界の織田信奈こそが守られるべき本物だと『選択』してしまったんだ。今も本心ではお前を消したくはないはずだ。だからきっと説得できる。この世界を消さずとも戦国世界は消えたりはしない、いずれの世界も並立して存在できるはずだと訴えよう」

　細川幽斎曰いわく、不安定な学園世界を「陽世」化した三人のうち二人が陥落しても、世界の中心たる「器」となっている信奈に戦国世界の記憶が伝染しなければ、この世界が消滅する危険はないという。もちろん、いつ何時その最悪の事態が実現してしまうか誰にもわからないため、松永久秀と斎藤道三は意見対立して袂たもとを分かったわけだが。

　だが、だいじょうぶだと良晴は信じていた。信奈の精神の強きょう靭じんさを。まるで太陽のように輝く生命力を。文字通り、この世界を光で照らし陽世となす天照大神となって、こうして微ほほ笑えんでいる信奈を信じていた。いつだって俺の向かう先には、道の彼方かなたには、信奈の笑顔があった。だから俺は──。

「うん！　そうね。理屈はよくわかんないけど、わたしがいるのだからここが本物の世界！　それで決まり！　わたしは自分の目で見たものしか信じないから！　さあさあ、さくっと義陽お姉さまを奪還するわよ！　あとは良晴が究極の選択をするだけね！」

「……わ、わかったよ。選択……選択か……な、夏休みが終わるまで猶予を……」

「ふふ、いいわよ？　夏休みのうちにわたしが良晴を陥落させちゃえば大勝利よね！　あ、あんたの本心はもうわかってるのよ。なーんかわたしを救うために宇宙規模で凄すごいことをやってたわけだし。だ、だったらお茶の子だわ！」

「お、おう……優柔不断ですまない……」

「いいのよ。あの夜に見た夢は、やっぱりただの夢じゃなかったんだわ。現実だったのね。それがわかった今、わたしはとっても寛大になれたから！」

「夢？　夢って？」

「ううん、なんでもない♪　さ、追いついたわ。行きましょう良晴。世界を救いましょう」




　遊覧船捕捉！　これより突入！　と小早川隆景が天下布部メンバーと風林火山軍団に突入命令を下した。上杉謙信が「承知」と頷うなずくや否いなや軽々と飛ひ翔しょうして遊覧船の甲板に着地し、乗船一番乗りを果たす。

　小早川隆景もまた（この世界を安定させるには、良晴は織田信奈と結ばれるべきなのだろう。それで織田信奈の精神が揺らぐことはなくなる。私は良晴と一緒にいられればそれでいい）と胸を痛めながら、それでも愛してやまないこの世界を守るために、知謀の限りを振り絞って戦っていた。

　松永久秀には人間の手下はいないが、自在に傀儡くぐつを操る。船上で、天てん下か布ふ部ぶ＆風林火山軍団と傀儡軍団との大乱戦が繰り広げられる中。

「いたぞ！　松永先生と義陽姉さんだ！　五ご芒ぼう星せいが描かれた魔法陣の中央に並んで立っている！　半兵衛官兵衛、松永先生の術式発動を阻止してくれ！」

「くすんくすん。平ひら蜘ぐ蛛もから瘴しょう気きが！　間一髪で間に合わなかったようです！」

「むふー！　まずいぞ、相良義陽が瘴気に取り込まれる！」

「あらあら、残念でしたわね、おちびちゃんたち。ほんの少しの差で、わたくしの勝ちですわ♡　さあ、今こそ相良義陽の偽りの記憶が崩壊し、真の記憶が蘇よみがえる時♡」

「……良晴……わ……私は……そうか、私のほんとうの過去は」

　良晴は、ついに義陽の目の前まで辿たどり着いた。かつて未来の時間軸の横浜から戦国世界へと戻る際に、義陽は良晴を救うために自ら未来に留とどまった。本能寺の変から信奈を救ったことは明らかになっても、その後義陽がどうなったのかは、この世界にいる良晴には知るよしもない。『古今伝授』にも記されていないのだ。

（またか。また俺は姉さんを──くそおおおっ！　絶対に諦めない、俺はこんどこそ『すべての実を拾う』！）




　　　　※




　相良義陽は、十年前の大厄災の夜の記憶を取り戻していた。世界の整合性を保つために修正されていた記憶が脳内から消去され、ほんとうの記憶が再生されていく。

　久秀の術に落ちた義陽の視界は「過去」に切り替わっていた。

　あの紅あかい業ごう火かに包まれた地獄のような夜の中で、幼い義陽は自分と同い年くらいの男の子ではなく、二十歳程の少年から青年に成長しつつある一人の「来訪者」と出会っていたのだ。

『……ここはどこだ？　戦国世界じゃない？　きみは……もしかして姉さん!?　危ない、ビルが倒壊してくる！　逃げるんだ！　ダメだ、頭が……』

　その少年は、恐怖に立ちすくんでいた義陽の小さな身体からだをそっと押して、崩落するビルの下敷きになる運命から義陽を救ってくれた。だが、彼自身が瓦が礫れきと地面の間に挟まれてしまった。激しい頭痛に襲われていたためだろうか、動きが鈍っていたらしい。

　義陽は、必死で彼を救いだそうとその手を握りしめて引っ張った。命の恩人だからというだけではない。「なぜだろう。私はずっとこの人を待っていた気がする」という強烈な感情が義陽を突き動かしていた。

『ダメだ、火が回ってきた。俺はもう自力で動けない。きみは逃げるんだ……』

『逃げない！　諦めないで！　お願い、一緒に！　私と一緒に生きて！』

　そして、彼もまたこの瞬間を待っていたかのように、甲斐宗運が炎の中から飛び込んできた。

『……問題ない。俺に任せろ。受け入れられる病院を探している時間はない、向かいの教会に運び込め』

　甲斐宗運は怪力を発揮して、瓦礫の下敷きになっていた少年の身体を引っ張り出していた。流血はしていない。だが、身体の半分が透けていた。消えつつある、と義陽はなぜか直感した。

『やはりな。これは物理的な怪け我がではない。医者ではなく神父の領域だ。奴の術式が成功したということだ』

　甲斐宗運は意識を失った少年を背負い、ザビエルが主宰する教会へと駆ける。義陽はその後をけんめいに追いかけていく。

　礼拝堂に神父ザビエルはいた。髪を長く伸ばし、彫りの深い顔立ちを持った瘦せた男だった。サングラスを着用し黒いスーツに身を固めた甲斐宗運は、ザビエルの古い知人らしい。

『お前が今こ宵よいこの小僧を召喚したのだな、神父。いや、錬金術師よ。おかげで運命の大厄災は食い止められたが、小僧の身体が保もたんぞ。一人増えれば、一人消える。それが世界の法則なのだろう？』

『……観測者相良良晴という存在のすべてをこの世界に召喚しては、彼の願いを踏みにじることになりますからね。彼の気の一部だけを拝借して召喚したのですよ。故に脆ぜい弱じゃくなのです。このままでは保ちませんが、私自身が体内に残されたすべての気を彼に捧ささげることで、彼を相良良晴としてこの世界に生かすことが可能となります』

『だがお前は死ぬぞ、神父。お前はこの召喚儀式で気の半分をすでに失っているのだから』

『それでいいのです。一人増えれば一人消えるのですから。この世界を守るためならば私はどんなことだってやります。新聞記者さん、あなたの記憶が修正されないよう薬物と術式を駆使してあなたの記憶防衛耐性を引き上げておいたのも、私が死んだ後にこの世界を見守る守護者になってもらいたいからです。頼まれてくれますね？』

『勝手なことばかりを抜かす男だ。やるがいい、最後の儀式を。小僧が完全に消える前に』

『……了解しました。うん？　これは……想定外です。観測者の気と私の気が馴な染じまない!?　人間同士であれば気の移譲は可能なはずですが……異なる世界から召喚したためでしょうか？　両者の気の繫つながりが遠すぎる！　拒絶反応が出てしまう！』

　幼い義陽には、ザビエルと甲斐宗運の会話の内容はほとんど理解できなかった。だがひとつだけはっきり理解できたことがある。この相良良晴という私と似た名前を持つ少年は、このままでは間もなく消滅してしまう！

『神父さま！　おじさま！　私は、この人と一緒に生きたい！　どうしてもこの人を消滅させたくない。ずっとずっと会いたかった人のような気がするんです！　私の気を彼に分けてください！　たとえ一緒に生きられなくなるのだとしても、この人に私の命の全部を与えても構いません！』

『運が悪ければお前はこの小僧に気をすべて捧げて死ぬ。運良く生きながらえても、気の半分を永久に失うぞ？　それは生命力が半減することを意味する。お前は生涯、虚弱体質というハンディを抱えて生きることになる。それでもいいのか？』

『はい、おじさま！　だって──私はこの人を、ずっとずっと待っていたのだから！』

　神父ザビエルは静かに微笑みながら、義陽の小さな頭をそっと撫なでていた。

『グラシアス。私は世界の器にして中心点たる織田信奈ばかりに注目してきましたが、どうやらこの世界は、あなたの想おもいによって──ならば必ず生きられますよ、あなたも、彼も。幼いあなたの気の半分を分け与えれば、彼の肉体は幼児化しますが、この世界の人間として存在し得るでしょう。新聞記者さん、私はいずれにせよこの最後の術式で命を燃やし尽くします。一人減らねばならないのですから──それはただ一いち途ずに祈りを捧げてきたこの無む垢くな少女ではなく、観測者召喚の儀式を強行した私であるべきです。この子と相良良晴をお願いします。足利義輝あしかがよしてると斎藤道三に助力を頼んでください。前者は異母弟とともに古今伝授を研究しており、後者は義ぎ俠きょう心に富み高名な魔術師と交際されているお方です。連絡先はこのメモに──』

『……神父さま？』

『わかった。後は俺に任せろ、神父よ。ところで子供、お前の名は？』

『さがら。相良義陽……』

『不思議だ。俺はいつかどこかで、お前と出会っていたような気がする』

　──

　──

　──

　それが、あの十年前の大厄災の夜に起きた、「ほんとうのこと」。




　　　　※




「ああ。そうだったのね。異世界での記憶も、少しだけ思いだした……ううん。良晴の記憶の一部が、平蜘蛛の瘴気を通じて私の中に流れ込んできたのね。私は、良晴と入れ替わって未来の横浜に留まった。かつての記憶を失いながらも、戦国世界の家族たち、仲間たちとの再会をいつも夜空の月に祈り続けて……」

　その結果、なにがあったのかは思いだせないけれど、織田信奈という神にも等しい強烈な「器」の力と私の祈りとがどこかで繫がって、無限の『世界の泡』のひとつとして「この世界」が生まれた。織田信奈が生き、私がかつて生きていた戦国世界と、織田信奈が憧れ、私が生きていた学園世界が融合した、まるで夢のようなこの世界が。

「……これは世界の法則を破壊しかねない、強引な融合……だから、少しずつ差違が……横浜ではなく神こう戸べに相良家がズレたのは、神父さまが召喚儀式を行った土地だから。そしてどちらも幕末に建設された港町で、都市として相似形を成していたから……みなとみらいの人工都市は、ハーバーランドとポートアイランドに。横浜中華街は、神こう戸べ南なん京きん町に。私が、この不安定な世界を生みだしてしまったんだわ……！　このままこの世界が『陽世』として確定してしまったら……戦国世界の織田信奈も良晴も、みんな泡のようにはじけて消えてしまう！」

　相良義陽の精神は、平蜘蛛から湧きいずる瘴気に急激に侵食されつつある。

　義陽はまず「大厄災の夜」の記憶を回復し、さらに良晴の記憶の断片──かつて良晴と義陽が未来の横浜で最後に別離した時の記憶に感染していた。それ以前の記憶はまだ入り込んでいないが、それも時間の問題だった。

　青ざめて身体の震えが止まらない義陽の身体をそっと抱きながら、松永久秀が優しく囁ささやく。

「さあ相良義陽、瘴気で満たされた平蜘蛛を飲み干すのよ。高濃度の瘴気を全身に取り込んで戦国世界の記憶に完全に感染しなさい。あなた自身が感染源となって、この遊覧船に集合しているみんなを瘴気に感染させなさい。そうなれば、さしもの織田信奈もこんどこそ記憶に感染する。それで、この覚めない夢は終わるわ──それとも、相良良晴と学園世界で暮らし続ける夢の世界を守るために、本物の織田信奈や相良義陽の世界を泡うた沫かたのように消し去ってしまう？　うふ。それでもいいのよ、あなた一人が犠牲になってかぐや姫のように置き去りにされてしまった世界なんて、あなたにとって存在する価値などないですもの。とても哀かなしかったでしょう。ずっと寂しかったでしょう。すべては、あなたが決めることよ」

「……私は……私はただ……違う。私が望んだものは……そんな結末では」

　相良義陽の精神は、久秀が平蜘蛛を用いて増殖させ続ける暗黒の瘴気に完全に支配されてしまうはずだった。甲斐宗運も、斎藤道三も、「一歩遅かった」と敗北を覚悟した。

　良晴自身も、瘴気を吸い込んで十年前の「大厄災の夜」の記憶を完全に回復していた。

　だが。

　相良良晴は、動じなかった。

（俺は二度も姉さんに命を救われていたのか。未来の横浜で。そしてこの世界の神戸で）

　ただ、感謝の念だけが、良晴の魂を震わせていた。

「義陽姉さん。未来の横浜で消滅するはずだった俺が姉さんを身代わりにすることで、未来に置き去りにすることで生き延びたのは事実だ。姉さんのおかげで、俺は本能寺の変の運命から信奈を救えた。その後の歴史がどうなったのかは、俺にはわからない。でも──俺は信奈を救った後、必ず姉さんを迎えに行ったはずだ。法則の抜け道は、常にあるんだ。この世界が十年前に滅びなかったのも、神父ザビエルが法則の抜け道を探し当てたからだろう？　誓うよ。姉さんを置き去りになんて、していない。もとの世界で、法則を回避する新たなルートを発見した俺たちと姉さんは再会を果たしている。この世界はきっと、向こうの世界の俺たちが姉さんを迎えに行くために世界の法則を破るなんらかの行動を起こした結果誕生した、副産物のようなものなんだよ。この世界は、姉さんの我わが儘ままから生じた妄想の世界なんかじゃない。俺はそれでも構わないけれどさ。だから──」




　だから、義陽姉さんは俺たちとこの世界で一緒に生きていいんだ。ここにいていいんだ。
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「……良晴……ほんとうに？　信じて、いいのか……？」

「ああ。二つの世界は並立していていいんだ。並立できる。姉さんは、幸福になっていいんだ。それとも姉さんは向こうの世界の俺を守るために、目の前にいるこの俺を消し去れるのか？」

「……できない。バカなことを言うな。そんなこと、できるわけがないだろう……！」

「じゃあ、選択肢はひとつだ。平ひら蜘ぐ蛛もの瘴しょう気きを飲み干しちゃダメだ姉さん。これ以上、俺の戦国世界の記憶に侵食される必要なんてない。この世界こそが、姉さんと俺たちの世界なんだから。この世界で一緒に生きていこう」

「……良晴……そうか。そうだな。私としたことが、ダメな姉で済まなかった」

「いいんだ。姉さんは俺に自分の『気』を半分捧げてくれたから、瘴気への耐性が弱いんだ。姉さんはそういう人だよ。いつだって──」

　義陽が魔法陣の呪縛から逃れて、良晴の腕の中に飛び込んだその時。

　平蜘蛛から溢あふれ出ていた瘴気が弱まっています！　今なら封印できます！　と叫びながら、半兵衛がスティッキを高々と掲げた。

「待ちなさい、相良良晴！　本来の世界、本来の織田信奈をあなたは犠牲にできるというの？　わたくしがどちらの織田信奈を守るべきか、今までどれほど葛藤したことか……！　この世界を先に消さなければ、いずれ対消滅が起きて戦国世界の織田信奈まで消えてしまうのよ！　だからわたくしは心を鬼にして、大厄災を起こすために……！」

「……松永先生も、戦国世界の頃と変わらないなあ。世界線は違っても、やっぱり同じ人間なんだな。先生？　俺は、宇宙の銀河を見たよ。無限の『世界の泡』が星のように輝いている空を。俺は信奈を本能寺の運命から救うためにひとつの世界を選択したけれどさ、すべての世界には等しく価値があるんだ。それらの世界には、命があるんだ。みんなが生きているんだ。消してしまっていい世界なんて、ひとつもないんだ。だから、俺たちと一緒に二つの世界を存続させる努力を続けよう、松永先生」

「甘いことを！　二つの世界を対消滅させない方法なんて誰にもわからないでしょう？　この世界を放置していれば、織田信奈はどちらの世界でも生き残れないのよ？　こうなれば、わたくし自身が平蜘蛛を飲み干して瘴気と一体化し──最悪の感染源に！」

　それは違うわ！　と松永久秀を一喝した者がいた。

　そう。「さっぱりわかんない話だけど、要は義陽はあくまでこの世界が誕生するきっかけであって、わたしがこの世界を創造した『器』ってこと？　そんな力がわたしにあるの？　それってもはや神？　神ってない？」と自信満々で浮かれている織田信奈である。

「松永先生！　良晴と義陽は『気』を半分こしてるから二重記憶がどーのこーのって面倒なことになったんでしょ？　でも！　わたしは違うわ！　なにしろわたしはケチなのよ！　自分の『気』とやらを誰にもくれてやったことがない完全体だわ！　そして、わたしは自分の目で見たものしか信じない！　オカルトとか錬金術とか魔術とか全部信じない、故に効かないの！　なにをやったって無駄よ、わたしはこの世界を愛しているのだから！　わたしに怪しげな瘴気を感染させようったって、ぜーったいに無理よ！　疑うなら、この平蜘蛛の中身を飲んであげるわ！　でも、世界は消滅したりしない！　見てなさい！」

　信奈は「ええっ？　あっ、やめなさい！」と戸惑う久秀の手から強引に茶器を奪い取ると、一同が「まさか」と止めるよりも早く茶器に満たされた瘴気を一気に飲み干してしまった。

「ちょ？　信奈？　お前、なにやって……!?　これで終わったあ、この世界は消滅する！」

「ぷはー、まっず！　もう一杯！　なにヘタれてんのよ良晴？　こんなもの、ちょっと苦い抹茶みたいなものでしょ？　そりゃあガチの薬物なら効くけどぉ。ほらね、現実主義者のわたしにはぜんぜん効いてないわ！　……あ、ちょっと待って、なんかいろいろ思いだしてきた……小早川隆景と木津川口で派手に海戦やって良晴を奪い合っていた光景が……鉄甲船が見える……小早川、あんたってばあっちの世界でもわたしの恋の宿敵だったのねー！　なに勝手にわたしの旦那さまを連れて琉りゅう球きゅうで遭難生活を満喫してんのよ！」

「お、織田信奈？　思いきり効いているではないか。お、終わりなのか、この世界は？」

「ききき効いてないっ！　わたしはただ、良晴と戦国世界のわたしが過ごした記憶にちょ〜っとだけ興味があっただけでえ……うぐっ？　あ、頭が……ぐるぐるするぅ……!?」

　織田信奈は今や相良良晴の戦国世界の記憶に完全に感染し、そのすべてを自分の記憶として取り込んでいた。突然良晴が合戦場に現れて「サル」と信奈に名付けられた出会いの記憶から、金ヶ崎で良晴が死の殿しんがりを志願して信奈と再会を誓い合った別離の記憶、良晴と本能寺で夫婦としてはじめて過ごした夜の記憶、そして良晴が信奈を救うために未来の横浜に相良義陽をサガラヨシハルとして残すという究極の試練を経て、それでもなお信奈を救うために戦国世界へ跳んでいくその瞬間までを。

「……あ。ダメ。そうだったわ。わたし、天てん下か布ふ部ぶじゃなくて天下布武に邁まい進しんしていたんだったわ。そうだわ、早く本能寺から生還して日本統一を果たさなきゃ……良晴が、良晴が待っているのだもの。わたしを迎えに来てくれるはずなんだもの。ここにいちゃ、ダメ……」

「信奈、待て！　その記憶に吞のみ込まれるな！　俺はここにいる！　この世界にいるんだ！」

「むふー！　織田信奈の目の色がおかしいぞ？　この世界を忘却しようとしているー！」

「くすんくすん。大厄災が成じょう就じゅする瞬間が迫っています、官兵衛さん」

「残りあと一分か二分だな！　わが永遠のライバル半兵衛、最後に抱っこさせろー！」

　船上に居合わせていた面々のうち、事情を知っている主要メンバーの誰もが「これでこの世界は終わる」と覚悟し、手を繫つなぎ、あるいは抱き合っていた。

　松永久秀は「やれやれ。小僧と戦国世界で過ごした記憶にそれほど惹ひかれたか、それとも共有せずにはおられなんだか。織田信奈の無鉄砲ぶりはまことにうつけよ。そなたがなにもせずとも、こうなる運命であったのかのう」と目に涙を浮かべながら苦笑する斎藤道三の腕に抱かれ、「ああ、ああ。わたくしは、なんという愚かなことを……やはりわたくしは、あの子が消えていく瞬間をとても見ていられませんわ……」と悔恨の涙を流した。

　だが──。

「織田信奈！　その記憶は、偽りの記憶ではないが別の世界での記憶だ！　たとえ二重記憶を背負ったとて、この世界に生まれ、この世界で生きてきた日々の記憶を忘れられるはずがないだろう！　私は忘れていない！　徳千代と良晴と三人で夏休みの六甲山に登って蟬せみを捕った日々のことも！　新しい妹のねねが生まれて、家族みんなでお祝いのパーティを開いた夜のことも！　この世界で私たちが経験してきたすべては現実なんだ！　偽りの記憶でもなく、偽りの世界でもない！」

「義陽姉さん!?」

「そうだとも。織田信奈、きみは稲葉山学園で相良良晴と過ごした日々を幻として捨てるのか!?　ならば、良晴を巡る恋の戦いは私の勝ちだ！　私も今、戦国世界の琉球で良晴と暮らした日々の記憶に感染した！　それでも、この世界で良晴と出会い過ごした幸福な日々を絶対に否定しない！　世界が消える最後の瞬間まで！」

「こ、小早川さん!?」

「そうじゃ！　もっと言うちゃれ、隆景ー！　木津川口では不覚を取ったが、こたびは妹の大勝利じゃけえ！」

「……はっ？　待ちなさいよ小早川ー！　なにを、どさくさ紛れに勝利宣言してるわけえ？　この火事場泥棒っ！　わたしが良晴をぶん投げて消し去るはずないでしょーっ！　あっちの世界でも良晴はわたしのもの、こっちの世界でも良晴はわたしのものよーっ！　わたしの体内に巣くった瘴気よ、去りなさい！　この世界は！　わたしが消去させないっ！　わたしが──織田信奈がいる世界が、本物の世界なの！　世界が二個あっても三個あってもそんなの関係ないっ！　ここはわたしの力が生みだした世界なんだから！　わたしの意志こそがこの世界の法則なのよ！」




　オオ、オオオオ……ゴ、ゴ、ゴゴゴゴゴゴゴ……。




　小早川隆景の勝利宣言に激怒した信奈のお腹なかの中で、なにかが呻うなった。それはまるで、世界のすべての理不尽を押しつけられて問答無用で圧おし殺ころされていく何者かが漏らす断末魔の叫びのようだった。

　戦国世界の記憶に完全に感染した織田信奈はそのとてつもなく強きょう靭じんな精神力によって、そして良晴や義陽、小早川隆景たちの呼びかけの力によって、「この世界を存在させている三人が戦国世界の記憶に感染すれば大厄災が発生する」という世界の法則を完膚なきまでに無視してねじ曲げたのだった。

「……信じられません……こんな精神力を、生身の人間が持てるものでしょうか……彼女はまさしく女神です。この上なく物騒な、荒ぶる神ですがね」

　細川幽斎が「『古今伝授』すらこのような理不尽な奇跡を想定してはおりませんでした」と苦笑し、半兵衛と官兵衛、そして久秀も大厄災の発動が完全に阻止されたことを確認していた。

「信奈さんの、良晴さんへの執念と小早川さんへの嫉妬の怒りが、世界の法則をもぶち破ってしまったようです。思えば信奈さんはこの世界の根源ですから……もう大厄災は起こらないでしょう。あのう、結局私が陰おん陽みょう少女になった意味って……くすんくすん」

「奇跡だー！　だが、これは織田信奈個人の力ではない。仲間の力あってこその奇跡！　われら陰陽少女コンビも確実に寄与したぞ半兵衛！　ハグさせろ、うおおおおお！」

「……なんてことかしら。わたくしたちの長年の苦労と論争と監視は……すべて取り越し苦労だったというわけなのですね。あなたの力を信じてあげられなくてほんとうにごめんなさいね、信奈さん……ああ……一気に疲れが……ちょっと失神していいかしら？」

「おう、ワシの腕の中で眠っておれ久秀。うわははははは！　よくぞここまで己を鍛え上げたものよ、織田信奈！　稲葉山学園の弱肉強食の教育方針は間違っておらなんだ！　これにて大団円である！」

　終わった。

　良晴は「え。これで一連の騒動は解決したってこと？　それじゃ残るは……俺の選択だけ？」と喜びもつかの間、「ほら、わけのわかんない騒動は終わったわよ！　さあさあモラトリアム期間は終了よ良晴！　ぜ〜んぶ見たわよ！　あんた、あっちの世界でわたしと初夜を過ごしてんじゃーん！　それなのにわたしを捨てるわけえ？　処女を奪ったら用済みだなんて鬼畜だわ！」「うう。良晴、琉球での日々はもはや新婚旅行だったではないか。あんな記憶まで回復していながら、よくも今の今まで選択を引き延ばせたものだ。きみはまさかすべての女の敵なのか？」とまなじりを釣り上げて迫ってきた信奈と小早川隆景に挟まれて青息吐息。

「半兵衛！　官兵衛！　十兵衛ちゃん！　助けろーっ！」

「知りませんっ。向こうの世界での良晴さんも八方美人だったんですね、くすんくすん」

「きみはまったくどうしようもない男だな、あーはははは！　女難の相ってやつだ！」

「ひーん、ひーん。十兵衛と過ごした愛の日々の記憶には触れていただけないのですか、先輩？　真っ先に先輩の記憶に感染して大暴れしたこの十兵衛が、事件のクライマックスでは先輩の愛に救われるヒロイン役どころか蚊か帳やの外のモブだなんて、世界は不条理ですう。十兵衛にも世界を作らせろですう、十兵衛が先輩を独占しているわくわく明智ドリームランドをよこせですう！　しくしくしく（ちらっ、ちらっ）」

「……私たちも断片的に相良良晴の記憶に感染してしまった……まさか、せ、接せっ吻ぷんしていたなんて……いささか混乱してきたな、勝かつ千ち代よちゃん……じゃなかった、信玄」

「あ、ああ。そうだな虎とら千ち代よちゃん……じゃなかった、謙信。相良良晴と温泉で混浴しまくっていたとは……あ、あたしたちが吸った瘴しょう気きは僅かだったし、すぐ慣れるだろう。あんなものを全部飲み込んで平然としている織田信奈は、人外の化け物だな」

「ええ、ええ。そりゃあ戦国世界で天下人になるはずですわね。おーほほほ！　わらわは、桶おけ狭はざ間まで相良良晴に命を救われた記憶に感染いたしましたわ。わらわの命の恩人でしたのね！　やはり相良良晴はわらわの執事に、そして夫になるべき運命の殿方！」

　各人、良晴の記憶のうち自分自身にまつわる記憶にだけ感染したらしく、女の子たちが良晴を見る視線が騒動前とは少しだけ違っていた。記憶感染によって、一気に全員との親密度をあげてしまったといおうか。良晴は（戦国世界では姫武将たちは常に命のやりとりをしていたんだからしょうがないとはいえ……あっちの世界で八方美人を極めた自らの行動の結果、因果応報という四文字の意味をこれから俺は思い知るのだろう）と来たるべき「審判の日」を待ち受ける覚悟を決めていた。




　　　　※




「兄さま、いよいよ今日は一学期の終業式ですな！　明日から夏休みを満喫いたしますぞ！　おなじみの六甲山に蟬せみ捕とりに行って、そのままロープウェイで牧場へ直行ですぞ！」

「ほら、良晴。きちんとハンカチを持って行け。今年こそ、夏休みの宿題を最終日まで積み上げるんじゃないぞ。良晴の女難の相は、例の一件以来悪化する一方だ。私は今からでも稲葉山学園に転入したい、はあ……」

「うんうん。同じ大学に通えばいいよー！　稲葉山学園同様に六甲山から町と海を見渡せる神こう戸べ大だい学がくとかどーかなー？　あーっ、あたしは勉強が苦手だからスポーツ推薦枠がある大学じゃないと無理かもー！　どーしよーっ!?」

「さあさあ急いで。遅刻するわよ良晴。父さんも週末には帰国するから、一家でバーベキューでもどう？　母さん、張り切っちゃう♡　翌日は焼き残ったお肉をトッピングしたカルビカレーをふるまうわね〜♪」

　一学期最後の登校日。良晴は、相良家の家族たちに背中を押されながら通学路へと飛び出していた。

「おはようございます兄上！　中等部も明日から夏休みなの。相良幼稚園軍団総出で海へ行きましょうね！　早くねねちゃんに『体操の隊形に開け〜』って言われたいわ〜♪」

「うう、この一年で身体からだが成長しちゃって、兄くんに水着姿を見せるのが恥ずかしいよう」

「おめーの胸は成長してねーだろ紀き之の介すけ！　姉御を見ろよ、脱いだらスゲーんだぞー！」

「こ、こら、市いち松まつ。兄貴の前でやめてくれ。いつまでもお子さまなんだからさ、もう」

「うぉーっす。虎とら之の助すけも暑くて学ランを脱いだのか、ははっ。みんな仲良くしろよー？」

　中等部へ向かう相良妹軍団と挨拶を交わした後には、涼やかな夏用の制服を着た小早川隆景と吉川元春の双子姉妹が厳いつく島しま神じん社じゃの鳥居の下で良晴を待っている。

「……や、やあ。お、おはよう良晴。その……学園長からＵＳＪデート権を貰もらってしまった以上、夏休みのうちに使い切らないといけないのだが……天下布部や謙信、信玄、義元たちも全員誘って団体ツアーというのはどうだろう？　ふ、ふ、二人きりは、ちょ、ちょっと、し、刺激が……つ、強すぎて……はああ……」

「良晴。隆景は遊覧船でえらく恥ずかしい記憶に感染したらしく、当分良晴の顔を直視できないけぇ。どんな記憶だと尋ねても照れて枕に顔を埋めるばかりで、口を割らん！　戦国世界でなにがあったんじゃ〜？」

「そ、それは、ちょっと……す、すぐに慣れるよ小早川さん」

「……で、でも。わ、私は戦国世界を生きた私ではないが、良晴は戦国世界から直接来たのだろう？　つ、つまり、私とあんなことやこんなことを実際に……う、ううう〜っ！」

　いつもの三人で、坂道を上りながら稲葉山学園高等部へと向かう。

　道中、教会の庭園を手入れしていたフロイスと梵ぼん天てん丸まるから、

「道三さんから伺いました！　大厄災の夜に奔走して命を落としたザビエルさまの努力が報われたそうですね。ほんとうにありがとうございました！」

「ククク。彼方かなたからの観測者サガラーよ、黙示録の獣よ、我がいないところで勝手にはるまげどんを戦っていたなんて許さんにょだ！　また騒動を起こせ。次はこの梵天丸がうぬとの世界最終戦争を戦い、千代続く千年王国を建設してみせるにょだー！」

　と手を振られて、良晴も「ああ、おはよう。次があるかどうかわからないけど、楽しみにしてるぜ梵天丸！」と笑顔で挨拶を返す。

「松永先生はお咎とがめなしで丸く収まったんだってね、小早川さん。あの人は信奈愛が強すぎて少々道を間違っていたけれど、根は悪い人じゃない。それは誰よりも俺がよく知っている。うん、ほんとうによかった」

「そうだな良晴。学園長は奥さんを亡なくされておられるので、松永先生とこのまま元もとの鞘さやに収まりそうな気配らしい。娘の帰き蝶ちょうちゃんには母親が必要だといつも言っていたし」

「明智光秀も学園長に養子に誘われたそうじゃが、お母さんを置いてはいけませんので遠慮するですうと辞退したそうじゃ。親孝行じゃのう。泣ける話じゃけえ。くううーっ」

「それでも学園長は諦めず、彼女を『猶子』にしたという。正式な養子縁組や財産分与はしないが、光秀が社会人として独り立ちするまで事実上の斎藤家の娘として無償で育てるそうだ。実母の牧どのともども、しばらく学園長のお屋や敷しきで暮らすとか。うん？　まさか学園長は牧どのと松永先生を豪邸に集めて、ハーレムを作るつもりでは……いやまさか、戦国世界の倫理観で生きていた良晴みたいなことはしないか」

「俺は戦国世界でもそんなことしてないよ、してないよ小早川さん！」

「遅いですよ、せんぱーい♪　戦国世界でも学園世界でも先輩のかわいい後輩、明智光秀でっすう〜♪　『お前の術への耐性のなさは危なっかしくて見ておれん。しのごの抜かすなら天てん下か布ふ部ぶを襲撃した責任を取って賠償せんか』と学園長に脅されたので、しぶしぶ猶子になってやったですう。でも、たこ焼き屋台骸骨号の営業だけは継続許可してもらったですから、また元町食い倒れデートをお願いしますです！」

「おはよう良晴！　半兵衛情報では、上杉謙信の執事どもがＵＳＪデートの現場で良晴と謙信の婚約を強行しようと企たくらんでいるらしいわよ！　風林火山軍団にも協力を持ちかけてるとか。まったく、どいつもこいつも！　もともと良晴はこーゆー男だったけれど、あの瘴気のせいでハーレム体質が加速したんだわ！　あっちではわたしが良晴の正妻だったんでしょー!?　わ、わたしはまだ、け、結婚とかそーゆーのは早すぎると思うけれど……と、とにかく、行くわよ！　見てなさい小早川。たとえ何度世界が新しく誕生しても、わたしのものはわたしのもの、良晴のものもわたしのものなんだからね！」

「ふふ。きみの鋼の意志力には感心するな、織田信奈。そうだな、私は良晴との琉りゅう球きゅうでの思い出に浸って生涯を独身で過ごすか……それで、私は充分に幸福だ」

「ちょっとちょっと？　あんたまだ高校生でしょ、世を捨てるのは早いわよっ！　達観するのが早すぎるのよー！　謙信と信玄の如ごとく、わたしたちは時空を超えた永遠のライバルなんだから。潔いさぎよく戦いなさいよ、このわたしと！」

「そ、そうだよ、小早川さん！　世界の選択肢は無限にあるんだぜ？　隠いん遁とんなんてダメだよ！」

「そうそう、いいこと言うじゃない。って、あんたが煽あおってどーすんのよ良晴っ！」

　正門前で良晴を待っていた光秀と信奈が合流して、一同は大騒ぎに。「相良良晴ハーレムクラスター発生！」と登校中の男子生徒たちが目を三角にしながら呪じゅ詛その言葉を吐いて通り過ぎていく。

「これっ！　さっさと教室に入るでおじゃる！　一学期最終日だというのに、駆け込みであちこちのクラスに転入生が入ってきたでおじゃる。相良良晴よ、織田信奈よ、そちらのクラスに集まっているでおじゃるぞ。宇喜多先生が待ちかねているでおじゃる」

「転入生が？　ほんとか近衛のおっさん？」

「マジなの近衛？　明日から夏休みなのに、なんで今日転入？　二学期初日でいーじゃん？」

「近衛先生と呼べでおじゃるーっ！　そちら二人はまったく、頭下克上でおじゃるのう！」




　朝の教室。

　もういい歳としだからか、すっかり夏バテしている宇喜多直家が「あー暑い。だりぃ。早く秀ひで家いえを迎えに行きてえなあ〜っと。この夏はむしゅめと八丈島で遊ぶんだー。おめーら！　駆け込み転入生を一挙七人紹介だ！　うちのクラスに入るのは三人だが、最初に一箇所で揃そろい踏みしておきてーんだってよ」とパイプ椅子に座ってかき氷バーを囓かじりながらホームルームを開始した。昼行灯ひるあんどんにも程がある。でも、一挙七人って!?　クラス中がざわめく。

「おー！　自己紹介はおいたちからぞ！　九州は鹿児島から来た、島津四姉妹！　おいが四女の島しま津づ家いえ久ひさ！　一学年下じゃどん、どうかよろしく頼みもす！」

「こら、薩さつ摩ま弁を矯正しろ家久。わ、私は次女の島津義よし弘ひろだ。関西にはまるで疎うといわれらだが、妹たちをかわいがってやってほしい。妹を虐いじめたものは──示現流の太刀にて私が斬る。ちぇすとおおおお！」

「長女の島津義よし久ひさで〜す♪　義弘ともども一学年上の先輩で〜す♪　おみくじを引いた結果、転校は大吉と出ました〜♪　家久ちゃんたちを、どうかよろしくうー。えへ♪」

「三女の島津歳とし久ひさよ。どうして私まで付き合って神戸くんだりに転校しなきゃならないの、まったく馬鹿馬鹿しい……あー、私は二学期からこのクラスに通ってあげるから、せいぜい私を接待しなさい。なんでよ。なんで上級クラスじゃないのよっ!?　この島津財閥のご令嬢たる私がどうして庶民と一緒のクラスなのっ？」

　クラス中の男子が「全員美人！　薩摩細ささめ雪ゆき！」「上のお姉さま二人は、胸がでかあああい！」「一人だけ胸のあたりが絶望的な子がいるが触れちゃダメだ！」とざわめく中、「島津四姉妹!?」と良晴と信奈は顔を見合わせていた。なにしろ信奈は良晴の戦国世界での記憶を全部持っている。

「んにゃ！　まっこと、相良良晴じゃ！　動いちょる！　夢で見たのと同じじゃ！　あははっ！」

「い、家久？　なんだよ夢って？」

「おいにもわからん！　じゃどん、良晴がある夜夢に出てきて、おいに接吻しよった！　これは予知夢じゃと閃ひらめいて、捜して追ってきもした！　もしや人違いじゃったか、んにゃんにゃ？」

「あ、ああ、ええと。お、俺も家久とは初対面のような気がしないな。は、ははは……」

「おう、そうか！　よかにせじゃ！」

　人見知りしない家久は早くも遠慮なく良晴の膝の上に座ってきて、家猫のように懐なついている。あんたが見た夢は予知夢じゃないわよ、夢ならよかったのにと信奈は切れる寸前。

「ハーイ？　ハロー？　私は大分から来ました、大おお友とも宗そう麟りんと申しま〜す！　十年前に神戸の大厄災を命懸けで防いだ奇跡のお方ザビエルさまを信奉する、ザビエル教団の教祖をやってましたー！　あ、信者は強制的に加入させた幼なじみの宗むね茂しげだけだったんだけど……くっすん。でもでも！　今日から宗麟は、相良良晴教団の教祖に鞍くら替がえするから！　夢に見たの、燃える終末世界に救世主として降臨した相良良晴くんの勇姿を！　うわー見て見て宗茂、本物がいるー！　ナマの良晴くんだー！　さっそく銅像を造っちゃおう！」

「す、すみません。お嬢さまはその、ファンクラブのことを教団と言い張る人でして、決して怪しい者では。お、お嬢さまの執事役を務めます、立たち花ばな宗茂と申します。じょ、女性との交際は教義という名の会則によって禁止されていますのでご容赦ください」

　でかああああい！　島津姉妹よりデカい、問答無用！　と男子たちは宗麟の胸元を見るなり理性を蒸発させ、女子たちは貴公子然とした凜り々りしい立花宗茂に心を奪われていた。

「良晴くーん！　夢のお告げに導かれて、来ちゃったー♪　これは運命なのよねっ！」

「あ、いや。そっか、夢で見たかー。松永先生が錬成していた瘴しょう気きが九州まで流れて、感染したんだな……信奈は？　ほら、この子だよ。信奈は夢に出てこなかったのか？」

「えーと、ちらっと見たかな？　とにかく宗麟にはわかるよ。良晴くんがザビエルさまとともに世界を救ってくださったんだって！　宗麟の直感はいつだって正しいの！」

　ああそうだわ。良晴の記憶だけが感染してるから、私との思い出成分は薄いんだわ……宗麟がライバルと化すだなんて最悪！　と信奈は天を仰いだ。

　そして最後の一人。

「当方方向音痴にて、山中で遭難して遅れました！　はあはあはあ……上級クラスに転入しました山中財閥の令嬢、山やま中なか鹿しか之の助すけと申します！　ある夜、なにひとつ不自由ない満たされた生活に虚むなしさを感じていた私は月に『我に七難八苦を与える主君をください』と祈りました。そしてすぐに夢を見たのです！　槍やりを取り、戦場に赴いて相良良晴さまというお方に誠心誠意お仕えする素敵な夢を！　そう！　私は財閥令嬢としてぬくぬくと生きるのではなく、ご主君にご奉仕する戦うメイドさんとして生きたかったのですっ！　さあ相良良晴さま！　ご主君！　この鹿之助を好きなだけお使いください、はあはあはあ」

「し、鹿之助までっ？　いや、なにも自ら七難八苦を望まずともいいんじゃないのかなっ？　なんのための平和な学園世界なんだよっ？」

「さっそく罵倒プレイですねご主君！　そうです、その調子です。ああ、鹿之助は今、生きています……このままならぬ苦難こそが本物の人生なのですね！　感激です！」

　癖で天井に張り付いている五右衛門が「相良氏。ついに来ましたな、この時が。大厄災よりも恐ろしいことになりますな」と固唾を吞のんで教室での騒乱を見物する中。

　山中で猪いのししと格闘していた鹿之助を保護して教室に連れてきた竹中半兵衛が「くすんくすん。松永先生があれこれ画策しているうちに全国に瘴気が薄く拡散して、各地に散らばっていた良晴さんゆかりの女の子たちが戦国世界の記憶に部分感染したようです。皆さん、ご自分が見た記憶の解釈はまちまちなのですが、良晴さんに惹ひかれてやまないという一点だけは共通しています……これからも新たな女の子たちが続々と集まりそうです。もはや稲葉山学園は良晴さんのハーレムと化しましょう」と恐る恐る良晴の耳元で囁ささやく。信奈には聞かれたくないという一心でのことだったが、信奈は地獄耳の持ち主。すべて筒抜けである。

「なんでよーっ！　なんでこうなるのよーっ！　小早川、親友協定を永続神聖親友同盟にステップアップして二人で良晴を囲うのよ！　ハーレムなんか作られるくらいなら、あんたと良晴をシェアしたほうがまだマシだわ！」

「……私一人ならどうにでも蹴落とせると企んでいるだろう、織田信奈。諦めろ。これは二重記憶という世界のバグが生みだす避けられない運命だ。抵抗すればかえって世界のバランスが崩れてしまう」

「だからって、正妻公認ハーレムはないでしょ、ハーレムはー！　今は二十一世紀なのよ！　戦国世界の倫理観に逆行してんじゃんっ！　もしも、大奥マニアのあの女が学園に来たら……十兵衛と意気投合したら……ぶる、ぶる、ぶる」

[image: ]

「む。誰が正妻だ。それはあっちの世界の話で、こっちではまだ私が正妻になる可能性も……あ、いや。な、なんでもない」

「んもー！　世界が滅びかけたというのに、いい加減に素直になりなさいよ小早川！　勝負はねえ、お互いに舞台にあがらなければはじまらないのよ！　信玄がマウンドに登り、謙信が打席に立たなければ、決着なんてつきようがなかったでしょっ！　このままじゃ、三人の一夏の物語がはじまらないままに良晴は数の暴力に吞まれて強制ハーレムルート行きよ！　それでもいいのっ？」

「よ、よくない！　わ、わかった。良晴。クラスの諸君。私の本心を言おう！　わ、私は──私は──良晴が、好きだ──！」

「……こ、小早川さんっ!?」

「ほーら、言えたじゃなーい！　それじゃあ、わたしも──」




　相良良晴。織田信奈。そして、小早川隆景。

　彼らにとって一度きりの「十七歳の夏休み」が、今はじまる。











あとがき






　作者です。お久しぶりの『織お田だ信のぶ奈なの野や望ぼう』は、いわゆる「学園信奈」です。「信奈」のパチンコ第三弾企画が進んでいるらしいので、この機会に出させてもらえることになりました。

　内容ですが、ずいぶん以前に「ドラゴンマガジン」の付録で第一話だけをパイロット版として書いたものをベースに、短編連作化して一冊にまとめさせてもらいました。

　元の第一話を書いた時にはまだ本編が半分くらいしか進んでいなかったので、設定が一部変更されていますが、良よし晴はるが家族と一緒に現代の神こう戸べという戦争もなく黒船襲来もない平和な世界で、天てん下か布ふ部ぶ部長の信奈や幼なじみで委員長の小こ早ばや川かわさんたちとわちゃわちゃ学園生活を過ごす、という基本は同じです。

　ところが二〇二〇年は新型コロナ流行のために日本も世界も様変わりし、基礎疾患持ちで免疫ボロボロの作者はほとんど家から出られない引きこもり生活に終始しまして、気がつけば平和な学園生活のほうが戦国時代よりもずっとファンタジーになってしまったという。なので、ほとんど異世界ファンタジー小説を書いている気分で今作を書いていました。

　仕事柄、引きこもることには耐性があると思っていたのですが、一年間ほぼ人と会わずに部屋にこもり続ける生活は予想以上に厳しく、アイデアを閃ひらめかせるために通っているスポーツジムにも行けず、電撃文庫で執筆中だった『Re：スタート！転生新選組』取材のための五ご稜りょう郭かくや熊本城への遠距離旅行などもってのほか（京都は大昔に「信奈」「姫ひめ狐ぎつね」絡からみで取材済みでしたのでぎりぎりセーフ）。そんな中、この『織田信奈の学がく園えん』を書いている時だけが幸せでした……信奈や良晴たちおなじみのキャラクターはもう家族みたいな存在ですし、今作の舞台の神戸は作者の故郷なので、特に取材しなくても問題ないんですよね。三さんの宮みや駅の名前が変更されたり駅前のそごうがなくなったりとずいぶん変わっちゃったらしいですが、まだだまだ元町に大丸がある限り神戸は終わらんよ。横浜そごうは生き残ってるというのも妙な気分です。

　ちなみに信奈世界の神戸はこちら側の現実世界の神戸とは少し違う歴史を辿たどっていまして、「大厄災」が起きた代わりに阪神・淡路大震災は発生していないという設定です。作中でフロイスと梵ぼん天てん丸まるが登場する中山手教会というのは現実にはもうないです。この教会に併設されている幼稚園があったんですが、信奈世界ではこれが「相良さがら幼稚園」となっております。

　さて学園信奈の内容ですが、連作短編でエピソードごとにヒロインが信奈、半はん兵べ衛え、小早川さん、謙けん信しん、光みつ秀ひで、そして義よし陽ひと代わり、毎話やることも変わるんですけど、メインはほぼ全員登場する中盤の「野球回」ですね。そう、学園といえば野球回……これは鍵っ子にとっては自明の理、変更不能のルールっ……！　もともと本編の本猫寺編はサッカーではなく野球対決をさせる予定でしたし（戦国時代人に野球のルールを覚えさせるのが無理ということで頓挫しました）、それ以後も「織田信奈の野球」というスピンオフ作品を構想していたくらいですから、念願の野球回です。なお「麻雀マージャン回」「映画回」はページの都合で泣く泣く割愛しました。本筋に割けるページがなくなるので……！　一応、野球回で光秀の本能寺ゲージが上昇するのはパワプロ戦国編リスペクトです。

　そんなこんなで、学園信奈のエピソードは単行本一冊で収まりきらなかったので、カクヨムで不定期にアップしようかなと思っています。なにしろ（野球回を入れたせいで）「良晴争奪戦争はまだはじまったばかりだ……！」状態ですし。不定期ですのでいつなにをアップするかはまだお約束できないのですが、この単行本が出る頃にはアップロードが開始されているかもしれません。ただ、〆切りがないとなかなか書けない古い体質なので、引きこもっていてもネットにアップする原稿ってなかなか進まないんですよね（汗）。二〇二一年は、サブスクとソシャゲばかりやっていないで原稿を書きます……（汗）。

「ネトフリで鬼滅を観みる」→「Kindleで続きを読む」→「煉れん獄ごくさん……！」→「ツェペリ魂を思いだし、荒木飛ひ呂ろ彦ひこ先生の『ジョジョは少年漫画の王道』という言葉を『ほんとうだったんだ！』と嚙かみしめる」→「ネトフリでジョジョを観る」→「Kindleで続きを読む」→「うわああああジャイロおおおおおおお！」→「鬼滅を観る」→「煉獄さん……！」の無限人間賛歌ループ、終わりがないのでダメ絶対。

　二〇二〇年はほんとうに辛つらい一年でしたが、そんな中で煉獄さんというツェペリ魂の継承者が多くの人に勇気を与えてくれたのはほんとうに感慨深かったです。自分もまだ生きているのだから「信奈一巻」の原稿を二週間で書き殴っていた頃のように心を燃やさないとダメだと思いましたが、老いとは哀かなしいものでして、今もし「鬼になって俺と小説を書き続けないか」と誘われたら即座に鬼落ちしそうです。早くまた自由に外出できて大勢の人たちと会える日が来てくれないかなあと待ち望んでいる次第です。

　最後にこの本を手に取ってくださった読者さま、編集者さま、関係者さま、そして久々の「信奈」を快く描いてくださったみやま零先生に心からお礼を。元康たぬきネタはいずれ必ず書きますので！
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